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第 1 章

最初にお読みください

Cisco IOS XE 16 に関する重要な情報

Cisco IOS XE Release 3.7.0E（Catalystスイッチ用）および Cisco IOS XE Release 3.17S（アクセス
およびエッジルーティング用）以降、これら2つのリリースは、単一の統合されたリリースバー
ジョンである Cisco IOS XE 16に進化（合体）されています。これにより、スイッチングとルー
ティングのポートフォリオにおいて広範囲のアクセス製品およびエッジ製品をカバーする単一の

リリースが提供されます。

テクノロジーコンフィギュレーションガイドにある「機能情報」表には、機能が導入された

時期が記載されています。その機能が他のプラットフォームでサポートされた時期について

は、記載されている場合とされていない場合があります。特定の機能がご使用のプラットフォー

ムでサポートされているかどうかを確認するには、ご使用の製品のランディングページに掲

載されているテクノロジーコンフィギュレーションガイドを参照してください。ご使用の製

品のランディングページにテクノロジーコンフィギュレーションガイドが表示されていれ

ば、その機能はプラットフォームでサポートされています。

（注）
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第 2 章

『Configuring OSPF』

ここでは、Open Shortest Path First（OSPF）の設定方法について説明します。OSPFは、Internet
Engineering Task Force（IETF）の OSPFワーキンググループによって開発された内部ゲートウェ
イプロトコル（IGP）です。OSPFは特に IPネットワーク向けに設計されており、IPサブネット
化、および外部から取得したルーティング情報のタギングをサポートしています。OSPFを使用
するとパケット認証も可能になり、パケットを送受信するときに IPマルチキャストが使用され
ます。

シスコは、RFC 1253、「OSPF Version 2 Management Information Base」（1991年 8月）をサポー
トします。OSPF MIBは、OSPFに関連する管理情報を提供し、シスコルータでサポートされる
IPルーティングプロトコルを定義します。

OSPFと連動するプロトコルを選ばない機能については、「Configuring IP Routing
Protocol-Independent Features」のモジュールを参照してください。

• 機能情報の確認, 3 ページ

• OSPFに関する情報, 4 ページ

• OSPFの設定方法, 13 ページ

• OSPFの設定例, 41 ページ

• OSPF Not-So-Stubby Areas（NSSA）に関する追加情報, 59 ページ

• OSPF設定の機能情報, 60 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
3

https://tools.cisco.com/bugsearch/search


プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

OSPF に関する情報

シスコの OSPF 実装
シスコの実装は、OSPFバージョン 2仕様に準拠します。この詳細はインターネット RFC 2328に
記載されています。次に、シスコの OSPF実装でサポートされている主要機能について説明しま
す。

•スタブエリア：スタブエリアの定義がサポートされています。

•ルート再配布：任意の IPルーティングプロトコルによって学習されたルートを、別の IP
ルーティングプロトコルで再配布できます。ドメイン内レベルでは、OSPFは InteriorGateway
Routing Protocol（IGRP）、Routing Information Protocol（RIP）、および Intermediate
System-to-Intermediate System（IS-IS）で学習したルートをインポートできます。OSPFルート
を IGRP、RIP、および IS-ISにエクスポートすることもできます。ドメイン間レベルでは、
OSPFは Exterior Gateway Protocol（EGP）および Border Gateway Protocol（BGP）で学習した
ルートをインポートできます。OSPFルートは、EGPおよびBGPにエクスポートできます。

•認証：エリア内の隣接ルータ間でのプレーンテキスト認証およびメッセージダイジェスト
アルゴリズム 5（MD5）認証がサポートされています。

•ルーティングインターフェイスパラメータ：サポートされる設定可能なパラメータには、
インターフェイス出力コスト、再送信インターバル、インターフェイス送信遅延、ルータプ

ライオリティ、ルータの「dead」インターバルとhelloインターバル、認証キーなどがありま
す。

•仮想リンク：仮想リンクがサポートされています。

• Not-So-Stubby Area（NSSA）：RFC 3101が取って代わり、RFC 1587との後方互換性があり
ます。

•デマンド回線上の OSPF：RFC 1793。

OSPF のルータの調整
通常、OSPFを使用するには、多くの内部ルータ、複数のエリアに接続されたエリア境界ルータ
（ABR）、および自律システム境界（ASBR）間での調整が必要です。OSPFベースのルータまた
はアクセスサーバの最小設定では、すべてのデフォルトパラメータ値、およびエリアに割り当て

られたインターフェイスが使用され、認証は行われません。環境をカスタマイズする場合は、す

べてのルータの調和が取れた設定が必要です。
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OSPF のルート配布
ルート再配布を指定できます。ルート再配布の設定方法については、『Network Protocols
Configuration Guide, Part 1』の「Redistribute Routing Information」を参照してください。

シスコの OSPF実装を使用すると、必要に応じてインターフェイス固有の OSPFパラメータを変
更できます。これらのパラメータを変更する必要はありませんが、一部のインターフェイスパラ

メータについては、接続されたネットワーク内のすべてのルータで統一性を維持する必要があり

ます。これらのパラメータは、ipospfhello-interval、ipospfdead-interval、および
ipospfauthentication-keyインターフェイスコンフィギュレーションコマンドによって制御されま
す。したがって、これらのパラメータを設定する場合は、ネットワーク上のすべてのルータのコ

ンフィギュレーションと互換性のある値にしてください。

デフォルトでは、OSPFは次の 3種類のネットワークにメディアを分類します。

•ブロードキャストネットワーク（イーサネット、トークンリング、FDDI）

•非ブロードキャストマルチアクセス（NBMA）ネットワーク（スイッチドマルチメガビッ
トデータサービス（SMDS）、フレームリレー、および X.25）

•ポイントツーポイントネットワーク（High-Level Data Link Control（HDLC）および PPP）

ブロードキャストまたは NBMAネットワークとしてネットワークを設定できます。

X.25およびフレームリレーは、マップに設定できるオプションのブロードキャスト機能を提供
し、これによってOSPFをブロードキャストネットワークとして実行できます。詳細については、
『Cisco IOS Wide-Area Networking Command Reference』の x25mapおよび frame-relaymapコマンド
ページを参照してください。

OSPF ネットワークタイプ
デフォルトのメディアタイプと無関係に、OSPFネットワークタイプをブロードキャストまたは
NBMAとして設定できます。たとえば、ユーザのネットワークにあるルータでマルチキャストア
ドレッシングがサポートされない場合に、この機能を使用してブロードキャストネットワークを

NBMAネットワークとして設定できます。NBMAネットワーク（X.25、フレームリレー、SMDS
など）もブロードキャストネットワークとして設定できます。この機能により、以降の「非ブ

ロードキャストネットワークの OSPFの設定」のセクションで説明するように、ネイバーを設定
する必要がなくなります。

NBMAネットワークをブロードキャストまたは非ブロードキャストとして構成する場合は、各
ルータから各ルータ、つまりフルメッシュのネットワークにまで仮想回線（VC）があると想定さ
れます。たとえば、コストの制約があったり、一部だけがメッシュネットワークになっている場

合には設定できません。この場合は、OSPFネットワークのタイプをポイントツーマルチポイント
ネットワークとして設定できます。直接接続していない2つのルータ間のルーティングは、VCの
あるルータを通過して 2つのルータに到達します。この機能を使用する場合は、ネイバーを設定
する必要はありません。
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OSPFポイントツーマルチポイントインターフェイスは、1つ以上のネイバーを持つ番号付きポイ
ントツーポイントインターフェイスとして定義されます。複数のホストルートが作成されます。

OSPFポイントツーマルチポイントネットワークには、NBMAやポイントツーポイントネット
ワークと比較した場合、次のような利点があります。

•ポイントツーマルチポイントはネイバーコマンドの設定が不要で、1つの IPサブネットだけ
を使用し、指定ルータの選定も不要なため、設定が容易です。

•完全にメッシュ化されたトポロジが必要ないため、コストが低くなります。

• VCの障害時に接続が維持されるため、信頼性が高まります。

ポイントツーマルチポイントブロードキャストネットワークでは、ネイバーの指定は不要です。

ただし、neighborルータコンフィギュレーションコマンドでネイバーを指定できます。この場合
は、そのネイバーにコストを指定する必要があります。

point-to-multipointキーワードが ipospfnetworkインターフェイスコンフィギュレーションコマン
ドに追加される前は、一部のOSPFポイントツーマルチポイントプロトコルトラフィックがマル
チキャストトラフィックとして扱われていました。マルチキャストによってトラフィックが処理

されるため、neighborルータコンフィギュレーションコマンドが、ポイントツーマルチポイント
インターフェイスに不要でした。hello、アップデート、確認応答の各メッセージは、マルチキャ
ストを使用して送信されていました。特にマルチキャストのhelloメッセージにより、すべてのネ
イバーが動的に検出されました。

ポイントツーマルチポイントインターフェイス（ブロードキャスト、非ブロードキャストを問わ

ず）では、Cisco IOSソフトウェアは各ネイバーへのコストが等しいと仮定していました。コスト
は ipospfcostインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用して設定されました。実
際には、各ネイバーへの帯域幅が異なるため、コストは違うはずです。この機能を使用すると、

各ネイバーへのコストを個別に設定できます。この機能はポイントツーマルチポイントインター

フェイスだけに適用されます。

OSPFネットワークには多くのルータが接続している場合があるため、指定ルータがこのネット
ワーク用に選択されます。ブロードキャスト機能が設定されていない場合、指定ルータの選択に

は特別なコンフィギュレーションパラメータが必要になります。

これらのパラメータは、指定ルータまたはバックアップ指定ルータ（ルータプライオリティ値が

0以外のルータ）になる資格のあるデバイスだけに設定する必要があります。

次のネイバーパラメータを必要に応じて指定できます。

•隣接ルータのプライオリティ

•非ブロードキャストのポーリング間隔

ポイントツーマルチポイントの非ブロードキャストネットワークでは、neighborルータコンフィ
ギュレーションコマンドを使用してネイバーを特定します。ネイバーへのコストの割り当てはオ

プションです。

Cisco IOSRelease12.0以前のバージョンでは、一部のユーザは非ブロードキャストメディア（classic
IPoverATMなど）でポイントツーマルチポイントを使用していました。そのため、ルートのネイ
バーを動的に検出できませんでした。この機能を使用すると、neighborルータコンフィギュレー
ションコマンドをポイントツーマルチポイントインターフェイスで使用できます。
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エリアパラメータ

OSPFを使用しているセントラルサイトから別のルーティングプロトコルを使用しているリモー
トサイトに接続する必要があるインターネットサービスプロバイダー（ISP）またはネットワー
ク管理者は、OSPF Not-So-Stubby Area（NSSA）機能を使用して管理を簡素化できます。

スタブエリアにはリモートサイトのルートが再配布されないため、NSSAが実装される前は、企
業サイトの境界ルータとリモートルータ間の接続にOSPFスタブエリアを利用できず、2つのルー
ティングプロトコルを維持する必要がありました。RIPのようなシンプルなプロトコルを実行し
て再配布を処理する方法が一般的でした。NSSAが実装されたことで、企業ルータとリモートルー
タ間のエリアを NSSAとして定義することにより、NSSAで OSPFを拡張してリモート接続をカ
バーできます。

OSPFスタブエリアと同様に、NSSAエリアはタイプ5LSAによる配布ルートに注入されません。
NSSAエリアへのルート再配布に使用できるのは、NSSAエリアだけに存在可能な、タイプ7と呼
ばれる特殊なタイプの LSAだけです。NSSA ASBRはタイプ 7 LSAを生成し、ルートの再配布が
可能となります。これらのタイプ 7 LSAは、NSSAABRによってタイプ 5 LSAに変換され、OSPF
ルーティングドメイン全体へフラッディングされます。変換中は集約とフィルタリングがサポー

トされます。

RFC 3101を使用すると、NSSA ABRルータを強制 NSSA LSAトランスレータとして設定できま
す。これは、NSSA ABRルータが無条件に LSAトランスレータの役割を担うことを意味してお
り、トランスレータとして選ばれる候補に含めるだけのデフォルトの動作に取って代わります。

強制されたトランスレータがすべての LSAを変換しない場合でも、変換は各 LSAの内容に
よって異なります。

（注）

以下に示すネットワーク構成図では、OSPFエリア 1がスタブエリアとして定義されています。
スタブエリアでは再配布が許可されていないため、Enhanced Interior Gateway Routing Protocol
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（EIGRP）ルートをOSPFドメインに伝播できません。ただし、OSPFエリア 1をNSSAとして定
義すれば、タイプ 7 LSAを生成することで OSPF NSSAに EIGRPルートを注入できます。

図 1：OSPF NSSA

NSSAはスタブエリアを拡張したものであるため、RIPルータから再配布されたルートは OSPF
エリア 1内に到達できません。タイプ 5 LSAが排除される点など、スタブエリアの特性はそのま
ま残っています。

ルート集約は、アドバタイズされるアドレスを統合することです。この機能により、ABRから他
のエリアに、1つの要約ルートだけをアドバタイズできます。OSPFでは、ABRが 1つのエリアの
ネットワークを別のエリアにアドバタイズします。あるエリアにおいて連続する複数のネットワー

ク番号が割り当てられている場合、指定された範囲に含まれるエリア内の個別のネットワークを

すべてカバーするサマリールートをアドバタイズするように ABRを設定できます。

他のプロトコルからのルートが（「Configuring IP Routing Protocol-Independent Features」モジュー
ルに記載されているように）OSPFに再配布される場合、各ルートは外部 LSAにより個別にアド
バタイズされます。ただし、ネットワークアドレスとマスクの範囲を指定することにより、範囲

内のすべての再配布ルートを含む単一ルートがアドバタイズされるように、Cisco IOSソフトウェ
アを設定できます。この設定により、OSPFリンクステートデータベースのサイズを縮小できま
す。

OSPFでは、すべてのエリアがバックボーンエリアに接続されている必要があります。バックボー
ンが不連続である場合、またはバックボーンが意図的に分割されている場合は、仮想リンクを確

立できます。2台のABRを仮想リンクのエンドポイントとして設定できます。仮想リンクは両方
のルータで設定される必要があります。各ルータの設定情報には、他の仮想エンドポイント（他

のABR）、および 2台のルータに共通する非バックボーンエリア（中継エリア）があります。仮
想リンクはスタブエリアからは設定できません。

ASBRを設定し、強制的に OSPFルーティングドメインにデフォルトルートを設定できます。
OSPFルーティングドメイン内へのルート再配布を設定すると、常にルートは自動的に ASBRに

   IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
8

『Configuring OSPF』
OSPF のルート配布



なります。ただし、デフォルトでは、ASBRはデフォルトルートを OSPFルーティングドメイン
に生成しません。

すべての OSPF show EXECコマンド表示で使用する Domain Naming System（DNS）名のルック
アップを行うよう、OSPFを設定できます。この機能を使用すると、ルータがルータ IDやネイバー
IDではなく名前で表示されるため、ルータを識別しやすくなります。

OSPFは、インターフェイスに設定されている最大の IPアドレスをルータ IDとして使用します。
この IPアドレスに関連付けられているインターフェイスがダウンした場合、または削除された場
合、OSPFプロセスは新しいルータ IDを再計算し、すべてのルーティング情報をそのルータのイ
ンターフェイスから再送信する必要があります。

ループバックインターフェイスが IPアドレスによって設定されているときは、より大きい IPア
ドレスが他のインターフェイスにある場合でも、Cisco IOSソフトウェアはこの IPアドレスをルー
タ IDとして使用します。ループバックインターフェイスに障害は発生しないため、ルーティン
グテーブルの安定性が増大します。

OSPFでは、自動的にループバックインターフェイスが他よりも優先されます。また、すべての
ループバックインターフェイスの中で最も高位の IPアドレスが選択されます。ループバックイ
ンターフェイスが存在しない場合、ルータ内で最も高位の IPアドレスが選択されます。特定のイ
ンターフェイスを使用するように OSPFに指示することはできません。

Cisco IOS Release 10.3およびそれ以降のリリースでは、デフォルトでインターフェイスの帯域幅
に従ってインターフェイスの OSPFメトリックが計算されます。たとえば、64 kbpsのリンクのメ
トリックは 1562、T1リンクのメトリックは 64になります。

OSPFメトリックは ref-bw値を帯域幅の値で割ったものとして計算され、デフォルトで ref-bw値
は 108です。帯域幅の値は bandwidthインターフェイスコンフィギュレーションコマンドによっ
て決まります。この計算により FDDIのメトリックは 1となります。帯域幅が広いリンクが複数
ある場合、これらのリンクのコストに差をつけるには、より大きい数値を使用する必要がありま

す。

アドミニストレーティブディスタンスは、個々のルータやルータのグループなど、ルーティング

情報送信元の信頼性を表す数値です。数値的に、アドミニストレーティブディスタンスは 0～
255の整数です。通常は、値が大きいほど、信頼性の格付けが下がります。アドミニストレーティ
ブディスタンスが 255の場合はルーティング情報の送信元をまったく信頼できないため、無視す
る必要があります。

OSPFは、intra-area（エリア内）、interarea（エリア間）、および external（外部）の 3つの異なる
アドミニストレーティブディスタンスを使用します。エリア内のルートは intra-area、別のエリア
へのルートは interarea、再配布を通じて学習された別のルーティングドメインからのルートは
externalです。各タイプのルートのデフォルト距離は 110です。

イーサネット上の 2つのデバイス間にあるシンプレックスインターフェイスは 1つのネットワー
クセグメントだけを表すため、OSPFでは送信側インターフェイスをパッシブインターフェイス
になるように設定する必要があります。この設定により、OSPFが送信側インターフェイスのhello
パケットを送信するのを防ぎます。いずれのデバイスも、受信側インターフェイスに生成される

helloパケットを通じて、お互いを表示できます。

OSPFがトポロジ変更を受信してから Shortest Path First（SPF）計算を開始するまでの遅延時間を
設定できます。また、2つの SPF計算の間のホールドタイムも設定できます。
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OSPFオンデマンド回路はOSPFプロトコルの拡張機能で、ISDN、X.25相手先選択接続（SVC）、
ダイヤルアップ回線などのオンデマンド回路で効率的に操作が利用できるようになりました。こ

の機能は RFC 1793「Extending OSPF to Support Demand Circuits」をサポートしています。

従来の規格では、OSPFの定期的 helloと LSAアップデートは、hello情報や LSA情報に変更が生
じていなくても、オンデマンドリンクに接続しているルータ間で交換されていました。

この機能によって定期的helloは抑制され、LSAの定期的リフレッシュはデマンド回線を通してフ
ラッディングされません。これらのパケットが最初に交換されたときか、パケットに含まれる情

報に変更が生じたときだけにリンクが発生します。この動作を使用すると、ネットワークトポロ

ジが安定している場合に、下位のデータリンク層を閉じることができます。

この機能は、在宅勤務者や支社を、中央にある OSPFバックボーンに接続する場合に有効です。
このような場合、OSPFオンデマンド回路を使用すると、余計な接続コストをかけずにドメイン全
体に OSPFの利点を適用できます。helloアップデート、LSAアップデート、および他のプロトコ
ルオーバーヘッドの定期的リフレッシュは、送信する「実際の」データがない場合にオンデマン

ド回路をイネーブル化しなくなります。

helloや LSAなどのオーバーヘッドプロトコルは、初期セットアップ時と、トポロジでの変更を
反映するときだけ、オンデマンド回路を通じて転送されます。これにより、新しい SPF計算を必
要とするトポロジの重大な変更が、ネットワークトポロジの整合性を維持するために送信されま

す。ただし、変更を含まない定期的リフレッシュはリンクにまたがって送信されません。

OSPFLSAグループペーシング機能により、ルータでOSPFLSAをグループ化し、リフレッシュ、
チェックサム、およびエージングの各機能を同期することが可能となります。グループペーシン

グを利用すると、ルータをより効率的に使用することができます。

ルータはOSPF LSAをグループ化し、CPUおよびネットワークリソースの使用量の急激な増加を
防ぐため、これらの機能をペーシングします。この機能は大規模な OSPFネットワークで最も効
力を発揮します。

OSPFの LSAグループペーシングはデフォルトでイネーブルです。リフレッシュ、チェックサ
ム、およびエージングのグループペーシングインターバルは、通常、デフォルトの設定で十分な

ので、この機能を設定する必要がありません。

以前の LSA の動作
各OSPFLSAには、LSAが有効であるかどうかを示すエージが設定されています。最大エージ（1
時間）に達した LSAは、廃棄されます。エージングプロセス中に、発信元ルータから 30分ごと
にリフレッシュパケットが送信され、LSAがリフレッシュされます。リフレッシュパケットは
LSAの有効性を保持するために送信されるので、ネットワークトポロジが変更されたかどうかは
関係ありません。チェックサムはすべての LSAで 10分おきに実行されます。ルータは、生成し
たLSAと、他のルータから受信したLSAを、継続的に追跡します。ルータが自分で生成したLSA
はリフレッシュし、他のルータから受信した LSAはエージングします。

LSAグループペーシング機能が実装されるまで、Ciscoソフトウェアでは、リフレッシュ用に 1
つのタイマーを使用し、チェックサムとエージング用にもう1つのタイマーを使用していました。
たとえば、リフレッシュの場合には、30分ごとにデータベース全体がスキャンされ、経過時間に
関係なく、ルータが生成したすべての LSAがリフレッシュされます。次の図に、すべての LSA
の同時リフレッシュを示します。リフレッシュが必要なのはデータベースのごく一部であるにも
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かかわらず、このプロセスは、かなりの CPUリソースを消費しました。大型のOSPFデータベー
ス（千単位の LSA数）では、エージの異なる何千もの LSAが存在することになります。単一タ
イマーを使用したリフレッシュでは、すべてのLSAのエージが同期化されるので、CPUの処理量
が一度に増加する結果になります。LSA数が膨大な場合には、ネットワークトラフィックが急増
し、短時間の間に大量のネットワークリソースが消費されます。

図 2：グループペーシングを使用しない単一タイマーによる OSPF LSA

複数のタイマーを使用する LSA グループペーシング
各 LSAが独自のタイマーを持つように設定すると、過剰な CPUの処理や突然のネットワークト
ラフィックの増加が回避されます。リフレッシュの例を再び使用するため、他のLSAとは関係な
く、30分が経過した時点で各 LSAをリフレッシュします。したがって、CPUは必要な場合にの
み使用されます。ただし、LSAをランダムな間隔で頻繁にリフレッシュしたのでは、ルータがリ
フレッシュして送信しなければならない少数のLSAに対して多数のパケットが必要になり、帯域
幅を効率的に使用できません。

そのためルータは、個々のタイマーが指定時間を経過したとき、すぐにLSAのリフレッシュを実
行するのではなく、一定時間だけリフレッシュ機能を保留します。この時間に累積されたLSAを
グループ化し、リフレッシュを実行して、1つまたは複数のパケットで送出します。その結果、
リフレッシュパケットは、チェックサムおよびエージングと同時にペーシングされます。ペーシ

ングの間隔は設定可能ですが、デフォルトは 4分間です。さらに、同時実行を避けるためにラン
ダム化されます。
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次の図は、リフレッシュパケットの場合を示しています。最初のタイムラインは、個別のLSAタ
イマーを示しています。2つ目のタイムラインは、個別の LSAタイマーにグループペーシングを
適用したものです。

図 3：個別タイマーとグループペーシングを使用した OSPF LSA

グループペーシングの間隔は、ルータがリフレッシュ、チェックサム、およびエージングを行う

LSAの数と反比例します。たとえば、LSA数が約 10,000の場合には、ペーシング間隔を短くした
ほうが効果的です。小さなデータベース（40～ 100 LSA）を使用する場合は、ペーシングイン
ターバルを長くし、10～ 20分に設定してください。

LSAグループペーシングのデフォルト値は、240秒（4分）です。値の範囲は、10～1800秒（30
分）です。

デフォルトでは、OSPFは、LSAが到着したインターフェイスを除き、同じエリア内のすべての
インターフェイスで新しいLSAをフラッドします。確実なフラッディングを行うには、ある程度
の冗長設定が必要になります。ただし、過度の冗長設定は帯域幅を浪費することになり、フルメッ

シュ型トポロジなどの特定のトポロジでは、リンク数とCPU使用率の超過によりネットワークが
不安定になることがあります。この例としては完全メッシュトポロジがあります。

OSPFの LSAフラッディングは、ネットワークのタイプに応じて、2つの方法でブロックするこ
とができます。

•ブロードキャスト、非ブロードキャスト、およびポイントツーポイントのネットワークで
は、特定の OSPFインターフェイス上でフラッディングをブロックできます。

•ポイントツーマルチポイントネットワークの場合には、指定したネイバーに対してフラッ
ディングをブロックできます。

インターネットの成長により、OSPFなどの IGPのスケーラビリティの重要性が高まっています。
設計上、OSPFでは、3,600秒後に期限切れになるLSAをリフレッシュする必要があります。一部
の実装ではリフレッシュの頻度を 30分から約 50分に減らして、フラッディングを改善しようと
してきました。このソリューションにより、リフレッシュのトラフィック量は減りますが、LSA
の期限が切れるまでに最低1度はリフレッシュが必要になります。OSPFフラッディングを低減す
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るソリューションでは、既知の変更されていない情報に対する、不要なリフレッシュとフラッディ

ングの抑制が行われます。この低減を実現するため、LSAは現在フラッディング時に上位ビット
が設定されます。LSAは現在「do not age」と設定されています。

Ciscoルータは、LSAタイプ 6 Multicast OSPF（MOSPF）をサポートしていません。ルータはこれ
らのパケットを受信すると、Syslogメッセージを生成します。ルータが多数のMOSPFパケット
を受信している場合、パケットを無視するようにルータを設定して、大量の syslogメッセージが
生成されないようにすることが必要な場合があります。

アップデートパケットを送信する OSPFの従来の実装は、効率面に改善の余地があります。リン
クが低速の状態でアップデートパケットの一部が失われたり、ネイバーがアップデートを十分す

ばやく受信できなくなったり、あるいは、ルータがバッファスペースを使い切ってしまったりす

ることがあります。たとえば、次のいずれかのトポロジが存在した場合にパケットがドロップさ

れる可能性があります。

•高速のルータがポイントツーポイントリンクを介して低速のルータと接続している。

•フラッディング中に、複数のネイバーから 1台のルータに同時にアップデートが送信され
る。

OSPFアップデートパケットは自動的に同期されるようになり、33ミリ秒未満の間隔で送信され
ます。ペーシングは、再送信間でも、送信効率を高めて再送信パケットの損失を最小にするため

に利用されます。インターフェイスへの送信を待機している LSAを表示することもできます。
ペーシングの利点は、OSPFアップデートおよび再送信パケットの送信の効率をよくすることで
す。この機能を設定するタスクはありません。自動的に行われます。

IPルーティングテーブルの内容、キャッシュの内容、およびデータベースの内容など、特定の統
計情報を表示できます。提供される情報は、リソースの使用状況を判定してネットワークの問題

を解決するために使用されます。また、ノードの到達可能性情報を表示して、デバイスパケット

がネットワークを通過するときにとるルーティングパスを見つけることもできます。

OSPF の設定方法
OSPFを設定するには、ここで説明するタスクを実行します。「OSPFのイネーブル化」の項にあ
るタスクは必須です。残りの項のタスクは任意ですが、ご使用のアプリケーションによっては必

須の場合もあります。インターフェイスの最大数については、「OSPFの制約事項」の項を参照し
てください。

IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
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OSPF のイネーブル化

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. router ospfprocess-id
4. networkip-addresswildcard-maskareaarea-id
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングをイネーブルにして、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router ospfprocess-id

例：

Device(config)# router ospf 109

ステップ 3   

OSPFを実行するインターフェイスを定義し、そのイン
ターフェイスに対するエリア IDを定義します。

networkip-addresswildcard-maskareaarea-id

例：

Device(config-router)# network
192.168.129.16 0.0.0.3 area 20

ステップ 4   

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、特

権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 5   

   IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
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OSPF インターフェイスパラメータの設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. ipospfcostcost
5. ipospfretransmit-intervalseconds
6. ipospftransmit-delayseconds
7. ipospfprioritynumber-value
8. ipospfhello-intervalseconds
9. ipospfdead-intervalseconds
10. ipospfauthentication-keykey
11. ipospfmessage-digest-keykey-idmd5key
12. ipospfauthentication [message-digest | null]
13. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイス

コンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Device(config)# interface
Gigabitethernet 0/0

ステップ 3   

OSPFインターフェイスでパケットを送信するコストを
明示的に指定します。

ipospfcostcost

例：

Device(config-if)# ip ospf cost 65

ステップ 4   

IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
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目的コマンドまたはアクション

OSPFインターフェイスに属する隣接に対してリンクス
テートアドバタイズメント（LSA）が再送信される間隔
の秒数を指定します。

ipospfretransmit-intervalseconds

例：

Device(config-if)# ip ospf
retransmit-interval 1

ステップ 5   

OSPFインターフェイスでリンクステートアップデート
パケットを送信するために必要な予想時間を秒単位で設

定できます。

ipospftransmit-delayseconds

例：

Device(config-if)# ip ospf
transmit-delay

ステップ 6   

ネットワークの OSPF指定ルータを確認するための優先
順位を設定します。

ipospfprioritynumber-value

例：

Device(config-if)# ip ospf priority 1

ステップ 7   

OSPFインターフェイスで Cisco IOSソフトウェアが送
信する helloパケットの間隔の時間を指定します。

ipospfhello-intervalseconds

例：

Device(config-if)# ip ospf
hello-interval 1

ステップ 8   

デバイスがhelloパケットを受信していないためネイバー
OSPFルータがダウンしていることを宣言するまでデバ
イスが待機する秒数を設定します。

ipospfdead-intervalseconds

例：

Device(config-if)# ip ospf
dead-interval 1

ステップ 9   

OSPF簡易パスワード認証を使用しているネットワーク
セグメント上で近接するOSPFルータが使用するパスワー
ドを割り当てます。

ipospfauthentication-keykey

例：

Device(config-if)# ip ospf
authentication-key 1

ステップ 10   

OSPF Message Digest 5（MD5）認証をイネーブルにしま
す。key-idおよび key引数の値は、ネットワークセグメ

ipospfmessage-digest-keykey-idmd5key

例：

Device(config-if)# ip ospf
message-digest-key 1 md5 23456789

ステップ 11   

ント上の他のネイバーに対して指定された値と一致して

いる必要があります。

   IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスの認証タイプを指定します。ipospfauthentication [message-digest | null]

例：

Device(config-if)# ip ospf
authentication message-digest

ステップ 12   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終

了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 13   

さまざまな物理ネットワークでの OSPF の設定

ポイントツーマルチポイントブロードキャストネットワーク用 OSPF の設定

手順の概要

1. configureterminal
2. interfacetypenumber
3. ipospfnetworkpoint-to-multipoint
4. exit
5. routerospfprocess-id
6. neighborip-address [costnumber]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 1   

インターフェイスのタイプおよび番号を指定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Device(config)# interface
gigabitethernet 0/0/0

ステップ 2   

IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスをブロードキャストメディアのポイント

ツーマルチポイントとして設定します。

ipospfnetworkpoint-to-multipoint

例：

Device#(config-if) ip ospf network
point-to-multipoint

ステップ 3   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。exit

例：

Device#(config-if) exit

ステップ 4   

OSPFルーティングプロセスを設定し、ルータコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

routerospfprocess-id

例：

Device#(config) router ospf 109

ステップ 5   

ネイバーを指定して、このネイバーにコストを割り当てま

す。

neighborip-address [costnumber]

例：

Device#(config-router) neighbor
192.168.3.4 cost 180

ステップ 6   

コストを指定するネイバーごとに、このステップ

を繰り返します。それ以外の場合、ネイバーは

ipospfcostインターフェイスコンフィギュレー
ションコマンドに基づいてインターフェイスの

コストを推測します。

（注）

非ブロードキャストネットワークの OSPF の設定

手順の概要

1. configureterminal
2. interfacetypenumber
3. ipospfnetworkpoint-to-multipointnon-broadcast
4. exit
5. routerospfprocess-id
6. neighborip-address [costnumber]

   IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 1   

インターフェイスのタイプおよび番号を指定し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを開始

します。

interfacetypenumber

例：

Device(config)# interface gigabitethernet
0/0/0

ステップ 2   

インターフェイスを非ブロードキャストメディアのポ

イントツーマルチポイントとして設定します。

ipospfnetworkpoint-to-multipointnon-broadcast

例：

Device#(config-if) ip ospf network
point-to-multipoint non-broadcast

ステップ 3   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

exit

例：

Device#(config-if) exit

ステップ 4   

OSPFルーティングプロセスを設定し、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

routerospfprocess-id

例：

Device#(config) router ospf 109

ステップ 5   

ネイバーを指定して、このネイバーにコストを割り当

てます。

neighborip-address [costnumber]

例：

Device#(config-router) neighbor 192.168.3.4
cost 180

ステップ 6   

コストを指定するネイバーごとに、このス

テップを繰り返します。それ以外の場合、

ネイバーは ipospfcostインターフェイスコ
ンフィギュレーションコマンドに基づいて

インターフェイスのコストを推測します。

（注）

IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
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OSPF エリアパラメータの設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfprocess-id
4. areaarea-idauthentication
5. areaarea-idstub [no summary]
6. areaarea-iddefault-costcost
7. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングをイネーブルにして、ルータコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

routerospfprocess-id

例：

Device(config)# router ospf 10

ステップ 3   

OSPFエリアの認証をイネーブルにします。areaarea-idauthentication

例：

Device(config-router)# area 10.0.0.0
authentication

ステップ 4   

エリアをスタブエリアとして定義します。areaarea-idstub [no summary]

例：

Device(config-router)# area 10.0.0.0 stub
no-summary

ステップ 5   

   IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
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目的コマンドまたはアクション

スタブエリアまたは Not-So-Stubbyエリア（NSSA）
に送信されるデフォルト集約ルートのコストを指定

します。

areaarea-iddefault-costcost

例：

Device(config-router)# area 10.0.0.0
default-cost 1

ステップ 6   

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 7   

OSPFv2 NSSA の設定

OSPFv2 NSSA エリアとそのパラメータの設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. routerospfprocess-id
4. redistributeprotocol [process-id] {level-1 | level-1-2 | level-2} [autonomous-system-number] [metric

{metric-value | transparent}] [metric-typetype-value] [match {internal | external1 | external2}]
[tagtag-value] [route-mapmap-tag] [subnets] [nssa-only]

5. networkip-addresswildcard-maskareaarea-id
6. areaarea-idnssa[no-redistribution] [default-information-originate [metric] [metric-type]]

[no-summary] [nssa-only]
7. summary-addressprefix mask[not-advertise] [tag tag] [nssa-only]
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングをイネーブルにして、ルータコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

routerospfprocess-id

例：

Device(config)# router ospf 10

ステップ 3   

• process-id引数は OSPFプロセスを示します。
有効な範囲は 1～ 65535です。

あるルーティングドメインから別のルーティング

ドメインへルートを再配布します。

redistributeprotocol [process-id] {level-1 | level-1-2
| level-2} [autonomous-system-number] [metric
{metric-value | transparent}]

ステップ 4   

•例では、Routing Information Protocol（RIP）サ
ブネットがOSPFドメインに再配布されます。

[metric-typetype-value] [match {internal | external1
| external2}] [tagtag-value] [route-mapmap-tag]
[subnets] [nssa-only]

例：

Device(config-router)# redistribute rip
subnets

OSPFが実行するインターフェイスと、それらのイ
ンターフェイスに対するエリア IDを定義します。

networkip-addresswildcard-maskareaarea-id

例：

Device(config-router)# network 192.168.129.11
0.0.0.255 area 1

ステップ 5   

Not-So-StubbyArea（NSSA）エリアを設定します。areaarea-idnssa[no-redistribution]
[default-information-originate [metric]
[metric-type]] [no-summary] [nssa-only]

ステップ 6   

例：

Device(config-router)# area 1 nssa

変換時にルート集約とフィルタリングを制御し、

NSSAエリアへの集約を制限します。
summary-addressprefix mask[not-advertise] [tag
tag] [nssa-only]

例：

Device(config-router)# summary-address

ステップ 7   

10.1.0.0 255.255.0.0 not-advertise
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目的コマンドまたはアクション

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 8   

強制 NSSA LSA トランスレータとしての NSSA ABR の設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfprocess-id
4. areaarea-idnssatranslate type7always
5. areaarea-idnssatranslate type7suppress-fa
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングをイネーブルにして、ルータコンフィギュ
レーションモードを開始します。

routerospfprocess-id

例：

Device(config)# router ospf 1

ステップ 3   

• process-id引数は OSPFプロセスを示します。有効な範囲
は 1～ 65535です。

IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
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目的コマンドまたはアクション

Not-So-Stubby Areaエリア境界ルータ（NSSA ABR）デバイス
を、強制 NSSAリンクステートアドバタイズメント（LSA）
トランスレータとして設定します。

areaarea-idnssatranslate type7always

例：

Device(config-router)# area 10 nssa
translate type7 always

ステップ 4   

areanssatranslateコマンドで alwaysキーワードを使
用することにより、NSSAABRデバイスを強制NSSA
LSAトランスレータとして設定できます。このコマ
ンドは、RFC 3101がディセーブルで RFC 1587を使
用している場合に使用できます。

（注）

変換後のタイプ 5 LSAでABRがフォワーディングアドレスを
抑制できるようにします。

areaarea-idnssatranslate
type7suppress-fa

例：

Device(config-router)# area 10 nssa

ステップ 5   

translate type7 suppress-fa

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、特権EXEC
モードに戻ります。

end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 6   

RFC 3101 互換性のディセーブル化と RFC 1587 互換性のイネーブル化

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfprocess-id
4. compatiblerfc1587
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングをイネーブルにして、ルータコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

routerospfprocess-id

例：

Device(config)# router ospf 1

ステップ 3   

• process-id引数は OSPFプロセスを示します。

• OSPFv2ルーティングをイネーブルにするには、router
ospfprocess-idコマンドを使用します。

デバイスをイネーブルにして RFC 1587準拠にします。compatiblerfc1587

例：

Device(config-router)# compatible
rfc1587

ステップ 4   

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、特権

EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 5   

OSPF NSSA パラメータの設定

前提条件

この機能を実装する前に、次の注意事項を検討してください。

•外部の宛先に到達するために使用可能なタイプ 7のデフォルトルートを設定できます。設定
すると、デバイスはタイプ 7デフォルトを Not-So-Stubby Area（NSSA）または NSSAエリア
境界ルータ（ABR）に生成します。

•同じエリア内のすべてのデバイスは、エリアが NSSAであることを認識する必要がありま
す。そうでない場合、デバイスは通信できません。
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OSPF エリア間のルート集約の設定

OSPF にルートを再配布する場合のルート集約の設定

手順の概要

1. summary-address {ip-addressmask | prefixmask} [not-advertise][tagtag [nssa-only]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

再配布ルートをカバーするアドレスとマスクを指定しま

す。1つの要約ルートだけがアドバタイズされます。
summary-address {ip-addressmask | prefixmask}
[not-advertise][tagtag [nssa-only]

例：
Device#(config-router) summary-address
10.1.0.0 255.255.0.0

ステップ 1   

•任意指定の not-advertiseキーワードを使用すると、
一連のルートをフィルタリングすることができます。

仮想リンクの確立

手順の概要

1. areaarea-idvirtual-linkrouter-id [authentication[message-digest|null]][hello-intervalseconds]
[retransmit-intervalseconds] [transmit-delayseconds] [dead-intervalseconds] [authentication-keykey
|message-digest-keykey-idmd5key]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

仮想リンクを確立しま

す。

areaarea-idvirtual-linkrouter-id
[authentication[message-digest|null]][hello-intervalseconds]
[retransmit-intervalseconds] [transmit-delayseconds] [dead-intervalseconds]
[authentication-keykey |message-digest-keykey-idmd5key]

ステップ 1   

例：
Device(config-router-af)# area 1 virtual-link 10.1.1.1 router1
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デフォルトルートの生成

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. router ospfprocess-id
4. default-informationoriginate [always] [metricmetric-value] [metric-typetype-value]

[route-mapmap-name]
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングをイネーブルにして、ルータコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

router ospfprocess-id

例：

Device(config)# router ospf 109

ステップ 3   

ASBRを設定し、強制的に OSPFルーティングドメインに
デフォルトルートを生成できます。

default-informationoriginate [always]
[metricmetric-value]
[metric-typetype-value]
[route-mapmap-name]

ステップ 4   

ルートマップを使用する場合、キーワードalways
には次の例外が含まれます。ルートマップを使用

する場合、OSPFによるデフォルトルートの送信
は、ルーティングテーブル内にデフォルトルー

トが存在するかどうかによって制限されません。

（注）

例：

Device(config-router)#
default-information originate always

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、特権

EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 5   
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DNS 名ルックアップの設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. ipospfname-lookup
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングをイネーブルにして、ルータコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

ipospfname-lookup

例：

Device# ip ospf name-lookup

ステップ 3   

グローバルコンフィギュレーションモードを終了し、特

権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config)# end

ステップ 4   
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ループバックインターフェイスによる強制的ルータ ID 選択

手順の概要

1. configureterminal
2. interfacetypenumber
3. ipaddress ip-addressmask

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 1   

ループバックインターフェイスを作成し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

interfacetypenumber

例：

Device(config)# interface loopback 0

ステップ 2   

このインターフェイスに IPアドレスを割り当てま
す。

ipaddress ip-addressmask

例：

Device#(config-if) ip address 192.108.1.27
255.255.255.0

ステップ 3   

デフォルトメトリックの制御

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. router ospfprocess-id
4. auto-costreference-bandwidthref-bw
5. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングをイネーブルにして、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router ospfprocess-id

例：

Device# router ospf 109

ステップ 3   

帯域幅が広いリンクに差をつけます。auto-costreference-bandwidthref-bw

例：

Device(config-router)# auto-cost
reference-bandwidth 101

ステップ 4   

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 5   

OSPF アドミニストレーティブディスタンスの変更

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. router ospfprocess-id
4. distanceospf {intra-area | inter-area | external} dist
5. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングをイネーブルにして、ルータコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

router ospfprocess-id

例：

Device(config)# router ospf 109

ステップ 3   

OSPFディスタンス値を変更します。distanceospf {intra-area | inter-area |
external} dist

ステップ 4   

例：

Device(config-router)# distance ospf
external 200

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 5   

シンプレックスイーサネットインターフェイスでの OSPF の設定

目的コマンド

指定されたインターフェイスを通じた helloパ
ケットの送信を抑止します。

passive-interface interface-type interface-number
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ルート計算タイマーの設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. router ospfprocess-id
4. timersthrottlespfspf-startspf-holdspf-max-wait
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングをイネーブルにして、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router ospfprocess-id

例：

Device(config)# router ospf 109

ステップ 3   

ルート計算タイマーを設定します。timersthrottlespfspf-startspf-holdspf-max-wait

例：

Device(config-router)# timers throttle
spf 5 1000 9000

ステップ 4   

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 5   
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OSPF over On-Demand 回路の設定

手順の概要

1. router ospfprocess-id
2. interfacetype number
3. ip ospf demand-circuit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

OSPF動作をイネーブルにします。router ospfprocess-idステップ 1   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

開始します。

interfacetype numberステップ 2   

オンデマンド回路の OSPFを設定します。ip ospf demand-circuitステップ 3   

次の作業

ignore keyword in the ipospfdemand-circuitコマンドを指定することにより、インターフェイス
が他のルータからデマンド回線要求を受け入れるのを防ぐことができます。

（注）

前提条件

オンデマンド回路機能を実装する前に、以下の考慮事項を評価します。

•トポロジの変更を含む LSAはオンデマンド回路を通してフラッディングされるため、OSPF
スタブエリア内やNSSA内にデマンド回路を設置して、できるだけ多くのトポロジの変更か
ら隔離しておくべきです。

•スタブエリアまたはNSSA内のすべてのルータでは、オンデマンド回路の機能を利用するた
めにこの機能がロードされている必要があります。この機能が 1つの通常エリア内に実装さ
れる場合、タイプ5外部LSAがすべてのエリアを通してフラッディングされるため、デマン
ド回線機能が反映される前に他のすべての通常エリアもこの機能をサポートする必要があり

ます。

•ハブ上にポイントツーマルチポイント（P2MP）OSPFインターフェイスタイプを備えたハブ
アンドスポークネットワークトポロジは、必要なときにオンデマンド以外の回路に戻らな
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い場合があります。デマンド回路モードから非デマンド回路モードへ戻る場合、P2MPセグ
メントのすべてのインターフェイスで、OSPFを同時に再設定する必要があります。

•ブロードキャストベースのネットワークトポロジではこの機能を実装しないでください。
helloパケットや LSAパケットなどのオーバーヘッドプロトコルが正常に抑制できないため
です。リンクはそのまま残ります。

•非同期インターフェイスによる OSPFオンデマンド回路用ルータの設定はサポートされてい
ません。回路の両側でダイヤルインターフェイスを使用する設定はサポートされています。

詳細については、「Why OSPF Demand Circuit Keeps Bringing Up the Link」を参照してくださ
い。

ネイバーの起動と停止のロギング

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. router ospfprocess-id
4. log-adjacency-changes [detail]
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングをイネーブルにして、ルータコンフィギュ
レーションモードを開始します。

router ospfprocess-id

例：

Device(config)# router ospf 109

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

LSAのグループペーシングを変更します。
debugipospfadjacencyEXECコマンドを実行しないで、
OSPFネイバーが起動または停止したことを確認する
必要がある場合、log-adjacency-changesコマンドを設
定します。log-adjacency-changesコマンドでは、少な
い出力でピアの関係を高レベルで表示するためです。

それぞれの状態変化メッセージを確認する場合は、

log-adjacency-changesdetailコマンドを設定します。

（注）

log-adjacency-changes [detail]

例：

Device(config-router)#
log-adjacency-changes detail

ステップ 4   

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、特権 EXEC
モードに戻ります。

end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 5   

LSA グループペーシングインターバルの変更

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. router ospfprocess-id
4. timerspacinglsa-groupseconds
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

OSPFルーティングをイネーブルにして、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

router ospfprocess-id

例：

Device(config)# router ospf 109

ステップ 3   

LSAのグループペーシングを変更します。timerspacinglsa-groupseconds

例：

Device(config-router)# timers pacing
lsa-group 60

ステップ 4   

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 5   

OSPF LSA フラッディングのブロック

目的コマンド

インターフェイスへのOSPF LSAパケットのフ
ラッディングをブロックします。

ip ospf database-filter all out

ポイントツーマルチポイントネットワークで、OSPFの LSAフラッディングをブロックするに
は、ルータコンフィギュレーションモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

指定したネイバーへのOSPF LSAパケットのフ
ラッディングをブロックします。

neighbor ip-address database-filter all out

LSA フラッディングの低減

目的コマンド

安定したトポロジで LSAの不要なフラッディ
ングを抑止します。

ip ospf flood-reduction
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MOSPF LSA パケットの無視

目的コマンド

MOSPF LSAパケットを受信したとき、ルータ
がSyslogメッセージを生成しないように設定し
ます。

ignore lsa mospf
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OSPF のモニタリングおよびメンテナンス

目的コマンド

OSPFルーティングプロセスに関
する一般情報を表示します。

show ip ospf [process-id]

ABRおよび ASBRまでの内部
OSPFルーティングテーブルエ
ントリを表示します。

show ip ospf border-routers

OSPFデータベースに関連する情
報のリストを表示します。
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目的コマンド

show ip ospf [process-id
[area-id]] database

show ip ospf [process-id
[area-id]] database [database-summary]

show ip ospf [process-id
[area-id]] database [router] [self-originate]

show ip ospf [process-id
[area-id]] database [router] [adv-router [ip-address]]

show ip ospf [process-id
[area-id]] database [router] [link-state-id]

show ip ospf [process-id
[area-id]] database [network] [link-state-id]

show ip ospf [process-id
[area-id]] database [summary] [link-state-id]

show ip ospf [process-id
[area-id]] database [asbr-summary] [link-state-id]

show ip ospf [process-id
[Router# area-id]] database [external] [link-state-id]

show ip ospf [process-id
[area-id]] database [nssa-external] [link-state-id]

show ip ospf [process-id
[area-id]] database [opaque-link] [link-state-id]

show ip ospf [process-id
[area-id]] database [opaque-area] [link-state-id]

show ip ospf [process-id
[area-id]] database [opaque-as] [link-state-id]

（OSPFパケットペーシングの観
察のため）インターフェイスへ

のフラッディングを待機してい

る LSAのリストを表示します。

show ip ospf flood-list interface type
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目的コマンド

show ip ospf interface [type number] OSPFに関連するインターフェイ
ス情報を表示します。

OSPFネイバー情報をインター
フェイスごとに表示します。

show ip ospf neighbor [interface-name] [neighbor-id] detail

ルータで要求されるすべてのLSA
のリストを表示します。

show ip ospf request-list [neighbor] [interface]
[interface-neighbor]

再送信を待機しているすべての

LSAのリストを表示します。
show ip ospf retransmission-list [neighbor] [interface]
[interface-neighbor]

OSPFプロセスで設定されている
サマリーアドレスのすべての再

配布情報のリストを表示します。

show ip ospf [process-id] summary-address

OSPFに関連する仮想リンク情報
を表示します。

show ip ospf virtual-links

OSPFプロセスを再起動するには、EXECモードで次のコマンドを使用します。

目的コマンド

OSPFルーティングプロセス IDに基づいて再
配布をクリアします。pidオプションを指定し
なかった場合、すべての OSPFプロセスがクリ
アされます。

clear ip ospf [pid] {process | redistribution
| counters [neighbor [ neighbor - interface]

[neighbor-id]]}

OSPF アップデートパケットのペーシングの表示

手順の概要

1. showipospfflood-listinterface-typeinterface-number
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

インターフェイス上でのフラッディングを待機し

ている OSPF LSAのリストを表示します。
showipospfflood-listinterface-typeinterface-number

例：
Device> show ip ospf flood-list ethernet 1

ステップ 1   

OSPF の制約事項
システムに数多くのインターフェイスがあると、ルータLSAでアドバタイズされるリンクの数に
より、リンクステートアップデートパケットが「huge」Ciscoバッファサイズを超過するように
OSPFが設定されることがあります。この問題を解決するには、OSPFリンクの数を減らすか、
buffershugesizesizeコマンドを入力して hugeバッファサイズを増やします。

ルータLSAが含まれるリンクステートアップデートパケットは、通常196バイトの固定オーバー
ヘッドがあり、個々のリンクの説明に追加の 12バイトが必要です。「huge buffer size」が 18024
バイトの場合、最大 1485個のリンクの説明が用意できます。

IPパケットの最大サイズは 65,535バイトであるため、ルータに用意できるリンクの数の上限はま
だ大きくできます。

OSPF の設定例

例：OSPF ポイントツーマルチポイント
次の図で、ルータ 1は、データリンク接続識別子（DLCI）201を使用してルータ 2と、DLCI 202
を使用してルータ 4と、DLCI 203を使用してルータ 3と通信します。ルータ 2は、DLCI 101を使
用してルータ 1と、DLCI 102を使用してルータ 3と通信します。ルータ 3は、ルータ 2（DLCI
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401）およびルータ 1（DLCI 402）と通信します。ルータ 4は、ルータ 1（DLCI 301）と通信しま
す。設例を図の次に示します。

図 4：OSPF ポイントツーマルチポイントの例

ルータ 1 の設定

hostname Router 1
!
interface serial 1
ip address 10.0.0.2 255.0.0.0
ip ospf network point-to-multipoint
encapsulation frame-relay
frame-relay map ip 10.0.0.1 201 broadcast
frame-relay map ip 10.0.0.3 202 broadcast
frame-relay map ip 10.0.0.4 203 broadcast
!
router ospf 1
network 10.0.0.0 0.0.0.255 area 0

ルータ 2 設定

hostname Router 2
!
interface serial 0
ip address 10.0.0.1 255.0.0.0
ip ospf network point-to-multipoint
encapsulation frame-relay
frame-relay map ip 10.0.0.2 101 broadcast
frame-relay map ip 10.0.0.4 102 broadcast
!
router ospf 1
network 10.0.0.0 0.0.0.255 area 0

ルータ 3 の設定

hostname Router 3
!
interface serial 3
ip address 10.0.0.4 255.0.0.0
ip ospf network point-to-multipoint
encapsulation frame-relay
clock rate 1000000
frame-relay map ip 10.0.0.1 401 broadcast
frame-relay map ip 10.0.0.2 402 broadcast
!
router ospf 1
network 10.0.0.0 0.0.0.255 area 0
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ルータ 4 の設定

hostname Router 4
!
interface serial 2
ip address 10.0.0.3 255.0.0.0
ip ospf network point-to-multipoint
encapsulation frame-relay
clock rate 2000000
frame-relay map ip 10.0.0.2 301 broadcast
!
router ospf 1
network 10.0.0.0 0.0.0.255 area 0

例：ブロードキャストを行う OSPF ポイントツーマルチポイント
次に、ブロードキャストを行うポイントツーマルチポイントネットワークの例を示します。

interface Serial0
ip address 10.0.1.1 255.255.255.0
encapsulation frame-relay
ip ospf cost 100
ip ospf network point-to-multipoint
frame-relay map ip 10.0.1.3 202 broadcast
frame-relay map ip 10.0.1.4 203 broadcast
frame-relay map ip 10.0.1.5 204 broadcast
frame-relay local-dlci 200
!
router ospf 1
network 10.0.1.0 0.0.0.255 area 0
neighbor 10.0.1.5 cost 5
neighbor 10.0.1.4 cost 10

次に、10.0.1.3におけるネイバーの設定例を示します。

interface serial 0
ip address 10.0.1.3 255.255.255.0
ip ospf network point-to-multipoint
encapsulation frame-relay
frame-relay local-dlci 301
frame-relay map ip 10.0.1.1 300 broadcast
no shutdown
!
router ospf 1
network 10.0.1.0 0.0.0.255 area 0

最初の設定でのネイバーの出力は、次のとおりです。

Device# show ip ospf neighbor
Neighbor ID Pri State Dead Time Address Interface
172.16.1.1 1 FULL/ - 00:01:50 10.0.1.5 Serial0
172.16.1.4 1 FULL/ - 00:01:47 10.0.1.4 Serial0
172.16.1.8 1 FULL/ - 00:01:45 10.0.1.3 Serial0

最初の設定のルート情報は、次のとおりです。

Device# show ip route
Codes: C - connected, S - static, I - IGRP, R - RIP, M - mobile, B - BGP

D - EIGRP, EX - EIGRP external, O - OSPF, IA - OSPF inter area
N1 - OSPF NSSA external type 1, N2 - OSPF NSSA external type 2
E1 - OSPF external type 1, E2 - OSPF external type 2, E - EGP
i - IS-IS, L1 - IS-IS level-1, L2 - IS-IS level-2, * - candidate default
U - per-user static route, o - ODR

Gateway of last resort is not set
C 1.0.0.0/8 is directly connected, Loopback0

10.0.0.0/8 is variably subnetted, 4 subnets, 2 masks
O 10.0.1.3/32 [110/100] via 10.0.1.3, 00:39:08, Serial0
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C 10.0.1.0/24 is directly connected, Serial0
O 10.0.1.5/32 [110/5] via 10.0.1.5, 00:39:08, Serial0
O 10.0.1.4/32 [110/10] via 10.0.1.4, 00:39:08, Serial0

例：非ブロードキャストの OSPF ポイントツーマルチポイント
次に、非ブロードキャストのポイントツーマルチポイントネットワークの例を示します。

interface Serial0
ip address 10.0.1.1 255.255.255.0
ip ospf network point-to-multipoint non-broadcast
encapsulation frame-relay
no keepalive
frame-relay local-dlci 200
frame-relay map ip 10.0.1.3 202
frame-relay map ip 10.0.1.4 203
frame-relay map ip 10.0.1.5 204
no shutdown
!
router ospf 1
network 10.0.1.0 0.0.0.255 area 0
neighbor 10.0.1.3 cost 5
neighbor 10.0.1.4 cost 10
neighbor 10.0.1.5 cost 15

次に、相手側のルータの設定例を示します。

interface Serial9/2
ip address 10.0.1.3 255.255.255.0
encapsulation frame-relay
ip ospf network point-to-multipoint non-broadcast
no ip mroute-cache
no keepalive
no fair-queue
frame-relay local-dlci 301
frame-relay map ip 10.0.1.1 300
no shutdown
!
router ospf 1
network 10.0.1.0 0.0.0.255 area 0

最初の設定でのネイバーの出力は、次のとおりです。

Device# show ip ospf neighbor

Neighbor ID Pri State Dead Time Address Interface
172.16.1.1 1 FULL/ - 00:01:52 10.0.1.5 Serial0
172.16.1.4 1 FULL/ - 00:01:52 10.0.1.4 Serial0
172.16.1.8 1 FULL/ - 00:01:52 10.0.1.3 Serial0

例：可変長サブネットマスク

OSPF、スタティックルート、および IS-ISは、VLSMをサポートします。VLSMにより、異なる
インターフェイスの同じネットワーク番号に別のマスクを使用できるため、IPアドレスを維持し、
使用可能なアドレス空間をより効率的に使用できます。

次の例では、30ビットサブネットマスクが使用され、2ビットのアドレス空間はシリアル回線の
ホストアドレス用に予約されています。ポイントツーポイントシリアルリンク上の 2つのホス
トエンドポイントには、十分なホストアドレス空間があります。

interface ethernet 0
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ip address 172.16.10.1 255.255.255.0
! 8 bits of host address space reserved for ethernets
interface serial 0
ip address 172.16.20.1 255.255.255.252
! 2 bits of address space reserved for serial lines
! Router is configured for OSPF and assigned AS 107
router ospf 107
! Specifies network directly connected to the router
network 172.16.0.0 0.0.255.255 area 0.0.0.0

例：OSPF NSSA の設定
次の例では、Open Shortest Path First（OSPF）スタブネットワークは 5台のデバイスを使用して、
OSPFエリア 0と OSPFエリア 1を組み込むように設定されています。デバイス 3は、NSSAの自
律システム境界ルータ（ASBR）として設定されています。デバイス 2は、NSSAのエリア境界
ルータ（ABR）として設定されています。OSPFエリア 1は、Not-So-StubbyArea（NSSA）として
定義されています。

デバイス 1

hostname Device1
!
interface Loopback1
ip address 10.1.0.1 255.255.255.255
!
interface Ethernet0/0
ip address 192.168.0.1 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
no cdp enable
!
interface Serial10/0
description Device2 interface s11/0
ip address 192.168.10.1 255.255.255.0
ip ospf 1 area 1
serial restart-delay 0
no cdp enable
!
router ospf 1
area 1 nssa
!
end

デバイス 2

hostname Device2
!
!
interface Loopback1
ip address 10.1.0.2 255.255.255.255
!
interface Serial10/0
description Device1 interface s11/0
no ip address
shutdown
serial restart-delay 0
no cdp enable
!
interface Serial11/0
description Device1 interface s10/0
ip address 192.168.10.2 255.255.255.0
ip ospf 1 area 1
serial restart-delay 0
no cdp enable
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!
interface Serial14/0
description Device3 interface s13/0
ip address 192.168.14.2 255.255.255.0
ip ospf 1 area 1
serial restart-delay 0
no cdp enable
!
router ospf 1
area 1 nssa
!
end

Device 3

hostname Device3
!
interface Loopback1
ip address 10.1.0.3 255.255.255.255
!
interface Ethernet3/0
ip address 192.168.3.3 255.255.255.0
no cdp enable
!
interface Serial13/0
description Device2 interface s14/0
ip address 192.168.14.3 255.255.255.0
ip ospf 1 area 1
serial restart-delay 0
no cdp enable
!
router ospf 1
log-adjacency-changes
area 1 nssa
redistribute rip subnets
!
router rip
version 2
redistribute ospf 1 metric 15
network 192.168.3.0
end

デバイス 4

hostname Device4
!
interface Loopback1
ip address 10.1.0.4 255.255.255.255
!
interface Ethernet3/0
ip address 192.168.3.4 255.255.255.0
no cdp enable
!
interface Ethernet4/1
ip address 192.168.41.4 255.255.255.0
!
router rip
version 2
network 192.168.3.0
network 192.168.41.0
!
end

デバイス 5

hostname Device5
!
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interface Loopback1
ip address 10.1.0.5 255.255.255.255
!
interface Ethernet0/0
ip address 192.168.0.10 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
no cdp enable
!
interface Ethernet1/1
ip address 192.168.11.10 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
!
router ospf 1
!
end

例：RFC 3101 がディセーブル、RFC 1587 がアクティブな OSPF NSSA
次の例では、showipospfおよび showipospfdatabasenssaコマンドの出力として、RFC 3101がディ
セーブル、RFC 1587がアクティブ、NSSAエリア境界ルータ（ABR）デバイスが強制 NSSA LSA
トランスレータとして設定されたOpen Shortest Path First Not-So-Stubby（OSPFNSSA）エリアが表
示されます。RFC 3101をディセーブルの場合、強制NSSALSAトランスレータは非アクティブの
ままとなります。

Device# show ip ospf

Routing Process "ospf 1" with ID 10.0.2.1
Start time: 00:00:25.512, Time elapsed: 00:01:02.200
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
Supports Link-local Signaling (LLS)
Supports area transit capability
Supports NSSA (compatible with RFC 1587)
Event-log enabled, Maximum number of events: 1000, Mode: cyclic
Router is not originating router-LSAs with maximum metric
Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Incremental-SPF disabled
Minimum LSA interval 5 secs
Minimum LSA arrival 1000 msecs
LSA group pacing timer 240 secs
Interface flood pacing timer 33 msecs
Retransmission pacing timer 66 msecs
Number of external LSA 0. Checksum Sum 0x000000
Number of opaque AS LSA 0. Checksum Sum 0x000000
Number of DCbitless external and opaque AS LSA 0
Number of DoNotAge external and opaque AS LSA 0
Number of areas in this router is 1. 0 normal 0 stub 1 nssa
Number of areas transit capable is 0
External flood list length 0
IETF NSF helper support enabled
Cisco NSF helper support enabled
Reference bandwidth unit is 100 mbps
Area 1
Number of interfaces in this area is 1
It is a NSSA area
Configured to translate Type-7 LSAs, inactive (RFC3101 support
disabled)
Area has no authentication
SPF algorithm last executed 00:00:07.160 ago
SPF algorithm executed 3 times
Area ranges are
Number of LSA 3. Checksum Sum 0x0245F0
Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 0x000000
Number of DCbitless LSA 0
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Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

次の表に、showipospfの表示フィールドとその説明を示します。

表 1：show ip ospf フィールドの説明

説明フィールド

RFC 1587がアクティブであること、つまり、
OSPF NSSAエリアが RFC 1587と互換性がある
ことが指定されています。

Supports NSSA (compatible with RFC 1587)

OSPF NSSAエリアに、タイプ 7 LSAの強制ト
ランスレータとして動作するよう設定された

ABRデバイスが存在することが指定されていま
す。ただし、RFC3101がディセーブルなため、
このデバイスは非アクティブです。

Configured to translate Type-7 LSAs, inactive
(RFC3101 support disabled)

Device2# show ip ospf database nssa

Router Link States (Area 1)
LS age: 28
Options: (No TOS-capability, DC)
LS Type: Router Links
Link State ID: 10.0.2.1
Advertising Router: 10.0.2.1
LS Seq Number: 80000004
Checksum: 0x5CA2
Length: 36
Area Border Router
AS Boundary Router
Unconditional NSSA translator
Number of Links: 1
Link connected to: a Stub Network
(Link ID) Network/subnet number: 192.0.2.5
(Link Data) Network Mask: 255.255.255.0
Number of MTID metrics: 0
TOS 0 Metrics: 10

次の表に、showipospf database nssaの表示フィールドとその説明を示します。

表 2：show ip ospf database nssa フィールドの説明

説明フィールド

NSSA ASBRデバイスが強制 NSSA LSAトラン
スレータであることが指定されています。

Unconditional NSSA translator
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例：OSPF ルーティングおよびルート再配布
通常、OSPFでは多くの内部ルータ、ABR、およびASBR間での調整が必要です。OSPFベースの
ルータは最低でも、すべてのデフォルトパラメータ値を使用し、認証なしで、インターフェイス

をエリアに割り当てて設定できます。

次に、3つのタイプの例を示します。

•最初の例は、基本的な OSPFコマンドを示した簡単な設定です。

• 2番目の例は、単一の任意に割り当てられた OSPF自律システム内での内部ルータ、ABR、
および ASBRの設定を示しています。

• 3番目の例は、より複雑な設定と、OSPFベースのルーティング環境の制御で使用できるさま
ざまなツールの用途を示しています。

例：OSPF の基本設定
次の例では、OSPFルーティングプロセス 9000をイネーブルにし、イーサネットインターフェイ
ス 0をエリア 0.0.0.0に接続し、RIPを OSPFに再配布し、OSPFを RIPに再配布する単純な OSPF
設定を示します。

interface ethernet 0
ip address 10.93.1.1 255.255.255.0
ip ospf cost 1
!
interface ethernet 1
ip address 10.94.1.1 255.255.255.0
!
router ospf 9000
network 10.93.0.0 0.0.255.255 area 0.0.0.0
redistribute rip metric 1 subnets
!
router rip
network 10.94.0.0
redistribute ospf 9000
default-metric 1

例：内部ルータ、ABR、および ASBR の OSPF の基本設定
次の例では、4つのエリア IDを 4つの IPアドレス範囲に割り当てています。この例では、OSPF
ルーティングプロセス 109が起動し、4つの OSPFエリア（10.9.50.0、2、3、0）が定義されてい
ます。エリア 10.9.50.0、2、および 3では、特定のアドレス範囲をマスクし、エリア 0は他のすべ
てのネットワークで OSPFをイネーブルにします。

router ospf 109
network 192.168.10.0 0.0.0.255 area 10.9.50.0
network 192.168.20.0 0.0.255.255 area 2
network 192.168.30.0 0.0.0.255 area 3
network 192.168.40.0 255.255.255.255 area 0
!
! Interface Ethernet0 is in area 10.9.50.0:
interface ethernet 0
ip address 192.168.10.5 255.255.255.0
!
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! Interface Ethernet1 is in area 2:
interface ethernet 1
ip address 192.168.20.5 255.255.255.0
!
! Interface Ethernet2 is in area 2:
interface ethernet 2
ip address 192.168.20.7 255.255.255.0
!
! Interface Ethernet3 is in area 3:
interface ethernet 3
ip address 192.169.30.5 255.255.255.0
!
! Interface Ethernet4 is in area 0:
interface ethernet 4
ip address 192.168.40.1 255.255.255.0
!
! Interface Ethernet5 is in area 0:
interface ethernet 5
ip address 192.168.40.12 255.255.0.0

各 networkareaルータコンフィギュレーションコマンドは逐次的に評価されるため、設定内のこ
れらのコマンドの順序は重要です。シスコソフトウェアは、各インターフェイスの

address/wildcard-maskペアを順番に評価します。詳細については、『Cisco IOS IP Routing: OSPF
Command Reference』の networkareaコマンドのページを参照してください。

最初の networkareaコマンドについて検討してみます。エリア ID 10.9.50.0が、サブネット
192.168.10.0があるインターフェイスに設定されます。イーサネットインターフェイス 0の一致
が判断されたとします。イーサネットインターフェイス 0はエリア 10.9.50.0だけに接続されてい
ます。

次に、2番目の networkareaコマンドを評価します。エリア 2では、すべてのインターフェイス
（イーサネットインターフェイス 0を除く）に同じプロセスが適用されています。一致は、イー
サネットインターフェイス 1について確認されるものとします。OSPFはそのインターフェイス
でイネーブルになり、イーサネットインターフェイス 1はエリア 2に接続されます。

すべての networkareaコマンドに対して、この OSPFエリアへのインターフェイスの接続プロセ
スが続けられます。この例の最後の networkareaコマンドは特殊なケースです。このコマンドに
より、使用可能なすべてのインターフェイス（別のエリアに明示的に接続されていない）はエリ

ア 0に接続されています。
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例：複雑な内部ルータ、ABR、および ASBR
次の例は、単一のOSPF自律システム内の複数のルータの設定の概略を示しています。下の図に、
この設定例を示す一般的なネットワークマップを示します。

図 5：OSPF 自律システムネットワークマップの例

この設定では、OSPFに 5台のルータが設定されています。

•ルータ Aとルータ Bは、いずれもエリア 1内の内部ルータです。

•ルータ Cは OSPF ABRです。ルータ Cでは、エリア 1が E3に割り当てられ、エリア 0が S0
に割り当てられることに注意してください。

•ルータ Dは、エリア 0（バックボーンエリア）の内部ルータです。この場合、どちらの
networkルータコンフィギュレーションコマンドも同じエリア（エリア 0、つまりバック
ボーンエリア）を指定しています。
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•ルータ Eは OSPF ASBRです。BGPルートは OSPFに再配布され、これらのルートは OSPF
によってアドバタイズされることに注意してください。

自律システムのすべてのルータの設定に、OSPF自律システムのすべてのエリアの定義を含め
る必要はありません。直接接続されたエリアだけを定義する必要があります。次の例では、

ABR（ルータ C）がサマリー LSAをエリア 1に挿入するとき、エリア 1（ルータ Aとルータ
B）のルータがエリア 0のルートを学習します。

（注）

BGP自律システム 109内の OSPFドメインは外部に接続され、BGPリンクを通じて IPアドレス
10.0.0.6の外部ピアと接続しています。次に、設定例を示します。

次に、上の図の一般的なネットワークマップの設定例を示します。

ルータ A の設定：内部ルータ

interface ethernet 1
ip address 192.168.1.1 255.255.255.0
router ospf 1
network 192.168.0.0 0.0.255.255 area 1

ルータ B の設定：内部ルータ

interface ethernet 2
ip address 192.168.1.2 255.255.255.0
router ospf 202
network 192.168.0.0 0.0.255.255 area 1

ルータ C の設定：ABR

interface ethernet 3
ip address 192.168.1.3 255.255.255.0
interface serial 0
ip address 192.168.2.3 255.255.255.0
router ospf 999
network 192.168.1.0 0.0.0.255 area 1
network 192.168.2.0 0.0.0.255 area 0

ルータ D の設定：内部ルータ

interface ethernet 4
ip address 10.0.0.4 255.0.0.0
interface serial 1
ip address 192.168.2.4 255.255.255.0
router ospf 50
network 192.168.2.0 0.0.0.255 area 0
network 10.0.0.0 0.255.255.255 area 0

ルータ E の設定：ASBR

interface ethernet 5
ip address 10.0.0.5 255.0.0.0
interface serial 2
ip address 172.16.1.5 255.255.255.0
router ospf 65001
network 10.0.0.0 0.255.255.255 area 0
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redistribute bgp 109 metric 1 metric-type 1
router bgp 109
network 192.168.0.0
network 10.0.0.0
neighbor 172.16.1.6 remote-as 110

例：ABR の複雑な OSPF 設定
次の設定例では、ABRの設定でいくつかのタスクを実行しています。これらのタスクは 2つの一
般カテゴリに分けられます。

•基本的な OSPF設定

•ルートの再配布

この設定で概略を示した個々のタスクについて、次に簡単に説明します。次の図は、インターフェ

イスのネットワークアドレス範囲とエリア割り当てを示します。

図 6：OSPF 設定例のインターフェイスとエリア仕様

この例の基本的な設定作業は、次のとおりです。

•イーサネットインターフェイス 0からイーサネットインターフェイス 3までのアドレス範
囲を設定します。

•各インターフェイスで OSPFをイネーブルにします。

•各エリアおよび各ネットワークに OSPF認証パスワードを設定します。

•リンクステートメトリックおよびその他のOSPFインターフェイス設定オプションを割り当
てます。

•エリア ID 36.0.0.0のスタブエリアを作成する（areaルータコンフィギュレーションコマン
ドの authenticationオプションと stubオプションは、別々の areaコマンド入力で指定されま
すが、1つの areaコマンドにまとめることができます）。
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•バックボーンエリア（エリア 0）を指定します。

再配布に関連した設定タスクを次に示します。

•さまざまなオプション（metric-type、metric、tag、および subnetなど）を設定して、IGRP
と RIPから OSPFへの再配布を実行します。

• OSPFから RIPへの再配布を実行します。

次に、OSPFの設定例を示します。

interface ethernet 0
ip address 192.0.2.201 255.255.255.0
ip ospf authentication-key abcdefgh
ip ospf cost 10
!
interface ethernet 1
ip address 172.19.251.202 255.255.255.0
ip ospf authentication-key ijklmnop
ip ospf cost 20
ip ospf retransmit-interval 10
ip ospf transmit-delay 2
ip ospf priority 4
!
interface ethernet 2
ip address 172.19.254.2 255.255.255.0
ip ospf authentication-key abcdefgh
ip ospf cost 10
!
interface ethernet 3
ip address 10.56.0.0 255.255.0.0
ip ospf authentication-key ijklmnop
ip ospf cost 20
ip ospf dead-interval 80

次の設定では、OSPFはネットワーク 172.16.0.0にあります。

router ospf 201
network 10.10.0.0 0.255.255.255 area 10.10.0.0
network 192.42.110.0 0.0.0.255 area 192.42.110.0
network 172.16.0.0 0.0.255.255 area 0
area 0 authentication
area 10.10.0.0 stub
area 10.10.0.0 authentication
area 10.10.0.0 default-cost 20
area 192.42.110.0 authentication
area 10.10.0.0 range 10.10.0.0 255.0.0.0
area 192.42.110.0 range 192.42.110.0 255.255.255.0
area 0 range 172.16.251.0 255.255.255.0
area 0 range 172.16.254.0 255.255.255.0
redistribute igrp 200 metric-type 2 metric 1 tag 200 subnets
redistribute rip metric-type 2 metric 1 tag 200

次の設定では、IGRP自律システム 200は 192.0.2.1上にあります。

router igrp 200
network 172.31.0.0
!
! RIP for 192.168.110
!
router rip
network 192.168.110.0
redistribute igrp 200 metric 1
redistribute ospf 201 metric 1
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例：ルートマップ

ここでは、ルートマップを使用した場合と、使用しない場合の再配布の例を示します。IPおよび
Connectionless Network Service（CLNS）のルーティングプロトコルの例が示されています。

次の例では、すべての OSPFルートを IGRPに再配布しています。

router igrp 109
redistribute ospf 110

次の例では、ホップカウントが 1の RIPルートを OSPFに再配布しています。これらのルートは
メトリック 5、メトリックタイプがタイプ 1、タグが 1の外部 LSAとして OSPFに再配布されま
す。

router ospf 109
redistribute rip route-map rip-to-ospf
!
route-map rip-to-ospf permit
match metric 1
set metric 5
set metric-type type1
set tag 1

次の例では、OSPFで学習されたタグ7のルートを、RIPメトリック15として再配布しています。

router rip
redistribute ospf 109 route-map 5
!
route-map 5 permit
match tag 7
set metric 15

次の例では、ネクストホップルータがシリアルインターフェイス 0の OSPF intra-areaおよび
interareaルートを、INTER_ASメトリック 5の BGPに再配布しています。

router bgp 109
redistribute ospf 109 route-map 10
!
route-map 10 permit
match route-type internal
match interface serial 0
set metric 5

次の例では、2つのタイプのルートを（IPとCLNSのいずれもサポートする）統合 IS-ISルーティ
ングテーブルに再配布しています。1つめのタイプは、タグ 5の OSPF外部 IPルートです。これ
らのルートは、メトリック 5のレベル 2 IS-ISリンクステートパケット（LSP）に挿入されます。
2番目のタイプはCLNSアクセスリスト2000と一致する ISO-IGRPから発生したCLNSプレフィッ
クスです。これらのルートはメトリック 30のレベル 2 IS-IS LSPに再配布されます。

router isis
redistribute ospf 109 route-map 2
redistribute iso-igrp nsfnet route-map 3
!
route-map 2 permit
match route-type external
match tag 5
set metric 5
set level level-2
!
route-map 3 permit
match address 2000
set metric 30
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次の設定では、タグ 1、2、3、および 5の OSPF外部ルータがそれぞれメトリック 1、1、5、およ
び 5の RIPに再配布されています。タグ 4の OSPFルートは再配布されません。

router rip
redistribute ospf 109 route-map 1
!
route-map 1 permit
match tag 1 2
set metric 1
!
route-map 1 permit
match tag 3
set metric 5
!
route-map 1 deny
match tag 4
!
route map 1 permit
match tag 5
set metric 5

次の設定では、ネットワーク 192.168.0.0に対して RIPで学習されたルートと、プレフィックス
49.0001.0002の ISO-IGRPで学習されたルートが、メトリック 5のレベル 2 IS-IS LSPに再配布さ
れます。

router isis
redistribute rip route-map 1
redistribute iso-igrp remote route-map 1
!
route-map 1 permit
match ip address 1
match clns address 2
set metric 5
set level level-2
!
access-list 1 permit 192.168.0.0 0.0.255.255
clns filter-set 2 permit 49.0001.0002...

次の設定例では、default-informationルータコンフィギュレーションコマンドでルートマップを
参照する手順を示しています。このタイプの参照は、 conditional default originationと呼ばれます。
OSPFは、172.16.0.0がルーティングテーブルにある場合、タイプ 2、メトリック 5のデフォルト
ルート（ネットワーク 0.0.0.0）を発信します。

別個の OSPFプロセスから発生する非 OSPFルートや OSPFルートなどの OSPFプロセスに対
する外部ルートだけがトラッキングに使用できます。

（注）

route-map ospf-default permit
match ip address 1
set metric 5
set metric-type type-2
!
access-list 1 permit 172.16.0.0 0.0.255.255
!
router ospf 109
default-information originate route-map ospf-default
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例：OSPF アドミニストレーティブディスタンスの変更
次の設定では、外部ディスタンスを 200に変更し、信頼性を下げています。以下の図に例を示し
ます。

図 7：OSPF アドミニストレーティブディスタンス

ルータ A の設定

router ospf 1
redistribute ospf 2 subnet
distance ospf external 200
!
router ospf 2
redistribute ospf 1 subnet
distance ospf external 200

ルータ B の設定

router ospf 1
redistribute ospf 2 subnet
distance ospf external 200
!
router ospf 2
redistribute ospf 1 subnet
distance ospf external 200
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例：OSPF over On-Demand ルーティング
次の設定により、オンデマンド回線上で OSPFが、次の図に示すように使用できるようになりま
す。オンデマンド回線が片側（ルータ Aの BRI 0）でのみ定義されていることに注意してくださ
い。両側で設定する必要はありません。

図 8：OSPF over On-Demand 回路

ルータ A の設定

username RouterB password 7 060C1A2F47
isdn switch-type basic-5ess
ip routing
!
interface TokenRing0
ip address 192.168.50.5 255.255.255.0
no shutdown
!
interface BRI0
no cdp enable
description connected PBX 1485
ip address 192.168.45.30 255.255.255.0
encapsulation ppp
ip ospf demand-circuit
dialer map ip 192.0.2.6 name RouterB broadcast 61484
dialer-group 1
ppp authentication chap
no shutdown
!
router ospf 100
network 192.168.45.0 0.0.0.255 area 0
network 192.168.45.50 0.0.0.255 area 0
!
dialer-list 1 protocol ip permit

ルータ B の設定

username RouterA password 7 04511E0804
isdn switch-type basic-5ess
ip routing
!
interface Ethernet0
ip address 192.168.50.16 255.255.255.0
no shutdown
!
interface BRI0
no cdp enable
description connected PBX 1484
ip address 192.168.45.17 255.255.255.0
encapsulation ppp
dialer map ip 192.168.45.19 name RouterA broadcast 61485
dialer-group 1
ppp authentication chap
no shutdown
!

   IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
58

『Configuring OSPF』
例：OSPF over On-Demand ルーティング



router ospf 100
network 192.168.45.0 0.0.0.255 area 0
network 192.168.45.50 0.0.0.255 area 0
!
dialer-list 1 protocol ip permit

例：LSA グループペーシング
次の例では、LSAグループ間の OSPFペーシングを 60秒に変更しています。

router ospf
timers pacing lsa-group 60

例：OSPF LSA フラッディングのブロック
次に、イーサネットインターフェイス 0経由で到達可能なブロードキャスト、非ブロードキャス
ト、ポイントツーポイントネットワークに OSPF LSAがフラッディングされないようにする例を
示します。

interface ethernet 0
ip ospf database-filter all out

次の例では、ポイントツーマルチポイントネットワークの IPアドレス10.10.10.45を持つネイバー
への OSPF LSAのフラッディングを防止しています。

router ospf 109
neighbor 10.10.10.45 database-filter all out

例：MOSPF LSA パケットの無視
次に、ルータがMOSPFパケットを受信したときに syslogメッセージの送信を抑止する例を示し
ます。

router ospf 109
ignore lsa mospf

OSPF Not-So-Stubby Areas（NSSA）に関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド
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マニュアルタイトル関連項目

『IP Routing: Protocol-Independent Configuration
Guide』の Configuring IP Routing
Protocol-Independent Featuresモジュール

OSPFで機能するプロトコル非依存の機能

RFC

TitleRFC

『The OSPF NSSA Option』（1994年 3月）RFC 1587

『The OSPF NSSA Option』（2003年 1月）RFC 3101

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

OSPF 設定の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

   IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
60

『Configuring OSPF』
OSPF 設定の機能情報

http://www.faqs.org/rfcs/rfc1587.html
http://www.faqs.org/rfcs/rfc3101.html
http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html
http://www.cisco.com/go/cfn


表 3：OSPF の機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFは、IETFのOSPFワーキ
ンググループによって開発さ

れた IGPです。OSPFは特に IP
ネットワーク向けに設計されて

おり、IPサブネット化、および
外部から取得したルーティング

情報のタギングをサポートして

います。OSPFを使用するとパ
ケット認証も可能になり、パ

ケットを送受信するときに IP
マルチキャストが使用されま

す。

OSPF

area nssa translate
（OSPFv3）、compatible
rfc1587（OSPFv3）、および
show ospfv3コマンドが追加さ
れました。nssa-onlyキーワー
ドが summary-prefix
（OSPFv3）コマンドに追加さ
れました。

Cisco IOS XE Release 3.7SOSPFv3 RFC 3101サポート
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第 3 章

IPv6 ルーティング：OSPFv3

Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）は、IPv6と IPv4ユニキャストアドレスファミ
リ（AF）をサポートする IPv4および IPv6リンクステートルーティングプロトコルです。

• 機能情報の確認, 63 ページ

• IPv6ルーティング：OSPFv3の前提条件, 64 ページ

• IPv6ルーティング：OSPFv3の制約事項, 64 ページ

• IPv6ルーティングについて：OSPFv3, 64 ページ

• OSPFv3でのロードバランシングの設定方法, 68 ページ

• OSPFv3でのロードバランシングの設定例, 74 ページ

• その他の参考資料, 75 ページ

• IPv6ルーティング：OSPFv3の機能情報, 77 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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IPv6 ルーティング：OSPFv3 の前提条件
•ご使用の IPv6ネットワークに対するOSPFv3ネットワーク戦略と計画を完成させます。たと
えば、複数のエリアが必要かどうかを決定します。

• IPv6ユニキャストルーティングをイネーブルにする。

•インターフェイスで IPv6をイネーブルにします。

IPv6 ルーティング：OSPFv3 の制約事項
OSPFバージョン 2 for IPv4および OSPFv3を使用してデュアルスタック IPネットワークを実行し
ている場合、OSPFv3のイネーブル化に使用するコマンドのデフォルトを変更する際は、注意して
ください。これらのデフォルトを変更すると、OSPFv3ネットワークに悪影響を及ぼすことがあり
ます。

IPv6 ルーティングについて：OSPFv3

OSPFv3 の機能
OSPFv3は、IPv4および IPv6のルーティングプロトコルです。これは、ディスタンスベクトルプ
ロトコルではなく、リンクステートプロトコルです。リンクを、ネットワーキングデバイス上の

インターフェイスとして考えます。リンクステートプロトコルは、送信元マシンと宛先マシンを

接続するリンクの状態に基づいて、ルーティングの決定を行います。リンクステートは、イン

ターフェイスと、その隣接ネットワーキングデバイスとの関係を説明するものです。インター

フェイス情報には、インターフェイスの IPv6プレフィックス、ネットワークマスク、接続先の
ネットワークのタイプ、そのネットワークに接続されているデバイスなどが含まれます。この情

報は、さまざまなタイプのリンクステートアドバタイズメント（LSA）で伝播されます。

デバイスのLSAデータの集まりは、リンクステートデータベースに格納されます。ダイクストラ
アルゴリズムが採用されている場合、データベースの内容に基づいて OSPFルーティングテーブ
ルが作成されます。データベースとルーティングテーブルの違いは、データベースにはすべての

rawデータが含まれており、ルーティングテーブルには特定のデバイスインターフェイスポート
を介した既知の宛先への最短パスのリストが含まれていることです。

OSPFv3は、RFC 5340に説明されているように、IPv6および IPv4ユニキャスト AFをサポートし
ています。
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OSPFv3 と OSPF バージョン 2 の比較
OSPFバージョン 3の大部分は、OSPFバージョン 2と同じです。RFC 5340に説明されているよう
に、OSPFv3では、OSPFバージョン 2が拡張され、IPv6ルーティングプレフィックスと、より大
きなサイズの IPv6アドレスに対するサポートが提供されています。

OSPFv3では、ルーティングプロセスを明示的に作成する必要はありません。インターフェイス
で OSPFv3をイネーブルにすると、ルーティングプロセス（およびその関連設定）が作成されま
す。

OSPFv3では、各インターフェイスはインターフェイスコンフィギュレーションモードでコマン
ドを使用してイネーブルにする必要があります。この機能は、デバイスコンフィギュレーション

モードを使用してインターフェイスが間接的にイネーブルになる OSPFバージョン 2とは異なり
ます。

ノンブロードキャストマルチアクセス（NBMA）インターフェイスを OSPFv3で使用する場合、
ネイバーのリストを使用してデバイスを手動で設定する必要があります。隣接デバイスはデバイ

ス IDで識別されます。

IPv6では、インターフェイスの多数のアドレスプレフィックスを設定できます。OSPFv3では、
デフォルトで、1つのインターフェイス上のすべてのアドレスプレフィックスが組み込まれます。
OSPFv3にインポートするアドレスプレフィックスを選択することはできません。1つのインター
フェイス上のすべてのアドレスプレフィックスがインポートされるか、1つのインターフェイス
上のアドレスプレフィックスがインポートされないかのいずれかです。

OSPFバージョン 2とは異なり、OSPFv3の複数のインスタンスを 1つのリンク上で実行できま
す。

OSPFでは、自動的にループバックインターフェイスが他よりも優先されます。また、すべての
ループバックインターフェイスの中で最も高位の IPアドレスが選択されます。ループバックイ
ンターフェイスが存在しない場合、デバイス内で最も高位の IPアドレスが選択されます。特定の
インターフェイスを使用するように OSPFに指示することはできません。

OSPFv3 の LSA タイプ
次に、それぞれ用途の異なる LSAタイプを示します。

•デバイス LSA（タイプ 1）：エリアへのデバイスのリンクのリンクステートとコストが説明
されます。これらの LSAは、エリア内でのみフラッディングされます。この LSAは、デバ
イスがエリア境界ルータ（ABR）か自律システム境界ルータ（ASBR）か、およびそのルー
タが仮想リンクの一端であるかどうかを示します。また、タイプ 1の LSAは、スタブネッ
トワークへのアドバタイズにも使用されます。OSPFv3では、これらの LSAはアドレス情報
を持たず、ネットワークプロトコルに依存しません。OSPFv3では、デバイスインターフェ
イス情報は複数のデバイスLSA間で拡散されます。受信者は、SPF計算の実行時に、特定の
デバイスから発信されたすべてのデバイス LSAを連結する必要があります。

•ネットワーク LSA（タイプ 2）：ネットワークに接続されているすべてのデバイスのリンク
ステートおよびコスト情報が説明されます。このLSAは、ネットワーク内のすべてのリンク
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ステートおよびコスト情報を集約したものです。指定デバイスだけがこの情報を追跡し、

ネットワークLSAを生成できます。OSPFv3では、ネットワークLSAはアドレス情報を持た
ず、ネットワークプロトコルに依存しません。

• ABRのエリア間プレフィックスLSA（タイプ 3）：他のエリア内のデバイス（エリア間ルー
ト）に内部ネットワークがアドバタイズされます。タイプ3のLSAは、単一のネットワーク
を表すことも、1つのアドバタイズメントとして集約された一連のネットワークを表すこと
もあります。サマリー LSAを生成するのは ABRだけです。OSPFv3では、これらの LSAの
アドレスは address, maskではなく prefix, prefix lengthで表されます。デフォルトルートは、
長さが 0のプレフィックスとして表現されます。

• ASBRのエリア間デバイス LSA（タイプ 4）：ASBRのロケーションがアドバタイズされま
す。外部ネットワークにアクセスしようとするデバイスは、これらのアドバタイズメントを

使用して、ネクストホップへのベストパスを決定します。タイプ 4 LSAは、ASBRの代わ
りに ABRにより生成されます。

•自律システム外部 LSA（タイプ 5）：別の自律システムからルートを再配布します。通常は
別のルーティングプロトコルから OSPFv3に再配布します。OSPFv3では、これらの LSAの
アドレスは address, maskではなく prefix, prefixlengthで表されます。デフォルトルートは、
長さが 0のプレフィックスとして表現されます。

•リンクLSA（タイプ8）：ローカルリンクフラッディングスコープを持ちます。関連付けら
れているリンクを越えてフラッディングされることはありません。リンクLSAは、リンクに
接続されている他のすべてのデバイスに対してデバイスのリンクローカルアドレスを提供

し、リンクに接続されている他のデバイスに、そのリンクに関連付けるプレフィックスのリ

ストを通知します。また、デバイスが Optionsビットの集まりをアサートして、リンクの起
点となるネットワーク LSAと関連付けできるようにします。

•エリア内プレフィックス LSA（タイプ 9）：デバイスは、デバイスまたは中継ネットワーク
ごとに、それぞれ固有のリンクステート IDを持つ複数のエリア内プレフィックス LSAを発
信できます。各エリア内プレフィックス LSAのリンクステート IDは、デバイス LSAまたは
ネットワーク LSAとの関連性を表し、スタブネットワークおよび中継ネットワークのプレ
フィックスを含んでいます。

新しく定義されたLSAのほとんどすべてに、アドレスプレフィックスが存在します。プレフィッ
クスは、PrefixLength、PrefixOptions、および Address Prefixの 3つのフィールドで表現されます。
OSPFv3では、これらの LSAのアドレスは address, maskではなく prefix, prefixlengthで表されま
す。デフォルトルートは、長さが 0のプレフィックスとして表現されます。タイプ 3およびタイ
プ 9 LSAは、すべてのプレフィックス（サブネット）情報を伝送します。これは、OSPFv2では
デバイス LSAおよびネットワーク LSAに含まれます。特定の LSA（デバイス LSA、ネットワー
クLSA、エリア間デバイスLSA、およびリンクLSA）のOptionsフィールドは、OSPFv3をサポー
トするために 24ビットに拡張されています。

OSPFv3では、エリア間プレフィックス LSA、エリア間デバイス LSA、および自律システム外部
LSAのリンクステート IDの機能は、リンクステートデータベースの個々の部分を識別すること
だけです。OSPFバージョン 2ではリンクステート IDで表されたアドレスまたはデバイス IDは
すべて、OSPFv3では LSAの本体で伝送されます。
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ネットワーク LSAおよびリンク LSAのリンクステート IDは常に、説明されているリンク上の送
信元デバイスのインターフェイス IDとなります。このため、ネットワークLSAおよびリンクLSA
は、サイズ制限ができない LSAだけになりました。ネットワーク LSAは、リンクに接続されて
いるすべてのデバイスをリストする必要があります。リンクLSAは、リンクのデバイスのアドレ
スプレフィックスのすべてをリストする必要があります。

OSPFv3 でのロードバランシング
デバイスは、複数のルーティングプロセス（またはルーティングプロトコル）を使用して特定の

ネットワークへの複数のルートを認識すると、最短のアドミニストレーティブディスタンスを持

つルートをルーティングテーブルにインストールします。同じアドミニストレーティブディスタ

ンスを持つ同じルーティングプロセスを介して認識された多数のルートから、1つのルートを選
択する必要があることもあります。この場合、デバイスはその宛先へのコスト（またはメトリッ

ク）が最も小さいパスを選択します。各ルーティングプロセスはコストをそれぞれの方法で計算

します。コストは、ロードバランシングを実現するために処理が必要なこともあります。

OSPFv3では、次の方法でロードバランシングが自動的に実行されます。OSPFv3により、複数の
インターフェイスを通って宛先に到達できること、および各パスのコストが同じであることが検

出された場合は、ルーティングテーブルに各パスがインストールされます。同じ宛先へのパスの

数は、maximum-pathsコマンドを指定しないかぎり制限されません。デフォルトの最大パスは16
です。有効範囲は 1～ 64です。

OSPFv3 にインポートされるアドレス
OSPFv3が実行されているインターフェイスで指定されているアドレスセットを OSPFv3にイン
ポートする場合、特定のアドレスを選択してインポートすることはできません。すべてのアドレ

スがインポートされるか、いずれのアドレスもインポートされないかのどちらかです。

OSPFv3 のカスタマイゼーション
ネットワークに合わせて OSPFv3をカスタマイズできますが、多くの場合、その必要はありませ
ん。OSPFv3のデフォルトは、ほとんどのカスタマーや機能の要件を満たすように設定されていま
す。デフォルトを変更する必要がある場合は、IPv6コマンドリファレンスを参照して、適切な構
文を確認してください。

デフォルトを変更する際は、注意してください。デフォルトを変更すると、OSPFv3ネットワー
クに悪影響を及ぼすことがあります。

注意
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OSPFv3 の強制的な SPF
clearipv6ospfコマンドとともに processキーワードが使用されている場合、OSPFv3データベース
のクリアおよび再入力の後に、SPFアルゴリズムが実行されます。clearipv6ospfコマンドととも
に force-spfキーワードが使用されている場合、SPFアルゴリズムの実行前に OSPFv3データベー
スはクリアされません。

OSPFv3 でのロードバランシングの設定方法

OSPFv3 デバイスプロセスの設定
ステップ 3を完了し、OSPFv3ルータコンフィギュレーションモードを開始したら、必要に応じ
てこの作業の以降のステップを任意に設定して、OSPFv3デバイスコンフィギュレーションを実
行します。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfv3[process-id]
4. areaarea-ID [default-cost | nssa | stub]
5. auto-costreference-bandwidthMbps
6. default {areaarea-ID [rangeipv6-prefix | virtual-linkrouter-id]} [default-informationoriginate [always

|metric |metric-type | route-map] | distance | distribute-listprefix-listprefix-list-name {in | out}
[interface] |maximum-pathspaths | redistributeprotocol | summary-prefixipv6-prefix]

7. ignorelsamospf
8. interface-idsnmp-if-index
9. log-adjacency-changes [detail]
10. passive-interface [default | interface-typeinterface-number]
11. queue-depth{hello | update} {queue-size | unlimited}
12. router-idrouter-id

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

   IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
68

IPv6 ルーティング：OSPFv3
OSPFv3 の強制的な SPF



目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IPv4または IPv6アドレスファミリのルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

routerospfv3[process-id]

例：

Device(config)# router ospfv3 1

ステップ 3   

OSPFv3エリアを設定します。areaarea-ID [default-cost | nssa | stub]

例：

Device(config-router)# area 1

ステップ 4   

IPv4 OSPFv3プロセスで、インターフェイスのメト
リックを計算する際に OSPFv3で使用される基準値
を制御します。

auto-costreference-bandwidthMbps

例：

Device(config-router)# auto-cost
reference-bandwidth 1000

ステップ 5   

OSPFv3パラメータをデフォルト値に戻します。default {areaarea-ID [rangeipv6-prefix |
virtual-linkrouter-id]}

ステップ 6   

[default-informationoriginate [always |metric |
metric-type | route-map] | distance |
distribute-listprefix-listprefix-list-name {in | out}
[interface] |maximum-pathspaths |
redistributeprotocol | summary-prefixipv6-prefix]

例：

Device(config-router)# default area 1

デバイスが LSAタイプ 6 Multicast OSPFv3パケット
を受信した場合の syslogメッセージの送信を抑制し

ignorelsamospf

例：

Device(config-router)# ignore lsa mospf

ステップ 7   

ます（LSAタイプ 6 Multicast OSPFv3はサポートさ
れていません）。

IPv4および IPv6の簡易ネットワーク管理プロトコ
ル（SNMP）MIB-IIインターフェイスインデックス

interface-idsnmp-if-index

例：

Device(config-router)# interface-id
snmp-if-index

ステップ 8   

（ifIndex）ID番号を使用してOSPFv3インターフェ
イスを設定します。
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目的コマンドまたはアクション

OSPFv3ネイバーが起動または停止したときに、デ
バイスが syslogメッセージを送信するように設定し
ます。

log-adjacency-changes [detail]

例：

Device(config-router)# log-adjacency-changes

ステップ 9   

IPv4 OSPFv3プロセスを使用しているときに、イン
ターフェイスのルーティングアップデートの送信を

抑制します。

passive-interface [default |
interface-typeinterface-number]

例：

Device(config-router)# passive-interface
default

ステップ 10   

IPv4 OSPFv3プロセスのキューに保持できる着信パ
ケット数を設定します。

queue-depth{hello | update} {queue-size |
unlimited}

例：

Device(config-router)# queue-depth update
1500

ステップ 11   

固定ルータ IDを使用するには、次のコマンドを入
力します。

router-idrouter-id

例：

Device(config-router)# router-id 10.1.1.1

ステップ 12   

SPF 計算の強制実行

手順の概要

1. イネーブル化
2. clearospfv3[process-id] force-spf
3. clearospfv3[process-id] process
4. clearospfv3[process-id] redistribution
5. clearipv6ospf [process-id] {process | force-spf | redistribution}
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

OSPFv3プロセスに対して SPF計算を実行します。clearospfv3[process-id] force-spf

例：

Device# clear ospfv3 1 force-spf

ステップ 2   

• clearospfv3force-spfコマンドが設定されている場合、
clearipv6ospfの設定が上書きされます。

•いったん clearospfv3force-spfコマンドを使用すると、
clearipv6ospfコマンドは使用できなくなります。

OSPFv3プロセスをリセットします。clearospfv3[process-id] process

例：

Device# clear ospfv3 2 process

ステップ 3   

• clearospfv3force-spfコマンドが設定されている場合、
clearipv6ospfの設定が上書きされます。

•いったん clearospfv3force-spfコマンドを使用すると、
clearipv6ospfコマンドは使用できなくなります。

OSPFv3ルート再配布をクリアします。clearospfv3[process-id]
redistribution

ステップ 4   

• clearospfv3force-spfコマンドが設定されている場合、
clearipv6ospfの設定が上書きされます。例：

Device# clear ospfv3
redistribution

•いったん clearospfv3force-spfコマンドを使用すると、
clearipv6ospfコマンドは使用できなくなります。

OSPFv3ルーティングプロセス IDに基づいて OSPFv3状態をクリ
アし、SPFアルゴリズムを強制的に開始します。

clearipv6ospf [process-id] {process |
force-spf | redistribution}

例：

Device# clear ipv6 ospf force-spf

ステップ 5   

• clearospfv3force-spfコマンドが設定されている場合、
clearipv6ospfの設定が上書きされます。

•いったん clearospfv3force-spfコマンドを使用すると、
clearipv6ospfコマンドは使用できなくなります。

OSPFv3 の設定と動作の確認
この作業は任意です。また、これらのコマンドは、必要に応じて任意の順序で入力できます。
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手順の概要

1. イネーブル化
2. showospfv3 [process-id] [address-family] border-routers
3. showospfv3 [process-id [area-id]] [address-family] database [database-summary | internal | external

[ipv6-prefix ] [link-state-id] | grace | inter-areaprefix [ipv6-prefix | link-state-id] | inter-arearouter
[destination-router-id | link-state-id] | link [interfaceinterface-name | link-state-id] | network [link-state-id]
| nssa-external [ipv6-prefix] [link-state-id] | prefix [ref-lsa {router | network} | link-state-id] |
promiscuous | router [link-state-id] | unknown [{area | as | link} [link-state-id]] [adv-routerrouter-id]
[self-originate]

4. showospfv3 [process-id] [address-family] events [generic | interface | lsa | neighbor | reverse | rib | spf]
5. show ospfv3 [process-id] [area-id] [address-family] flood-listinterface-typeinterface-number
6. show ospfv3 [process-id] [address-family] graceful-restart
7. showospfv3 [process-id] [area-id] [address-family] interface [typenumber] [brief]
8. showospfv3 [process-id] [area-id] [address-family] neighbor [interface-typeinterface-number]

[neighbor-id] [detail]
9. showospfv3 [process-id] [area-id] [address-family] request-list[neighbor] [interface] [interface-neighbor]
10. showospfv3 [process-id] [area-id] [address-family] retransmission-list [neighbor] [interface]

[interface-neighbor]
11. showospfv3 [process-id] [address-family] statistic [detail]
12. showospfv3[process-id] [address-family] summary-prefix
13. showospfv3 [process-id] [address-family] timersrate-limit
14. showospfv3[process-id] [address-family] traffic[interface-typeinterface-number]
15. showospfv3[process-id] [address-family] virtual-links

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された
場合）。

ABRおよび ASBRへの内部 OSPFv3ルー
ティングテーブルエントリを表示します。

showospfv3 [process-id] [address-family] border-routers

例：

Device# show ospfv3 border-routers

ステップ 2   

特定のデバイスの OSPFv3データベースに
関する情報のリストを表示します。

showospfv3 [process-id [area-id]] [address-family] database
[database-summary | internal | external [ipv6-prefix ]
[link-state-id] | grace | inter-areaprefix [ipv6-prefix |

ステップ 3   

link-state-id] | inter-arearouter [destination-router-id |
link-state-id] | link [interfaceinterface-name | link-state-id] |
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目的コマンドまたはアクション

network [link-state-id] | nssa-external [ipv6-prefix]
[link-state-id] | prefix [ref-lsa {router | network} |
link-state-id] | promiscuous | router [link-state-id] | unknown
[{area | as | link} [link-state-id]] [adv-routerrouter-id]
[self-originate]

例：

Device# show ospfv3 database

OSPFv3イベントについての詳細情報を表
示します。

showospfv3 [process-id] [address-family] events [generic |
interface | lsa | neighbor | reverse | rib | spf]

例：

Device# show ospfv3 events

ステップ 4   

インターフェイス上でのフラッディングを

待機しているOSPFv3 LSAのリストを表示
します。

show ospfv3 [process-id] [area-id] [address-family]
flood-listinterface-typeinterface-number

例：

Device# show ospfv3 flood-list

ステップ 5   

OSPFv3グレースフルリスタートの情報を
表示します。

show ospfv3 [process-id] [address-family] graceful-restart

例：

Device# show ospfv3 graceful-restart

ステップ 6   

OSPFv3関連のインターフェイス情報を表
示します。

showospfv3 [process-id] [area-id] [address-family] interface
[typenumber] [brief]

例：

Device# show ospfv3 interface

ステップ 7   

OSPFv3ネイバー情報をインターフェイス
ごとに表示します。

showospfv3 [process-id] [area-id] [address-family] neighbor
[interface-typeinterface-number] [neighbor-id] [detail]

例：

Device# show ospfv3 neighbor

ステップ 8   

デバイスで要求されるすべての LSAのリ
ストを表示します。

showospfv3 [process-id] [area-id] [address-family]
request-list[neighbor] [interface] [interface-neighbor]

例：

Device# show ospfv3 request-list

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

再送信を待機しているすべての LSAのリ
ストを表示します。

showospfv3 [process-id] [area-id] [address-family]
retransmission-list [neighbor] [interface] [interface-neighbor]

例：

Device# show ospfv3 retransmission-list

ステップ 10   

OSPFv3SPF計算の統計情報を表示します。showospfv3 [process-id] [address-family] statistic [detail]

例：

Device# show ospfv3 statistic

ステップ 11   

OSPFv3プロセスで設定されているサマリー
アドレスのすべての再配布情報のリストを

表示します。

showospfv3[process-id] [address-family] summary-prefix

例：

Device# show ospfv3 summary-prefix

ステップ 12   

レートリミットキュー内のすべての LSA
を表示します。

showospfv3 [process-id] [address-family] timersrate-limit

例：

Device# show ospfv3 timers rate-limit

ステップ 13   

OSPFv3トラフィック統計情報を表示しま
す。

showospfv3[process-id] [address-family]
traffic[interface-typeinterface-number]

例：

Device# show ospfv3 traffic

ステップ 14   

OSPFv3仮想リンクのパラメータと現在の
状態を表示します。

showospfv3[process-id] [address-family] virtual-links

例：

Device# show ospfv3 virtual-links

ステップ 15   

OSPFv3 でのロードバランシングの設定例

例：OSPFv3 デバイスプロセスの設定
Device# show ospfv3 database

OSPFv3 Device with ID (172.16.4.4) (Process ID 1)
Device Link States (Area 0)

ADV Device Age Seq# Fragment ID Link count Bits
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172.16.4.4 239 0x80000003 0 1 B
172.16.6.6 239 0x80000003 0 1 B

Inter Area Prefix Link States (Area 0)
ADV Device Age Seq# Prefix
172.16.4.4 249 0x80000001 FEC0:3344::/32
172.16.4.4 219 0x80000001 FEC0:3366::/32
172.16.6.6 247 0x80000001 FEC0:3366::/32
172.16.6.6 193 0x80000001 FEC0:3344::/32
172.16.6.6 82 0x80000001 FEC0::/32

Inter Area Device Link States (Area 0)
ADV Device Age Seq# Link ID Dest DevID
172.16.4.4 219 0x80000001 50529027 172.16.3.3
172.16.6.6 193 0x80000001 50529027 172.16.3.3

Link (Type-8) Link States (Area 0)
ADV Device Age Seq# Link ID Interface
172.16.4.4 242 0x80000002 14 PO4/0
172.16.6.6 252 0x80000002 14 PO4/0

Intra Area Prefix Link States (Area 0)
ADV Device Age Seq# Link ID Ref-lstype Ref-LSID
172.16.4.4 242 0x80000002 0 0x2001 0
172.16.6.6 252 0x80000002 0 0x2001 0

Device# show ospfv3 neighbor

OSPFv3 Device with ID (10.1.1.1) (Process ID 42)
Neighbor ID Pri State Dead Time Interface ID Interface
10.4.4.4 1 FULL/ - 00:00:39 12 vm1
OSPFv3 Device with ID (10.2.1.1) (Process ID 100)
Neighbor ID Pri State Dead Time Interface ID Interface
10.5.4.4 1 FULL/ - 00:00:35 12 vm1

例：SPF 設定の強制実行
次に、SPFをトリガーして、SPFを再実行し、ルーティングテーブルに値を再入力する例を示し
ます。

clear ipv6 ospf force-spf

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6アドレッシングと接続

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド
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マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

Configuring OSPFモジュールIPv6ルーティング：OSPFv3

標準および RFC

Title標準/RFC

IPv6の RFCIPv6に関する RFC

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。
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IPv6 ルーティング：OSPFv3 の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 4：IPv6 ルーティング：OSPFv3 の機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFバージョン 3 for IPv6で
は、OSPFバージョン 2が拡張
され、IPv6ルーティングプレ
フィックスと、より大きなサイ

ズの IPv6アドレスに対するサ
ポートが提供されています。

12.2(33)SRA

Cisco IOS XE Release 2.1
IPv6ルーティング：OSPFv3
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第 4 章

IPv6 ルーティング：IPsec を使用した OSPFv3
認証サポート

OpenShortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）パケットが変更されてデバイスに再送信されるこ
とがないように、OSPFv3パケットを認証する必要があります。OSPFv3は、IPsecセキュアソ
ケット APIを使用して OSPFv3パケットに認証を追加します。この APIは IPv6をサポートしま
す。

• 機能情報の確認, 79 ページ

• IPv6ルーティング：IPsecを使用した OSPFv3認証の前提条件, 80 ページ

• IPv6ルーティングについて：IPsecを使用した OSPFv3認証サポート, 80 ページ

• IPv6ルーティングの設定方法：IPsecを使用した OSPFv3認証サポート, 81 ページ

• IPv6ルーティングの設定例：IPsecを使用した OSPFv3認証サポート, 84 ページ

• IPv6ルーティング：IPsecを使用した OSPFv3認証サポートに関する追加情報, 85 ページ

• IPv6ルーティング：IPsecを使用した OSPFv3認証サポートの機能情報, 86 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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IPv6 ルーティング：IPsec を使用した OSPFv3 認証の前提
条件

認証および暗号化をイネーブルにするために、OSPFv3に対して IPセキュリティ（IPSec）セキュ
アソケットアプリケーションプログラムインターフェイス（API）を設定する。

IPv6 ルーティングについて：IPsec を使用した OSPFv3 認
証サポート

IPsec を使用した OSPFv3 認証サポート
OSPFv3パケットが変更されてデバイスに再送信されることにより、デバイスがシステム管理者に
とって望ましくない動作をすることにならないように、OSPFv3パケットを認証する必要がありま
す。OSPFv3は、IPsecセキュアソケット APIを使用して OSPFv3パケットに認証を追加します。
この APIは IPv6をサポートします。

OSPFv3では、認証をイネーブルにするために IPsecを使用する必要があります。OSPFv3で使用
するために必要な IPsecAPIは暗号イメージのみに含まれるため、認証を使用するには暗号イメー
ジが必要です。

OSPFv3では、認証フィールドがOSPFv3パケットヘッダーから削除されています。IPv6でOSPFv3
を実行する場合、ルーティング変更の整合性、認証、および機密性を確保するために、OSPFv3に
は IPv6認証ヘッダー（AH）または IPv6 ESPヘッダーが必要です。IPv6 AHおよび ESP拡張ヘッ
ダーを使用すると、OSPFv3に認証および機密性を提供できます。

IPsec AHを使用するには、ipv6ospfauthenticationコマンドをイネーブルにする必要があります。
IPsec ESPヘッダーを使用するには、ipv6ospfencryptionコマンドをイネーブルにする必要があり
ます。ESPヘッダーは、単独で適用することも、AHと組み合わせて適用することもできます。
ESPを使用した場合、暗号化と認証の両方が提供されます。セキュリティサービスは、通信する
1組のホスト、通信する 1組のセキュリティゲートウェイ、またはセキュリティゲートウェイと
ホストの間に提供できます。

IPsecを設定するには、セキュリティポリシーを設定します。これは、Security Policy Index（SPI）
とキーの組み合わせです（このキーはハッシュ値の作成および検証に使用されます）。OSPFv3の
IPsecは、インターフェイスまたはOSPFv3エリアに対して設定できます。セキュリティを強化す
るには、IPsecを設定する各インターフェイスで異なるポリシーを設定する必要があります。OSPFv3
エリアに対して IPsecを設定した場合、ポリシーはそのエリア内のすべてのインターフェイス
（IPsecが直接設定されているインターフェイスを除く）に適用されます。いったんOSPFv3に対
して IPsecを設定すると、IPsecは見えなくなります。

トラフィックを保護するために、アプリケーションによりセキュアソケット APIが使用されま
す。このAPIによって、アプリケーションによるセキュアソケットのオープン、リッスン、およ
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びクローズを許可する必要があります。また、アプリケーションと Secure Socket Layerの間のバ
インディングにより、SecureSocketLayerは、接続のオープンやイベントのクローズなど、ソケッ
トへの変更をアプリケーションに通知できます。セキュアソケットAPIは、ソケットを識別でき
ます。つまり、セキュリティを必要とするトラフィックを伝送するローカルおよびリモートのア

ドレス、マスク、ポート、およびプロトコルを識別できます。

各インターフェイスのセキュアソケットステートは、次のいずれかになります。

• NULL：エリアに対して認証が設定されていれば、インターフェイスに対してセキュアソケッ
トを作成しません。

• DOWN：インターフェイス（またはインターフェイスが含まれるエリア）に対して IPsecは
設定されていますが、OSPFv3がこのインターフェイスに対するセキュアソケットの作成を
IPsecに要求していないか、またはエラー条件が存在します。

• GOING UP：OSPFv3はセキュアソケットを IPsecに要求し、IPsecからの
CRYPTO_SS_SOCKET_UPメッセージを待っています。

• UP：OSPFv3は IPsecから CRYPTO_SS_SOCKET_UPメッセージを受信しました。

• CLOSING：インターフェイスのセキュアソケットはクローズされています。インターフェ
イスに対して新しいソケットがオープンされることがあります。この場合、現在のセキュア

ソケットは DOWNステートに移行します。オープンされない場合、インターフェイスは
UNCONFIGUREDとなります。

• UNCONFIGURED：インターフェイス上に認証は設定されていません。

DOWN状態の間は、OSPFv3はパケットを受け入れたり、送信したりすることはありません。

IPv6 ルーティングの設定方法：IPsec を使用した OSPFv3
認証サポート

OSPFv3 での IPsec の設定
OSPFv3を設定し、認証を決定したら、グループ内の各デバイスでセキュリティポリシーを定義
する必要があります。セキュリティポリシーは、キーとSPIの組み合わせで構成されます。セキュ
リティポリシーを定義するには、SPIおよびキーを定義する必要があります。

認証ポリシーまたは暗号化ポリシーは、インターフェイスまたは OSPFv3エリアのいずれにも設
定できます。セキュリティポリシーは、エリアに対して設定した場合、エリア内のすべてのイン

ターフェイスに適用されます。セキュリティを強化する場合は、各インターフェイスで異なるポ

リシーを使用してください。

認証および暗号化は、仮想リンク上に設定できます。
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Defining Authentication on an Interface

はじめる前に

インターフェイスで IPsecを設定する前に、そのインターフェイスでOSPFv3を設定する必要があ
ります。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. 次のいずれかを実行します。

• ospfv3authentication {ipsecspi} {md5 | sha1}{key-encryption-typekey} | null

• ipv6 ospf authentication {null | ipsec spispiauthentication-algorithm [key-encryption-type] [key]}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスのタイプと番号を指定し、デバイ

スをインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドにします。

interfacetypenumber

例：

Device(config)# interface ethernet 0/0

ステップ 3   

Cisco ASR 901シリーズルータでは、物理
インターフェイスではなくVLANインター
フェイスのOSPFv3認証を設定する必要が
あります。次の例を参照してください。
Device(config)# interface VLAN 60

（注）

インターフェイスの認証タイプを指定します。次のいずれかを実行します。ステップ 4   

• ospfv3authentication {ipsecspi} {md5 |
sha1}{key-encryption-typekey} | null
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目的コマンドまたはアクション

• ipv6 ospf authentication {null | ipsec
spispiauthentication-algorithm
[key-encryption-type] [key]}

例：

Device(config-if)# ospfv3 authentication md5
0 27576134094768132473302031209727

例：

または

Device(config-if)# ipv6 ospf authentication
ipsec spi 500 md5
1234567890abcdef1234567890abcdef

OSPFv3 エリア内の認証の定義

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. ipv6routerospfprocess-id
4. areaarea-idauthenticationipsecspispi authentication-algorithm [key-encryption-type] key

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

OSPFv3ルータコンフィギュレーションモード
をイネーブルにします。

ipv6routerospfprocess-id

例：

Device(config)# ipv6 router ospf 1

ステップ 3   

OSPFv3エリア内の認証をイネーブルにします。areaarea-idauthenticationipsecspispi
authentication-algorithm [key-encryption-type] key

ステップ 4   

例：

Device(config-rtr)# area 1 authentication
ipsec spi 678 md5
1234567890ABCDEF1234567890ABCDEF

IPv6 ルーティングの設定例：IPsec を使用した OSPFv3 認
証サポート

例：インターフェイスでの認証の定義

次に、イーサネットインターフェイス 0/0で認証を定義する例を示します。

interface Ethernet0/0
ipv6 enable
ipv6 ospf 1 area 0
ipv6 ospf authentication ipsec spi 500 md5 1234567890ABCDEF1234567890ABCDEF
interface Ethernet0/0
ipv6 enable
ipv6 ospf authentication null
ipv6 ospf 1 area 0

次に、CiscoASR901シリーズルータのVLANインターフェイスで認証を定義する例を示します。

interface Vlan60
ipv6 ospf encryption ipsec spi 300 esp 3des 4D92199549E0F2EF009B4160F3580E5528A11A45017F3887
md5 79054025245FB1A26E4BC422AEF54501

例：OSPFv3 エリア内の認証の定義
次に、OSPFv3エリア 0で認証を定義する例を示します。

ipv6 router ospf 1
router-id 10.11.11.1
area 0 authentication ipsec spi 1000 md5 1234567890ABCDEF1234567890ABCDEF
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IPv6 ルーティング：IPsec を使用した OSPFv3 認証サポー
トに関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6アドレッシングと接続

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

『IP Routing:OSPFConfiguration
Guide』の Configuring OSPFモ
ジュール

IPv6ルーティング：IPsecを使用した OSPF for IPv6認証サポー
ト

標準および RFC

Title標準/RFC

IPv6の RFCIPv6に関する RFC

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。
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IPv6 ルーティング：IPsec を使用した OSPFv3 認証サポー
トの機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 5：IPv6 ルーティング：IPsec を使用した OSPF for IPv6 認証サポートの機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFv3は、IPsecセキュアソ
ケット APIを使用して OSPFv3
パケットに認証を追加します。

次のコマンドが導入または変更

されました。areaauthentication
(IPv6)、ipv6 ospf
authentication、ipv6 router
ospf、ospfv3 authentication

XE 3.14SIPv6ルーティング：IPsecを使
用した OSPF for IPv6認証サ
ポート
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第 5 章

OSPFv2 暗号化認証

ネットワークで不正または無効なルーティングアップデートを防止するため、OpenShortest Path
Firstバージョン 2（OSPFv2）プロトコルパケットを認証する必要があります。

OSPFv2で定義される認証方式は、プレーンテキスト認証と暗号化認証の 2つがあります。ここ
では、ハッシュメッセージ認証コード -セキュアハッシュアルゴリズム（HMAC-SHA）を使用
して暗号化認証を設定する方法について説明します。OSPFv2仕様（RFC 2328）では暗号化認証
にMessage Digest 5（MD5）アルゴリズムだけが許可されます。ただし、RFC 5709（OSPFv2
HMAC-SHA暗号化認証）では OSPFv2で暗号化認証に HMAC-SHAアルゴリズムを使用できま
す。

• 機能情報の確認, 87 ページ

• OSPFv2暗号化認証の前提条件, 88 ページ

• OSPFv2暗号化認証について, 88 ページ

• OSPFv2暗号化認証の設定方法, 89 ページ

• OSPFv2暗号化認証の設定例, 91 ページ

• OSPFv2暗号化認証に関する追加情報, 94 ページ

• OSPFv2暗号化認証の機能情報, 95 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPFv2 暗号化認証の前提条件
Open Shortest Path Firstバージョン 2（OSPFv2）がネットワークで設定されていることを確認しま
す。

OSPFv2 暗号化認証について

OSPFv2 暗号化認証の設定
OSPFv2暗号化認証機能を使用すると、OSPFインターフェイスにキーチェーンを設定し、
HMAC-SHAアルゴリズムを使用してOSPFv2パケットを認証することができます。別のプロトコ
ルによって使用されている既存のキーチェーンを使用することも、OSPFv2専用のキーチェーン
を作成することもできます。

キーチェーンはキーのリストです。各キーは、パスワードやパスコードとも呼ばれるキーストリ

ングで構成されます。キーストリングは、キーが機能するために不可欠です。各キーは、一意の

キー IDで識別されます。OSPFv2パケットを認証するには、暗号化認証アルゴリズムにキーが設
定されることが必要です。OSPFv2は、1～ 255のキー IDを持つキーをサポートしています。暗
号化認証アルゴリズムとキーの組み合わせは、セキュリティアソシエーション（SA）と呼ばれま
す。

キーチェーンの認証キーは、ライフタイムと呼ばれる特定の期間の間有効です。SAに、以下の
設定可能なライフタイムがあります。

•受け入れライフタイム

•送信ライフタイム

新しいキーを追加するときは、ネットワークのすべてのデバイスで同じキーを設定してから新し

いキーが有効になるように送信ライフタイムの時間を設定します。古いキーは、ネットワークの

すべてのデバイスで新しいキーが有効になった後にのみ削除されます。パケットが受信されると、

そのキーのデータを取得するためにキー IDが使用されます。パケットは、暗号化認証アルゴリズ
ムと設定されたキー IDを使用して検証されます。キー IDが検出されない場合、そのパケットは
ドロップされます。

OSPFv2暗号化認証のキーチェーンを設定するには、ip ospf authentication key-chainコマンドを
使用します。

キーチェーンを使用するように OSPFv2を設定する場合、ip ospf message-digest-keyコマンド
を使用して以前に設定されたすべてのMD5キーは無視されます。

（注）
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OSPFv2 暗号化認証の設定方法

キーチェーンの定義

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. key chain name
4. key key-id
5. key-string name
6. cryptographic-algorithm name
7. send-lifetime start-time {infinite | end-time | duration seconds}
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

キーチェーンの名前を指定し、キーチェーンコン

フィギュレーションモードを開始します。

key chain name

例：

Device(config)# key chain sample1

ステップ 3   

キー IDを指定し、キーチェーンキーコンフィギュ
レーションモードを開始します。範囲は 1～ 255で
す。

key key-id

例：

Device(config-keychain)# key 1

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

キーストリングを指定します。key-string name

例：

Device(config-keychain-key)# key-string
string1

ステップ 5   

指定した暗号アルゴリズムでキーを設定します。cryptographic-algorithm name

例：

Device(config-keychain-key)#
cryptographic-algorithm hmac-sha-256

ステップ 6   

キーチェーンの認証キーが、別のデバイスとのキー

交換時に有効に送信される期間を設定します。

send-lifetime start-time {infinite | end-time |
duration seconds}

例：

Device(config-keychain-key)# send-lifetime
local 10:00:00 5 July 2013 infinite

ステップ 7   

キーチェーンキーコンフィギュレーションモードを

終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-keychain-key)# end

ステップ 8   

Defining Authentication on an Interface

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. interface type number
4. ip ospf authentication key-chain name
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスのタイプと番号を指定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

interface type number

例：

Device(config)# interface
gigabitethernet0/0/0

ステップ 3   

インターフェイスのキーチェーンを指定します。ip ospf authentication key-chain name

例：

Device(config-if)# ip ospf
authentication key-chain ospf1

ステップ 4   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

OSPFv2 暗号化認証の設定例

例：キーチェーンの定義

次に、キーチェーンを設定する例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# key chain sample1
Device(config-keychain)# key 1
Device(config-keychain-key)# key-string ThisIsASampleKey12345
Device(config-keychain-key)# cryptographic-algorithm hmac-sha-256
Device(config-keychain-key)# send-lifetime local 10:00:00 5 July 2013 infinite
Device(config-keychain-key)# end

IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
91

OSPFv2 暗号化認証
OSPFv2 暗号化認証の設定例



例：キーチェーンの確認

show key chainコマンドからの次の出力例に、キーチェーン情報が表示されます。
Device# show key chain Key-chain sample1

key 1 -- text "ThisIsASampleKey12345"
accept lifetime (always valid) - (always valid) [valid now]
send lifetime (10:00:00 PDT Jul 5 2013) - (infinite)

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 6：show ip ospf interface フィールドの説明

説明フィールド

設定したキーのステータス。キー

別のデバイスとのキー交換時にデバイスがその

キーを受け入れる期間。

accept lifetime

別のデバイスとのキー交換時にデバイスがその

キーを送信する期間。

send lifetime

例：インターフェイスでの認証の定義

次に、ギガビットイーサネットインターフェイス 0/0/0で認証を定義する例を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface GigabitEthernet0/0/0
Device (config-if)# ip ospf authentication key-chain sample1
Device (config-if)# end

例：インターフェイスでの認証の確認

次の show ip ospf interfaceコマンドの出力例に、暗号化の重要な情報を示します。
Device# show ip ospf interface GigabitEthernet0/0/0

GigabitEthernet0/0/0 is up, line protocol is up
Internet Address 192.168.8.2/24, Area 1, Attached via Interface Enable
Process ID 1, Router ID 10.1.1.8, Network Type BROADCAST, Cost: 10
Topology-MTID Cost Disabled Shutdown Topology Name

0 10 no no Base
Enabled by interface config, including secondary ip addresses
Transmit Delay is 1 sec, State DR, Priority 1
Designated Router (ID) 10.1.1.8, Interface address 192.168.8.2
Backup Designated router (ID) 10.1.1.9, Interface address 192.168.8.9
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
oob-resync timeout 40
Hello due in 00:00:00

Supports Link-local Signaling (LLS)
Cisco NSF helper support enabled

   IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
92

OSPFv2 暗号化認証
例：キーチェーンの確認



IETF NSF helper support enabled
Can be protected by per-prefix Loop-Free FastReroute
Can be used for per-prefix Loop-Free FastReroute repair paths
Index 1/1, flood queue length 0
Next 0x0(0)/0x0(0)
Last flood scan length is 0, maximum is 1
Last flood scan time is 0 msec, maximum is 0 msec
Neighbor Count is 1, Adjacent neighbor count is 1
Adjacent with neighbor 10.1.1.9 (Backup Designated Router)

Suppress hello for 0 neighbor(s)
Cryptographic authentication enabled
Sending SA: Key 25, Algorithm HMAC-SHA-256 – key chain sample1

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 7：show ip ospf interface フィールドの説明

説明フィールド

物理リンクのステータス、およびプロトコルの

動作ステータス。

GigabitEthernet

インターフェイス IPアドレス、サブネットマ
スク、およびエリアアドレス

Internet Address

OSPFエリア。エリア

OSPFプロセス IDプロセス ID

インターフェイスに割り当てられる管理コス

ト。

コスト

MTRトポロジマルチトポロジ識別子（MTID）
は、ピアに送信する情報が関連付けられるトポ

ロジをプロトコルが識別できるように割り当て

られている番号です。

Topology-MTID

転送遅延（秒単位）、インターフェイスステー

ト、およびルータプライオリティ

Transmit Delay

インターフェイスの動作状態。状態

指定ルータ IDおよび各インターフェイス IPア
ドレス。

指定ルータ

バックアップ指定ルータ IDおよび各インター
フェイス IPアドレス。

Backup Designated router

タイマーインターバルの設定Timer intervals configured

ネットワークネイバーの数、および隣接ネイ

バーのリスト。

Neighbor Count
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説明フィールド

暗号化認証のステータス。暗号化認証

SA（セキュリティアソシエーション）送信の
ステータス。使用されるキー、暗号化アルゴリ

ズム、およびキーチェーン。

Sending SA

OSPFv2 暗号化認証に関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

標準および RFC

Title規格

『OSPF Version 2』（1998年 4月）RFC 2328

『OSPFv2 HMAC-SHA Cryptographic
Authentication』（2009年 10月）

RFC 5709

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/iproute_ospf/command/reference/iro_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/iproute_ospf/command/reference/iro_book.html
http://www.faqs.org/rfcs/rfc2328.html
http://www.faqs.org/rfcs/rfc5709.html
http://www.faqs.org/rfcs/rfc5709.html
http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html


OSPFv2 暗号化認証の機能情報
表 8：OSPFv2 暗号化認証の機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFv2暗号化認証機能によ
り、HMAC-SHAアルゴリズム
を使用して Open Shortest Path
Firstバージョン 2（OSPFv2）
プロトコルパケットを認証す

ることにより、ネットワークで

の不正または無効なルーティン

グアップデートを防止します。

ip ospf authenticationコマンド
が変更されました。

15.4(1)TOSPFv2暗号化認証
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第 6 章

OSPFv3 外部パスプリファレンスオプショ
ン

OpenShortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）の外部パスプリファレンスオプション機能では、
RFC 5340に従って外部パスプリファレンスを計算する方法を提供します。

• 機能情報の確認, 97 ページ

• OSPFv3外部パスプリファレンスオプションについて, 98 ページ

• OSPFv3外部パスプリファレンスオプションの計算方法, 98 ページ

• OSPFv3外部パスプリファレンスオプションの設定例, 99 ページ

• その他の参考資料, 100 ページ

• OSPFv3外部パスプリファレンスオプションの機能情報, 101 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPFv3 外部パスプリファレンスオプションについて

OSPFv3 外部パスプリファレンスオプション
RFC 5340に従い、ASBRまたは転送アドレスに複数の AS内パスを使用できる場合、どのパスが
優先されるかは次のルールによって示されます。

•非バックボーンエリアを使用するエリア内パスは、常に最優先されます。

•その他のパス（エリア内バックボーンパスおよびエリア間パス）の優先度は同等です。

これらのルールは、複数のエリアを通って ASBRに到達可能な場合、または複数存在する
AS-external-LSAのいずれを優先するかを決定しようとする場合に適用されます。前者の場合、パ
スはすべて同じ ASBRで終端し、後者の場合は異なる ASBRまたは転送アドレスで終端します。
いずれの場合も、各パスは異なるルーティングテーブルのエントリで表されます。この機能は、

no compatibility rfc1583コマンドを使用して RFC 1583との互換性がディセーブルに設定されてい
る場合のみ適用されます（RFC 5340は RFC 1583の更新情報を提供します）。

ルーティングループの可能性を最小限に抑えるには、OSPFルーティングドメイン内のすべて
の OSPFルータに対して同じ RFCの互換性を設定します。

注意

OSPFv3 外部パスプリファレンスオプションの計算方法

RFC 5340 に従った OSPFv3 外部パスプリファレンスの計算

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfv3[process-id]
4. nocompatiblerfc1583

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

   IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
98

OSPFv3 外部パスプリファレンスオプション
OSPFv3 外部パスプリファレンスオプションについて



目的コマンドまたはアクション

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IPv4または IPv6アドレスファミリの OSPFv3ルータ
コンフィギュレーションモードをイネーブルにします。

routerospfv3[process-id]

例：

Device(config)# router ospfv3 1

ステップ 3   

RFC5340に従った外部パスプリファレンス計算に使用
する方法を変更します。

nocompatiblerfc1583

例：

Device(config-router)# no compatible
rfc1583

ステップ 4   

OSPFv3 外部パスプリファレンスオプションの設定例

例：RFC 5340 に従った OSPFv3 外部パスプリファレンスの計算
show ospfv3

Routing Process "ospfv3 1" with ID 10.1.1.1
SPF schedule delay 5 secs, Hold time between two SPFs 10 secs
Minimum LSA interval 5 secs. Minimum LSA arrival 1 secs
LSA group pacing timer 240 secs
Interface flood pacing timer 33 msecs
Retransmission pacing timer 66 msecs
Number of external LSA 0. Checksum Sum 0x000000
Number of areas in this router is 1. 1 normal 0 stub 0 nssa
Reference bandwidth unit is 100 mbps
RFC 1583 compatibility disabled

Area BACKBONE(0) (Inactive)
Number of interfaces in this area is 1
SPF algorithm executed 1 times
Number of LSA 1. Checksum Sum 0x00D03D
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6アドレッシングと接続

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

Configuring OSPFモジュールOSPFv3外部パスプリファレンスオプション

標準および RFC

Title標準/RFC

IPv6の RFCIPv6に関する RFC

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs
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シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

OSPFv3 外部パスプリファレンスオプションの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 9：OSPFv3 外部パスプリファレンスオプションの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能により、RFC 5340に
従って外部パスプリファレン

スを計算する方法が提供されま

す。

次のコマンドが導入または変更

されました。compatible
rfc1583、show ospfv3

Cisco IOS XE Release 3.4SOSPFv3外部パスプリファレン
スオプション
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第 7 章

『OSPFv3 Graceful Restart』

Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）でグレースフルリスタート機能を使用すると、
OSPFv3ルーティングプロトコル情報の復元中も、既知のルートを使用してノンストップデータ
フォワーディングを実行できます。

• 機能情報の確認, 103 ページ

• OSPFv3グレースフルリスタートに関する情報, 104 ページ

• OSPFv3グレースフルリスタートをイネーブルにする方法, 104 ページ

• OSPFv3グレースフルリスタートの設定例, 108 ページ

• その他の参考資料, 109 ページ

• OSPFv3グレースフルリスタートの機能情報, 110 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPFv3 グレースフルリスタートに関する情報

『OSPFv3 Graceful Restart』
OSPFv3でグレースフルリスタート機能を使用すると、OSPFv3ルーティングプロトコル情報の
復元中も、既知のルートを使用してノンストップデータフォワーディングを実行できます。デバ

イスは、再起動モード（グレースフルリスタート対応デバイスなど）か、ヘルパーモード（グ

レースフルリスタート認識デバイスなど）のいずれかで、グレースフルリスタートに参加できま

す。

グレースフルリスタート機能を実行するには、デバイスがハイアベイラビリティ（HA）ステー
トフルスイッチオーバー（SSO）モード（つまり、デュアルルートプロセッサ（RP））になっ
ている必要があります。グレースフルリスタート機能を備えたデバイスは、次の場合に、グレー

スフルリスタート機能を実行します。

• RP障害が発生し、スタンバイ RPへのスイッチオーバーが行われた場合

•スタンバイ RPへの計画的な RPスイッチオーバーが行われた場合

グレースフルリスタート機能では、隣接デバイスがグレースフルリスタート認識である必要があ

ります。

SSOおよびノンストップフォワーディング（NSF）の詳細については、「Stateful Switchover」お
よび「Cisco Nonstop Forwarding」を参照してください。

OSPFv3 グレースフルリスタートをイネーブルにする方法

グレースフルリスタート対応ルータでの OSPFv3 グレースフルリス
タートのイネーブル化

次のタスクは、Cisco IOS XE Release 3.4S以降のリリースで実行できます。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfv3[process-id]
4. graceful-restart[restart-interval interval]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

IPv4または IPv6アドレスファミリのOSPFv3ルータコ
ンフィギュレーションモードをイネーブルにします。

routerospfv3[process-id]

例：

Router(config)# router ospfv3 1

ステップ 3   

グレースフルリスタート対応ルータでOSPFv3グレース
フルリスタート機能をイネーブルにします。

graceful-restart[restart-interval interval]

例：

Router(config-rtr)# graceful-restart

ステップ 4   

グレースフルリスタート対応ルータでの OSPFv3 グレースフルリスタートのイネー
ブル化

次のタスクは、Cisco IOS XE Release 3.4S以前のリリースで実行できます。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. ipv6routerospfprocess-id
4. graceful-restart[restart-interval interval]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

OSPFv3ルータコンフィギュレーションモードをイ
ネーブルにします。

ipv6routerospfprocess-id

例：

Router(config)# ipv6 router ospf 1

ステップ 3   

グレースフルリスタート対応ルータでOSPFv3グレー
スフルリスタート機能をイネーブルにします。

graceful-restart[restart-interval interval]

例：

Router(config-rtr)# graceful-restart

ステップ 4   

グレースフルリスタート認識ルータでの OSPFv3 グレースフルリス
タートのイネーブル化

次のタスクは、Cisco IOS XE Release 3.4S以降のリリースで実行できます。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfv3[process-id]
4. graceful-restarthelper {disable | strict-lsa-checking

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

IPv4または IPv6アドレスファミリの OSPFv3ルータ
コンフィギュレーションモードをイネーブルにしま

す。

routerospfv3[process-id]

例：

Router(config)# router ospfv3 1

ステップ 3   

グレースフルリスタート認識ルータで OSPFv3グレー
スフルリスタート機能をイネーブルにします。

graceful-restarthelper {disable |
strict-lsa-checking

例：

Router(config-rtr)# graceful-restart
helper strict-lsa-checking

ステップ 4   

例：

次の作業

グレースフルリスタート認識ルータでの OSPFv3 グレースフルリスタートのイネー
ブル化

次のタスクは、Cisco IOS XE Release 3.4S以前のリリースで実行できます。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. ipv6routerospfprocess-id
4. graceful-restarthelper {disable | strict-lsa-checking
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

OSPFv3ルータコンフィギュレーションモードをイ
ネーブルにします。

ipv6routerospfprocess-id

例：

Router(config)# ipv6 router ospf 1

ステップ 3   

グレースフルリスタート認識ルータでOSPFv3グレー
スフルリスタート機能をイネーブルにします。

graceful-restarthelper {disable |
strict-lsa-checking

例：

Router(config-rtr)# graceful-restart
helper strict-lsa-checking

ステップ 4   

例：

次の作業

OSPFv3 グレースフルリスタートの設定例

例：OSPFv3 グレースフルリスタートのイネーブル化
Router# show ipv6 ospf graceful-restart
Routing Process "ospf 1"
Graceful Restart enabled

restart-interval limit: 120 sec, last restart 00:00:15 ago (took 36 secs)
Graceful Restart helper support enabled
Router status : Active
Router is running in SSO mode
OSPF restart state : NO_RESTART
Router ID 10.1.1.1, checkpoint Router ID 10.0.0.0
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次の例に、グレースフルリスタート認識ルータでグレースフルリスタートヘルパーサポートが

イネーブルになっている OSPFv3の情報を示します。
Router# show ospfv3
Routing Process "ospfv3 1" with ID 10.0.0.1
Supports IPv6 Address Family
Event-log enabled, Maximum number of events: 1000, Mode: cyclic
Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Minimum LSA interval 5 secs
Minimum LSA arrival 1000 msecs
LSA group pacing timer 240 secs
Interface flood pacing timer 33 msecs
Retransmission pacing timer 66 msecs
Number of external LSA 0. Checksum Sum 0x000000
Number of areas in this router is 0. 0 normal 0 stub 0 nssa
Graceful restart helper support enabled
Reference bandwidth unit is 100 mbps
Relay willingness value is 128
Pushback timer value is 2000 msecs
Relay acknowledgement timer value is 1000 msecs
LSA cache Disabled : current count 0, maximum 1000
ACK cache Disabled : current count 0, maximum 1000
Selective Peering is not enabled
Hello requests and responses will be sent multicast

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6アドレッシングと接続

『High Availability Configuration
Guide』

ステートフルスイッチオーバーおよびノンストップフォワー

ディング

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

OSPF RFC 3623 Graceful Restart
Helper Modeモジュール

『OSPFv3 Graceful Restart』

Configuring OSPFモジュール『OSPFv3 Graceful Restart』

NSF-OSPF RFC 3623 OSPF
Graceful Restartモジュール

『OSPFv3 Graceful Restart』
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標準および RFC

Title標準/RFC

IPv6の RFCIPv6に関する RFC

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

OSPFv3 グレースフルリスタートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 10：OSPFv3 グレースフルリスタートの機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFv3でグレースフルリス
タート機能を使用すると、

OSPFv3ルーティングプロトコ
ル情報の復元中も、既知のルー

トを使用してノンストップデー

タフォワーディングを実行で

きます。

次のコマンドが導入または変更

されました。graceful-restart、
graceful-restart helper、ipv6
router ospf、router ospfv3、
show ipv6 ospf graceful-restart、
show ospfv3 graceful-restart

Cisco IOS XE Release 2.1『OSPFv3 Graceful Restart』

IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
111

『OSPFv3 Graceful Restart』
OSPFv3 グレースフルリスタートの機能情報



   IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
112

『OSPFv3 Graceful Restart』
OSPFv3 グレースフルリスタートの機能情報



第 8 章

OSPFv3 のグレースフルシャットダウンのサ
ポート

この機能により、可能な限り安全な方法で Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）のプ
ロセスやインターフェイスを一時的にシャットダウンし、これをネイバーに通知することができ

ます。プロトコルのグレースフルシャットダウンは、すべてのOSPFv3インターフェイスまたは
特定のインターフェイスで実行できます。

• 機能情報の確認, 113 ページ

• OSPFv3グレースフルシャットダウンサポートについて, 114 ページ

• OSPFv3グレースフルシャットダウンサポートの設定方法, 114 ページ

• OSPFv3グレースフルシャットダウンサポートの設定例, 119 ページ

• OSPFv3グレースフルシャットダウンサポートに関する追加情報, 120 ページ

• OSPFv3グレースフルシャットダウンサポートの機能情報, 120 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPFv3 グレースフルシャットダウンサポートについて

OSPFv3 グレースフルシャットダウン
OSPFv3のグレースフルシャットダウン機能では、可能な限り安全な方法で OSPFv3プロトコル
を一時的にシャットダウンして、これをネイバーに通知する機能を提供します。ネットワークに

別のパスがあるすべてのトラフィックは、その代替パスに送信されます。OSPFv3プロトコルのグ
レースフルシャットダウンは、ルータコンフィギュレーションモードまたはアドレスファミリ

コンフィギュレーションモードで shutdownコマンドを使用して実行できます。

この機能は、特定のインターフェイスで OSPFv3をシャットダウンする機能も提供します。この
場合、OSPFv3はインターフェイスをアドバタイズせず、インターフェイスを介して隣接関係を形
成しません。ただし、すべての OSPFv3インターフェイス設定が保持されます。インターフェイ
スのグレースフルシャットダウンを実行するには、インターフェイスコンフィギュレーション

モードで ipv6ospfshutdownまたは ospfv3shutdownコマンドを使用します。

OSPFv3 グレースフルシャットダウンサポートの設定方
法

OSPFv3 プロセスのグレースフルシャットダウンの設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. 次のいずれかを実行します。

• ipv6routerospfprocess-id

• routerospfv3process-id

4. シャットダウン
5. end
6. 次のいずれかを実行します。

• showipv6ospf [process-id]

• showospfv3 [process-id]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：
Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFv3ルーティングをイネーブルにして、ルー
タコンフィギュレーションモードを開始します。

次のいずれかを実行します。ステップ 3   

• ipv6routerospfprocess-id

• routerospfv3process-id

例：
Device(config)# ipv6 router ospf 1

例：
Device(config)# router ospfv3 101

選択したインターフェイスをシャットダウンしま

す。

シャットダウン

例：
Device(config-router)# shutdown

ステップ 4   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config-router)# end

ステップ 5   

（任意）OSPFv3ルーティングプロセスに関する
一般情報を表示します。

次のいずれかを実行します。ステップ 6   

• showipv6ospf [process-id]

• showospfv3 [process-id]

例：
Device# show ipv6 ospf

例：
Device# show ospfv3
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アドレスファミリコンフィギュレーションモードでの OSPFv3 プロセ
スのグレースフルシャットダウンの設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfv3[process-id]
4. address-family ipv6unicast [vrf vrf-name]
5. シャットダウン
6. end
7. showospfv3 [process-id]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IPv6アドレスファミリのルータコンフィギュレー
ションモードをイネーブルにします。

routerospfv3[process-id]

例：

Device(config)# router ospfv3 1

ステップ 3   

OSPFv3の IPv6アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードを開始します。

address-family ipv6unicast [vrf vrf-name]

例：
Device(config-router)#address-family
ipv6

ステップ 4   

   IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
116

OSPFv3 のグレースフルシャットダウンのサポート
アドレスファミリコンフィギュレーションモードでの OSPFv3 プロセスのグレースフルシャットダウン
の設定



目的コマンドまたはアクション

選択したインターフェイスをシャットダウンします。シャットダウン

例：

Device(config-router-af)# shutdown

ステップ 5   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-router-af)# end

ステップ 6   

（任意）OSPFv3ルーティングプロセスに関する一
般情報を表示します。

showospfv3 [process-id]

例：
Device# show ospfv3

ステップ 7   

OSPFv3 インターフェイスの OSPFv3 グレースフルシャットダウンの設
定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. 次のいずれかを実行します。

• ipv6ospfshutdown

• ospfv3shutdown

5. end
6. showospfv3process-id[ area-id ][ address-family ][vrf {vrf-name| *}] interface [typenumber] [brief]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスのタイプと番号を設定し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

interfacetypenumber

例：

Device(config)# interface GigabitEthernet

ステップ 3   

インターフェイスレベルで OSPFv3プロトコルグ
レースフルシャットダウンを開始します。

次のいずれかを実行します。ステップ 4   

• ipv6ospfshutdown
• ipv6ospfshutdownインターフェイスコマンド
を入力すると、これを設定したインターフェイ• ospfv3shutdown

スは、停止しようとしているネイバーをアドバ

例：

Device(config-if)# ipv6 ospf shutdown

イスするリンクステートアップデートを送信

します。これにより、ネイバーは、このデバイ

スを含むOSPFv3トラフィックをルーティング
できるようになります。

例：

Device(config-if)# ospfv3 process-id ipv6
shutdown

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

（任意）OSPFv3関連のインターフェイス情報を表
示します。

showospfv3process-id[ area-id ][ address-family ][vrf
{vrf-name| *}] interface [typenumber] [brief]

例：

Device# show ospfv3 1 interface

ステップ 6   
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OSPFv3 グレースフルシャットダウンサポートの設定例

例：OSPFv3 プロセスのグレースフルシャットダウンの設定
次に、IPv6ルータの OSPFコンフィギュレーションモードで OSPFv3プロセスのグレースフル
シャットダウンを設定する例を示します。

ipv6 router ospf 6
router-id 10.10.10.10
shutdown

次に、OSPFv3ルータコンフィギュレーションモードで OSPFv3プロセスのグレースフルシャッ
トダウンを設定する例を示します。

!
router ospfv3 1
shutdown
!
address-family ipv6 unicast
exit-address-family

次に、アドレスファミリコンフィギュレーションモードで OSPFv3プロセスのグレースフル
シャットダウンを設定する例を示します。

!
router ospfv3 1
!
address-family ipv6 unicast
shutdown
exit-address-family

例：OSPFv3 インターフェイスのグレースフルシャットダウンの設定
次に、ipv6ospfshutdownコマンドを使用して、OSPFv3インターフェイスのグレースフルシャッ
トダウンを設定する例を示します。

!
interface Serial2/1
no ip address
ipv6 enable
ipv6 ospf 6 area 0
ipv6 ospf shutdown
serial restart-delay 0
end

次に、ospfv3shutdownコマンドを使用して、OSPFv3インターフェイスのグレースフルシャット
ダウンを設定する例を示します。

!
interface Serial2/0
ip address 10.10.10.10 255.255.255.0
ip ospf 1 area 0
ipv6 enable
ospfv3 shutdown
ospfv3 1 ipv6 area 0
serial restart-delay 0
end
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OSPFv3 グレースフルシャットダウンサポートに関する
追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Configuring OSPF』『Configuring OSPF』

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

OSPFv3 グレースフルシャットダウンサポートの機能情
報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 11：OSPFv3 グレースフルシャットダウンサポートの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能により、可能な限り安

全な方法で Open Shortest Path
Firstバージョン 3（OSPFv3）
のプロセスやインターフェイス

を一時的にシャットダウンし、

これをネイバーに通知すること

ができます。

プロトコルのグレースフル

シャットダウンは、すべての

OSPFv3インターフェイスまた
は特定のインターフェイスで実

行できます。

次のコマンドが導入されまし

た。

• ipv6ospfshutdown

• ospfv3shutdown

• shutdown(router ospfv3)

Cisco IOS XE Release 3.8OSPFv3のグレースフルシャッ
トダウンのサポート
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第 9 章

『OSPF Stub Router Advertisement』

OSPFスタブルータアドバタイズメント機能を使用すると、新しいルータをネットワークに組み
込むときに、新しいルータがトラフィックのルーティングにすぐに使用されないようにできま

す。また、他のネットワーク宛のパケットをドロップすることなく、ルータを正常にシャットダ

ウンしたり、リロードを実行できるようになります。

• 機能情報の確認, 123 ページ

• OSPFスタブルータアドバタイズメントに関する情報, 124 ページ

• OSPFスタブルータアドバタイズメントの設定方法, 126 ページ

• OSPFスタブルータアドバタイズメントの設定例, 130 ページ

• その他の参考資料, 131 ページ

• OSPFスタブルータアドバタイズメントの機能情報, 132 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
123

https://tools.cisco.com/bugsearch/search
http://www.cisco.com/go/cfn


OSPF スタブルータアドバタイズメントに関する情報

OSPF スタブルータアドバタイズメント機能
OSPFスタブルータアドバタイズメント機能を使用すると、新しいルータをネットワークに組み
込むときに、新しいルータがトラフィックのルーティングにすぐに使用されないようにできます。

また、他のネットワーク宛のパケットをドロップすることなく、ルータを正常にシャットダウン

したり、リロードを実行できるようになります。この機能には3つの設定オプションがあります。
これらのオプションによって、Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルを実行するルータが、
すべてのネイバーに対して最大メトリックまたは無限メトリックをアドバタイズするように設定

できます。

これらの 3つの設定オプションのいずれかがルータでイネーブルになっていると、ルータは、ス
タブではないリンクをすべて使用して、最大メトリック（LSInfinity: 0xFFFF）のリンクステート
アドバタイズメント（LSA）を送信します。最大メトリックがアドバタイズされると、他のルー
タは、その新しいルータに対して、代替パスを使用するよりも高いコストを割り当てます。新し

いルータを経由するパスに高いコストが割り当てられた結果、他のルータは、新しいルータを経

由するパスを、他のネットワーク宛のトラフィックを転送するための通過パスとして使用しなく

なります。これによって、スイッチング機能およびルーティング機能の準備が整い、ルーティン

グテーブルがコンバージされた後に、通過トラフィックのルーティングをこのルータで開始する

ことができます。

スタブリンクのコストは常に出力インターフェイスコストに設定されているので、最大また

は無限のメトリックを設定しても、スタブネットワーク内の直接接続リンクには影響しませ

ん。

（注）

最大メトリックを使用したルーティングテーブルのコンバージ

OSPFスタブルータアドバタイズメント機能に用意されている 2つの設定オプションを使用する
と、新しいルータをネットワークに組み込むときに、新しいルータがトラフィックのルーティン

グにすぐに使用されないようにできます。InteriorGatewayProtocol（IGP）のコンバージェンスは、
ルータの起動中またはリロード後に非常に短時間で行われ、通常、ボーダーゲートウェイプロト

コル（BGP）のルーティングテーブルのコンバージよりも先に完了します。このため、これらの
設定オプションが役に立ちます。ルータでBGPルーティングテーブルを構築中に、ネイバールー
タがこのルータを経由してトラフィック転送を行うと、受信した他の宛先のパケットをドロップ

する可能性があります。起動中に最大メトリックをアドバタイズすることによって、ルーティン

グテーブルがコンバージされた後に、他のネットワーク宛のトラフィックの送信をこのルータで

開始することができます。

次の2つの設定オプションによって、ルータは起動時に最大メトリックをアドバタイズできます。
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•ルータの起動時またはリロード時に、最大メトリックをアドバタイズするためのタイマーを
設定します。このオプションを設定すると、タイマーが期限切れになるまで、ルータは最大

メトリックをアドバタイズし、これにより、ネイバールータは強制的に代替パスを選択しま

す。タイマーが期限切れになると、ルータは正しい（通常の）メトリックをアドバタイズ

し、他のルータはコストに応じてこのルータにトラフィックを送信します。タイマーの設定

可能範囲は 5～ 86,400（秒）です。

• BGPルーティングテーブルがコンバージされるまでの間、または、デフォルトタイマー（600
秒）が期限切れになるまでの間、ルータが最大メトリックをアドバタイズするように設定し

ます。BGPルーティングテーブルがコンバージされるか、または、デフォルトタイマーが
期限切れになると、ルータは正しい（通常の）メトリックをアドバタイズし、他のルータは

コストに応じてこのルータにトラフィックを送信します。

最大メトリックを使用したルータのグレースフルシャットダウン

OSPFスタブルータアドバタイズメント機能に用意されている 3つ目の設定オプションは、ルー
タのシャットダウンの前に、すべてのリンクを使用して最大メトリックをアドバタイズすること

によって、他のルータが通過トラフィックの転送のために代替パスを選択するようにします。こ

れにより、ルータをネットワークから正常に削除できます。ルータをネットワークから削除する

ことが必要となる状況は多数あります。ルータがネットワークから削除され、物理インターフェ

イスがダウンしたことをネイバールータが検出できない場合、ネイバーは、デッドタイマーが期

限切れになるまで待機してから、隣接関係を削除し、ルーティングテーブルを再コンバージしま

す。シャットダウンしたルータと他のルータとの間にスイッチがある場合に、このような状況が

発生する可能性があります。ネイバーのルーティングテーブルの再コンバージェンス中に、パ

ケットをドロップする可能性があります。

この 3つ目のオプションを設定すると、ルータが最大メトリックをアドバタイズするため、ルー
タのシャットダウンの前は、ネイバールータが通過トラフィックの転送のために代替パスを選択

するようになります。また、この設定オプションを使用すると、他のネットワーク宛のトラフィッ

クに影響を与えずに、クリティカルな状況のルータをネットワークから削除できます。

ルータの実行コンフィギュレーションがグレースフルシャットダウンを行うよう設定されて

いる場合は、その実行コンフィギュレーションを保存しないでください。保存すると、ルータ

が、リロード後に最大メトリックをアドバタイズし続けることになります。

（注）

OSPF スタブルータアドバタイズメントの利点

安定性とアベイラビリティの向上

起動時またはリロード時にすべてのリンクを使用して最大メトリックをアドバタイズすることに

よって、ネイバールータがこのルータを経由するパスを通過パスとして使用することを防ぎま
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す。これにより、パケットのドロップ数が減少し、ネットワークの安定性とアベイラビリティが

向上します。

ネットワークからのグレースフルな削除

シャットダウン前に最大メトリックをアドバタイズすることによって、このルータを経由する通

過パスがアクセス不可になる前に、他のルータが代替パスを選択するようにします。

OSPF スタブルータアドバタイズメントの設定方法
次のタスクでは、最大メトリックをアドバタイズするようOSPFを設定します。この機能には、3
つの異なる設定オプションがあります。すべてのタスクは任意で、個別に設定する必要がありま

す。

起動時アドバタイズメントの設定

手順の概要

1. Router(config)# router ospf process-id
2. Router(config-router)#max-metric router-lsa on-startup announce-time

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ルータでルータコンフィギュレーションモードを開始し、OSPF
ルーティングプロセスをイネーブルにします。

Router(config)# router ospf process-idステップ 1   

指定した期間最大メトリックを起動時にアドバタイズするよう、

OSPFを設定します。announce-time引数は、設定可能なタイマー
Router(config-router)#max-metric
router-lsa on-startup announce-time

ステップ 2   

です。on-startupキーワードの後に指定します。デフォルトのタ
イマー値はありません。構成可能な時間範囲は 5～ 86,400秒で
す。

ルーティングテーブルコンバージ中のアドバタイズメントの設定

手順の概要

1. Router(config)# router ospf process-id
2. Router(config-router)#max-metric router-lsa on-startup wait-for-bgp

   IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
126

『OSPF Stub Router Advertisement』
OSPF スタブルータアドバタイズメントの設定方法



手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ルータでルータコンフィギュレーションモードを開始し、OSPF
ルーティングプロセスをイネーブルにします。

Router(config)# router ospf process-idステップ 1   

BGPルーティングテーブルがコンバージされるまでの間、また
は、デフォルトタイマーが期限切れになるまでの間、最大メトリッ

Router(config-router)#max-metric
router-lsa on-startup wait-for-bgp

ステップ 2   

クをアドバタイズするように OSPFを設定します。wait-for-bgp
キーワードは、on-startupキーワードの後に指定する必要がありま
す。デフォルトのタイマー値は 600秒です。

グレースフルシャットダウンのためのアドバタイズメントの設定

手順の概要

1. Router(config)# router ospfprocess-id
2. Router(config-router)#max-metric router-lsa
3. Router(config-router)# end
4. Router# show ip ospf

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ルータでルータコンフィギュレーションモードを開始し、OSPF
ルーティングプロセスをイネーブルにします。

Router(config)# router
ospfprocess-id

ステップ 1   

ルータがシャットダウンされるまでの間、最大メトリックをアド

バタイズするように OSPFを設定します。
Router(config-router)#max-metric
router-lsa

ステップ 2   

コンフィギュレーションモードを終了して、ルータを特権EXEC
モードにします。

Router(config-router)# endステップ 3   

OSPFルーティングプロセスに関する一般情報を表示します。Router# show ip ospfステップ 4   

•ルータをシャットダウンまたはリロードする前にmax-metric
router-lsaコマンドがイネーブルになっていることを確認す
るには、show ip ospfコマンドを使用します。
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次の作業

ルータの実行コンフィギュレーションがグレースフルシャットダウンを行うよう設定されて

いる場合は、その実行コンフィギュレーションを保存しないでください。保存すると、ルータ

が、リロード後に最大メトリックをアドバタイズし続けることになります。

（注）

最大メトリックのアドバタイズメントの確認

最大メトリックのアドバタイズメントが正しく設定されていることを確認するには、show ip ospf
または show ip ospf databaseコマンドを使用します。

show ip ospfコマンドの出力には、max-metric router-lsaコマンドで設定したオプションの種類に
応じて、設定条件、状態、および、最大メトリックアドバタイズメントのタイマーの残り時間が

表示されます。

on-startupキーワードおよび announce-time引数を max-metric router-lsaコマンドに指定した場合
に表示される出力は、次の出力例のようになります。

Router# show ip ospf
Routing Process "ospf 1998" with ID 10.18.134.155

Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
It is an area border and autonomous system boundary router
Redistributing External Routes from,

static, includes subnets in redistribution
Originating router-LSAs with maximum metric, Time remaining: 00:01:18

Condition: on startup for 300 seconds, State: active
SPF schedule delay 5 secs, Hold time between two SPFs 10 secs
Minimum LSA interval 5 secs. Minimum LSA arrival 1 secs
Number of external LSA 7. Checksum Sum 0x47261
Number of opaque AS LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless external and opaque AS LSA 0
Number of DoNotAge external and opaque AS LSA 0
Number of areas in this router is 2. 1 normal 0 stub 1 nssa
External flood list length 0

Area BACKBONE(0)
Number of interfaces in this area is 1
Area has no authentication
SPF algorithm executed 3 times
Area ranges are
Number of LSA 8. Checksum Sum 0x474AE
Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 0x0

on-startupおよびwait-for-bgpキーワードをmax-metric router-lsaコマンドに指定した場合に表示
される出力は、次の出力例のようになります。

Router# show ip ospf
Routing Process "ospf 1998" with ID 10.18.134.155

Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
It is an area border and autonomous system boundary router
Redistributing External Routes from,

static, includes subnets in redistribution
Originating router-LSAs with maximum metric, Time remaining: 00:01:18

Condition: on startup while BGP is converging, State: active
SPF schedule delay 5 secs, Hold time between two SPFs 10 secs
Minimum LSA interval 5 secs. Minimum LSA arrival 1 secs
Number of external LSA 7. Checksum Sum 0x47261
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Number of opaque AS LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless external and opaque AS LSA 0
Number of DoNotAge external and opaque AS LSA 0
Number of areas in this router is 2. 1 normal 0 stub 1 nssa
External flood list length 0

Area BACKBONE(0)
Number of interfaces in this area is 1
Area has no authentication
SPF algorithm executed 3 times
Area ranges are
Number of LSA 8. Checksum Sum 0x474AE
Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 0x0

max-metric router-lsaコマンドにキーワードや引数を指定しなかった場合に表示される出力は、次
の出力例のようになります。

Router# show ip ospf
Routing Process "ospf 1998" with ID 10.18.134.155

Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
It is an area border and autonomous system boundary router
Redistributing External Routes from,

static, includes subnets in redistribution
Originating router-LSAs with maximum metric

Condition: always, State: active
SPF schedule delay 5 secs, Hold time between two SPFs 10 secs
Minimum LSA interval 5 secs. Minimum LSA arrival 1 secs
Number of external LSA 7. Checksum Sum 0x47261
Number of opaque AS LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless external and opaque AS LSA 0
Number of DoNotAge external and opaque AS LSA 0
Number of areas in this router is 2. 1 normal 0 stub 1 nssa
External flood list length 0

Area BACKBONE(0)
Number of interfaces in this area is 1
Area has no authentication
SPF algorithm executed 3 times
Area ranges are
Number of LSA 8. Checksum Sum 0x474AE
Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 0x0

show ip ospf databaseコマンドの出力には、OSPF LSAに関する情報が表示され、ルータが最大の
リンクコストをアナウンスしているかどうかが示されます。max-metric router-lsaコマンドをど
のような形式で指定したかにかかわらず、表示される出力は次の出力例のようになります。

Router# show ip ospf database
Exception Flag: Announcing maximum link costs
LS age: 68
Options: (No TOS-capability, DC)
LS Type: Router Links
Link State ID: 172.18.134.155
Advertising Router: 172.18.134.155
LS Seq Number: 80000002
Checksum: 0x175D
Length: 60
Area Border Router
AS Boundary Router
Number of Links: 3

Link connected to: a Transit Network
(Link ID) Designated Router address: 192.168.1.11
(Link Data) Router Interface address: 192.168.1.14
Number of TOS metrics: 0
TOS 0 Metrics: 65535 (metric used for local calculation: 10)

Link connected to: a Transit Network
(Link ID) Designated Router address: 10.1.145.11
(Link Data) Router Interface address: 10.1.145.14
Number of TOS metrics: 0
TOS 0 Metrics: 65535 (metric used for local calculation: 10)
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Link connected to: a Stub Network
(Link ID) Network/subnet number: 10.11.12.0
(Link Data) Network Mask: 255.255.255.0
Number of TOS metrics: 0
TOS 0 Metrics: 1

OSPF スタブルータアドバタイズメントのモニタリングおよびメンテ
ナンス

目的コマンド

OSPFルーティングプロセスに関する一般情報
を表示します。OSPFスタブルータアドバタイ
ズメント機能の設定およびステータス情報も含

まれています。

Router# show ip ospf

ルータ LSAに関する情報を表示します。ルー
タが最大のリンクコストをアナウンスしている

かどうかがわかります。

Router# show ip ospf database router

OSPF スタブルータアドバタイズメントの設定例

例：起動時アドバタイズメント

次の例では、OSPFを実行するルータを、起動時に300秒間最大メトリックをアドバタイズするよ
うに設定しています。

Router(config)# router ospf 100
Router(config-router)# max-metric router-lsa on-startup 300

例：ルーティングテーブルのコンバージまでのアドバタイズメント

次の例では、OSPFを実行するルータを、BGPルーティングテーブルがコンバージされるまでの
間、または、デフォルトタイマー（600秒）が期限切れになるまでの間、最大メトリックをアド
バタイズするように設定しています。

Router(config)# router ospf 100
Router(config-router)# max-metric router-lsa on-startup wait-for-bgp
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例：グレースフルシャットダウン

次の例では、OSPFを実行するルータを、ルータがシャットダウンされるまでの間、最大メトリッ
クをアドバタイズするように設定しています。

Router(config)# router ospf 100
Router(config-router)# max-metric router-lsa
Router(config-router)# end
Router# show ip ospf

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: OSPF
Command Reference』

OSPFコマンド：コマンド構文の詳細、コマンドモード、デフォ
ルト設定、コマンド履歴、使用に関する注意事項および例

『IP Routing:OSPFConfiguration
Guide』の「ConfiguringOSPF」

『Configuring OSPF』

『IP Routing:OSPFConfiguration
Guide』の「OSPFv2 Loop-Free
Alternate Fast Reroute」

OSPFv2 Loop-Free Alternate Fast Reroute

標準および RFC

Title標準/RFC

『Basic Specification for IP Fast Reroute: Loop-Free
Alternates』
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シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

OSPF スタブルータアドバタイズメントの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 12：OSPF スタブルータアドバタイズメントの機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFスタブルータアドバタイ
ズメント機能を使用すると、新

しいルータをネットワークに組

み込むときに、新しいルータが

トラフィックのルーティングに

すぐに使用されないようにでき

ます。また、他のネットワーク

宛のパケットをドロップするこ

となく、ルータを正常にシャッ

トダウンしたり、リロードを実

行できるようになります。

次に示すコマンドは、この章に

記載されている機能において、

新たに導入または変更されたも

のです。

• max-metricrouter-lsa

• showipospf

Cisco IOS XE Release 2.1『OSPF Stub Router
Advertisement』
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第 10 章

OSPF アップデートパケットペーシングタ
イマー設定

この章では、OSPFアップデートパケットペーシングタイマー設定機能について説明します。
この機能を使用すると、OSPFLSAのフラッドペーシング、再送信ペーシング、およびグループ
ペーシングの更新間隔を設定できます。

• 機能情報の確認, 135 ページ

• OSPFアップデートパケットペーシングタイマー設定の制約事項, 136 ページ

• OSPFアップデートパケットペーシングタイマー設定について, 136 ページ

• OSPFパケットペーシングタイマーの設定方法, 137 ページ

• OSPFアップデートパケットペーシングの設定例, 140 ページ

• その他の参考資料, 141 ページ

• OSPFアップデートパケットペーシングタイマー設定の機能情報, 142 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPF アップデートパケットペーシングタイマー設定の
制約事項

OSPFパケットフラッディングの要件を満たす他のオプションをすべて使用した場合に限り、パ
ケットペーシングタイマーを変更してください。特に、ネットワークオペレータは、デフォル

トタイマーを変更する前に、要約、スタブエリアの使用方法、キューの調整、およびバッファの

調整を優先して行う必要があります。さらに、タイマー値を変更するガイドラインはなく、各

OSPF配備は一意であり、ケースバイケースで考慮する必要があります。ネットワークオペレー
タは、デフォルトタイマー値の変更に関連したリスクを前提に考える必要があります。

OSPF アップデートパケットペーシングタイマー設定に
ついて

OSPF アップデートパケットペーシングタイマーの機能
状況によっては、非常に多数のリンクステートアドバタイズメント（LSA）のフラッディングに
よる、CPUまたはバッファ使用率の問題を解消するため、Open Shortest Path First（OSPF）のパ
ケットペーシングのデフォルトタイマーの変更が必要になることがあります。OSPFアップデー
トパケットペーシングタイマー設定機能を使用すると、OSPF LSAのフラッドペーシング、再
送信ペーシング、およびグループペーシングの更新間隔を設定できます。

• OSPFフラッドペーシングタイマーを設定すると、OSPF伝送キュー内の連続する各リンク
ステートアップデートパケットの間のパケット間スペースを制御できます。

• OSPF再送信ペーシングタイマーを設定すると、OSPF再送信キュー内の連続する各リンク
ステートアップデートパケットの間のパケット間スペースを制御できます。

• Cisco IOS XEソフトウェアは、LSAの定期的なリフレッシュをグループ化して、大規模なト
ポロジでのリフレッシュに関するLSAパッキング密度を改善します。グループタイマーは、
グループ化されたLSAのリフレッシュに使用する間隔を制御します。個々のLSAのリフレッ
シュ頻度（デフォルトのリフレッシュ間隔は 30分）を変更するものではありません。

大部分の OSPF展開では、OSPFパケットペーシングタイマーのデフォルト設定で十分です。
デフォルトタイマーの変更は最後の手段です。

注意
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OSPF アップデートパケットペーシングタイマー設定の利点
管理者は、OSPFアップデートパケットペーシングタイマー設定機能を使用して、LSAの更新間
隔を制御できます。これによって、非常に多数のLSAのフラッディングがエリアで発生した場合
に、CPUまたはバッファ使用率の上昇を抑制できます。

OSPF パケットペーシングタイマーの設定方法
このセクションのタスクでは、3つの OSPFアップデートパケットペーシングタイマーを設定お
よび確認する方法を説明します。

OSPF パケットペーシングタイマーの設定

大部分の OSPF展開では、OSPFパケットペーシングタイマーのデフォルト設定で十分です。
デフォルトタイマーの変更は最後の手段です。

注意

フラッドパケットペーシングタイマーを設定するには、グローバルコンフィギュレーション

モードで、次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. Router(config)# router ospf process-id
2. Router(config-router)# timers pacing flood milliseconds

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ルータでルータコンフィギュレーションモードを開始

し、OSPFルーティングプロセスをイネーブルにしま
す。

Router(config)# router ospf process-idステップ 1   

フラッドパケットペーシングタイマーの待機時間（ミ

リ秒）を設定します。

Router(config-router)# timers pacing flood
milliseconds

ステップ 2   
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再送信パケットペーシングタイマーの設定

再送信パケットペーシングタイマーを設定するには、グローバルコンフィギュレーションモー

ドで、次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. Router(config)# router ospf process-id
2. Router(config-router)# timers pacing retransmission milliseconds

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ルータでルータコンフィギュレーションモードを開始

し、OSPFルーティングプロセスをイネーブルにしま
す。

Router(config)# router ospf process-idステップ 1   

再送信パケットペーシングタイマーの待機時間（ミリ

秒）を設定します。

Router(config-router)# timers pacing
retransmission milliseconds

ステップ 2   

グループパケットペーシングタイマーの設定

グループパケットペーシングタイマーを設定するには、ルータコンフィギュレーションモード

で、次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. Router(config)# router ospf process-id
2. Router(config-router)# timers pacing lsa-group seconds

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

ルータでルータコンフィギュレーションモードを開始

し、OSPFルーティングプロセスをイネーブルにしま
す。

Router(config)# router ospf process-idステップ 1   

LSAグループパケットペーシングタイマーの待機時間
（秒）を設定します。

Router(config-router)# timers pacing
lsa-group seconds

ステップ 2   
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OSPF パケットペーシングタイマーの確認
OSPFパケットペーシングが設定されていることを確認するには、特権 EXECコマンド show ip
ospfを使用します。show ip ospfコマンドの出力には、設定可能ペーシングタイマーのタイプ（フ
ラッド、再送信、グループ）および待機時間が表示されます。次に、show ip ospfコマンドの出力
例を示します。

Router# show ip ospf
Routing Process "ospf 1" with ID 10.0.0.1 and Domain ID 10.20.0.1
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
SPF schedule delay 5 secs, Hold time between two SPFs 10 secs
Minimum LSA interval 5 secs. Minimum LSA arrival 1 secs
LSA group pacing timer 100 secs
Interface flood pacing timer 55 msecs
Retransmission pacing timer 100 msecs
Number of external LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of opaque AS LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless external and opaque AS LSA 0
Number of DoNotAge external and opaque AS LSA 0
Number of areas in this router is 2. 2 normal 0 stub 0 nssa
External flood list length 0

Area BACKBONE(0)
Number of interfaces in this area is 2
Area has message digest authentication
SPF algorithm executed 4 times
Area ranges are
Number of LSA 4. Checksum Sum 0x29BEB
Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless LSA 3
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

Area 172.16.26.0
Number of interfaces in this area is 0
Area has no authentication
SPF algorithm executed 1 times
Area ranges are

192.168.0.0/16 Passive Advertise
Number of LSA 1. Checksum Sum 0x44FD
Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless LSA 1
Number of indication LSA 1
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

トラブルシューティングのヒント

OSPFパケット再送信数が急増した場合は、このパケットペーシングタイマーの値を増やしてく
ださい。show ip ospf neighborコマンドの出力には OSPFパケット再送信数が表示されます。
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OSPF パケットペーシングタイマーのモニタリングおよびメンテナン
ス

目的コマンド

OSPFルーティングプロセスに関する一般情報
を表示します。

Router# show ip ospf

OSPFネイバー情報をインターフェイスごとに
表示します。

router# show ip ospf neighbor

OSPFルーティングプロセス IDに基づいてルー
トの再配布をクリアします。

Router# clear ip ospf redistribution

OSPF アップデートパケットペーシングの設定例

例：LSA フラッドペーシング
次の例は、OSPFルーティングプロセス 1に対して、LSAフラッドペーシング更新が 50ミリ秒
間隔で発生する設定を示しています。

Router(config)# router ospf 1
Router(config-router)# timers pacing flood 50

例：LSA 再送信ペーシング
次に、OSPFルーティングプロセス 1に対して、LSA再送信ペーシング更新が 100ミリ秒間隔で
発生するように設定する例を示します。

Router(config)# router ospf 1
Router(config-router)# timers pacing retransmission 100

例：LSA グループペーシング
次の例は、OSPFルーティングプロセス 1に対して、LSAグループ間の OSPFグループペーシン
グ更新が 75秒間隔で発生する設定を示しています。

Router(config)# router ospf 1
Router(config-router)# timers pacing lsa-group 75
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その他の参考資料
OSPFアップデートパケットペーシングタイマー設定機能に関する追加情報については、次の参
考資料を参照してください。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Configuring OSPF』『Configuring OSPF』

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』『Cisco IOS Master Command List, All Releases』

標準

Title規格

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBを検索してダウンロードする場合は、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

TitleRFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。
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シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

OSPF アップデートパケットペーシングタイマー設定の
機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 13：OSPF アップデートパケットペーシングタイマー設定の機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFアップデートパケット
ペーシングタイマー設定機能

を使用すると、OSPF LSAのフ
ラッドペーシング、再送信ペー

シング、およびグループペー

シングの更新間隔を設定できま

す。

次に示すコマンドは、この章に

記載されている機能において、

新たに導入または変更されたも

のです。

• timerspacingflood

• timerspacinglsa-group

• timerspacingretransmission

• showipospf

Cisco IOS XE Release 2.1OSPFアップデートパケット
ペーシングタイマー設定
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第 11 章

MPLS VPN のための OSPF 模造リンクのサ
ポート

このマニュアルでは、Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルを実行し、OSPFバックドアリ
ンクを共有している各バーチャルプライベートネットワーク（VPN）クライアントサイトを、
マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）VPNコンフィギュレーション内で接続するた
めの、模造リンクの設定方法と使用方法について説明します。

• 機能情報の確認, 145 ページ

• MPLS VPNのための OSPF模造リンクのサポートの前提条件, 146 ページ

• MPLS VPNのための OSPF模造リンクのサポートの制約事項, 146 ページ

• MPLS VPNのための OSPF模造リンクのサポートについて, 146 ページ

• OSPF模造リンクの設定方法, 150 ページ

• OSPF模造リンクの設定例, 153 ページ

• その他の参考資料, 156 ページ

• MPLS VPNの OSPF模造リンクサポートの機能情報, 157 ページ

• 用語集, 158 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

MPLS VPN のための OSPF 模造リンクのサポートの前提条
件

MPLS VPNで模造リンクを設定する前に、次のようにして OSPFをイネーブルにしておく必要が
あります。

• OSPFルーティングプロセスを作成する。

•ルーティングプロセスに関連付ける IPアドレス範囲を指定する。

• IPアドレス範囲に関連付けるエリア IDを割り当てる。

MPLS VPN のための OSPF 模造リンクのサポートの制約事
項

PEルータと CEルータ間のプロトコルとして OSPFを使用する場合、VPNバックボーン全体に
ルートがアドバタイズされる際に、OSPFメトリックは保持されます。このメトリックを使用し
て、リモート PEルータは適切なルートを選択します。このため、OSPFから BGPへの再配布、
および、BGPから OSPFへの再配布において、メトリック値を変更すべきではありません。メト
リック値を変更すると、ルーティングループが発生する可能性があります。

MPLS VPN のための OSPF 模造リンクのサポートについて

MPLS VPN のための OSPF 模造リンクのサポートの利点

MPLS VPN バックボーン経由のクライアントサイト接続

模造リンクによって、エリア間ルート（PEから PEへ）の代わりに、VPNサイト間のエリア内
バックドアルートが選択されるという、OSPFのデフォルト動作が行われなくなります。模造リ
ンクによって、バックドアリンクを共有する OSPFクライアントサイトが、MPLS VPNバック
ボーンを介して通信を行い、VPNサービスを利用するようになります。
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MPLS VPN 設定での柔軟なルーティング

MPLS VPN設定で模造リンクに対して設定する OSPFコストを使用して、OSPFクライアントサ
イトのトラフィックを、バックドアリンク経由にするか、または VPNバックボーン経由にする
かを指定できます。

PE-CE 間ルータ接続での OSPF の使用
MPLS VPNコンフィギュレーションにおいて、VPNバックボーン内でカスタマーエッジ（CE）
ルータをサービスプロバイダーエッジ（PE）ルータに接続する方法の 1つがOSPFプロトコルで
す。カスタマーにおける OSPFの一般的な用途は、OSPFをサイト内ルーティングプロトコルと
して実行し、VPNサービスを利用し、MPLS VPNバックボーンで OSPFを使用して（移行時また
は常時）サイト間でルーティング情報を交換することです。

下の図に、OSPFを実行する各 VPNクライアントサイトを、MPLS VPNバックボーンで接続す
る例を示します。

OSPFを使用して PEルータと CEルータを接続するには、VPNサイトから学習したすべてのルー
ティング情報を、着信インターフェイスに関連付けられた VPN Routing and Forwarding（VRF）イ
ンスタンスに格納します。VPNに接続された PEルータ間では、ボーダーゲートウェイプロトコ
ル（BGP）を使用して、VPNルートが交換されます。CEルータはこの VPN内の他のサイトへの
ルートを、自分が接続されたPEルータとのピアリングによって学習します。MPLSVPNスーパー
バックボーンは、OSPFを実行する各 VPNサイトを内部接続するための追加のルーティング階層
レベルを提供します。

OSPFルートがMPLS VPNバックボーン全体に伝播されると、プレフィックスに関する追加情報
が、BGP拡張コミュニティ形式（ルートタイプ、ドメイン ID拡張コミュニティ）で BGPアップ
デートに付加されます。このコミュニティ情報を使用して、受信した PEルータは、BGPルート
をOSPFPE-CEプロセスに再配布するときに生成するリンクステートアドバタイズメント（LSA）
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のタイプを決定します。このようにして、同じ VPNに属し、VPNバックボーン全体にアドバタ
イズされる内部 OSPFルートが、リモートサイト上でエリア内ルートとして認識されます。

MPLSVPNの設定方法に関する基本的な情報については、『Cisco IOSXEMPLSConfigurationGuide,
Release 2』を参照してください。

模造リンクを使用した OSPF バックドアルーティングの修正方法
OSPF PE-CE接続は、MPLS VPNバックボーンを経由するパスが、2つのクライアントサイトの
間にある唯一のパスであることを前提にしていますが、VPNサイト間にバックドアパス（下の図
の灰色の線）も存在することがあります。これらのサイトが同じOSPFエリアに属する場合、OSPF
はエリア間パスよりもエリア内パスを優先するため、バックドアリンクのパスが常に選択される

ことになります（PEルータは、エリア間パスとして VPNバックボーンから学習した OSPFルー
トをアドバタイズします）。したがって、ルーティングがポリシーに従って実行されるには、VPN
サイト間の OSPFバックドアリンクが考慮される必要があります。

たとえば、上の図には 3つのクライアントサイトがあり、それぞれにバックドアリンクがありま
す。各サイトは同じエリア 1コンフィギュレーション内で OSPFを実行しているため、これら 3
つのサイト間のルーティングでは、常にバックドアリンクを経由するエリア内パスが使用され、

MPLS VPNバックボーンは経由されません。

次の例は、上の図のPE-1ルータのBGPルーティングテーブルにある、プレフィックス10.3.1.7/32
のエントリを表示しています。このプレフィックスはWinchester CEルータのループバックイン
ターフェイスのものです。例中に太字で示すように、このループバックインターフェイスの情報
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は、BGPによって PE-2と PE-3から学習されています。また、PE-1上の BGPへの再配布によっ
て生成されています。

PE-1# show ip bgp vpnv4 all 10.3.1.7
BGP routing table entry for 100:251:10.3.1.7/32, version 58
Paths: (3 available, best #2)
Advertised to non peer-group peers:
10.3.1.2 10.3.1.5
Local
10.3.1.5 (metric 30) from 10.3.1.5 (10.3.1.5)
Origin incomplete, metric 22, localpref 100, valid, internal
Extended Community: RT:1:793 OSPF DOMAIN ID:0.0.0.100 OSPF
RT:1:2:0 OSPF 2

Local
10.2.1.38 from 0.0.0.0 (10.3.1.6)
Origin incomplete, metric 86, localpref 100, weight 32768,
valid, sourced, best
Extended Community: RT:1:793 OSPF DOMAIN ID:0.0.0.100 OSPF
RT:1:2:0 OSPF 2

Local
10.3.1.2 (metric 30) from 10.3.1.2 (10.3.1.2)
Origin incomplete, metric 11, localpref 100, valid, internal
Extended Community: RT:1:793 OSPF DOMAIN ID:0.0.0.100 OSPF
RT:1:2:0 OSPF 2

このローカルで生成されたルート（10.2.1.38）が、BGPでは最適ルートとして認識されています。
一方、次の例に太字で示すように、VRFルーティングテーブルではOSPFによって学習され、ネ
クストホップが 10.2.1.38（Vienna CEルータ）となるパスが選択されています。

PE-1# show ip route vrf ospf 10.3.1.7
Routing entry for 10.3.1.7/32
Known via "ospf 100", distance 110, metric 86, type intra area
Redistributing via bgp 215
Advertised by bgp 215
Last update from 10.2.1.38 on Serial0/0/0, 00:00:17 ago
Routing Descriptor Blocks:
* 10.2.1.38

, from 10.3.1.7, 00:00:17 ago, via Serial0/0/0
Route metric is 86, traffic share count is 1

このパスが選択された理由は次のとおりです。

• OSPFエリア内パスは、PE-1ルータで生成されたエリア間パス（MPLS VPNバックボーン経
由）よりも優先される。

• OSPFルートは、内部 BGP（同じ自律システム内のルータ間で実行される BGP）よりもアド
ミニストレーティブディスタンス（AD）が小さい。

サイト間のバックドアリンクを、バックアップ目的だけで使用し、VPNサービスに利用しない場
合は、前の例に示すように、デフォルトルート選択が不適切なものになります。MPLSVPNバッ
クボーンに適切なパスを再確立するには、関連する PEルータの入力 VRFと出力 VRFの間に、
OSPFエリア内リンク（論理リンク）を追加作成する必要があります。このリンクは、模造リンク
と呼ばれます。

模造リンクが必要なのは、同じ OSPFエリアに属し、OSPFバックドアリンクを共有する 2つの
VPNサイト間です。サイト間にバックドアリンクがない場合、模造リンクは不要です。

下の図に、PE-1と PE-2間の模造リンクの例を示します。模造リンクごとにコストが設定され、
バックドアパスまたは模造リンクパスのどちらをトラフィックの送信に使用するか判断するため

に、それが使用されます。PEルータ間に模造リンクを設定すると、PEは模造リンクから学習し
た OSPFルートの情報を VRFルーティングテーブルに書き込みます。
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模造リンクは、PEルータ間のエリア内リンクであるかのように認識されるため、このリンクを通
じて（特定のOSPFプロセス用の）OSPF隣接関係が確立され、データベース交換が行われます。
これにより、PEルータは、MPLS VPNバックボーンを介してサイト間で LSAをフラッディング
することができます。この結果、適切なエリア内接続が実現します。

OSPF 模造リンクの設定方法

模造リンクの作成

はじめる前に

MPLS VPNの PEルータ間に模造リンクを作成する前に、次の設定が完了している必要がありま
す。

• VPNバックボーンを介して模造リンクのリモートエンドにOSPFパケットを送信できるよう
に、リモート PE上に別の /32アドレスを設定する。この /32アドレスは、次の条件を満たす
必要があります。

• VRFに属する。

• OSPFによってアドバタイズされない。

• BGPによってアドバタイズされる。

この /32アドレスは、他の模造リンクにも使用できます。

   IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
150

MPLS VPN のための OSPF 模造リンクのサポート
OSPF 模造リンクの設定方法



•模造リンクを既存の OSPFエリアに関連付ける。

模造リンクを作成するには、EXECモードで次のコマンドを使用します。

手順の概要

1. Router1# configure terminal
2. Router1(config)# ip vrf vrf-name
3. Router1(config-vrf)# exit
4. Router1(config)# interface loopback interface-number
5. Router1(config-if)# ip vrf forwarding vrf-name
6. Router1(config-if)# ip address ip-address mask
7. Router1(config-if)# end
8. Router1(config)# end
9. Router2# configure terminal
10. Router2(config)# interface loopback interface-number
11. Router2(config-if)# ip vrf forwarding vrf-name
12. Router2(config-if)# ip address ip-address mask
13. Router2(config-if)# end
14. Router1(config)# end
15. Router1(config)# router ospf process-id vrf vrf-name
16. Router1(config-if)# area area-id sham-link source-address destination-address cost number
17. Router2(config)# router ospf process-id vrf vrf-name
18. Router2(config-if)# area area-id sham-link source-address destination-address cost number

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

最初のPEルータで、グローバルコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

Router1# configure terminalステップ 1   

VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを定義し、VRF
コンフィギュレーションモードを開始します。

Router1(config)# ip vrf vrf-nameステップ 2   

VRFコンフィギュレーションモードを終了し、グローバルコ
ンフィギュレーションモードに戻ります。

Router1(config-vrf)# exitステップ 3   

PE-1で模造リンクのエンドポイントとして使用するループ
バックインターフェイスを作成し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

Router1(config)# interface loopback
interface-number

ステップ 4   

ループバックインターフェイスに VRFを関連付けます。IP
アドレスを削除します。

Router1(config-if)# ip vrf forwarding
vrf-name

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

PE-1のループバックインターフェイスの IPアドレスを再設
定します。

Router1(config-if)# ip address
ip-address mask

ステップ 6   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。Router1(config-if)# endステップ 7   

EXECモードに戻ります。Router1(config)# endステップ 8   

2台目の PEルータで、グローバルコンフィギュレーション
モードを開始します。

Router2# configure terminalステップ 9   

PE-2で模造リンクのエンドポイントとして使用するループ
バックインターフェイスを作成し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

Router2(config)# interface loopback
interface-number

ステップ 10   

2番目のループバックインターフェイスにVRFを関連付けま
す。IPアドレスを削除します。

Router2(config-if)# ip vrf forwarding
vrf-name

ステップ 11   

PE-2のループバックインターフェイスの IPアドレスを再設
定します。

Router2(config-if)# ip address
ip-address mask

ステップ 12   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。Router2(config-if)# endステップ 13   

EXECモードに戻ります。Router1(config)# endステップ 14   

指定したOSPFプロセスに、PE-1で模造リンクインターフェ
イスに関連付けたVRFを設定し、インターフェイスコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

Router1(config)# router ospf
process-id vrf vrf-name

ステップ 15   

PE-1インターフェイス上の模造リンクを、指定した OSPFエ
リア内に設定します。エンドポイントとして各ループバック

Router1(config-if)# area area-id
sham-link source-address
destination-address cost number

ステップ 16   

インターフェイスを IPアドレスで指定します。cost numberに
よって、PE-1の模造リンクインターフェイスで IPパケット
を送信する際の OSPFコストを設定します。

指定したOSPFプロセスに、PE-2で模造リンクインターフェ
イスに関連付けたVRFを設定し、インターフェイスコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

Router2(config)# router ospf
process-id vrf vrf-name

ステップ 17   

PE-2インターフェイス上の模造リンクを、指定した OSPFエ
リア内に設定します。エンドポイントとして各ループバック

Router2(config-if)# area area-id
sham-link source-address
destination-address cost number

ステップ 18   

インターフェイスを IPアドレスで指定します。cost numberに
よって、PE-2の模造リンクインターフェイスで IPパケット
を送信する際の OSPFコストを設定します。
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作成した模造リンクの確認

模造リンクが正常に作成されたことを確認するには、EXECモードで show ip ospf sham-linksコマ
ンドを使用します。

Router# show ip ospf sham-links
Sham Link OSPF_SL0 to address 10.2.1.2 is up
Area 1 source address 10.2.1.1
Run as demand circuit
DoNotAge LSA allowed. Cost of using 40 State POINT_TO_POINT,
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40,
Hello due in 00:00:04
Adjacency State FULL (Hello suppressed)
Index 2/2, retransmission queue length 4, number of
retransmission 0
First 0x63311F3C(205)/0x63311FE4(59) Next
0x63311F3C(205)/0x63311FE4(59)
Last retransmission scan length is 0, maximum is 0
Last retransmission scan time is 0 msec, maximum is 0 msec
Link State retransmission due in 360 msec

模造リンクのモニタリングと維持

目的コマンド

ルータに設定されているすべての模造リンクの

動作状態を表示します。
Router# show ip ospf sham-links

2台の PEルータ間のアンナンバードポイント
ツーポイント接続としてアドバタイズされる模

造リンクの情報を表示します。

Router# show ip ospf data router ip-address

OSPF 模造リンクの設定例

例：模造リンクの設定

次の例では、PEルータおよび CEルータでの OSPFエリア内パス選択だけに影響するように模造
リンクを使用する方法について説明します。PEルータはMP-BGPから受信した情報も使用し、着
信パケットの出ラベルスタックを設定して、どの出力 PEルータ宛にパケットをラベルスイッチ
するか指定します。

下の図に、模造リンク設定が必要となるMPLSVPNトポロジの例を示します。VPNクライアント
には 3つのサイトがあり、それぞれにバックドアリンクがあります。2つの模造リンクが設定さ
れており、1つは PE-1と PE-2の間、もう 1つは PE-2と PE-3の間です。この設定では、Vienna
とWinchesterのサイトはバックドアリンクを共有していないため、PE-1と PE-3の間の模造リン
クは不要です。
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次の出力では、PE-1が 10.3.1.7/32プレフィックス（図のWinchester CEルータの loopback1イン
ターフェイス）をどのように認識するかという観点から、サイト間で行われるフォワーディング

を示しています。

PE-1# show ip bgp vpnv4 all 10.3.1.7
BGP routing table entry for 100:251:10.3.1.7/32, version 124
Paths: (1 available, best #1)
Local
10.3.1.2 (metric 30) from 10.3.1.2

(10.3.1.2)
Origin incomplete, metric 11, localpref 100, valid, internal,
best
Extended Community: RT:1:793 OSPF DOMAIN ID:0.0.0.100 OSPF
RT:1:2:0 OSPF 2

PE-1# show ip route vrf ospf 10.3.1.7
Routing entry for 10.3.1.7/32
Known via "ospf 100

", distance 110, metric 13, type intra area
Redistributing via bgp 215
Last update from 10.3.1.2 00:12:59 ago
Routing Descriptor Blocks:

10.3.1.2 (Default-IP-Routing-Table), from 10.3.1.7, 00:12:59 ago

次の出力に示すフォワーディング情報では、ルートのネクストホップが、PE-2ルータ（OSPFで
は最適パス）ではなく、10.3.1.2の PE-3ルータとなっています。このOSPFルートが PE上のBGP
に再配布されなかった理由は、模造リンクの反対側のエンドポイントによって、すでにBGPに再
配布されているため、重複して配布する必要がないからです。エリア内のパスの選択に影響を与

えるためだけに、OSPF模造リンクは使用されます。特定の宛先にトラフィックを送信する際、
PEルータはMP-BGPのフォワーディング情報を使用します。

PE-1# show ip bgp vpnv4 all tag | begin 10.3.1.7
10.3.1.7/32 10.3.1.2

notag/38

PE-1# show tag-switching forwarding 10.3.1.2
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Local Outgoing Prefix Bytes tag Outgoing Next Hop
tag tag or VC or Tunnel Id switched interface
31 42 10.3.1.2/32

0 PO3/0/0 point2point
PE-1# show ip cef vrf ospf 10.3.1.7
10.3.1.7/32, version 73, epoch 0, cached adjacency to POS3/0/0
0 packets, 0 bytes
tag information set
local tag: VPN-route-head
fast tag rewrite with PO3/0/0, point2point, tags imposed: {42 38

}
via 10.3.1.2

, 0 dependencies, recursive
next hop 10.1.1.17, POS3/0/0 via 10.3.1.2/32
valid cached adjacency
tag rewrite with PO3/0/0, point2point, tags imposed: {42 38}

模造リンクを介してプレフィックスが学習され、模造リンクのパスが最適パスとして選択される

と、PEルータは、そのプレフィックスに関するMP-BGPアップデートを生成しません。ある模造
リンクから、さらに別の模造リンクにはトラフィックをルーティングできません。

次の出力では、プレフィックスに関するMP-BGPアップデートが生成されていないことを、PE-2
で示しています。太字で示すように、10.3.1.7/32は、OSPFによって模造リンクを介して学習され
ていますが、BGPへのローカルでのルート生成は実行されていません。BGPテーブルの唯一のエ
ントリは、PE-3（10.3.1.7/32プレフィックスへの出力 PEルータ）から受信したMP-BGPアップ
デートです。

PE-2# show ip route vrf ospf 10.3.1.7
Routing entry for 10.3.1.7/32
Known via "ospf 100

", distance 110, metric 12, type intra area
Redistributing via bgp 215
Last update from 10.3.1.2 00:00:10 ago
Routing Descriptor Blocks:
* 10.3.1.2 (Default-IP-Routing-Table), from 10.3.1.7, 00:00:10 ago

Route metric is 12, traffic share count is 1
PE-2# show ip bgp vpnv4 all 10.3.1.7
BGP routing table entry for 100:251:10.3.1.7/32, version 166
Paths: (1 available, best #1)
Not advertised to any peer
Local
10.3.1.2 (metric 30) from 10.3.1.2 (10.3.1.2)
Origin incomplete, metric 11, localpref 100, valid, internal,
best
Extended Community: RT:1:793 OSPF DOMAIN ID:0.0.0.100 OSPF
RT:1:2:0 OSPF 2

PEルータはMP-BGPから受信した情報を使用して、着信パケットの出ラベルスタックを設定し、
どの出力 PEルータ宛にパケットをラベルスイッチするか決定します。

例：2 つの PE ルータ間の模造リンク
次の例は、2台の PEルータ間で模造リンクを設定する方法を示しています。

Router1(config)
# interface loopback 1
Router1(config-if)# ip vrf forwarding ospf
Router1(config-if)# ip address 10.2.1.1 255.255.255.255
!
Router2(config)# interface loopback 1
Router2(config-if)# ip vrf forwarding ospf
Router2(config-if)# ip address 10.2.1.2 255.255.255.255
!
Router1(config)# router ospf 100 vrf ospf
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Router1(config-if)# area 1 sham-link 10.2.1.1 10.2.1.2 cost 40
!
Router2(config)# router ospf 100 vrf ospf
Router2(config-if)# area 1 sham-link 10.2.1.2 10.2.1.1 cost 40

その他の参考資料
ここでは、MPLSVPNのためのOSPF模造リンクのサポート機能に関する参考資料を紹介します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Configuring OSPF』『Configuring OSPF』

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』『Cisco IOS Master Command List, All Releases』

『MPLS Virtual Private Networks』『MPLS Virtual Private Networks』

標準

Title規格

--なし

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XE
Release、およびフィーチャセットのMIBを検
索してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

TitleRFC

『A Border Gateway Protocol』RFC 1163
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/go/mibs


TitleRFC

『Application of the Border Gateway Protocol in the
Internet』

RFC 1164

『Multiprotocol Extensions for BGP-4』RFC 2283

『Open Shortest Path First, Version 2』RFC 2328

『BGP/MPLS VPNs』RFC 2547

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

MPLS VPN の OSPF 模造リンクサポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 14：MPLS VPN の OSPF 模造リンクサポートの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能により、OSPFを実行
し、OSPFバックドアリンクを
共有している各バーチャルプ

ライベートネットワーク

（VPN）クライアントサイト
を、マルチプロトコルラベル

スイッチング（MPLS）VPNコ
ンフィギュレーション内で接続

するための、模造リンクを使用

できます。

次に示すコマンドは、この章に

記載されている機能において、

新たに導入または変更されたも

のです。

• areasham-linkcost

• showipospfsham-links

Cisco IOS XE Release 2.1MPLSVPNのためのOSPF模造
リンクのサポート

用語集
BGP：Border Gateway Protocol（ボーダーゲートウェイプロトコル）。他の BGPシステムとの間
で到着可能性情報を交換するドメイン間ルーティングプロトコルです。RFC1163で定義されてい
ます。

CEルータ：カスタマーエッジルータ。カスタマーネットワークに属し、プロバイダーエッジ
（PE）ルータとのインターフェイスとなるルータ。CEルータは、関連するVPNを認識しません。

CEF：Cisco Express Forwarding（シスコエクスプレスフォワーディング）。高度なレイヤ 3 IPス
イッチングテクノロジーです。CEFは、大規模で動的なトラフィックパターンに対するネット
ワークパフォーマンスとスケーラビリティを最適化します。

IGP：InteriorGateway Protocol（内部ゲートウェイプロトコル）。自律システム内でルーティング
情報の交換に使用するインターネットプロトコル。一般的な IGPの例として、IGRP、OSPF、お
よび RIPがあります。

LSA：Link-State Advertisement（リンクステートアドバタイズメント）。リンクステートプロト
コルで使用されるブロードキャストパケット。LSAにはネイバーおよびパスコストに関する情報
が含まれ、受信側ルータがルーティングテーブルを維持するために使用します。

MPLS：Multiprotocol Label Switching（マルチプロトコルラベルスイッチング）。タグスイッチ
ングの基礎となる新しい業界標準です。
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OSPF：Open Shortest Path Firstプロトコル。

PEルータ：プロバイダーエッジルータ。サービスプロバイダーネットワーク内にあり、カスタ
マーエッジ（CE）ルータに接続されたルータ。すべての VPN処理は PEルータで行われます。

SPF：Shortest Path First計算。

VPN：Virtual Private Network（バーチャルプライベートネットワーク）。1つまたは複数の物理
ネットワークでリソースを共有する、セキュアな IPベースネットワーク。VPNには、共有のバッ
クボーンで安全に通信できる地理的に分散したサイトが含まれます。

VRF：VPNルーティングおよび転送インスタンス。VRFは、IPルーティングテーブル、取得さ
れたルーティングテーブル、そのルーティングテーブルを使用する一連のインターフェイス、

ルーティングテーブルに登録されるものを決定する一連のルールおよびルーティングプロトコル

で構成されています。一般に、VRFには、PEルータに付加されるカスタマー VPNサイトが定義
されたルーティング情報が格納されています。
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第 12 章

CE ルータでの OSPF マルチ VRF サポート

CEルータでの OSPFマルチ VRFサポート機能は、OSPFと BGPプロトコルの間でパケットを相
互に再配布する場合にループの防止に必要な、プロバイダーエッジ（PE）のチェックを抑制す
る機能を提供します。PEではないルータ（BGPを実行していないルータ）で、VPNルーティン
グおよび転送（VRF）を使用する場合、チェックをオフにすると、VRFルーティングテーブル
に、IPプレフィックスへのルート情報を正常に書き込むことができます。

OSPFマルチ VRFでは、ルータを複数の仮想ルータに分割し、各仮想ルータで固有のインター
フェイスセット、ルーティングテーブル、およびフォワーディングテーブルを設定できます。

• 機能情報の確認, 161 ページ

• CEルータでの OSPFマルチ VRFサポートについて, 162 ページ

• CEルータでの OSPFマルチ VRFサポートの設定方法, 162 ページ

• CEルータでの OSPFマルチ VRFサポートの設定例, 165 ページ

• その他の参考資料, 166 ページ

• CEルータでの OSPFマルチ VRFサポートの機能情報, 167 ページ

• 用語集, 168 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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CE ルータでの OSPF マルチ VRF サポートについて
CEルータでの OSPFマルチ VRFサポート機能は、OSPFと BGPプロトコルの間でパケットを相
互に再配布する場合にループの防止に必要な、プロバイダーエッジ（PE）のチェックを抑制する
機能を提供します。PEではないルータ（BGPを実行していないルータ）で、VPNルーティング
および転送（VRF）を使用する場合、チェックをオフにすると、VRFルーティングテーブルに、
IPプレフィックスへのルート情報を正常に書き込むことができます。

OSPFマルチVRFでは、ルータを複数の仮想ルータに分割し、各仮想ルータで固有のインターフェ
イスセット、ルーティングテーブル、およびフォワーディングテーブルを設定できます。また、

OSPFマルチ VRFによって、ネットワークをセグメントに分割し、各セグメントで、正しいルー
ティング情報を維持しながら特定の機能を実行するように設定できます。

CE ルータでの OSPF マルチ VRF サポートの設定方法

OSPF ルーティングのためのマルチ VRF 機能の設定

はじめる前に

CEFがネットワークで実行されている必要があります。

手順の概要

1. イネーブル化
2. showipospf[process-id
3. configureterminal
4. vpdn-groupname
5. exit
6. resource-poolprofilevpdnname
7. vpdngroupname
8. vpnvrfvrf-name| id vpn-id
9. exit
10. routerospfprocess-id [vrf vpn-name]
11. capabilityvrf-lite
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードなど、高位の権限レベルをイネーブルにし
ます。

イネーブル化

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

ルータのステータスを表示します。この表示に、PEルータ
がVPNバックボーンに接続していることが示された場合は、

showipospf[process-id

例：

Router# show ip ospf 1

ステップ 2   

capability vrf-liteコマンドを使用して、PEルータをVPNバッ
クボーンから切り離します。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 3   

VPDNグループを作成します。vpdn-groupname

例：

Router(config)# vpdn-group mygroup

ステップ 4   

コンフィギュレーションモードを終了し、グローバルコン

フィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-vpdn)# exit

ステップ 5   

Virtual Private Dialup Network（VPDN）プロファイルを作成
し、VPDNプロファイルコンフィギュレーションモードを
開始します。

resource-poolprofilevpdnname

例：

Router(config)# resource-pool
profile vpdn company1

ステップ 6   

Virtual PrivateDialupNetwork（VPDN）グループとカスタマー
または VPDNプロファイルとを関連付けます。

vpdngroupname

例：

Router(config-vpdn-profile)# vpdn
group mygroup

ステップ 7   

Virtual Private Dialup Network（VPDN）グループの送信元お
よび宛先 IPv4アドレスが、指定した Virtual Private Network

vpnvrfvrf-name| id vpn-id

例：

Router(config-vpdn)# vpn vrf grc

ステップ 8   

（VPN）Routing and Forwarding（VRF）インスタンスに属す
るように指定します。
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目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを終了し、グローバルコン

フィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-vpdn)# exit

ステップ 9   

OSPFルーティングをイネーブルにして、ルータコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

routerospfprocess-id [vrf vpn-name]

例：

Router(config)# router ospf 1 vrf
grc

ステップ 10   

• process-id引数は OSPFプロセスを示します。

• vrfキーワードと vpn-name引数を使用して VPNを指定
します。

OSPFプロセスにマルチ VRF機能を適用します。capabilityvrf-lite

例：

Router(config-router)# capability
vrf-lite

ステップ 11   

OSPF マルチ VRF 設定の確認
この機能に関連付けられた、特定の debugまたは showコマンドはありません。OSPFマルチVRF
設定が正常に行われたことを確認するには、show ip ospf process-id]コマンドを使用して、ルータ
が VPNバックボーンに接続していないことを確認します。

show ip ospf processコマンドの出力から、現在 PEルータがバックボーンに接続しているかどうか
がわかります。

Router# show ip ospf 12
Routing Process "ospf 12" with ID 172.16.1.1 and Domain ID 0.0.0.12
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
Connected to MPLS VPN Superbackbone
SPF schedule delay 5 secs, Hold time between two SPFs 10 secs
Minimum LSA interval 5 secs. Minimum LSA arrival 1 secs
Number of external LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of opaque AS LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless external and opaque AS LSA 0
Number of DoNotAge external and opaque AS LSA 0
Number of areas in this router is 0. 0 normal 0 stub 0 nssa
External flood list length 0

router ospfコマンドに続いて、capability vrf-liteコマンドで OSPF VRFプロセスを設定すると、
「Connected to MPLS VPN Superbackbone」が表示されなくなります。
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CE ルータでの OSPF マルチ VRF サポートの設定例

例：マルチ VRF 機能の設定
この例では、OSPF基本ネットワークに grcという名前の VRFを設定します。capabilityvrf-liteコ
マンドを実行して、PEチェックを抑制します。

!
ip cef
ip vrf grc
rd 1:1
interface Serial2/0/0
ip vrf forwarding grc
ip address 192.168.1.1 255.255.255.252
!
interface Serial3/0/0
ip vrf forwarding grc
ip address 192.168.2.1 255.255.255.252
...
!
router ospf 9000 vrf grc
log-adjacency-changes
capability vrf-lite
redistribute rip metric 1 subnets
network 192.168.1.0 0.0.0.255 area 0
!
router rip
address-family ipv4 vrf grc
redistribute ospf 9000 vrf grc
network 192.168.2.0
no auto-summary
end
Device# show ip route vrf grc
Routing Table: grc
Codes: C - connected, S - static, R - RIP, M - mobile, B - BGP

D - EIGRP, EX - EIGRP external, O - OSPF, IA - OSPF inter area
N1 - OSPF NSSA external type 1, N2 - OSPF NSSA external type 2
E1 - OSPF external type 1, E2 - OSPF external type 2
i - IS-IS, su - IS-IS summary, L1 - IS-IS level-1, L2 - IS-IS level-2
ia - IS-IS inter area, * - candidate default, U - per-user static route
o - ODR, P - periodic downloaded static route

Gateway of last resort is not set
O IA 192.168.192.0/24 [110/138] via 192.168.1.13, 00:06:08, Serial2/0/0

[110/138] via 192.168.1.9, 00:06:08, Serial3/0/0
O IA 192.168.242.0/24 [110/74] via 192.168.1.13, 00:06:08, Serial2/0/0
O IA 192.168.193.0/24 [110/148] via 192.168.1.13, 00:06:08, Serial2/0/0

[110/148] via 192.168.1.9, 00:06:08, Serial3/0/0
O IA 192.168.128.0/24 [110/74] via 192.168.1.9, 00:06:08, Serial3/0/0
O IA 192.168.129.0/24 [110/84] via 192.168.1.9, 00:06:08, Serial3/0/0
O IA 192.168.130.0/24 [110/84] via 192.168.1.9, 00:06:08, Serial3/0/0

172.16.0.0/24 is subnetted, 2 subnets
O E2 172.16.9.0 [110/5] via 192.168.1.13, 00:06:08, Serial2/0/0
O E2 172.16.10.0 [110/5] via 192.168.1.13, 00:06:08, Serial2/0/0
O IA 192.168.131.0/24 [110/94] via 192.168.1.9, 00:06:20, Serial3/0/0

192.168.1.0/30 is subnetted, 4 subnets
C 192.168.1.8 is directly connected, Serial3/0/0
C 192.168.1.12 is directly connected, Serial2/0/0
O 192.168.1.0 [110/128] via 192.168.1.9, 00:06:20, Serial3/0/0
O 192.168.1.4 [110/128] via 192.168.1.13, 00:06:20, Serial2/0/0
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その他の参考資料
CEルータでの OSPFマルチ VRFサポートに関する詳細情報については、次の参考資料を参照し
てください。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Configuring OSPF』『Configuring OSPF』

『Cisco IOS XE Multiprotocol Label Switching
Configuration Guide, Release 2』

マルチプロトコルラベルスイッチング

（MPLS）

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』『Cisco IOS Master Command List, All Releases』

標準

Title規格

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBを検索してダウンロードする場合は、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。
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RFC

TitleRFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

CE ルータでの OSPF マルチ VRF サポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 15：CE ルータでの OSPF マルチ VRF サポートの機能情報

機能情報リリース機能名

CEルータでの OSPFマルチ
VRFサポート機能は、OSPFと
BGPプロトコルの間でパケッ
トを相互に再配布する場合に

ループの防止に必要な、プロバ

イダーエッジ（PE）のチェッ
クを抑制する機能を提供しま

す。PEではないルータ（BGP
を実行していないルータ）で、

VPNルーティングおよび転送
（VRF）を使用する場合、
チェックをオフにすると、VRF
ルーティングテーブルに、IP
プレフィックスへのルート情報

を正常に書き込むことができま

す。

次に示すコマンドは、この章に

記載されている機能において、

新たに導入または変更されたも

のです。

• capabilityvrf-lite

Cisco IOS XE Release 2.1

Cisco IOS XE Release 3.1.0 SG
CEルータでの OSPFマルチ
VRFサポート

用語集
CEルータ：カスタマーエッジルータ。Cネットワーク上のエッジルータで、Pルータに直接接
続された Cルータとして定義されます。

Cネットワーク：顧客（企業またはサービスプロバイダー）ネットワーク。

Cルータ：顧客ルータ。Cネットワーク上のルータ。

LSA：Link-State Advertisement（リンクステートアドバタイズメント）。リンクステートプロト
コルで使用されるブロードキャストパケット。ネイバーおよびパスコストの情報が含まれていま

す。受信側ルータは、LSAを使用してルーティングテーブルのメンテナンスを行います。

PEルータ：プロバイダーエッジルータ。Pネットワーク上のエッジルータで、Cルータに直接
接続された Pルータとして定義されます。

Pネットワーク：MPLS対応のサービスプロバイダーのコアネットワーク。PルータがMPLSを
実行します。
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Pルータ：プロバイダールータ。Pネットワークのルータです。

SPF：Shortest Path First。最短パススパニングツリーを決定するためにパス長計算を繰り返すルー
ティングアルゴリズムです。

VPN：Virtual Private Network（バーチャルプライベートネットワーク）。ネットワーク間のトラ
フィックをすべて暗号化することにより、パブリックTCP/IPネットワーク経由でも IPトラフィッ
クをセキュアに転送できます。

VRF：VPNルーティングおよび転送。
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第 13 章

OSPFv2 マルチエリア隣接関係

ここでは、OpenShortest Path Firstバージョン 2（OSPFv2）のマルチエリア隣接関係を設定する方
法について説明します。既存のOSPFv2プライマリインターフェイスには複数のエリアを追加で
きます。追加の論理インターフェイスはマルチエリア隣接関係をサポートしています。

• 機能情報の確認, 171 ページ

• OSPFv2マルチエリア隣接関係の前提条件, 172 ページ

• OSPFv2マルチエリア隣接関係の制約事項, 172 ページ

• OSPFv2マルチエリア隣接関係について, 172 ページ

• OSPFv2マルチエリア隣接関係の設定方法, 173 ページ

• OSPFv2マルチエリア隣接関係の設定例, 175 ページ

• OSPFv2マルチエリア隣接関係に関する追加情報, 176 ページ

• OSPFv2マルチエリア隣接関係の機能情報, 177 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPFv2 マルチエリア隣接関係の前提条件
• OpenShortestPathFirst（OSPF）がプライマリインターフェイスで設定されていることを確認
します。

•プライマリインターフェイスタイプがポイントツーポイントであることを確認します。

OSPFv2 マルチエリア隣接関係の制約事項
マルチエリアインターフェイスには次の制約事項があります。

•プライマリインターフェイスで OSPFが設定されている場合にのみ動作します。

• OSPFのプライマリインターフェイス上の論理構成体として存在しますが、プライマリイン
ターフェイス上のネイバーステートは、マルチエリアインターフェイスと無関係です。

•隣接デバイス上の対応するマルチエリアインターフェイスとのネイバー関係を確立します。
マルチエリアとプライマリインターフェイスの混在はサポートされていません。

•ネイバーステートがフルの場合、デバイスリンクステートアドバタイズメント（LSA）の
アンナンバードポイントツーポイントリンクを、対応するエリアにアドバタイズします。

•プライマリインターフェイスからすべてのOSPFパラメータ（認証など）を継承します。マ
ルチエリアインターフェイスでパラメータを設定することはできませんが、プライマリイ

ンターフェイスではパラメータを設定できます。

OSPFv2 マルチエリア隣接関係について

OSPFv2 マルチエリア隣接関係の概要
Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルでは、ネットワークトポロジを個別のエリアに分割で
きます。OSPFが設定されているインターフェイスは、任意の時点で、1つのエリアにのみ属しま
す。このため、エリア内ルートがエリア間ルートより優先されることにより、特定のトポロジで

は準最適ルーティングが発生します。

Open Shortest Path Firstバージョン 2（OSPFv2）では、単一の物理リンクを複数のエリアで共有す
ることができます。このため、同じリンクを共有する該当のエリアそれぞれにエリア内パスを作

成します。すべてのエリアには、OSPFが設定されるインターフェイスがあります。これらのイン
ターフェイスの 1つがプライマリインターフェイスとして、その他がセカンダリインターフェイ
スとして指定されます。

OSPFv2マルチエリア隣接関係機能を使用すると、プライマリインターフェイスにリンクを設定
し、複数のエリアで最適化されたルーティングを有効にすることができます。各マルチエリアイ

ンターフェイスは、ポイントツーポイントアンナンバードリンクとして表明されます。マルチエ
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リアインターフェイスは、既存のプライマリインターフェイス上の論理構成体として存在しま

す。プライマリインターフェイス上のネイバーステートはマルチエリアインターフェイスのネ

イバーステートには依存しません。マルチエリアインターフェイスは隣接デバイス上の対応する

マルチエリアインターフェイスとのネイバー関係を確立します。2つの OSPFスピーカーのある
インターフェイスでのみマルチエリア隣接関係を設定できます。ネイティブブロードキャスト

ネットワークの場合、インターフェイスを OSPFポイントツーポイントタイプとして設定し、マ
ルチエリア隣接関係についてインターフェイスを有効にする必要があります。

プライマリOSPFv2インターフェイスでマルチエリア隣接関係を設定するには、ip ospfmulti-area
コマンドを使用します。

OSPFv2 マルチエリア隣接関係の設定方法

OSPFv2 マルチエリア隣接関係の設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. interfacetypenumber
4. ip address ip-address mask
5. ip ospf proces-id area area-id
6. ip ospf network point-to-point
7. ip ospf multi-area multi-area-id
8. ip ospf multi-area multi-area-id cost interface-cost
9. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：
Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスを指定し、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：
Device(config)# interface Ethernet 0/0

ステップ 3   

このインターフェイスに IPアドレスを割り当てます。ip address ip-address mask

例：
Device(config)# ip address 10.0.12.1
255.255.255.0

ステップ 4   

OSPFプライマリインターフェイスを設定します。ip ospf proces-id area area-id

例：
Device (config-if)# ip ospf 10 area 8

ステップ 5   

• process-id引数は OSPFプロセスを示します。有効な
範囲は 1～ 65535です。

• area-id引数は OSPFエリアを示します。範囲は 0～
4294967295にするか、または IPアドレスを使用でき
ます。

プライマリインターフェイスのタイプをポイントツーポ

イントに指定します。

ip ospf network point-to-point

例：
Device (config-if)# ip ospf network
point-to-point

ステップ 6   

インターフェイスでマルチエリア隣接関係を設定します。ip ospf multi-area multi-area-id

例：
Device (config-if)# ip ospf multi-area
11

ステップ 7   

• multi-area-id引数は OSPFマルチエリアを示します。
範囲は 0～ 4294967295にするか、または IPアドレス
を使用できます。

（任意）Open Shortest Path First（OSPF）マルチエリアイ
ンターフェイス上でパケットを送信するコストを指定しま

す。

ip ospf multi-area multi-area-id cost
interface-cost

例：
Device (config-if)# ip ospf multi-area
11 cost 10

ステップ 8   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：
Device(config-if)# end

ステップ 9   
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OSPFv2 マルチエリア隣接関係の設定例

例：OSPFv2 マルチエリア隣接関係の設定
Device# enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface Ethernet 0/0
Device (config-if)# ip address 10.0.12.1 255.255.255.0
Device (config-if)# ip ospf 1 area 0
Device (config-if)# ip ospf network point-to-point
Device (config-if)# ip ospf multi-area 2
Device (config-if)# ip ospf multi-area 2 cost 10
Device (config-if)# end

次に、show ip ospf 2 multi-areaコマンドの出力例を示します。
Device# show ip ospf 2 multi-area

OSPF_MA1 is up, line protocol is up
Primary Interface Ethernet0/0, Area 2
Interface ID 2
MTU is 1500 bytes
Neighbor Count is 1

次に、show ip ospf interfaceコマンドの出力例を示します。
Device# show ip ospf interface

Ethernet0/0 is up, line protocol is up
Internet Address 10.0.12.1/24, Area 0, Attached via Interface Enable
Process ID 1, Router ID 10.0.0.2, Network Type POINT_TO_POINT, Cost: 10
Topology-MTID Cost Disabled Shutdown Topology Name

0 10 no no Base
Enabled by interface config, including secondary ip addresses
Transmit Delay is 1 sec, State POINT_TO_POINT
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
oob-resync timeout 40
Hello due in 00:00:06

Supports Link-local Signaling (LLS)
Cisco NSF helper support enabled
IETF NSF helper support enabled
Can be protected by per-prefix Loop-Free FastReroute
Can be used for per-prefix Loop-Free FastReroute repair paths
Index 2/2, flood queue length 0
Next 0x0(0)/0x0(0)
Last flood scan length is 1, maximum is 1
Last flood scan time is 0 msec, maximum is 0 msec
Neighbor Count is 1, Adjacent neighbor count is 1
Adjacent with neighbor 10.0.0.1

Suppress hello for 0 neighbor(s)
Multi-area interface Count is 1
OSPF_MA1 interface exists in area 2 Neighbor Count is 1

OSPF_MA1 is up, line protocol is up
Interface is unnumbered. Using address of Ethernet0/0 (10.0.12.1), Area 2, Attached via

Multi-area
Process ID 1, Router ID 10.0.0.2, Network Type POINT_TO_POINT, Cost: 10
Topology-MTID Cost Disabled Shutdown Topology Name

0 10 no no Base
Transmit Delay is 1 sec, State POINT_TO_POINT
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
oob-resync timeout 40
Hello due in 00:00:06

Supports Link-local Signaling (LLS)
Cisco NSF helper support enabled
IETF NSF helper support enabled
Can be protected by per-prefix Loop-Free FastReroute
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Can be used for per-prefix Loop-Free FastReroute repair paths
Index 1/3, flood queue length 0
Next 0x0(0)/0x0(0)
Last flood scan length is 1, maximum is 2
Last flood scan time is 0 msec, maximum is 0 msec
Neighbor Count is 1, Adjacent neighbor count is 1
Adjacent with neighbor 10.0.0.1

Suppress hello for 0 neighbor(s)

OSPFv2 マルチエリア隣接関係に関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

Configuring IP Routing Protocol-Independent
Featuresモジュール

OSPFで機能するプロトコル非依存の機能

RFC

TitleRFC

『OSPF Multi-Area Adjacency』（2008年 5月）RFC 5185

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。
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OSPFv2 マルチエリア隣接関係の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 16：OSPFv2 マルチエリア隣接関係の機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFv2マルチエリア隣接関係によ
り、複数のOSPFエリア内のプライマ
リインターフェイスでリンクを設定

してルーティングを最適化することが

できます。

次のコマンドが導入または変更されま

した。ip ospf multi-area、ip ospf
multi-area cost、show ip ospfmulti-area

Cisco IOS XE Release
3.10S

OSPFv2マルチエリア隣接関係
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第 14 章

OSPFv2 自動ルート除外

OSPFv2自動ルート除外機能を使用すると、特定の接続先およびプレフィックスでパケット転送
においてトラフィックエンジニアリング（TE）トンネルを回避することができます。その他の
プレフィックスでは TEトンネルを使用するように設定できます。除外されるプレフィックス
は、TEトンネルパスを使用しません。ネイティブの非 TEパスだけがこのようなルートについ
て RIBにダウンロードされます。ここでは、OSPFv2自動ルート除外機能の設定方法について説
明します。

• 機能情報の確認, 179 ページ

• OSPFv2自動ルート除外の前提条件, 180 ページ

• OSPFv2自動ルート除外について, 180 ページ

• OSPFv2自動ルート除外の設定方法, 181 ページ

• OSPFv2自動ルート除外の設定例, 182 ページ

• OSPFv2自動ルート除外に関する追加情報, 182 ページ

• OSPFv2自動ルート除外の機能情報, 183 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPFv2 自動ルート除外の前提条件
• Open Shortest Path First（OSPF）がネットワークで設定されている。

•シスコエクスプレスフォワーディング（CEF）がイネーブルになっている。

•マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）TEトンネルが設定されている。

OSPFv2 自動ルート除外について

OSPFv2 自動ルート除外の概要
自動ルート機能は、OSPFが IPトラフィックルートのパスを作成するためにMPLS TEトンネル
を使用することを強制する IPルーティング方法です。

自動ルート機能を使用すると、そのルートに使用可能な代替の非 TEパスがある場合でも、すべ
てのルートで TEトンネルを使用することができます。

OSPFv2自動ルート除外機能では、特定の接続先またはプレフィックスで TEトンネルを回避し
て、他のプレフィックスでは依然としてTEトンネルを使用するように設定することができます。
除外されるプレフィックスは、TEトンネルパスを使用しません。ネイティブの非 TEパスだけが
このようなルートについて RIBにダウンロードされます。

自動ルート除外オプションは、プレフィックスリストを使用してルータ OSPFコンフィギュレー
ションモードで設定されます。このプレフィックスリストのメンバである IPアドレスおよびプ
レフィックスは、自動ルートがイネーブルになっていても TEトンネルから除外されます。IPア
ドレスまたはプレフィックスがプレフィックスリストに追加される場合、TEトンネルを通過せ
ずに動的にルーティングされます。IPアドレスまたはプレフィックスがプレフィックスリストか
ら削除される場合、TEトンネルパスで動的に再ルーティングされるようになります。
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OSPFv2 自動ルート除外の設定方法

OSPFv2 自動ルート除外の設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. router ospfprocess-ID
4. router-idip-address
5. mpls traffic-eng router-idinterface-name
6. mpls traffic-eng areanumber
7. mpls traffic-eng autoroute-exclude prefix-listprefix-list-name
8. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：
Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングプロセスを設定し、OSPFルータコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

router ospfprocess-ID

例：
Device(config)# router ospf 18

ステップ 3   

ルータコンフィギュレーションモードで固定ルータ ID
を使用できるようにします。

router-idip-address

例：
Device(config-router)# router-id
10.1.1.1

ステップ 4   

ノードのトラフィックエンジニアリングルータ識別子お

よび指定されたインターフェイスに関連付けられている

IPアドレスを指定します。

mpls traffic-eng router-idinterface-name

例：
Device(config-router)# mpls traffic-eng
router-id Loopback0

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

指定した OSPFエリアに対してトラフィックエンジニア
リングをフラッディングするように、OSPFMPLSを実行
しているルータを設定します。

mpls traffic-eng areanumber

例：
Device(config-router)# mpls traffic-eng
area 0

ステップ 6   

特定の宛先およびプレフィックスを、TEトンネルによる
ルーティングを回避するように指定できます。

mpls traffic-eng autoroute-exclude
prefix-listprefix-list-name

例：
Device(config-router)# mpls traffic-eng
autoroute-exclude prefix-list kmd

ステップ 7   

•除外されるプレフィックスは、TEトンネルパスを
使用しません。

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、特権

EXECモードに戻ります。
exit

例：
Device(config-router)# exit

ステップ 8   

OSPFv2 自動ルート除外の設定例

例：OSPFv2 自動ルート除外の設定

!
router ospf 1
router-id 3.3.3.3
mpls traffic-eng router-id Loopback0
mpls traffic-eng area 0
mpls traffic-eng autoroute-exclude prefix-list XX

!

OSPFv2 自動ルート除外に関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド
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マニュアルタイトル関連項目

IPルーティング：OSPFコンフィギュレーショ
ンガイド

『Configuring OSPF』

『IP Switching: Cisco Express Forwarding
Configuration Guide』

基本的なシスコエクスプレスフォワーディン

グの設定

『MPLS Traffic Engineering Path Calculation and
Setup Configuration Guide』

MPLSトラフィックエンジニアリングトンネル
ソース

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

OSPFv2 自動ルート除外の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 17：OSPFv2 自動ルート除外の機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFv2自動ルート除外機能に
より、特定の宛先およびプレ

フィックスを指定して、パケッ

ト転送用の TEトンネルを回避
することができます。

次のコマンドが導入または変更

されました。mpls traffic-eng
autoroute-exclude prefix list

Cisco IOS XE 3.13SOSPFv2自動ルート除外
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第 15 章

OSPFv3 アドレスファミリ

Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）アドレスファミリ機能では、IPv4および IPv6ユ
ニキャストトラフィックの両方がサポートされます。この機能を使用すると、ユーザはインター

フェイスごとに 2つのプロセスを持つことができますが、アドレスファミリ（AF）ごとには 1
つのプロセスのみです。

• 機能情報の確認, 185 ページ

• OSPFv3アドレスファミリの前提条件, 186 ページ

• OSPFv3アドレスファミリに関する情報, 186 ページ

• OSPFv3アドレスファミリの設定方法, 187 ページ

• OSPFv3アドレスファミリの設定例, 202 ページ

• その他の参考資料, 202 ページ

• OSPFv3アドレスファミリの機能情報, 204 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPFv3 アドレスファミリの前提条件
• OSPFv3で IPv4ユニキャストアドレスファミリ（AF）を使用するには、リンクが IPv6ユニ
キャスト AFに参加していない場合でも、リンクで IPv6をイネーブルにする必要がありま
す。

• OSPFv3アドレスファミリ機能を使用する場合、ユーザにはインターフェイスごとに 2つの
プロセス、AFごとには 1つのプロセスのみが提供される場合があります。AFが IPv4である
場合、最初に IPv4アドレスをインターフェイス上で設定する必要がありますが、そのイン
ターフェイスで IPv6をイネーブルにする必要があります。

OSPFv3 アドレスファミリに関する情報

OSPFv3 アドレスファミリ
OSPFv3アドレスファミリ機能では、IPv4および IPv6ユニキャストトラフィックの両方がサポー
トされます。この機能を使用すると、ユーザはインターフェイスごとに 2つのプロセスを持つこ
とができますが、AFごとには 1つのプロセスのみです。IPv4 AFを使用する場合は、最初に IPv4
アドレスをインターフェイス上で設定する必要がありますが、そのインターフェイスで IPv6をイ
ネーブルにする必要があります。同一のインターフェイス上での、1つの IPv4または IPv6OSPFv3
プロセスによる複数のインスタンスの実行はサポートされていません。

OSPFv3を使用する IPv6ネットワークを IGPとしているユーザは、同一の IGPを IPv4ルートの伝
送およびインストールに役立てることもできます。このネットワークのすべてのデバイスには、

IPv6転送スタックがあります。このネットワークのリンクの一部（または全部）では、IPv4転送
を実行したり、IPv4アドレスを設定したりすることができます。IPv4スタティックまたはダイナ
ミックルーティングプロトコルを実行しているエッジの周辺には、IPv4専用デバイスのポケット
が存在します。このシナリオでは、ユーザはトンネリングオーバーヘッドを使用せずに、これら

のポケット間で IPv4トラフィックを転送する機能が必要になります。つまり、すべての IPv4中
継デバイスが IPv4と IPv6両方の転送スタック（たとえばデュアルスタック）を持つことになり
ます。

この機能を使用すると、IPv4AF用に別々の（異なる）トポロジを構築できます。この機能により
IPv4ルートが IPv4 RIBにインストールされた後、ネイティブで転送が行われます。OSPFv3プロ
セスでは IPv4 AFトポロジがフルサポートされており、ルートをその他のすべての IPv4ルーティ
ングプロトコルとの間で再配布することができます。

OSPFv3プロセスは、IPv4または IPv6のいずれにも設定できます。address-familyコマンドは、
どのAFをOSPFv3プロセスで実行するかを決定するために使用されます。また、インスタンスご
とに設定できるアドレスファミリは 1つだけです。AFを選択したら、ユーザはリンク上で複数
のインスタンスをイネーブルにして、アドレスファミリ固有のコマンドをイネーブルにできます。

各 AFには、異なるインスタンス ID範囲が使用されます。各 AFは異なる隣接関係を確立し、異
なるリンクステートデータベースを持ち、異なる最短パスツリーを計算します。その後、AFは
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AF固有の RIBにルートをインストールします。IPv6ユニキャストプレフィックスを伝送する
LSAは、異なるインスタンス内で変更されることなく、各 AFのプレフィックスを伝送します。

OSPFv3をイネーブルにしたインターフェイスに設定されている IPv4サブネットは、IPv6プレ
フィックスと同様に、エリア内プレフィックス LSAを介してアドバタイズされます。外部 LSA
は、任意の IPv4ルーティングプロトコル（接続およびスタティックを含む）から再配布された
IPv4ルートのアドバタイズに使用されます。IPv4 OSPFv3プロセスは SPF計算を実行して、IPv4
宛先への最短パスを検出します。計算されたこれらのルートは、その後 IPv4 RIBに挿入されます
（IPv6 AFの場合、計算されたルートは IPv6 RIBに挿入されます）。

IPv4 OSPFv3プロセスは一意の pdbindexを IPv4 RIBに割り当てるため、その他すべての IPv4ルー
ティングプロトコルでそのルートを再配布できます。すべてのプロトコルの解析チェーンは同一

であるため、IPv4ルーティングプロトコルにospfv3キーワードを追加すると、どの IPv4ルーティ
ングプロトコルから使用した場合でも、redistributeコマンドに OSPFv3が表示されます。ospfv3
キーワードを使用すると、redistributeospfv3コマンドで定義されているように、IPv4OSPFv3ルー
トをその他すべての IPv4ルーティングプロトコルに再配布できます。

サードパーティデバイスは、AFビットを設定しないため、IPv4 AFの AF機能を実行するデバイ
スとは隣接しません。そのため、これらのデバイスは IPv4 AF SPF計算には参加せず、IPv6 RIB
に IPv4 OSPFv3ルートをインストールすることはありません。

OSPFv3 アドレスファミリの設定方法

OSPFv3 ルータプロセスの設定
ステップ 3を完了し、OSPFv3ルータコンフィギュレーションモードを開始したら、必要に応じ
てこの作業の以降のステップを任意に実行して、OSPFv3デバイスコンフィギュレーションを実
行します。
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手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfv3[process-id]
4. areaarea-ID [default-cost | nssa | stub]
5. auto-costreference-bandwidthMbps
6. bfdall-interfaces
7. default {areaarea-ID[rangeipv6-prefix | virtual-linkrouter-id]} [default-informationoriginate [always

|metric |metric-type | route-map] | distance | distribute-listprefix-listprefix-list-name {in | out}
[interface] |maximum-pathspaths | redistributeprotocol | summary-prefixipv6-prefix]

8. ignorelsamospf
9. interface-idsnmp-if-index
10. log-adjacency-changes [detail]
11. passive-interface [default | interface-typeinterface-number]
12. queue-depth{hello | update} {queue-size | unlimited}
13. router-id {router-id}

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IPv4または IPv6アドレスファミリの OSPFv3ルー
タコンフィギュレーションモードをイネーブルに

します。

routerospfv3[process-id]

例：

Device(config)# router ospfv3 1

ステップ 3   

OSPFv3エリアを設定します。areaarea-ID [default-cost | nssa | stub]

例：

Device(config-router)# area 1

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

IPv4 OSPFv3プロセスで、インターフェイスのメト
リックを計算する際にOSPFv3で使用される基準値
を制御します。

auto-costreference-bandwidthMbps

例：

Device(config-router)# auto-cost
reference-bandwidth 1000

ステップ 5   

OSPFv3ルーティングプロセスの BFDをイネーブ
ルにします。

bfdall-interfaces

例：

Device(config-router)# bfd all-interfaces

ステップ 6   

OSPFv3パラメータをデフォルト値に戻します。default {areaarea-ID[rangeipv6-prefix |
virtual-linkrouter-id]}

ステップ 7   

[default-informationoriginate [always |metric |
metric-type | route-map] | distance |
distribute-listprefix-listprefix-list-name {in | out}
[interface] |maximum-pathspaths |
redistributeprotocol | summary-prefixipv6-prefix]

例：

Device(config-router)# default area 1

デバイスが LSAタイプ 6Multicast OSPFv3パケット
を受信した場合の syslogメッセージの送信を抑制し

ignorelsamospf

例：

Device(config-router)# ignore lsa mospf

ステップ 8   

ます（LSAタイプ 6 Multicast OSPFv3はサポートさ
れていません）。

IPv4および IPv6の簡易ネットワーク管理プロトコ
ル（SNMP）MIB-IIインターフェイスインデックス

interface-idsnmp-if-index

例：

Device(config-router)# interface-id
snmp-if-index

ステップ 9   

（ifIndex）ID番号を使用してOSPFv3インターフェ
イスを設定します。

OSPFv3ネイバーが起動または停止したときに、ルー
タが syslogメッセージを送信するように設定しま
す。

log-adjacency-changes [detail]

例：

Device(config-router)# log-adjacency-changes

ステップ 10   

IPv4 OSPFv3プロセスを使用しているときに、イン
ターフェイスのルーティングアップデートの送信を

抑制します。

passive-interface [default |
interface-typeinterface-number]

例：

Device(config-router)# passive-interface
default

ステップ 11   
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目的コマンドまたはアクション

IPv4 OSPFv3プロセスのキューに保持できる着信パ
ケット数を設定します。

queue-depth{hello | update} {queue-size |
unlimited}

例：

Device(config-router)# queue-depth update
1500

ステップ 12   

固定デバイス IDを使用します。router-id {router-id}

例：

Device(config-router)# router-id 10.1.1.1

ステップ 13   

OSPFv3 への IPv6 アドレスファミリの設定
OSPFv3に IPv6アドレスファミリを設定するには、次の作業を実行します。ステップ 4を完了
し、IPv6アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始したら、必要に応じてこの作
業の以降のステップを任意に実行して、IPv6 AFを設定します。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfv3[process-id]
4. address-familyipv6unicast
5. areaarea-IDrangeipv6-prefix/prefix-length
6. default {areaarea-ID[rangeipv6-prefix | virtual-linkrouter-id]} [default-informationoriginate [always

|metric |metric-type | route-map] | distance | distribute-listprefix-listprefix-list-name {in | out}
[interface] |maximum-pathspaths | redistributeprotocol | summary-prefixipv6-prefix]

7. default-informationoriginate [always |metricmetric-value |metric-typetype-value| route-mapmap-name]
8. default-metric metric-value
9. distancedistance
10. distribute-listprefix-listlist-name {in[interface-typeinterface-number] | outrouting-process [as-number]}
11. maximum-pathsnumber-paths
12. summary-prefixprefix[not-advertise | tagtag-value]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

IPv4または IPv6アドレスファミリの OSPFv3
ルータコンフィギュレーションモードをイネー

ブルにします。

routerospfv3[process-id]

例：

Router(config)# router ospfv3 1

ステップ 3   

OSPFv3の IPv6アドレスファミリコンフィギュ
レーションモードを開始します。

address-familyipv6unicast

例：

ステップ 4   

または

OSPFv3の IPv4アドレスファミリコンフィギュ
レーションモードを開始します。例：

or

例：

address-family ipv4

unicast

例：

Router(config-router)# address-family ipv6
unicast

例：

例：

or
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router(config-router)# address-family ipv4
unicast

OSPFv3エリアパラメータを設定します。areaarea-IDrangeipv6-prefix/prefix-length

例：

Router(config-router-af)# area 1 range
2001:DB8:0:0::0/128

ステップ 5   

OSPFv3パラメータをデフォルト値に戻します。default {areaarea-ID[rangeipv6-prefix |
virtual-linkrouter-id]} [default-informationoriginate

ステップ 6   

[always |metric |metric-type | route-map] | distance |
distribute-listprefix-listprefix-list-name {in | out}
[interface] |maximum-pathspaths | redistributeprotocol
| summary-prefixipv6-prefix]

例：

Router(config-router-af)# default area 1

デフォルトの外部ルートをルーティングドメイ

ンの OSPFv3に生成します。
default-informationoriginate [always |
metricmetric-value |metric-typetype-value|
route-mapmap-name]

ステップ 7   

例：

Router(config-router-af)# default-information
originate always metric 100 metric-type 2

OSPFv3ルーティングプロトコルに再配布され
る IPv4および IPv6ルートのデフォルトメトリッ
ク値を設定します。

default-metric metric-value

例：

Router(config-router-af)# default-metric 10

ステップ 8   

ルーティングテーブルに挿入されたOSPFv3ルー
トのアドミニストレーティブディスタンスを設

定します。

distancedistance

例：

Router(config-router-af)# distance 200

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイス上で受信または送信される

OSPFv3ルーティングアップデートに、プレ
フィックスリストを適用します。

distribute-listprefix-listlist-name
{in[interface-typeinterface-number] | outrouting-process
[as-number]}

例：

Router(config-router-af)# distribute-list
prefix-list PL1 in Ethernet0/0

ステップ 10   

OSPFv3ルーティングのプロセスでサポートでき
る等コストルートの最大数を制御します。

maximum-pathsnumber-paths

例：

Router(config-router-af)# maximum-paths 4

ステップ 11   

OSPFv3に IPv6サマリープレフィックスを設定
します。

summary-prefixprefix[not-advertise | tagtag-value]

例：

Router(config-router-af)# summary-prefix
FEC0::/24

ステップ 12   

OSPFv3 への IPv4 アドレスファミリの設定
OSPFv3に IPv4アドレスファミリを設定するには、次の作業を実行します。ステップ 4を完了
し、IPv4アドレスファミリコンフィギュレーションモードを開始したら、必要に応じてこの作
業の以降のステップを任意に実行して、IPv4 AFを設定します。
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手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfv3[process-id]
4. address-familyipv4unicast
5. areaarea-idrangeip-addressip-address-mask[advertise | not-advertise] [costcost]
6. default {areaarea-ID[rangeipv6-prefix | virtual-linkrouter-id]} [default-informationoriginate [always

|metric |metric-type | route-map] | distance | distribute-listprefix-listprefix-list-name {in | out}
[interface] |maximum-pathspaths | redistributeprotocol | summary-prefixipv6-prefix]

7. default-informationoriginate [always |metricmetric-value |metric-typetype-value| route-mapmap-name]
8. default-metric metric-value
9. distancedistance
10. distribute-listprefix-listlist-name {in[interface-typeinterface-number] | outrouting-process [as-number]}
11. maximum-pathsnumber-paths
12. summary-prefixprefix[not-advertise | tagtag-value]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IPv4または IPv6アドレスファミリの OSPFv3
ルータコンフィギュレーションモードをイネー

ブルにします。

routerospfv3[process-id]

例：

Device(config)# router ospfv3 1

ステップ 3   

OSPFv3の IPv4アドレスファミリコンフィギュ
レーションモードを開始します。

address-familyipv4unicast

例：

Device(config-router)# address-family ipv4
unicast

ステップ 4   

エリア境界でルートを統合および集約します。areaarea-idrangeip-addressip-address-mask[advertise
| not-advertise] [costcost]

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

例：

Device(config-router-af)# area 0 range
192.168.110.0 255.255.0.0

OSPFv3パラメータをデフォルト値に戻します。default {areaarea-ID[rangeipv6-prefix |
virtual-linkrouter-id]} [default-informationoriginate

ステップ 6   

[always |metric |metric-type | route-map] | distance
| distribute-listprefix-listprefix-list-name {in | out}
[interface] |maximum-pathspaths | redistributeprotocol
| summary-prefixipv6-prefix]

例：

Device(config-router-af)# default area 1

デフォルトの外部ルートをルーティングドメイ

ンの OSPFv3に生成します。
default-informationoriginate [always |
metricmetric-value |metric-typetype-value|
route-mapmap-name]

ステップ 7   

例：

Device(config-router-af)# default-information
originate always metric 100 metric-type 2

OSPFv3ルーティングプロトコルに再配布され
る IPv4および IPv6ルートのデフォルトメトリッ
ク値を設定します。

default-metric metric-value

例：

Device(config-router-af)# default-metric 10

ステップ 8   

ルーティングテーブルに挿入されたOSPFv3ルー
トのアドミニストレーティブディスタンスを設

定します。

distancedistance

例：

Device(config-router-af)# distance 200

ステップ 9   

インターフェイス上で受信または送信される

OSPFv3ルーティングアップデートに、プレ
フィックスリストを適用します。

distribute-listprefix-listlist-name
{in[interface-typeinterface-number] | outrouting-process
[as-number]}

例：

Device(config-router-af)# distribute-list
prefix-list PL1 in Ethernet0/0

ステップ 10   
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目的コマンドまたはアクション

OSPFv3ルーティングのプロセスでサポートでき
る等コストルートの最大数を制御します。

maximum-pathsnumber-paths

例：

Device(config-router-af)# maximum-paths 4

ステップ 11   

OSPFv3に IPv6サマリープレフィックスを設定
します。

summary-prefixprefix[not-advertise | tagtag-value]

例：

Device(config-router-af)# summary-prefix
FEC0::/24

ステップ 12   

OSPFv3 へのルート再配布の設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfv3[process-id]
4. address-familyipv6unicast
5. redistribute source-protocol [process-id] [options]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

IPv4または IPv6アドレスファミリの OSPFv3ルータ
コンフィギュレーションモードをイネーブルにしま

す。

routerospfv3[process-id]

例：

Router(config)# router ospfv3 1

ステップ 3   

OSPFv3の IPv6アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードを開始します。

address-familyipv6unicast

例：

ステップ 4   

または

OSPFv3の IPv4アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードを開始します。例：

or

例：

address-family ipv4

unicast

例：

Router(config-router)# address-family ipv6
unicast

例：

例：

or

例：

Router(config-router)# address-family ipv4
unicast

あるルーティングドメインから別のルーティングド

メインへ IPv6および IPv4ルートを再配布します。
redistribute source-protocol [process-id] [options]

例：

ステップ 5   

IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
197

OSPFv3 アドレスファミリ
OSPFv3 へのルート再配布の設定



インターフェイス上での OSPFv3 のイネーブル化

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. 次のいずれかを実行します。

• ospfv3process-idareaarea-ID {ipv4 | ipv6} [instanceinstance-id]

• ipv6ospfprocess-idareaarea-id[instanceinstance-id]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスのタイプと番号を指定し、デバイ

スをインターフェイスコンフィギュレーションモー

ドにします。

interfacetypenumber

例：

Device(config)# interface ethernet 0/0

ステップ 3   

IPv4または IPv6 AFを設定したインターフェイスで
OSPFv3をイネーブルにします。

次のいずれかを実行します。ステップ 4   

• ospfv3process-idareaarea-ID {ipv4 | ipv6}
[instanceinstance-id] または

インターフェイスでOSPFv3をイネーブルにします。• ipv6ospfprocess-idareaarea-id[instanceinstance-id]

例：

Device(config-if)# ospfv3 1 area 1 ipv4
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目的コマンドまたはアクション

例：

Device(config-if)# ipv6 ospf 1 area 0

IPv6 または IPv4 アドレスファミリに対する OSPFv3 エリア範囲の定義
集約されたルートのコストは、集約されるルートの最高コストとなります。たとえば、次のルー

トが集約されるとします。

OI 2001:DB8:0:7::/64 [110/20]
via FE80::A8BB:CCFF:FE00:6F00, GigabitEthernet0/0/0

OI 2001:DB8:0:8::/64 [110/100]
via FE80::A8BB:CCFF:FE00:6F00, GigabitEthernet0/0/0

OI 2001:DB8:0:9::/64 [110/20]
via FE80::A8BB:CCFF:FE00:6F00, GigabitEthernet0/0/0

これらは、次のように 1つの集約されたルートとなります。

OI 2001:DB8::/48 [110/100]
via FE80::A8BB:CCFF:FE00:6F00, GigabitEthernet0/0/0

はじめる前に

OSPFv3ルーティングがイネーブルであること。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. router ospfv3 [process-id]
4. address-family ipv6 unicast
5. area area-ID range ipv6-prefix

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

IPv4または IPv6アドレスファミリの OSPFv3ルー
タコンフィギュレーションモードをイネーブルに

します。

router ospfv3 [process-id]

例：

Router(config)# router ospfv3 1

ステップ 3   

OSPFv3の IPv6アドレスファミリコンフィギュ
レーションモードを開始します。

address-family ipv6 unicast

例：

ステップ 4   

または

OSPFv3の IPv4アドレスファミリコンフィギュ
レーションモードを開始します。例：

or

例：

address-family ipv4

unicast

例：

Router(config-router)# address-family ipv6
unicast

例：

例：

or

例：

Router(config-router)# address-family ipv4
unicast
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目的コマンドまたはアクション

OSPFv3エリアパラメータを設定します。area area-ID range ipv6-prefix

例：

Router(config-router-af)# area 1 range
2001:DB8:0:0::0/128

ステップ 5   

OSPFv3 エリア範囲の定義
次のタスクは、Cisco IOS XE Release 3.4S以前のリリースで実行できます。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. ipv6routerospfprocess-id
4. areaarea-idrangeipv6-prefix/prefix-lengthadvertise | not-advertise] [costcost]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

OSPFv3ルータコンフィギュレーションモードを
イネーブルにします。

ipv6routerospfprocess-id

例：

Router(config)# ipv6 router ospf 1

ステップ 3   

エリア境界でルートを統合および集約します。areaarea-idrangeipv6-prefix/prefix-lengthadvertise
| not-advertise] [costcost]

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router(config-rtr)# area 1 range
2001:DB8::/48

OSPFv3 アドレスファミリの設定例

例：OSPFv3 アドレスファミリの設定
Device# show ospfv3
Routing Process "ospfv3 1" with ID 10.0.0.1
Supports IPv6 Address Family
Event-log enabled, Maximum number of events: 1000, Mode: cyclic
Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Minimum LSA interval 5 secs
Minimum LSA arrival 1000 msecs
LSA group pacing timer 240 secs
Interface flood pacing timer 33 msecs
Retransmission pacing timer 66 msecs
Number of external LSA 0. Checksum Sum 0x000000
Number of areas in this router is 0. 0 normal 0 stub 0 nssa
Graceful restart helper support enabled
Reference bandwidth unit is 100 mbps
Relay willingness value is 128
Pushback timer value is 2000 msecs
Relay acknowledgement timer value is 1000 msecs
LSA cache Disabled : current count 0, maximum 1000
ACK cache Disabled : current count 0, maximum 1000
Selective Peering is not enabled
Hello requests and responses will be sent multicast

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6アドレッシングと接続

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html


マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

OSPF Forwarding Address
Suppression in Translated Type-5
LSAsモジュール

OSPFv3アドレスファミリ

標準および RFC

Title標準/RFC

IPv6の RFCIPv6に関する RFC

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。
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http://www.cisco.com/go/mibs
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OSPFv3 アドレスファミリの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 18：OSPFv3 アドレスファミリの機能情報

機能情報リリース機能名

Cisco IOS XE Release 3.4SOSPFv3アドレスファミリ
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機能情報リリース機能名

OSPFv3アドレスファミリ機能
では、IPv4および IPv6ユニ
キャストトラフィックを 1つ
のネットワークトポロジでサ

ポートできます。

次のコマンドが導入または変更

されました。address-family
ipv4 (OSPFv3)、address-family
ipv6 (OSPFv3)、area
(OSPFv3)、auto-cost
(OSPFv3)、bfd all-interfaces
(OSPFv3)、clear ospfv3
counters、clear ospfv3
force-spf、clear ospfv3 process、
clear ospfv3 redistribution、
clear ospfv3 traffic、debug
ospfv3、debug ospfv3
database-timer rate-limit、debug
ospfv3 events、debug ospfv3
lsdb、debug ospfv3 packet、
debug ospfv3 spf statistic、
default (OSPFv3)、
default-information originate
(OSPFv3)、default-metric
(OSPFv3)、distance (OSPFv3)、
distribute-list prefix-list
(OSPFv3)、event-log
(OSPFv3)、
log-adjacency-changes
(OSPFv3)、maximum-paths
(OSPFv3)、ospfv3 area、ospfv3
authentication、ospfv3 bfd、
ospfv3 cost、ospfv3
database-filter、ospfv3
dead-interval、ospfv3
demand-circuit、ospfv3
encryption、ospfv3
flood-reduction、ospfv3
hello-interval、ospfv3
mtu-ignore、ospfv3 network、
ospfv3 priority、ospfv3
retransmit-interval、ospfv3
transmit-delay、
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機能情報リリース機能名

passive-interface (OSPFv3)、
queue-depth (OSPFv3)、
redistribute (OSPFv3)、router
ospfv3、router-id (OSPFv3)、
show ospfv3 border-routers、
show ospfv3 database、show
ospfv3 events、show ospfv3
flood-list、show ospfv3
graceful-restart、show ospfv3
interface、show ospfv3
max-metric、show ospfv3
neighbor、show ospfv3
request-list、show ospfv3
retransmission-list、show ospfv3
statistics、show ospfv3
summary-prefix、show ospfv3
timers rate-limit、show ospfv3
traffic、show ospfv3
virtual-links、summary-prefix
(OSPFv3)、timers pacing flood
(OSPFv3)、timers pacing
lsa-group (OSPFv3)、timers
pacing retransmission (OSPFv3)
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第 16 章

OSPFv3 認証トレーラ

RFC 6506で指定される OSPFv3認証トレーラ機能は、既存の OSPFv3 IPsec認証の代わりとして
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）プロトコルパケットを認証するメカニズムを提
供します。

• 機能情報の確認, 209 ページ

• OSPFv3認証トレーラに関する情報, 210 ページ

• OSPFv3認証トレーラの設定方法, 211 ページ

• OSPFv3認証トレーラの設定例, 213 ページ

• OSPFv3認証トレーラに関する追加情報, 214 ページ

• OSPFv3認証トレーラの機能情報, 215 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPFv3 認証トレーラに関する情報

OSPFv3 認証トレーラの概要
OSPFv3認証トレーラの前は、RFC 4552で定義されているOSPFv3 IPsecがプロトコルパケットの
認証を行う唯一のメカニズムでした。OSPFv3認証トレーラ機能では、シーケンス番号を介してパ
ケットリプレイ保護を追加で提供するOSPFv3プロトコルパケットの認証を行う代替のメカニズ
ムを定義しており、プラットフォームに依存しません。

非 IPsec暗号化認証を実行するため、OSPFv3デバイスは OSPFv3パケットの末尾に特別なデータ
ブロック（認証トレーラ）を追加します。認証トレーラの長さは OSPFv3パケットの長さに含ま
れず、IPv6ペイロード長に含まれます。リンクローカルシグナリング（LLS）ブロックはOSPFv3
helloおよびデータベース説明パケットの「OSPFv3Options」フィールドのL-bit設定で確立されま
す。存在する場合、LLSデータブロックは暗号化認証計算の OSPFv3パケットにも含まれます。

新しい認証トレーラ（AT）ビットは OSPFv3 Optionsフィールドに導入されています。OSPFv3デ
バイスは、このリンク上のすべてのパケットに認証トレーラが含まれてることを示すため、OSPFv3
Helloおよび Database Descriptionパケットで AT-bitを設定する必要があります。OSPFv3 Helloお
よびDatabase Descriptionパケットでは、AT-bitはATがあることを示します。他のOSPFv3パケッ
トタイプでは、OSPFv3 Hello/Database Description設定の OSPFv3 AT-bit設定は OSPFv3ネイバー
データ構造に保持されます。OSPFv3Optionsフィールドを含まないOSPFv3パケットタイプでは、
ネイバーデータ構造の設定を使用して ATが必要かどうかを決定します。AT-bitは、認証トレー
ラを含むすべてのOSPFv3 HelloおよびDatabase Descriptionパケットで設定する必要があります。

認証トレーラを設定するには、OSPFv3では既存のCisco IOS key chainコマンドを使用します。発
信 OSPFv3パケットでは、次のルールを使用してキーチェーンからキーを選択します。

•最後に期限切れになるキーを選択します。

• 2つのキーの終了時間が同じ場合、最も大きいキー IDのキーを選択します。

セキュリティアソシエーション（SA）IDは認証アルゴリズムと秘密鍵にマッピングされ、メッ
セージダイジェストの生成および検証に使用されます。認証が設定されていても、最後の有効な

キーが期限切れになると、パケットはそのキーを使用して送信されます。syslogメッセージも生
成されます。有効なキーが使用できない場合は、トレーラ認証なしでパケットが送信されます。

パケットが受信されると、そのキーのデータを検索するためにキー IDが使用されます。キー
チェーンにキー IDが見つからない、または SAが有効でない場合、パケットはドロップされま
す。そうでない場合、パケットはキー IDで設定されたアルゴリズムとキーを使用して検証されま
す。キーチェーンはキーのライフタイムを使用するロールオーバーをサポートします。新しい

キーは、将来設定する開始時間の送信でキーチェーンに追加できます。この設定により、キーが

実際に使用される前に新しいキーをすべてのデバイスで設定できます。

helloパケットの優先順位はその他のOSPFv3パケットより優先順位の高いため、発信インターフェ
イスで順序変更することができます。この再順序付けにより、隣接デバイスでシーケンス番号の

健勝に関する問題が発生することがあります。シーケンスの不一致を防ぐには、OSPFv3でパケッ
トタイプごとに個別にシーケンス番号を検証します。

   IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
210

OSPFv3 認証トレーラ
OSPFv3 認証トレーラに関する情報



認証手順の詳細については、RFC 6506を参照してください。

OSPFv3 認証トレーラの設定方法

OSPFv3 認証トレーラの設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. interface type number
4. ospfv3 [pid][ipv4 | ipv6]authentication{key-chainchain-name | null}
5. router ospfv3 [process-id]
6. address-family ipv6 unicast vrf vrf-name
7. areaarea-id authentication{key-chain chain-name | null}
8. areaarea-id virtual-linkrouter-idauthentication key-chain chain-name
9. areaarea-id sham-linksource-addressdestination-addressauthentication key-chain chain-name
10. authentication mode{deployment | normal}
11. end
12. show ospfv3 interface
13. show ospfv3 neighbor [detail]
14. debug ospfv3 vrf authentication

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された
場合）。

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスタイプおよび番号を指定

します。

interface type number

例：
Device(config)# interface GigabitEthernet 2/0

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

OSPFv3インターフェイスの認証タイプを指
定します。

ospfv3 [pid][ipv4 |
ipv6]authentication{key-chainchain-name | null}

例：
Device(config-if)# ospfv3 1 ipv4 authentication
key-chain ospf-1

ステップ 4   

OSPFv3ルータコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

router ospfv3 [process-id]

例：
Device(config-if)# router ospfv3 1

ステップ 5   

OSPFv3プロセスに IPv6アドレスファミリ
を設定し、IPv6アドレスファミリコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

address-family ipv6 unicast vrf vrf-name

例：
Device(config-router)# address-family ipv6 unicast
vrf vrf1

ステップ 6   

OSPFv3エリア内のすべてのインターフェイ
スの認証トレーラを設定します。

areaarea-id authentication{key-chain chain-name | null}

例：
Device(config-router-af)# area 1 authentication
key-chain ospf-chain-1

ステップ 7   

仮想リンクの認証を設定します。areaarea-id virtual-linkrouter-idauthentication key-chain
chain-name

ステップ 8   

例：
Device(config-router-af)# area 1 virtual-link
1.1.1.1 authentication key-chain ospf-chain-1

模造リンクの認証を設定します。areaarea-id
sham-linksource-addressdestination-addressauthentication
key-chain chain-name

ステップ 9   

例：
Device(config-router-af)# area 1 sham-link 1.1.1.1
1.1.1.0 authentication key-chain ospf-chain-1

OSPFv3インスタンスに使用する認証のタイ
プを指定します。

authentication mode{deployment | normal}

例：
Device(config-router-af)# authentication mode
deployment

ステップ 10   

• deploymentキーワードは、認証を設定
済みのデバイスと未設定のデバイス間

の隣接関係を表示します。

IPv6アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードを終了し、特権 EXECモード
に戻ります。

end

例：
Device(config-router-af)# end

ステップ 11   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）OSPFv3関連のインターフェイス情
報を表示します。

show ospfv3 interface

例：
Device# show ospfv3

ステップ 12   

（任意）OSPFv3ネイバー情報をインター
フェイスごとに表示します。

show ospfv3 neighbor [detail]

例：
Device# show ospfv3 neighbor detail

ステップ 13   

（任意）OSPFv3のデバッグ情報を表示しま
す。

debug ospfv3 vrf authentication

例：
Device# debug ospfv3 vrf authentication

ステップ 14   

OSPFv3 認証トレーラの設定例

例：OSPFv3 認証トレーラの設定

interface GigabitEthernet 0/0
ospfv3 1 ipv4 authentication key-chain ospf-1
router ospfv3 1
address-family ipv6 unicast vrf vrf1
area 1 authentication key-chain ospf-1
area 1 virtual-link 1.1.1.1 authentication key-chain ospf-1
area 1 sham-link 1.1.1.1 authentication key-chain ospf-1
authentication mode deployment

!
key chain ospf-1
key 1

key-string ospf
cryptographic-algorithm hmac-sha-512

!

例：OSPFv3 認証トレーラの確認
次に、show ospfv3コマンドの出力例を示します。

Device# show ospfv3
OSPFv3 1 address-family ipv6
Router ID 1.1.1.1
…
RFC1583 compatibility enabled
Authentication configured with deployment key lifetime
Active Key-chains:
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Key chain mama: Send key 1, Algorithm HMAC-SHA-256, Number of interfaces 1
Area BACKBONE(0)

Device# show ospfv3 neighbor detail

OSPFv3 1 address-family ipv6 (router-id 2.2.2.2)

Neighbor 1.1.1.1
In the area 0 via interface GigabitEthernet0/0
Neighbor: interface-id 2, link-local address FE80::A8BB:CCFF:FE01:2D00
Neighbor priority is 1, State is FULL, 6 state changes
DR is 2.2.2.2 BDR is 1.1.1.1
Options is 0x000413 in Hello (V6-Bit, E-Bit, R-Bit, AT-Bit)
Options is 0x000413 in DBD (V6-Bit, E-Bit, R-Bit, AT-Bit)
Dead timer due in 00:00:33
Neighbor is up for 00:05:07
Last packet authentication succeed
Index 1/1/1, retransmission queue length 0, number of retransmission 0
First 0x0(0)/0x0(0)/0x0(0) Next 0x0(0)/0x0(0)/0x0(0)
Last retransmission scan length is 0, maximum is 0
Last retransmission scan time is 0 msec, maximum is 0 msec

Device# show ospfv3 interface

GigabitEthernet0/0 is up, line protocol is up
…
Cryptographic authentication enabled
Sending SA: Key 25, Algorithm HMAC-SHA-256 – key chain ospf-keys
Last retransmission scan time is 0 msec, maximum is 0 msec

OSPFv3 認証トレーラに関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

IPルーティング：OSPFコンフィギュレーショ
ンガイド

OSPF機能の設定

標準および RFC

マニュアルタイトル関連項目

RFC 6506OSPFv3認証トレーラのサポートに関する RFC

RFC 4552OSPFv3の認証/機密性に関する RFC

   IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
214

OSPFv3 認証トレーラ
OSPFv3 認証トレーラに関する追加情報

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html


シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

OSPFv3 認証トレーラの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 19：OSPFv3 認証トレーラの機能情報

機能情報リリース機能名

RFC6506でOSPFv3認証トレー
ラ機能を指定すると、既存の

OSPFv3 IPsec認証の代替として
OSPFv3プロトコルパケットを
認証するための機能が提供され

ます。

次のコマンドが導入または変更

されました。ospfv3
authentication key-chain、
authentication mode、debug
ospfv3 vrf authentication

Cisco IOS XE Release 3.11SOSPFv3認証トレーラ
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第 17 章

OSPFv3 の自動ルート通知と Forwarding
Adjacency（FA）

OSPFv3の自動ルート通知と Forwarding Adjacency（FA）機能は、MPLS/TE IPv4トンネルを介し
て IPv6ルートをアドバタイズします。ここでは、OSPFv3の自動ルート通知とForwardingAdjacency
（FA）機能を設定する方法について説明します。

• 機能情報の確認, 217 ページ

• OSPFv3の自動ルート通知と Forwarding Adjacency（FA）の前提条件, 218 ページ

• OSPFv3の自動ルート通知と Forwarding Adjacency（FA）の制約事項, 218 ページ

• OSPFv3の自動ルート通知と Forwarding Adjacency（FA）について, 218 ページ

• OSPFv3の自動ルート通知と Forwarding Adjacency（FA）の設定方法, 220 ページ

• OSPFv3の自動ルート通知および Forwarding Adjacencyの設定例 , 223 ページ

• OSPFv3の自動ルート通知および Forwarding Adjacencyに関する追加情報, 224 ページ

• OSPFv3の自動ルート通知および Forwarding Adjacencyの機能情報, 225 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPFv3 の自動ルート通知と Forwarding Adjacency（FA）
の前提条件

• OSPFv3がネットワークで設定されている。

•シスコエクスプレスフォワーディング（CEF）がイネーブルになっている。

• MPLS/TEトンネルが設定されている。

OSPFv3 の自動ルート通知と Forwarding Adjacency（FA）
の制約事項

•自動ルート通知と Forwarding Adjacency（FA）は同じインターフェイスで同時に設定できま
せん。

•自動ルート通知を使用すると、OSPFv3はトンネルをアドバタイズしません。

• Forwarding Adjacency（FA）を使用すると、OSPFv3はトンネルリンクを LSAにアドバタイ
ズします。

OSPFv3 の自動ルート通知と Forwarding Adjacency（FA）
について

OSPFv3 の自動ルート通知と Forwarding Adjacency（FA）の概要
MPLSトラフィックエンジニアリングされたトンネルを介した Forwarding Adjacency（FA）の
OSPFv3サポート機能により、マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）トラフィックエ
ンジニアリング（TE）トンネル機能に OSPFv3サポートが追加され、ネットワーク管理者は最短
パス優先（SPF）アルゴリズムに基づいて内部ゲートウェイプロトコル（IGP）ネットワークのリ
ンクとしてトラフィックエンジニアリング、MPLSトンネルを処理できるようになります。OSPFv3
Forwarding Adjacency（FA）は、同じエリアのルータ間で作成できます。

OSPFv3は、トラフィックのルーティングおよび転送のために他のリンクが表示されるのと同様
に、MPLS TEトンネルを OSPFv3リンクステートアドバタイズメント（LSA）に含めます。ユー
ザは、トンネルに OSPFv3コストを割り当てて他のリンクに対する優先を設定することができま
す。他のネットワークデバイスには、物理リンクに加えてトンネルがリンクとして表示されま

す。
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OSPFv3は自動ルート通知（AA）または Forwarding Adjacency（FA）機能を使用して、MPLS/TE
IPv4トンネル経由の IPv6ルートを IPv6ルーティングテーブルにインストールします。TEトンネ
ルは IPv4を使用して作成され、OSPFv3以外のルーティングプロトコルの使用を必要とします。
OSPFv2は IPv4 IGPとして使用され、トンネルを作成するためにTEが使用するデータを提供しま
す。

OSPFv3は自動ルート通知と Forwarding Adjacency（FA）のいずれかの TEトンネルインターフェ
イスで設定されます。また、ルータで終了するトンネルに TEが使用しているループバックイン
ターフェイスのアドレスをアドバタイズするようにルータモードで設定する必要があります。そ

のアドレスは、TE LSAでアドバタイズされます。
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OSPFv3 の自動ルート通知と Forwarding Adjacency（FA）
の設定方法

OSPFv3 の自動ルート通知および Forwarding Adjacency の設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. ip cef distributed
4. interfacetype number
5. ip addressip-address-mask
6. no shutdown
7. exit
8. interface type number
9. ospfv3 pid afmpls traffic-eng autoroute announce areaaid
10. ospfv3 pidafmpls traffic-eng autoroute metric{metric | absolute metric| relativedelta}
11. ip ospf costcost
12. exit
13. interface type number
14. ospfv3 pid afmpls traffic-eng forwarding-adj areaaid
15. ospfv3[ pid[af]] mpls traffic-eng forwarding-adjinterface ID [ local ID] [nbrID]
16. ip ospf costcost
17. exit
18. router ospfv3router-ID
19. address-family ipv4 unicast [vrfvrf-name]
20. areaaidmpls traffic-engineering tunnel-tailafinterface type
21. exit
22. show ospfv3 database
23. show ospfv3 mpls traffic-eng

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：
Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

分散型シスコエクスプレスフォワーディング動作を

イネーブルにします。

ip cef distributed

例：
Device(config)# ip cef distributed

ステップ 3   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイス

コンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetype number

例：
Device(config)# interface tunnel 0

ステップ 4   

指定されたインターフェイスのプライマリまたはセカ

ンダリ IPアドレスを設定します。
ip addressip-address-mask

例：
Device (config-if)# ip address
192.108.1.27 255.255.255.0

ステップ 5   

指定されたインターフェイスですべての機能をディ

セーブルにします。

no shutdown

例：
Device (config-if)# no shutdown

ステップ 6   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了し、特権 EXECモードに戻ります。
exit

例：
Device (config-if)# exit

ステップ 7   

ループバックインターフェイスをイネーブルにし、イ

ンターフェイスコンフィギュレーションモードを開

始します。

interface type number

例：
Device (config)# interface loopback 0

ステップ 8   

IPアドレスファミリ（AF）があるインターフェイス
で、Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）を
イネーブルにします。

ospfv3 pid afmpls traffic-eng autoroute
announce areaaid

例：
Device(config-if)# ospfv3 1 af mpls
traffic-eng autoroute announce
area 1

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

SPF計算用に、MPLSトラフィックエンジニアリング
自動ルートメトリック値を指定します。

ospfv3 pidafmpls traffic-eng autoroute
metric{metric | absolute metric| relativedelta}

例：
Device(config-if)# ospfv3 1 af mpls
traffic-eng autoroute metric
1

ステップ 10   

OSPFインターフェイスでパケットを送信するコスト
を明示的に指定します。

ip ospf costcost

例：
Device(config-if)# ip ospf cost 60

ステップ 11   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了し、特権 EXECモードに戻ります。
exit

例：
Device(config-if)# exit

ステップ 12   

トンネルインターフェイスをイネーブルにし、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを開始

します。

interface type number

例：
Device (config)# interface tunnel 1

ステップ 13   

MPLSトラフィックエンジニアリング Forwarding
Adjacencyを設定します。

ospfv3 pid afmpls traffic-eng forwarding-adj
areaaid

例：
Device(config-if)# ospfv3 1 af mpls
traffic-eng forwarding-adj area
1

ステップ 14   

SPF計算用に、MPLSトラフィックエンジニアリング
Forwarding Adjacencyを指定します。

ospfv3[ pid[af]] mpls traffic-eng
forwarding-adjinterface ID [ local ID] [nbrID]

例：
Device(config-if)# ospfv3 1 af mpls
traffic-eng forwarding-adj
1

ステップ 15   

OSPFインターフェイスでパケットを送信するコスト
を明示的に指定します。

ip ospf costcost

例：
Device(config-if)# ip ospf cost 55

ステップ 16   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了し、特権 EXECモードに戻ります。
exit

例：
Device(config-if)# exit

ステップ 17   
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目的コマンドまたはアクション

OSPFv3ルータコンフィギュレーションモードを開始
します。

router ospfv3router-ID

例：
Device(config)# router ospfv3 18

ステップ 18   

OSPFv3プロセスに IPv4アドレスファミリを設定し、
IPv4アドレスファミリコンフィギュレーションモー
ドを開始します。

address-family ipv4 unicast [vrfvrf-name]

例：
Device(config-router)# address-family
ipv4 unicast

ステップ 19   

トラフィックエンジニアリングトンネルのテールエ

ンドに OSPFv3を設定します。
areaaidmpls traffic-engineering
tunnel-tailafinterface type

例：
Device(config-router-af)# area 1 mpls
traffic-engineering tunnel-tail
af loopback

ステップ 20   

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを

終了し、グローバルコンフィギュレーションモード

に戻ります。

exit

例：
Device(config-router-af)# exit

ステップ 21   

（任意）特定のルータの OSPFv3データベースに関す
る情報のリストを表示します。

show ospfv3 database

例：
Device(config)# show ospfv3 database

ステップ 22   

（任意）自動ルート通知、ForwardingAdjacency、およ
び OSPFv3に関するトンネルテール情報を表示しま
す。

show ospfv3 mpls traffic-eng

例：
Device(config)# show ospfv3 mpls
traffic-eng

ステップ 23   

OSPFv3 の自動ルート通知および Forwarding Adjacency の
設定例

例：OSPFv3 の自動ルート通知および Forwarding Adjacency の設定

!
ip cef distributed
interface tunnel 0
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ip address 192.108.1.27 255.255.255.0
no shutdown

interface loopback 0
ospfv3 1 af mpls traffic-eng autoroute announce area 1
ospfv3 1 af mpls traffic-eng autoroute metric 1
ip ospf cost 60

interface tunnel 1
ospfv3 1 af mpls traffic-eng forwarding-adj area 1
ospfv3 1 af mpls traffic-eng forwarding-adj nbr 1
ip ospf cost 55

router ospfv3 18
address-family ipv4 unicast
area 1 mpls traffic-engineering tunnel-tail af loopback

!
!

!

OSPFv3 の自動ルート通知および Forwarding Adjacency に
関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

IPルーティング：OSPFコンフィギュレーショ
ンガイド

OSPF機能の設定

標準および RFC

マニュアルタイトル関連項目

RFC5786ローカルアドレスの OSPFトラフィックエン
ジニアリング（TE）へのアドバタイズの拡張

RFC5329OSPFバージョン 3へのトラフィックエンジニ
アリングの拡張

RFC3630『Traffic Engineering (TE) Extensions to OSPF
Version 2』
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シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

OSPFv3 の自動ルート通知および Forwarding Adjacency の
機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 20：OSPFv3 の自動ルート通知および Forwarding Adjacency の機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFv3の自動ルート通知と
Forwarding Adjacency（FA）機
能は、MPLS/TE IPv4トンネル
を介して IPv6ルートをアドバ
タイズします。

次のコマンドが導入または変更

されました。ospfv3 af mpls
traffic-eng autoroute announce
area、ospfv3 mpls traffic-eng
autoroute metric、ospfv3 mpls
traffic-eng forwarding-adj area

Cisco IOS XEリリース 3.12SOSPFv3の自動ルート通知と
Forwarding Adjacency（FA）
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第 18 章

OSPFv3 自動ルート除外

OSPFv3自動ルート除外機能では、特定の接続先とプレフィックスリストを使用して、パケット
転送にTEトンネルではなくネイティブパスを使用してルーティングされるプレフィックスのリ
ストを指定できます。その他のプレフィックスでは TEトンネルを使用するように設定できま
す。除外されるプレフィックスは、TEトンネルパスを使用しません。TEトンネルを介した IPv6
ルートは、自動ルート通知（AA）または Forwarding Adjacency（FA）を使用するOSPFv3によっ
てサポートされます。

ここでは、OSPFv3自動ルート除外機能の設定方法について説明します。

• 機能情報の確認, 227 ページ

• OSPFv3自動ルート除外の前提条件, 228 ページ

• OSPFv3自動ルート除外について, 228 ページ

• OSPFv3自動ルート除外の設定方法, 229 ページ

• OSPFv3自動ルート除外の設定例, 230 ページ

• OSPFv3自動ルート除外に関する追加情報, 230 ページ

• OSPFv3自動ルート除外の機能情報, 231 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPFv3 自動ルート除外の前提条件
• Open Shortest Path First（OSPF）がネットワークで設定されている。

•シスコエクスプレスフォワーディング（CEF）がイネーブルになっている。

•マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）TEトンネルが設定されている。

•自動ルート通知と Forwarding Adjacency（FA）が設定されている。インターフェイスでは自
動ルート通知と Forwarding Adjacency（FA）のいずれかを設定できます。同じインターフェ
イスに両方を設定することはできません。

OSPFv3 自動ルート除外について

OSPFv3 自動ルート除外の概要
自動ルート機能は、OSPFが IPトラフィックルートのパスを作成するためにMPLS TEトンネル
を使用することを強制する IPルーティング方法です。自動ルート機能を使用すると、そのルート
に使用可能な代替の非 TEパスがある場合でも、すべてのルートで TEトンネルを使用することが
できます。

OSPFv3自動ルート除外機能では、特定の IPv6接続先またはプレフィックスで TEトンネルを回
避して、他のプレフィックスでは依然として TEトンネルを使用するように設定することができ
ます。除外されるプレフィックスは、TEトンネルパスを使用しません。ネイティブの非 TEパス
だけがこのようなルートについて RIBにダウンロードされます。TEトンネルを介した IPv6ルー
トは、自動ルート通知（AA）または Forwarding Adjacency（FA）を使用する OSPFv3によってサ
ポートされます。

自動ルート除外オプションは、プレフィックスリストを使用してルータ OSPFコンフィギュレー
ションモードで設定されます。このプレフィックスリストのメンバである IPアドレスおよびプ
レフィックスは、自動ルートがイネーブルになっていても TEトンネルから除外されます。IPア
ドレスまたはプレフィックスがプレフィックスリストに追加される場合、TEトンネルを通過せ
ずに動的にルーティングされます。IPアドレスまたはプレフィックスがプレフィックスリストか
ら削除される場合、TEトンネルパスで動的に再ルーティングされるようになります。

OSPFv3の自動ルート通知と Forwarding Adjacency（FA）の設定の詳細については、『IP Routing:
OSPF Configuration Guide』の「Autoroute Announce and Forwarding Adjacencies For OSPFv3」を参照
してください。
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OSPFv3 自動ルート除外の設定方法

OSPFv3 自動ルート除外の設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. router ospfv3process-ID
4. address-familyipv6 unicast
5. mpls traffic-engineeringautoroute-excludeprefix-list prefix-list-name
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：
Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFv3ルーティングプロセスを設定し、OSPFルー
タコンフィギュレーションモードを開始します。

router ospfv3process-ID

例：
Device(config)# router ospfv3 18

ステップ 3   

OSPFv3の IPv6アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードを開始します。

address-familyipv6 unicast

例：
Device(config-router)# address-family ipv6
unicast

ステップ 4   

特定の宛先およびプレフィックスを、TEトンネルに
よるルーティングを回避するように指定できます。

mpls
traffic-engineeringautoroute-excludeprefix-list
prefix-list-name

ステップ 5   

•除外されるプレフィックスは、TEトンネルパス
を使用しません。例：

Device(config-router-af)# mpls
traffic-engineering autoroute-exclude
prefix-list kmd
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目的コマンドまたはアクション

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを

終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：
Device(config-router-af)# end

ステップ 6   

OSPFv3 自動ルート除外の設定例

例：OSPFv3 自動ルート除外の設定

!
router ospfv3 18
address-family ipv6 unicast
mpls traffic-engineering autoroute-exclude prefix-list kmd

!

OSPFv3 自動ルート除外に関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

IPルーティング：OSPFコン
フィギュレーションガイド

『Configuring OSPF』

IPルーティング：OSPFコン
フィギュレーションガイド

OSPFv3の自動ルート通知と Forwarding Adjacency（FA）

『IP Switching: Cisco Express
Forwarding Configuration
Guide』

基本的なシスコエクスプレスフォワーディングの設定
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マニュアルタイトル関連項目

『MPLS Traffic Engineering Path
Calculation and Setup
Configuration Guide』

MPLSトラフィックエンジニアリングトンネルソース

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

OSPFv3 自動ルート除外の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 21：OSPFv3 自動ルート除外の機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFv3自動ルート除外機能で
は、特定の接続先とプレフィッ

クスリストを使用して、パケッ

ト転送に TEトンネルではなく
ネイティブパスを使用してルー

ティングされるプレフィックス

のリストを指定できます。

OSPFv3による TEトンネル上
での IPv6ルーティングは、自
動ルート通知およびForwarding
Adjacencyを使用してサポート
されます。

次のコマンドが導入または変更

されました。mpls
traffic-engineering
autoroute-exclude prefix list

Cisco IOS XE 3.14SOSPFv3自動ルート除外
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第 19 章

OSPFv2 IP FRR ローカルマイクロループ回避

OSPFv2 IP FRRローカルマイクロループ回避機能では、リンクダウンイベントが発生したノー
ドとネイバー間でのローカルマイクロループの発生を回避することができます。このドキュメ

ントでは、OSPFv2 IP FRRローカルマイクロループ回避機能を設定する方法について説明しま
す。

• 機能情報の確認, 233 ページ

• OSPFv2 IP FRRローカルマイクロループ回避について, 234 ページ

• OSPFv2 IP FRRローカルマイクロループ回避の設定方法, 235 ページ

• OSPFv2 IP FRRローカルマイクロループ回避の設定例, 236 ページ

• OSPFv2 IP FRRローカルマイクロループ回避に関する追加情報, 236 ページ

• OSPFv2 IP FRRローカルマイクロループ回避の機能情報, 237 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPFv2 IP FRR ローカルマイクロループ回避について

OSPFv2 IP FRR ローカルマイクロループ回避の概要
IP Fast Reroute（IPFRR）では、通常のコンバージェンスメカニズムがコンバージェンス後のパス
と見なされる新たに見つかったベストパスにトラフィックを転送するまで、事前に計算された

バックアップパスにトラフィックを転送することによってリンクダウンイベント時に高速なコン

バージェンスを提供します。

トラフィックがコンバージェンス後のパスに転送されると、マイクロループになる傾向がありま

す。マイクロループは、パス上の各ノードが異なる時間に他のノードと無関係に計算を行う結果

として形成されます。特定のノードがコンバージして、まだコンバージしていないネイバーノー

ドにトラフィックを送信する場合、トラフィックはこれらの 2つのノードの間でループする可能
性があります。

マイクロループは障害が検出されたルータとそのルータの間で形成されます。ローカルマイクロ

ループは、リングまたは四角型トポロジで使用可能なローカル Loop-Free Alternate（LFA）バック
アップがない場合に作成されます。このようなトポロジでは、リモート LFAはバックアップを提
供しますが、高確率でローカルマイクロループが作成されるため、リモートLFAの高速コンバー
ジェンスの利点を完全に活用することができません。ローカルマイクロループを回避すると、リ

ングまたは四角型トポロジの高速コンバージェンスが大幅に改善されます。

マイクロループ回避は、リモート LFA（rLFA）がイネーブルになるとすぐに自動的にイネー
ブルになります。

（注）

（フォワーディングプレーンに修復パスがインストールされている）プレフィックスにマイクロ

ループ回避を使用しているとき、フォワーディングプレーンがトリガーされて事前にインストー

ルされていた修復パスを使用するように切り替わると、OSPFv2 IP FRRローカルマイクロループ
回避機能がイネーブルになります。リンクダウンイベントのローカルマイクロループ回避では、

次のトリガーをサポートします。

•インターフェイスダウンイベント。

•双方向フォワーディング検出（BFD）セッションのダウンによる隣接関係ダウンイベント。

フォワーディングプレーンに修復パスがインストールされているかどうかに関係なくマイクロ

ループ回避を使用する場合は、加えて 3番目のトリガーが使用されます。

•ネイバーの保留時間の期限切れによる隣接関係ダウンイベント。

ネイバーがリンクステートネイバーアドバタイズメントで隣接関係の喪失をローカルシステム

に報告するとき、マイクロループ回避を使用する価値は、ネイバーの隣接関係の喪失を生じさせ

たリモートイベントがローカルのフォワーディングプレーンによって検出可能かどうか（つま
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り、フォワーディングプレーンが反応して事前にプログラムされた修復パスの使用に切り替わる

かどうか）に依存します。

OSPFv2 IP FRR ローカルマイクロループ回避の設定方法

OSPFv2 IP FRR ローカルマイクロループの設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. router ospf process-id
4. microloop avoidance [protected | disable]
5. microloop avoidance rib-update-delay delay-period
6. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングプロセスを設定し、ルータコンフィギュ
レーションモードを開始します。

router ospf process-id

例：
Device(config)# router ospf 109

ステップ 3   

ノードとリンクダウンイベントが発生したそのネイバーとの

間に、ローカルマイクロループ回避を設定します。

microloop avoidance [protected | disable]

例：
Device(config-router)# microloop
avoidance protected

ステップ 4   

• protectedキーワードを使用した場合、ローカルマイク
ロループ回避は有効なバックアップパスを含むプレ

フィックスにのみ適用されます。

• disableキーワードを使用した場合、事前に自動的にイ
ネーブルされていたローカルマイクロループ回避はディ

セーブルになります。
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目的コマンドまたはアクション

設定した遅延期間に従い、ローカルマイクロループ回避を

待機させます。

microloop avoidance rib-update-delay
delay-period

例：
Device(config-router)# microloop
avoidance rib-update-delay 6500

ステップ 5   

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、特権

EXECモードに戻ります。
exit

例：
Device(config-router)# exit

ステップ 6   

OSPFv2 IP FRR ローカルマイクロループ回避の設定例

例：OSPFv2 IP FRR ローカルマイクロループの設定

router ospf 10
microloop avoidance protected
microloop avoidance rib-update-delay 6500
!

OSPFv2 IP FRR ローカルマイクロループ回避に関する追加
情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

IPルーティング：OSPFコンフィギュレーショ
ンガイド

OSPF機能の設定

   IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
236

OSPFv2 IP FRR ローカルマイクロループ回避
OSPFv2 IP FRR ローカルマイクロループ回避の設定例

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html


シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

OSPFv2 IP FRR ローカルマイクロループ回避の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 22：OSPFv2 IP FRR ローカルマイクロループ回避の機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFv2 IPFRRローカルマイク
ロループ回避機能では、リンク

ダウンイベントが発生したノー

ドとネイバー間でのローカル

マイクロループの発生を回避す

ることができます。

次のコマンドが導入または変更

されました。microloop
avoidance、microloop avoidance
rib-update-delay

Cisco IOS XE Release 3.11S

15.4(1)S
OSPFv2 IPFRRローカルマイク
ロループ回避
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第 20 章

OSPFv2-OSPF Live-Live

OSPFv2-OSPF Live-Live機能では、オーバーラップしないパスを経由してさまざまなアプリケー
ションにマルチキャストストリームを配信します。マルチキャストトラフィックは保護された

ネットワークの始めで複数のストリームに分割されます。あるパスでリンク障害が発生してもマ

ルチキャストトラフィックが他のパスを通じて配信されるように、すべてのストリームがオー

バーラップしないパスを経由して流れます。すべてのストリームは保護されたネットワークの最

後でマージされます。ここでは、OSPFv2-OSPF Live-Live機能の設定方法について説明します。

• 機能情報の確認, 239 ページ

• OSPFv2-OSPF Live-Liveに関する情報, 240 ページ

• OSPFv2-OSPF Live-Liveの設定方法, 241 ページ

• OSPFv2-OSPF Live-Liveの設定例, 245 ページ

• OSPFv2-OSPF Live-Liveに関する追加情報, 246 ページ

• OSPFv2-OSPF Live-Liveの機能情報, 246 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPFv2-OSPF Live-Live に関する情報

OSPFv2-OSPF Live-Live の概要
ネットワーキング市場の成長を促進する多くの新しいアプリケーションはマルチキャストベース

です。インターネットプロトコルテレビジョン（IPTV）などのアプリケーションは通常、同時
に多数の視聴者に膨大な量のセンシティブデータストリームを配信することが伴います。パケッ

トドロップはマルチメディアトラフィックでは重大な問題となります。ミリ秒の範囲まで、また

はパケット損失ゼロまでマルチキャストトラフィックの損失を減らす必要があります。単一のリ

ンク障害発生時にマルチキャストのパケット損失がゼロのソリューションは、live-liveとも呼ばれ
ます。

live-liveネットワークでは、マルチキャストストリーム（通常は 2つのフロー）は分散された物
理リンクを介して独自のリバースパスフォワーディング（RPF）または最短パスツリー（SPT）
を形成し、1つのリンクでの障害が他のリンクのマルチキャストトラフィックに影響しないよう
にします。Cisco IOSソフトウェアの既存のマルチトポロジテクノロジーでは、複数のマルチキャ
ストトポロジをサポートします。

OSPFv2-OSPF Live-Live機能を使用すると、Protocol Independent Multicast（PIM）で複数のマルチ
キャストトポロジを処理できます。マルチキャストトポロジが作成されてOSPFでイネーブルに
なると、各トポロジの IPプレフィックスがトポロジベースのルーティング情報ベース（RIB）に
挿入されます。次に、PIMが RPFルックアップに使用する RIBを決定します。

PIM RPFトポロジは、共有ツリーまたは送信元ツリーの作成時に RPF操作を実行するために PIM
によって使用されるルートの集合です。マルチトポロジ環境では、複数の RPFトポロジを同一
ネットワークに作成できます。特定の送信元には、トポロジの 1つのみ、または異なるパスを経
由する複数のトポロジで到達できる可能性があります。

特定のマルチキャスト配信ツリーに RPFトポロジを選択するには、次の点を考慮してください。

1 トポロジにグループの範囲をマッピングするポリシーを設定します。範囲内のグループの RP
または送信元について RPF情報を解決する必要があるとき、RPFルックアップは指定された
トポロジで行われます。これは、PIMスパースモード（PIM-SM）、Source-Specific Multicast
（SSM）、または双方向（Bidir）PIMに使用できます。

2 トポロジに送信元のプレフィックス範囲をマッピングするポリシーを設定します。これは、

PIM-SMおよび PIM-SSMに使用できます。
3 受信した PIMパケットの Join Attributeエンコーディングによって識別されるトポロジを使用
します。

PIM Join Attributeは PIMシグナリングを拡張し、特定のマルチキャスト配信ツリーを構築すると
きに使用する必要があるトポロジを識別します。PIM Join Attributeの詳細については、IEEEドラ
フト「PIM Multi-Topology ID (MT-ID) Join-Attribute」を参照してください。
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OSPFv2-OSPF Live-Live の設定方法

OSPFv2-OSPF Live-Live の設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. ip multicast-routing
4. ip multicast rpf multitopology
5. global-address-family ipv4 multicast
6. topology {topology-A | topology-B}
7. exit
8. interfacetype number
9. ip addressaddress mask
10. ip pim sparse-dense-mode
11. ip ospfprocess-idareaarea-id
12. topology ipv4 multicasttopology-name
13. exit
14. router ospfprocess-id
15. networkip-adddress maskareaarea-id
16. address-family ipv4 multicast
17. topology topology-nametidtopology-id
18. end
19. configure terminal
20. ip multicast topology multicasttopology-nametidtopology-id
21. ip multicast rpf select topology multicasttopology-nameaccess-list number
22. ip access-list extendedaccess-list-number
23. permit ip anyip-adddress
24. end
25. show ip multicast topology multicasttopology-name
26. debug ip multicast topology
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

IPマルチキャストルーティングをイネーブルにします。ip multicast-routing

例：
Device(config)# ip multicast-routing

ステップ 3   

IPマルチキャストルーティングに対するのマルチトポロ
ジルーティング（MTR）サポートをイネーブルにします。

ip multicast rpf multitopology

例：
Device(config)# ip multicast rpf
multitopology

ステップ 4   

グローバルアドレスファミリコンフィギュレーション

モードを開始してマルチトポロジルーティングを設定しま

す。

global-address-family ipv4 multicast

例：
Device(config)# global-address-family
ipv4 multicast

ステップ 5   

指定したトポロジインスタンスで IPトラフィックをルー
ティングするよう OSPFプロセスを設定します。

topology {topology-A | topology-B}

例：
Device(config-af)# topology live-A

ステップ 6   

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを終了

し、グローバルコンフィギュレーションモードに戻りま

す。

exit

例：
Device(config-af)# exit

ステップ 7   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetype number

例：
Device(config)# interface
Gigabitethernet 1/0

ステップ 8   

インターフェイスに対するプライマリ IPアドレスまたは
セカンダリ IPアドレスを設定します。

ip addressaddress mask

例：
Device(config-if)# ip address
192.108.1.27 255.255.255.0

ステップ 9   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスでPIMをイネーブルにし、マルチキャス
トグループの動作モードに応じて、インターフェイスを

ip pim sparse-dense-mode

例：
Device(config-if)# ip pim
sparse-dense-mode

ステップ 10   

sparse（スパース）モード動作またはdense（デンス）モー
ド動作で処理します。

インターフェイスに対して OSPFv2をイネーブルにしま
す。

ip ospfprocess-idareaarea-id

例：
Device(config-if)# ip ospf 10 area 0

ステップ 11   

インターフェイス上でマルチトポロジインスタンスを設定

します。

topology ipv4 multicasttopology-name

例：
Device(config-if)# topology ipv4
multicast live-A

ステップ 12   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了

し、グローバルコンフィギュレーションモードに入りま

す。

exit

例：
Device(config-if)# exit

ステップ 13   

•ステップ 9～ 12を繰り返して、次のトポロジ
（topology ipv4 multicast live-B）を設定します。

OSPFルーティングをイネーブルにして、ルータコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

router ospfprocess-id

例：
Device(config)# router ospf 102

ステップ 14   

OSPFを実行するインターフェイスを定義し、そのインター
フェイスに対するエリア IDを定義します。

networkip-adddress maskareaarea-id

例：
Device(config-router)# network
192.168.129.16 0.0.0.3 area 20

ステップ 15   

ルータアドレスファミリコンフィギュレーションモード

を開始し、IPv4マルチキャストプレフィックスを交換す
るよう OSPFを設定します。

address-family ipv4 multicast

例：
Device(config-router)# address-family
ipv4 multicast

ステップ 16   

指定したトポロジインスタンスで IPトラフィックをルー
ティングするよう OSPFプロセスを設定します。

topology topology-nametidtopology-id

例：
Device(config-router-af)# topology
live-A tid 100

ステップ 17   

•このステップを繰り返して、OSPFプロセスが別のト
ポロジインスタンス（topology live-B tid 200）で IP
トラフィックをルーティングするよう設定します。
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目的コマンドまたはアクション

ルータアドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：
Device(config-router-af)# end

ステップ 18   

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 19   

マルチキャストストリーム用のトポロジ選択を設定しま

す。

ip multicast topology
multicasttopology-nametidtopology-id

例：
Device(config)# ip multicast topology
multicast live-A tid 100

ステップ 20   

•このステップを繰り返して、別のトポロジ（ip
multicast topologymulticast live-B tid 200）を設定しま
す。

マルチキャストトポロジを、特定のルートエントリを含

むマルチキャストグループに関連付けます。

ip multicast rpf select topology
multicasttopology-nameaccess-list number

例：
Device(config)# ip multicast rpf
select topology multicast topology
live-A 111

ステップ 21   

•このステップを繰り返して、トポロジを別のマルチ
キャストグループ（ip multicast rpf select topology
multicast live-B 122）に関連付けます。

IPアクセスリストを定義して、IPヘルパーアドレス宛先
によるパケットのフィルタリングをイネーブルにし、拡張

ip access-list extendedaccess-list-number

例：
Device(config)# ip access-list
extended 111

ステップ 22   

名前付きアクセスリストコンフィギュレーションモード

を開始します。

パケットが名前付き IPアクセスリストを通過できる条件
を設定します。

permit ip anyip-adddress

例：
Device(config-ext-nacl)# permit ip
any 203.0.113.1

ステップ 23   

•ステップ 22および 23を繰り返して、別の IPアクセ
スリストを定義し、パケットが別の名前付き IPアク
セスリストを通過できる条件を設定します。

拡張名前付きアクセスリストコンフィギュレーションモー

ドを終了し、特権 EXECモードを開始します。
end

例：
Device(config-ext-nacl)# end

ステップ 24   

マルチキャストストリームのトポロジ情報を表示します。show ip multicast topology
multicasttopology-name

ステップ 25   

例：
Device# show ip multicast topology
multicast live-A
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目的コマンドまたはアクション

マルチキャストストリームトポロジの出力のデバッグを

イネーブルにします。

debug ip multicast topology

例：
Device# debug ip multicast topology

ステップ 26   

OSPFv2-OSPF Live-Live の設定例

例：OSPFv2-OSPF Live-Live の設定

ip multicast-routing
!
ip multicast rpf multitopology

!
global-address-family ipv4 multicast
topology live-A
topology live-B

int gigabitethernet 1/0
ip address 192.0.2.1 255.255.255.0
ip pim sparse-dense-mode
ip ospf 10 area 20
topology ipv4 multicast live-A
!
int gigabitethernet 2/0
ip address 192.0.2.2 255.255.255.0
ip pim sparse-dense-mode
ip ospf 11 area 21
topology ipv4 multicast live-B
!
router ospf 1
network 192.168.129.16 0.0.0.3 area 20
address-family ipv4 multicast
!!
topology live-A tid 10
topology live-B tid 20

!
!!
ip multicast topology multicast live-A tid 100
ip multicast topology multicast live-B tid 200
!
!!
ip multicast rpf select topology multicast live-A 111
ip multicast rpf select topology multicast live-B 122

!
ip access-list extended 111
permit ip any 203.0.113.254

ip access-list extended 122
permit ip any 203.0.113.251
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OSPFv2-OSPF Live-Live に関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

IPルーティング：OSPFコンフィギュレーショ
ンガイド

OSPF機能の設定

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

OSPFv2-OSPF Live-Live の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 23：OSPFv2-OSPF Live-Live の機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFv2-OSPF Live-Live機能で
は、オーバーラップしないパス

を経由してさまざまなアプリ

ケーションにマルチキャスト

ストリームを配信します。マル

チキャストトラフィックは保

護されたネットワークの始めで

複数のストリームに分割されま

す。あるパスでリンク障害が発

生してもマルチキャストトラ

フィックが他のパスを通じて配

信されるように、すべてのスト

リームがオーバーラップしない

パスを経由して流れます。すべ

てのストリームは保護された

ネットワークの最後でマージさ

れます。

追加または変更されたコマンド

はありません。

Cisco IOS XE Release 3.11SOSPFv2-OSPF Live-Live
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第 21 章

変換後のタイプ 5 LSA での OSPF フォワー
ディングアドレス抑制

変換後のタイプ 5 LSAでの OSPFフォワーディングアドレス抑制機能では、Not-So-Stubby Area
（NSSA）エリア境界ルータ（ABR）がタイプ 7リンクステートアドバタイズメント（LSA）を
タイプ 5 LSAに変換します。ただし、フォワーディングアドレスとして、タイプ 7 LSAで指定
されたものではなく 0.0.0.0が使用されます。この機能を使用すると、フォワーディングアドレ
スをバックボーンにアドバタイズしないよう設定されているデバイスが、転送されたトラフィッ

クを、変換を行う NSSA ABRに渡すようになります。

• 機能情報の確認, 249 ページ

• OSPFフォワーディングアドレス抑制の前提条件, 250 ページ

• OSPFフォワーディングアドレス抑制に関する情報, 250 ページ

• OSPFフォワーディングアドレスを抑制する方法, 252 ページ

• OSPFフォワーディングアドレス抑制の設定例, 253 ページ

• その他の参考資料, 253 ページ

• OSPFフォワーディングアドレス抑制の機能情報, 255 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPF フォワーディングアドレス抑制の前提条件
このマニュアルは、OSPFがネットワーキングデバイス上で設定されていることを前提としてい
ます。OSPFの設定手順は記載されていません。

OSPF フォワーディングアドレス抑制に関する情報

OSPF フォワーディングアドレス抑制の利点
変換後のタイプ 5 LSAでの OSPFフォワーディングアドレス抑制機能では、NSSA ABRでタイプ
7 LSAがタイプ 5 LSAに変換されます。ただし、フォワーディングアドレスとして、タイプ 7
LSAで指定されたものではなく 0.0.0.0が使用されます。この機能を使用すると、フォワーディン
グアドレスをバックボーンにアドバタイズしないよう設定されているデバイスが、転送されたト

ラフィックを、変換を行う NSSA ASBRに渡すようになります。

変換後のタイプ 5 LSA で OSPF フォワーディングアドレスを抑制する
場合

下の図では、バックボーン（エリア 0）に導入されるルートの数を最小に抑えるため、エリア 0
からエリア2のアドレスをフィルタリングすることが有効です。ただし、arearangeコマンドでエ
リア境界（エリア 2のアドレスをフィルタリング）でルートを統合および要約しようとしても、
エリア 2アドレスにASBRで生成されたタイプ 7 LSA用のフォワーディングアドレスが含まれる
ため、機能しません。これらのタイプ 7 LSAフォワーディングアドレスがエリア 0でフィルタリ
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ングされていると、バックボーンルータは変換元のタイプ 5 LSA（自律システム外部 LSA）でア
ドバタイズされるプレフィックスに到達できません。

図 9：変換後のタイプ 5 LSA での OSPF フォワーディングアドレス抑制

この問題は、フォワーディングアドレスを ABRで抑制し、タイプ 7 LSAから変換されたタイプ
5 LSAでフォワーディングアドレスを 0.0.0.0に設定することで解決します。フォワーディングア
ドレスを 0.0.0.0に設定すると、外部宛先のパケットを、アドバタイズ先の OSPFデバイス（ここ
では変換先の NSSA ABR）に転送する必要があることが示されます。

この機能を設定するには、次の点に注意してください。

この機能を設定すると、デバイスが RFC 1587に準拠しなくなります。また、宛先のフォワー
ディングアドレスに到達するためのさらによいパスが存在する可能性があるため、次善ルー

ティングとなる可能性があります。この機能は、慎重に検討し、ネットワークトポロジを理

解するまでは設定しないことを推奨します。

注意
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OSPF フォワーディングアドレスを抑制する方法

変換後のタイプ 5 LSA での OSPF フォワーディングアドレスの抑制
このタスクでは、変換後のタイプ 5 LSAで OSPFフォワーディングアドレスを抑制する手順につ
いて説明します。この機能を設定するには、次の点に注意してください。

この機能を設定すると、デバイスが RFC 1587に準拠しなくなります。また、宛先のフォワー
ディングアドレスに到達するためのさらによいパスが存在する可能性があるため、次善ルー

ティングとなる可能性があります。この機能は、慎重に検討し、ネットワークトポロジを理

解するまでは設定しないことを推奨します。

注意

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfprocess-id
4. areaarea-idnssatranslatetype7suppress-fa
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードなど、高位の権限レベルをイネーブル
にします。

イネーブル化

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングをイネーブルにして、ルータコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

routerospfprocess-id

例：

Device(config)# router ospf 1

ステップ 3   

• process-id引数は OSPFプロセスを示します。
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目的コマンドまたはアクション

エリアを Not-So-Stubby-Area（NSSA）として設定し、変
換後のタイプ 7 LSAでフォワーディングアドレスを抑制
します。

areaarea-idnssatranslatetype7suppress-fa

例：

Device(config-router)# area 10 nssa
translate type7 suppress-fa

ステップ 4   

コンフィギュレーションモードを終了し、特権EXECモー
ドに戻ります。

end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 5   

OSPF フォワーディングアドレス抑制の設定例

変換後のタイプ 5 LSA での OSPF フォワーディングアドレスの抑制：
例

この例では、変換後のタイプ 5 LSAでフォワーディングアドレスを抑制しています。

interface gigabitethernet 0/0/0
ip address 10.93.1.1 255.255.255.0
ip ospf cost 1
!
interface gigabitethernet 0/01
ip address 10.94.1.1 255.255.255.0
!
router ospf 1
network 10.93.0.0 0.0.255.255 area 0.0.0.0
network 10.94.0.0 0.0.255.255 area 10
area 10 nssa translate type7 suppress-fa

その他の参考資料
ここでは、変換後のタイプ 5 LSAでの OSPFフォワーディングアドレスの抑制に関する参考資料
を紹介します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド
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マニュアルタイトル関連項目

『Configuring OSPF』『Configuring OSPF』

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』『Cisco IOS Master Command List, All Releases』

OSPFv3 Address FamiliesモジュールOSPFv3アドレスファミリ

標準

Title規格

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

TitleRFC

『The OSPF NSSA Option』

変換後のタイプ5LSAでのOSPFフォ
ワーディングアドレス抑制機能を設

定すると、ルータがRFC 1587に準拠
しなくなります。『The OSPF NSSA
Option』

（注）

RFC 1587
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シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

OSPF フォワーディングアドレス抑制の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 24：変換後のタイプ 5 LSA での OSPF フォワーディングアドレス抑制の機能情報

機能情報リリース機能名

変換後のタイプ 5 LSAでの
OSPFフォワーディングアドレ
ス抑制機能では、Not-So-Stubby
Area（NSSA）エリア境界ルー
タ（ABR）がタイプ7リンクス
テートアドバタイズメント

（LSA）をタイプ5LSAに変換
します。ただし、フォワーディ

ングアドレスとして、タイプ

7LSAで指定されたものではな
く 0.0.0.0が使用されます。こ
の機能を使用すると、フォワー

ディングアドレスをバックボー

ンにアドバタイズしないよう設

定されているルータが、転送さ

れたトラフィックを、変換を行

う NSSA ABRに渡すようにな
ります。

次に示すコマンドは、この章に

記載されている機能において、

新たに導入または変更されたも

のです。

• areanssatranslate

• showipospf

Cisco IOS XE Release 2.1変換後のタイプ 5 LSAでの
OSPFフォワーディングアドレ
ス抑制
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第 22 章

配布リスト付きのルートマップによる OSPF
インバウンドフィルタリング

配布リスト付きのルートマップによる OSPFインバウンドフィルタリング機能を使用すると、
ユーザはルートマップを定義して、ルーティングテーブルへのOpen Shortest Path First（OSPF）
ルートの追加を防止できます。そのルートマップでは、ユーザはOSPFルートのすべての属性と
適合することができます。

• 機能情報の確認, 257 ページ

• 配布リスト付きのルートマップによる OSPFインバウンドフィルタリングの前提条件, 258
ページ

• 配布リスト付きのルートマップによる OSPFインバウンドフィルタリングについて, 258
ページ

• ルートマップを使用した OSPFインバウンドフィルタリングの設定方法, 259 ページ

• 配布リスト付きのルートマップによる OSPFインバウンドフィルタリングの設定例, 261
ページ

• その他の参考資料, 261 ページ

• 配布リスト付きのルートマップによる OSPFインバウンドフィルタリングの機能情報, 263
ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

配布リスト付きのルートマップによる OSPF インバウン
ドフィルタリングの前提条件

ご使用のネットワークで OSPFが設定されていることが前提になります。

配布リスト付きのルートマップによる OSPF インバウン
ドフィルタリングについて

OSPF ルートマップベースフィルタリングの利点
ユーザはルートマップを定義して、ルーティングテーブルへのOSPFルートの追加を防止できま
す。このフィルタリングは、OSPFがルーティングテーブルにルートをインストールするときに
行われます。この機能は、LSAのフラッディングに影響を与えません。そのルートマップでは、
ユーザは OSPFルートのすべての属性と適合することができます。ルートマップは、次の match
オプションに基づいています。

• matchinterface

• matchipaddress

• matchipnext-hop

• matchiproute-source

• matchmetric

• matchroute-type

• matchtag

この機能は、ASBRでプレフィックスが再配布されるとき、ユーザがこのプレフィックスにタグ
を付け、その後このタグで、プレフィックスを他のルータのルーティングテーブルにインストー

ルしないようにフィルタリングする場合に有効です。

ルートタグに基づいたフィルタリング

ユーザは外部ルートがOSPFに再配布される際にタグの割り当てができます。次に、route-mapお
よび distribute-list inコマンドでそのタグを識別することにより、OSPFドメインで外部ルートを
許可または拒否できます。
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ルートタイプに基づいたフィルタリング

OSPFでは、外部ルートはタイプ 1またはタイプ 2のいずれかとなります。ユーザはルートマッ
プを作成し、タイプ 1またはタイプ 2のいずれかと照合して distribute-list inコマンドを使用して
特定のプレフィックスをフィルタリングします。また、ルートマップは内部ルート（エリア内と

エリア間）も識別し、内部ルートもフィルタリングできます。

ルートソースに基づいたフィルタリング

ルートソースで照合が終わると、ルートソースはプレフィックスがアドバタイズされる LSA発
信者の OSPFルータ IDを示します。

インターフェイスに基づいたフィルタリング

インターフェイスで照合が終わると、インターフェイスは OSPFがルーティングテーブルでイン
ストールしようとしているルートの発信インターフェイスを示します。

ネクストホップに基づいたフィルタリング

ネクストホップで照合が終わると、ネクストホップは OSPFがルーティングテーブルでインス
トールしようとしているルートのネクストホップを示します。

ルートマップを使用した OSPF インバウンドフィルタリ
ングの設定方法

ルートマップによる OSPF インバウンドフィルタリングの設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. route-mapmap-tag[permit | deny] [sequence-number]
4. matchtagtag-name
5. route-mapおよび matchコマンドを使用して、ステップ 3と 4を繰り返します。
6. exit
7. routerospfprocess-id
8. distribute-listroute-mapmap-tagin
9. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

フィルタリングを制御するルートマップを定義します。route-mapmap-tag[permit | deny]
[sequence-number]

ステップ 3   

例：

Router(config)# route-map tag-filter
deny 10

ルートと、ルートマップの参照対象として使用される

指定名を照合します。

matchtagtag-name

例：

ステップ 4   

•少なくとも 1つのmatchコマンドが必要ですが、
この例の matchコマンドである必要はありませ
ん。これはあくまでも一例です。

例：

or other match commands
•このタイプのルートマップで使用できるmatchコ
マンドのリストがdistribute-list inコマンドリファ
レンスのページに示されています。

例：

Router(config-router)# match tag 777
•このタイプのルートマップには setコマンドがあ
りません。

--route-mapおよびmatchコマンドを使用し
て、ステップ 3と 4を繰り返します。

ステップ 5   

ルータコンフィギュレーションモードを終了します。exit

例：

Router(config-router)# exit

ステップ 6   

OSPFルーティングプロセスを設定します。routerospfprocess-id

例：

Router(config)# router ospf 1

ステップ 7   
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目的コマンドまたはアクション

OSPFルートマップに基づいたフィルタリングをイネー
ブルにします。

distribute-listroute-mapmap-tagin

例：

Router(config-router)# distribute-list
route-map tag-filter in

ステップ 8   

ルータコンフィギュレーションモードを終了します。end

例：

Router(config-router)# end

ステップ 9   

配布リスト付きのルートマップによる OSPF インバウン
ドフィルタリングの設定例

例：OSPF ルートマップベースのフィルタリング
この例では、OSPF外部 LSAにはタグが存在します。タグの値は、プレフィックスがルーティン
グテーブルにインストールされる前に検査されます。値が 777の OSPF外部プレフィックスは、
すべてフィルタリングされます（ルーティングテーブルにインストールされません）。シーケン

ス番号 20の permitステートメントには照合条件がありません。シーケンス番号 20の後には他の
route-mapステートメントがないため、他のすべての条件が許可されます。

route-map tag-filter deny 10
match tag 777
route-map tag-filter permit 20
!
router ospf 1
router-id 10.0.0.2
log-adjacency-changes
network 172.16.2.1 0.0.0.255 area 0
distribute-list route-map tag-filter in

その他の参考資料
ここでは、配布リスト付きのルートマップによるOSPFインバウンドフィルタリングの設定に関
する参考資料を紹介します。
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関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

『Configuring OSPF』『Configuring OSPF』

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』『Cisco IOS Master Command List, All Releases』

標準

Title規格

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

TitleRFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。
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シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

配布リスト付きのルートマップによる OSPF インバウン
ドフィルタリングの機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 25：配布リスト付きのルートマップによる OSPF インバウンドフィルタリングの機能情報

機能情報リリース機能名

配布リスト付きのルートマッ

プによる OSPFインバウンド
フィルタリング機能を使用する

と、ユーザはルートマップを

定義して、ルーティングテー

ブルへのOSPFルートの追加を
防止できます。

次に示すコマンドは、この章に

記載されている機能において、

新たに導入または変更されたも

のです。

• distribute-listin(IP)

Cisco IOS XE Release 2.1配布リスト付きのルートマッ

プによる OSPFインバウンド
フィルタリング
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第 23 章

distribute-list を使用した OSPFv3 ルートフィ
ルタリング

distribute-listを使用したOSPFv3ルートフィルタリング機能を使用すると、ルーティングテーブ
ルにプログラムされた着信ルート、およびアドバタイズされた発信ルートをフィルタリングでき

ます。

• 機能情報の確認, 265 ページ

• distribute-listを使用した OSPFv3ルートフィルタリングの前提条件, 266 ページ

• distribute-listを使用した OSPFv3ルートフィルタリングについて, 266 ページ

• distribute-listを使用した OSPFv3ルートフィルタリングの設定方法, 267 ページ

• その他の参考資料, 272 ページ

• 配布リストを使用した OSPFv3ルートフィルタリングの機能情報, 273 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースのリスト

を確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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distribute-list を使用した OSPFv3 ルートフィルタリングの
前提条件

ご使用のネットワークで OSPFが設定されていることが前提になります。

distribute-list を使用した OSPFv3 ルートフィルタリングに
ついて

ユーザはルートマップを定義して、ルーティングテーブルへのOSPFルートの追加を防止できま
す。このフィルタリングは、OSPFがルーティングテーブルにルートをインストールするときに
行われます。この機能は、リンクステートアドバタイズメント（LSA）のフラッディングに影響
を与えません。

この機能は、自律システム境界ルータ（ASBR）でプレフィックスが再配布されるとき、ユーザが
このプレフィックスにタグを付け、その後このタグで、プレフィックスを他のルータのルーティ

ングテーブルにインストールしないようにフィルタリングする場合に有効です。下記のオプショ

ンは、route-mapを使用する distribute-listフィルタリングでのみ使用できます。

ルートタグに基づいたフィルタリング

ユーザは外部ルートがOSPFに再配布される際にタグの割り当てができます。次に、route-mapお
よび distribute-listinまたは distribute-list outコマンドでそのタグを識別することにより、OSPFド
メインで外部ルートを許可または拒否できます。

ルートタイプに基づいたフィルタリング

OSPFでは、外部ルートはタイプ 1またはタイプ 2のいずれかとなります。ユーザはルートマッ
プを作成し、タイプ 1またはタイプ 2のいずれかと照合して distribute-listinコマンドを使用して
特定のプレフィックスをフィルタリングします。また、ルートマップは内部ルート（エリア内と

エリア間）も識別し、内部ルートもフィルタリングできます。

ルートソースに基づいたフィルタリング

ルートソースで照合が終わると、ルートソースはプレフィックスがアドバタイズされる LSA発
信者の OSPFルータ IDを示します。

インターフェイスに基づいたフィルタリング

インターフェイスで照合が終わると、インターフェイスは OSPFがルーティングテーブルでイン
ストールしようとしているルートの発信インターフェイスを示します。
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ネクストホップに基づいたフィルタリング

ネクストホップで照合が終わると、ネクストホップは OSPFがルーティングテーブルでインス
トールしようとしているルートのネクストホップを示します。

distribute-listinコマンドでは、ルートがグローバルルーティング情報ベース（RIB）にインス
トールされないように設定できます。OSPFローカル RIB（OSPFローカル RIBの機能情報に
ついては、『OSPFv2 Local RIB』を参照してください）が実装される前は、OSPFは選択され
ないほうのルート（エリア間パスがフィルタリングされる際のエリア内ルートなど）をインス

トールしようとしていました。OSPFローカル RIBが実装されると、最適なルートだけ（ロー
カルRIBが保持する唯一のルートであるため）がインストールの対象となります。「次善の」
OSPFルートという概念はありません。CiscoOSPFルータで使用されるルーティングアルゴリ
ズムの詳細については RFC 2328を参照してください。

（注）

distribute-list を使用した OSPFv3 ルートフィルタリングの
設定方法

OSPFv3（IPv4 アドレスファミリ）の設定
コマンドモード：アドレスファミリモード（アドレスファミリ IPv4ユニキャスト）。構文は次
のとおりです。

[no] distribute-list [<access-list #> | <access-list name>] |
{prefix <name1> gateway <name2>} |
{prefix <name1>} | {gateway <name2>} |

{route-map name} in [<interface>]

[no] distribute-list [<access-list #> | <access-list name>] | [prefix <name>] out
[{ <routing-process> | <interface> }]

インターフェイス：着信（インバウンドフィルタリングで使用）または送信（アウトバウンド

フィルタリングで使用）インターフェイス。

ルーティングプロセス：フィルタするルートの送信元プロトコル。

インバウンドフィルタリング：ルートマップの設定

手順の概要

1. OSPFv3を設定します。
2. アドレスファミリ IPv4ユニキャストを設定します。
3. 適切なルートマップを使用して配布リストを設定します。
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手順の詳細

ステップ 1 OSPFv3を設定します。
Device(config)#router ospfv3 1

ステップ 2 アドレスファミリ IPv4ユニキャストを設定します。
Device(config-router)#address-family ipv4 unicast

ステップ 3 適切なルートマップを使用して配布リストを設定します。
Device(config-router-af)#distribute-list route-map rmap-name in

ルートマップでは次の matchオプションがサポートされます。

• match interface

• match ip address

• match ip next-hop

• match ip route-source

• match metric

• match route-type

• match tag

インバウンドフィルタリング：プレフィックスリスト/アクセスリストの設定

手順の概要

1. OSPFv3を設定します。
2. アドレスファミリ IPv4ユニキャストを設定します。
3. 使用するプレフィックスリストとフィルタの方向を定義します。

手順の詳細

ステップ 1 OSPFv3を設定します。
Device(config)#router ospfv3 1

ステップ 2 アドレスファミリ IPv4ユニキャストを設定します。
Device(config-router)#address-family ipv4 unicast

ステップ 3 使用するプレフィックスリストとフィルタの方向を定義します。
Device(config-router-af)#distribute-list prefix pfxname in
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使用可能なオプションの引数は次のとおりです。これらの引数を使用して、着信インターフェ

イスに基づくフィルタリングを実行できます。デバイスで使用可能ないずれかのインターフェ

イスを選択します。

（注）

Ethernet IEEE 802.3
Loopback Loopback interface
Null Null interface
Port-channel Ethernet Channel of interfaces
Serial Serial
Tunnel Tunnel interface
Vlan Catalyst Vlans

アウトバウンドフィルタリングの設定

手順の概要

1. OSPFv3を設定します。
2. アドレスファミリ IPv4ユニキャストを設定します。
3. 適切なルートマップを使用して配布リストを設定します。

手順の詳細

ステップ 1 OSPFv3を設定します。
Device(config)#router ospfv3 1

ステップ 2 アドレスファミリ IPv4ユニキャストを設定します。
Device(config-router)#address-family ipv4 unicast

ステップ 3 適切なルートマップを使用して配布リストを設定します。
Device(config-router-af)#distribute-list prefix pfxlist-name out

使用可能なオプションの引数は次のとおりです。ルートの送信元プロトコルに基づいて、これ

らのオプションをフィルタリングに使用できます。

（注）

bgp Border Gateway Protocol (BGP)
connected Connected
eigrp Enhanced Interior Gateway Routing Protocol (EIGRP)
isis ISO IS-IS
lisp Locator ID Separation Protocol (LISP)
ospf Open Shortest Path First (OSPF)
ospfv3 OSPFv3
rip Routing Information Protocol (RIP)
static Static routes
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OSPFv3（IPv6 アドレスファミリ）の配布リストを使用したルートフィ
ルタリングの設定

モード：アドレスファミリモード（アドレスファミリ IPv6ユニキャスト）。プレフィックスリ
ストおよびルートマップはフィルタリングオプションとしてサポートされます。構文は次のとお

りです。

[no] distribute-list prefix-list <name> in [<interface>]
[no] distribute-list route-map <name> in
[no] distribute-list prefix-list <name> out <routing-process>

インターフェイス：着信（インバウンドフィルタリングで使用）または送信（アウトバウンド

フィルタリングで使用）インターフェイス。

ルーティングプロセス：フィルタするルートの送信元プロトコル。

インバウンドフィルタリング：ルートマップの設定

手順の概要

1. OSPFv3を設定します。
2. アドレスファミリ IPv6ユニキャストを設定します。
3. ルートマップを定義します。

手順の詳細

ステップ 1 OSPFv3を設定します。
Device(config)#router ospfv3 1

ステップ 2 アドレスファミリ IPv6ユニキャストを設定します。
Device(config-router)#address-family ipv6 unicast

ステップ 3 ルートマップを定義します。
Device(config-router-af)#distribute-list route-map rmap-name in

ルートマップでは次の matchオプションがサポートされます。

• match interface

• match ip address

• match ip next-hop

• match metric

• match route-type

• match tag
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インバウンドフィルタリング：プレフィックスリストの設定

手順の概要

1. OSPFv3を設定します。
2. アドレスファミリ IPv6ユニキャストを設定します。
3. プレフィックスリストの名前を定義します。
4. 着信ルーティングアップデートのフィルタを定義します。

手順の詳細

ステップ 1 OSPFv3を設定します。
Device(config)#router ospfv3 1

ステップ 2 アドレスファミリ IPv6ユニキャストを設定します。
Device(config-router)#address-family ipv6 unicast

ステップ 3 プレフィックスリストの名前を定義します。
Device(config-router-af)#distribute-list prefix pfxlist-name

ステップ 4 着信ルーティングアップデートのフィルタを定義します。
Device(config-router-af)#distribute-list prefix pfxname in

使用可能なオプションの引数は次のとおりです。これらの引数を使用して、着信インターフェ

イスに基づくフィルタリングを実行できます。デバイスで使用可能ないずれかのインターフェ

イスを選択します。

（注）

Ethernet IEEE 802.3
Loopback Loopback interface
Null Null interface
Port-channel Ethernet Channel of interfaces
Serial Serial
Tunnel Tunnel interface
Vlan Catalyst Vlans

アウトバウンドフィルタリングの設定

手順の概要

1. OSPFv3を設定します。
2. アドレスファミリ IPv6ユニキャストを設定します。
3. プレフィックスリストの名前を定義します。
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手順の詳細

ステップ 1 OSPFv3を設定します。
Device(config)#router ospfv3 1

ステップ 2 アドレスファミリ IPv6ユニキャストを設定します。
Device(config-router)#address-family ipv6 unicast

ステップ 3 プレフィックスリストの名前を定義します。
Device(config-router-af)#distribute-list prefix-list pfxlist-name out

これらはルーティングプロセスに使用できるオプションです。IPv6アウトバウンドルートフィ
ルタリングでは、<routing-process>引数は必須です。

（注）

bgp Border Gateway Protocol (BGP)
connected Connected Routes
eigrp Enhanced Interior Gateway Routing Protocol (EIGRP)
isis ISO IS-IS
lisp Locator ID Separation Protocol (LISP)
ospf Open Shortest Path First (OSPFv3)
rip IPv6 Routing Information Protocol (RIPv6)
static Static Routes

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

なし
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RFC

TitleRFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

配布リストを使用した OSPFv3 ルートフィルタリングの
機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 26：配布リストを使用した OSPFv3 ルートフィルタリングの機能情報

機能情報リリース機能名

配布リストを使用した OSPFv3
ルートフィルタリングに対す

るルートマップサポートが提

供されます。

Cisco IOS XE Denali 16.3.1distribute-listを使用したOSPFv3
ルートフィルタリング
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第 24 章

OSPF Shortest Path First スロットリング

OSPF Shortest Path Firstスロットリング機能により、最短パス優先（SPF）スケジューリングをミ
リ秒間隔で設定して、ネットワークが不安定な場合にSPF計算を遅らせることができます。トポ
ロジ変化が発生した場合、Shortest Path Tree（SPT）を再計算するように SPFがスケジューリン
グされます。SPFが 1回実行されると、複数のトポロジ変化イベントが発生します。

SPF計算の実行間隔は、ネットワークのトポロジ変化の頻度に応じて動的に選択されます。ユー
ザ指定値の範囲内で、間隔は選択されます。ネットワークトポロジが不安定な場合、トポロジ

が安定するまで、SPFスロットリング機能は SPFスケジューリング間隔を長目に計算します。

• 機能情報の確認, 275 ページ

• OSPF SPFスロットリングについて, 276 ページ

• OSPF SPFスロットリングの設定方法, 277 ページ

• OSPF SPFスロットリングの設定例, 278 ページ

• その他の参考資料, 279 ページ

• OSPF Shortest Path Firstスロットリングの機能情報, 280 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPF SPF スロットリングについて
SPFの計算は、timersthrottlespfコマンドで設定した間隔で実行されます。待機期間とは、次の
SPF計算が実行されるまで待機する時間のことです。計算を行うたびに、待機期間はその前の待
機期間の 2倍の長さになり、指定された最大待機期間に達するまでそれが行われます。

SPFタイミングについて、例を使用して説明します。この例では、開始時待機期間が 5ミリ秒
（ms）、待機期間が 1000ミリ秒、最大待機期間が 90,000ミリ秒に設定されています。

timers throttle spf 5 1000 90000

次の図に、ある待機期間中に少なくとも 1回のトポロジ変化イベントを受信する場合の、SPF計
算の実行間隔を示します。

図 10：timers throttle spf コマンドで設定される SPF の計算間隔

前の待機期間中に少なくとも 1回のトポロジ変化イベントを受信すると、SPF計算の待機期間が
2倍になることに注意してください。最大待機期間に達すると、トポロジが安定し、待機期間中
にイベントを受信しなくなるまで、待機期間が変化しなくなります。

現在の待機期間の経過後に、最初のトポロジ変化イベントを受信した場合は、開始時待機期間と

して指定されている時間だけ SPF計算が遅延されます。その後の待機期間は、動的パターンに従
います。

最大待機期間の開始後に、最初のトポロジ変化イベントが発生した場合、SPF計算は開始時待機
期間で再びスケジューリングされ、その後の待機期間は timersthrottlespfコマンドで指定された
パラメータに従ってリセットされます。次の図では、最大待機期間の開始後にトポロジ変化イベ

ントを受信して、SPF間隔がリセットされることに注意してください。

図 11：トポロジ変化イベント後のタイマー間隔のリセット
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OSPF SPF スロットリングの設定方法

OSPF SPF スロットリングの設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfprocess-id
4. timersthrottlespfspf-startspf-holdspf-max-wait
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードなど、高位の権限レベルをイ
ネーブルにします。

イネーブル化

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングプロセスを設定します。routerospfprocess-id

例：

Router(config)# router ospf 1

ステップ 3   

OSPFスロットリングタイマーを設定します。timersthrottlespfspf-startspf-holdspf-max-wait

例：

Router(config-router)# timers throttle spf
10 4800 90000

ステップ 4   

設定モードを終了します。end

例：

Router(config-router)# end

ステップ 5   
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SPF スロットル値の確認
SPFスロットルタイマー値を確認するには、show ip ospfコマンドを使用します。これらの値は、
「Initial SPF schedule delay...」、「Minimum hold time between two consecutive SPFs...」、および
「Maximum wait time between two consecutive SPFs...」で始まる各行に表示されます。

Router# show ip ospf
Routing Process "ospf 1" with ID 10.10.10.2 and Domain ID 0.0.0.1
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
It is an autonomous system boundary router
Redistributing External Routes from,

static, includes subnets in redistribution
Initial SPF schedule delay 5 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 1000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 90000 msecs
Minimum LSA interval 5 secs. Minimum LSA arrival 1 secs
LSA group pacing timer 240 secs
Interface flood pacing timer 33 msecs
Retransmission pacing timer 66 msecs
Number of external LSA 4. Checksum Sum 0x17445
Number of opaque AS LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless external and opaque AS LSA 0
Number of DoNotAge external and opaque AS LSA 0
Number of areas in this router is 1. 1 normal 0 stub 0 nssa
External flood list length 0

Area BACKBONE(0)
Number of interfaces in this area is 2
Area has no authentication
SPF algorithm last executed 19:11:15.140 ago
SPF algorithm executed 28 times
Area ranges are
Number of LSA 4. Checksum Sum 0x2C1D4
Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

OSPF SPF スロットリングの設定例

例：スロットルタイマー

この例では、ルータに、timers throttle spfコマンドの開始時待機期間、待機期間、および最大待
機期間として、それぞれ 5、1,000、および 90,000ミリ秒を設定しています。

router ospf 1
router-id 10.10.10.2
log-adjacency-changes
timers throttle spf 5 1000 90000
redistribute static subnets
network 21.21.21.0 0.0.0.255 area 0
network 22.22.22.0 0.0.0.255 area 00
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その他の参考資料
ここでは、OSPF Shortest Path Firstスロットリングに関する参考資料を紹介します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Configuring OSPF』『Configuring OSPF』

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』『Cisco IOS Master Command List, All Releases』

標準

Title標準

--なし

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XE
Release、およびフィーチャセットのMIBを検
索してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

TitleRFC

--なし
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シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

OSPF Shortest Path First スロットリングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 27：OSPF Shortest Path First スロットリングの機能情報

機能情報リリース機能名

OSPF Shortest Path Firstスロッ
トリング機能により、SPFスケ
ジューリングをミリ秒間隔で設

定して、ネットワークが不安定

な時にShortest Path First（SPF）
計算を遅らせることができま

す。トポロジ変化が発生した場

合、Shortest Path Tree（SPT）を
再計算するように SPFがスケ
ジューリングされます。

次に示すコマンドは、この章に

記載されている機能において、

新たに導入または変更されたも

のです。

• timerspf-interval

• timersthrottlespf

Cisco IOS XE Release 2.1OSPF Shortest Path Firstスロッ
トリング
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第 25 章

fast hello パケットに対する OSPF のサポート

fast helloパケットに対するOSPFのサポートには、1秒未満のインターバルで helloパケットの送
信を設定する方法が用意されています。このような設定により、OpenShortest Path First（OSPF）
ネットワークでの統合がより迅速になります。

fast helloパケットではなく、双方向フォワーディング検出（BFD）を使用することをお勧めし
ます。

（注）

• 機能情報の確認, 283 ページ

• fast helloパケットに対する OSPFのサポートの前提条件, 284 ページ

• fast helloパケットに対する OSPFのサポートについて, 284 ページ

• OSPF fast helloパケットの設定方法, 285 ページ

• fast helloパケットに対する OSPFのサポートの設定例, 287 ページ

• その他の参考資料, 287 ページ

• fast helloパケットに対する OSPFのサポートの機能情報, 288 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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fast hello パケットに対する OSPF のサポートの前提条件
OSPFがネットワークですでに設定されているか、fast helloパケットに対するOSPFのサポートと
同時に設定される必要があります。

fast hello パケットに対する OSPF のサポートについて

OSPF Hello インターバルおよび dead 間隔
OSPF helloパケットとは、OSPFプロセスがネイバーとの接続を維持するためにOSPFネイバーに
送信するパケットです。helloパケットは、設定可能なインターバル（秒単位）で送信されます。
デフォルトのインターバルは、イーサネットリンクの場合 10秒、ブロードキャスト以外のリン
クの場合 30秒です。helloパケットには、デッドインターバル中に受信したすべてのネイバーの
リストが含まれます。デッドインターバルも設定可能なインターバル（秒単位）で送信されま

す。デフォルトは helloインターバルの値の 4倍です。helloインターバルの値は、ネットワーク
内ですべて同一にする必要があります。デッドインターバルの値も、ネットワーク内ですべて同

一にする必要があります。

この 2つのインターバルは、リンクが動作していることを示すことにより、接続を維持するため
に連携して機能します。ルータがデッドインターバル内にネイバーから helloパケットを受信し
ない場合、ルータはこのネイバーがダウンしていると判定します。

OSPF fast hello パケット
OSPF fast helloパケットとは、1秒よりも短いインターバルで送信される helloパケットのことで
す。fast helloパケットを理解するには、OSPF helloパケットインターバルとデッドインターバル
との関係についてあらかじめ理解しておく必要があります。「OSPF Helloインターバルおよび
dead間隔, （284ページ）」の項を参照してください。

OSPF fast helloパケットは、ip ospf dead-intervalコマンドで設定されます。dead間隔は 1秒に設
定され、hello-multiplierの値は、その 1秒間に送信する helloパケット数に設定されるため、1秒
未満の「fast」helloパケットになります。

インターフェイスで fast helloパケットが設定されている場合、このインターフェイスから送出さ
れる helloパケットでアドバタイズされる hello間隔は 0に設定されます。このインターフェイス
経由で受信した helloパケットの hello間隔は無視されます。

デッドインターバルは、1つのセグメント上で一貫している必要があり、1秒に設定するか（fast
helloパケットの場合）、他の任意の値を設定します。デッドインターバル内に少なくとも 1つの
helloパケットが送信される限り、hello multiplierがセグメント全体で同じである必要はありませ
ん。
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OSPF fast hello パケットの利点
fast helloパケットに対する OSPFのサポート機能を利用すると、ネットワークがこの機能を使用
しない場合よりも、短い時間で統合されます。この機能によって、失われたネイバーを 1秒以内
に検出できるようになります。この機能は、ネイバーの損失がOpenSystem Interconnection（OSI）
物理層またはデータリンク層で検出されないことがあっても、特にLANセグメントで有効です。

OSPF fast hello パケットの設定方法

OSPF fast hello パケットの設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. ipospfdead-intervalminimalhello-multipliermultiplier
5. end
6. showipospfinterface[interface-typeinterface-number]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードなど、高位の権限レベルをイネー
ブルにします。

イネーブル化

例：

Router> enable

ステップ 1   

パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Router(config)# interface gigabitethernet 0/0/1

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

少なくとも 1個の helloパケットの受信が必要なイン
ターバルを設定します。受信されなければ、ネイバー

がダウンしていると判断されます。

ipospfdead-intervalminimalhello-multipliermultiplier

例：

Router(config-if)# ip ospf dead-interval minimal
hello-multiplier 5

ステップ 4   

•ここでは、minimalキーワードおよび
hello-multiplierキーワードと値を指定すること
により、fast helloパケットに対する OSPFのサ
ポートがイネーブルになっています。multiplier
キーワードが 5に設定されているため、helloパ
ケットが毎秒 5回送信されます。

（任意）コンフィギュレーションコマンドを実行コ

ンフィギュレーションファイルに保存し、コンフィ

end

例：

Router(config-if)# end

ステップ 5   

ギュレーションモードを終了して特権 EXECモード
に戻ります。

•コンフィギュレーションモードの終了と、設定
ファイルへの設定内容の保存の用意ができたら

このコマンドを使用してください。

（任意）OSPF関連のインターフェイス情報を表示し
ます。

showipospfinterface[interface-typeinterface-number]

例：

Router# show ip ospf interface gigabitethernet
0/0/1

ステップ 6   

• OSPF fast helloパケットを確認する関連フィール
ドについては、次の表の出力例を参照してくだ

さい。

例

この出力例では、fast helloパケットに対する OSPFのサポートが設定されているかを確認できま
す。「Timer intervals configured」で始まる行では、helloインターバルは 200ミリ秒、デッドイン
ターバルは 1秒で、次の helloパケットの発生期限は 76ミリ秒です。

Router# show ip ospf interface gigabitethernet 0/0/1
GigabitEthernet0/0/1 is up, line protocol is up
Internet Address 172.16.1.2/24, Area 0
Process ID 1, Router ID 172.17.0.2, Network Type BROADCAST, Cost:1
Transmit Delay is 1 sec, State DR, Priority 1
Designated Router (ID) 172.17.0.2, Interface address 172.16.1.2
Backup Designated router (ID) 172.16.0.1, Interface address 172.16.1.1
Timer intervals configured, Hello 200 msec, Dead 1, Wait 1, Retransmit 5
Hello due in 76 msec

Index 2/2, flood queue length 0
Next 0x0(0)/0x0(0)
Last flood scan length is 2, maximum is 3
Last flood scan time is 0 msec, maximum is 0 msec
Neighbor Count is 1, Adjacent neighbor count is 1
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Adjacent with neighbor 172.16.0.1 (Backup Designated Router)
Suppress hello for 0 neighbor(s)

fast hello パケットに対する OSPF のサポートの設定例

例：OSPF fast hello パケット
次に、OSPF fast helloパケットを設定する例を示します。デッドインターバルは1秒に設定され、
毎秒 5個の helloパケットが送信されます。

interface gigabitethernet 0/0/1
ip ospf dead-interval minimal hello-multiplier 5

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6アドレッシングと接続

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

Configuring OSPFモジュールOSPFv3外部パスプリファレンスオプション

標準および RFC

Title標準/RFC

IPv6の RFCIPv6に関する RFC
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MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

fast hello パケットに対する OSPF のサポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 28：fast hello パケットに対する OSPF のサポートの機能情報

機能情報リリース機能名

fast helloパケットに対する
OSPFのサポートには、1秒未
満のインターバルで helloパ
ケットの送信を設定する方法が

用意されています。このような

設定により、Open Shortest Path
First（OSPF）ネットワークで
の統合がより迅速になります。

Cisco IOS XE Release 2.1fast helloパケットに対する
OSPFのサポート
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第 26 章

OSPF のインクリメンタル SPF

Open Shortest Path First（OSPF）プロトコルは、Shortest Path First（SPF）ルートを計算するイン
クリメンタル SPFアルゴリズムを使用するように設定できます。インクリメンタル SPFは、フ
ル SPFアルゴリズムよりも効率的で、ネットワークイベントに対応する新しいルーティングト
ポロジで、OSPFをより速くコンバージすることができます。

• 機能情報の確認, 291 ページ

• OSPFのインクリメンタル SPFの前提条件, 292 ページ

• OSPFのインクリメンタル SPFについて, 292 ページ

• OSPFのインクリメンタル SPFをイネーブルにする方法, 292 ページ

• OSPFのインクリメンタル SPFの設定例, 293 ページ

• その他の参考資料, 293 ページ

• OSPFのインクリメンタル SPFの機能情報, 295 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPF のインクリメンタル SPF の前提条件
ご使用のネットワークで OSPFが設定されていることが前提になります。

OSPF のインクリメンタル SPF について
OSPFは最短パスツリー（SPT）の計算に、ダイクストラの SPFアルゴリズムを使用します。SPT
の計算中に、各ノードまでの最短パスが検出されます。トポロジツリーは、ルーティングテーブ

ルに IPネットワークへのルートを入力するために使用されます。タイプ 1またはタイプ 2リンク
ステートアドバタイズメント（LSA）に対する変更がエリア内で発生すると、すべての SPTが再
計算されます。多くの場合は、ほとんどのツリーが変更されないため、SPT全体を計算する必要
はありません。インクリメンタル SPFを使用すると、システムはツリー中の影響を受ける部分だ
けを再計算できます。ツリー全体でなく、ツリーの一部だけを再計算すると、OSPFコンバージェ
ンスが高速になり、CPUリソースが節約されます。ルータ自身を計算しているときにタイプ 1ま
たはタイプ 2の LSAが変更されると、フル SPTが実行されることに注意してください。

インクリメンタル SPFは、フル SPFと同様にスケジューリングされます。インクリメンタル SPF
をイネーブルにされたルータ、およびインクリメンタルSPFをイネーブルにされてないルータは、
同じインターネットワークで機能できます。

OSPF のインクリメンタル SPF をイネーブルにする方法

インクリメンタル SPF のイネーブル化

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfprocess-id
4. ispf
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングプロセスを設定します。routerospfprocess-id

例：

Router(config)# router ospf 1

ステップ 3   

インクリメンタル SPFをイネーブルにします。ispf

例：

Router(config-router)# ispf

ステップ 4   

ルータコンフィギュレーションモードを終了しま

す。

end

例：

Router(config-router)# end

ステップ 5   

OSPF のインクリメンタル SPF の設定例

例：インクリメンタル SPF
この例では、インクリメンタル SPFをイネーブルにします。

router ospf 1
ispf

その他の参考資料
ここでは、OSPFのインクリメンタル SPFに関する参考資料を紹介します。
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関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

『Configuring OSPF』『Configuring OSPF』

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』『Cisco IOS Master Command List, All Releases』

標準

Title規格

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XE
Release、およびフィーチャセットのMIBを検
索してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

TitleRFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。
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シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

OSPF のインクリメンタル SPF の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 29：OSPF のインクリメンタル SPF の機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFは、Shortest Path First
（SPF）ルートを計算するイン
クリメンタルSPFアルゴリズム
を使用するように設定できま

す。インクリメンタルSPFは、
フルSPFアルゴリズムよりも効
率的で、ネットワークイベン

トに対応する新しいルーティン

グトポロジで、OSPFをより速
くコンバージすることができま

す。

次に示すコマンドは、この章に

記載されている機能において、

新たに導入または変更されたも

のです。

• ispf

Cisco IOS XE Release 2.1OSPFのインクリメンタル SPF

   IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
296

OSPF のインクリメンタル SPF
OSPF のインクリメンタル SPF の機能情報



第 27 章

OSPF のルート再配布数の制限

Open Shortest Path First（OSPF）は、別のプロトコルまたは別のOSPFプロセスからOSPF内に再
配布できるプレフィックスの最大数をユーザが定義する機能をサポートします。こうした制限に

より、ルータが大量のルートの再配布でフラッディングを起こすことを回避できます。

• 機能情報の確認, 297 ページ

• OSPFのルート再配布数制限の前提条件, 298 ページ

• OSPFのルート再配布数制限について, 298 ページ

• OSPFのルート再配布数を制限する方法, 298 ページ

• OSPFのルート再配布数制限の設定例, 302 ページ

• その他の参考資料, 302 ページ

• OSPFのルート再配布数制限の機能情報, 304 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPF のルート再配布数制限の前提条件
ご使用のネットワークに OSPFと、再配布する別のプロトコルまたは OSPFプロセスが設定され
ていることが前提になります。

OSPF のルート再配布数制限について
Border Gateway Protocol（BGP）の OSPFへの再配布で大量の IPルートが OSPFに送信されると、
ネットワークで深刻なフラッディング状態になるおそれがあります。ルートの再配布数を制限す

ると、この潜在的な問題を回避できます。

OSPFは、ルーティング可能でないアドレス（たとえば、0.0.0.0/7）からのパケットを受信し、受
け入れることができます。

OSPF のルート再配布数を制限する方法
ここでは次の手順について説明します。これらは相互に排他的です。プレフィックスの再配布数

を制限すると同時に、警告を発生することはできません。

再配布されるルート数の制限

プレフィックスの再配布数を制限すると同時に、警告を発生することはできません。（注）

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfprocess-id
4. redistributeprotocol[process-id | as-number] [metric metric-value] [metric-type type-value]

[match{internal| external 1| external 2}][tag tag-value] [route-map map-tag] [subnets]
5. redistributemaximum-prefixmaximum[threshold]
6. end
7. showipospf[process-id]
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングプロセスを設定します。routerospfprocess-id

例：

Router(config)# router ospf 1

ステップ 3   

ルートを 1つのルーティングドメインから他のルー
ティングドメインに再配布します。

redistributeprotocol[process-id | as-number]
[metric metric-value] [metric-type type-value]
[match{internal| external 1| external 2}][tag
tag-value] [route-map map-tag] [subnets]

ステップ 4   

例：

Router(config-router)# redistribute eigrp
10

OSPFへの再配布が許可される IPプレフィックスの最
大数を設定します。

redistributemaximum-prefixmaximum[threshold]

例：

Router(config-router)# redistribute
maximum-prefix 100 80

ステップ 5   

•引数 maximumのデフォルト値はありません。

• threshold値はデフォルトで 75%に設定されてい
ます。

warning-onlyキーワードをこのコマンドで設
定すると、再配布数の制限は設定されませ

ん。警告メッセージのログが記録されるだけ

です。

（注）

ルータコンフィギュレーションモードを終了します。end

例：

Router(config-router)# end

ステップ 6   
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目的コマンドまたはアクション

（任意）OSPFルーティングプロセスに関する一般情
報を表示します。

showipospf[process-id]

例：

Router# show ip ospf 1

ステップ 7   

•再配布の制限が設定されていると、出力にはプレ
フィックスの再配布数の最大制限値と、警告メッ

セージが生成されるしきい値が含まれます。

OSPF へのルートの再配布数に関する警告の要求

プレフィックスの再配布数を制限すると同時に、警告を発生することはできません。（注）

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfprocess-id
4. redistributeprotocol[process-id | as-number] [metric metric-value] [metric-type type-value]

[match{internal| external 1| external 2}][tag tag-value] [route-map map-tag] [subnets]
5. redistributemaximum-prefixmaximum[threshold] warning-only
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

OSPFルーティングプロセスを設定します。routerospfprocess-id

例：

Router(config)# router ospf 1

ステップ 3   

ルートを 1つのルーティングドメインから他のルー
ティングドメインに再配布します。

redistributeprotocol[process-id | as-number]
[metric metric-value] [metric-type type-value]
[match{internal| external 1| external 2}][tag
tag-value] [route-map map-tag] [subnets]

ステップ 4   

例：

Router(config-router)# redistribute eigrp
10

IPプレフィックスの最大数が OSPF内に再配布された
ときに警告メッセージのログが記録されます。

redistributemaximum-prefixmaximum[threshold]
warning-only

例：

Router(config-router)# redistribute
maximum-prefix 1000 80 warning-only

ステップ 5   

• warning-onlyキーワードが含まれているため、
OSPFへのプレフィックスの再配布数に制限は設
定されません。

•引数 maximumのデフォルト値はありません。

• threshold値はデフォルトで 75%に設定されていま
す。

•ここでは、1000の 80%（800個のルート再配布）
で警告する場合と、1000個のルート再配布で警告
する場合の、2つの例について説明します。

ルータコンフィギュレーションモードを終了します。end

例：

Router(config-router)# end

ステップ 6   

IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
301

OSPF のルート再配布数の制限
OSPF へのルートの再配布数に関する警告の要求



OSPF のルート再配布数制限の設定例

例：OSPF のルート再配布数の制限
次の例で、OSPFプロセス 1に再配布できるプレフィックスの最大数を 1200に設定する方法を示
します。再配布されたプレフィックス数が 1200の 80%（960個のプレフィックス）に達すると、
警告メッセージのログが記録されます。制限に達すると、もう 1種類の警告ログが記録され、こ
れ以降、プレフィックスは再配布されなくなります。

router ospf 1
router-id 10.0.0.1
domain-id 5.6.7.8
log-adjacency-changes
timers lsa-interval 2
network 10.0.0.1 0.0.0.0 area 0
network 10.1.5.1 0.0.0.0 area 0
network 10.2.2.1 0.0.0.0 area 0
redistribute static subnets
redistribute maximum-prefix 1200 80

例：ルートの再配布数に関する警告の要求

ここでは、プレフィックスの再配布数が600の85%（510個のプレフィックス）に達した場合と、
ルートの再配布数が 600に達した場合に出される警告メッセージについて説明します。ただし、
再配布されるルート数は制限されません。

router ospf 1
network 10.0.0.0 0.0.0.255 area 0
redistribute eigrp 10 subnets
redistribute maximum-prefix 600 85 warning-only

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

OSPFv3 Address FamiliesモジュールOSPFv3アドレスファミリ
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標準

Title標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

TitleRFC

『OSPFv3 Graceful Restart』RFC 5187

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。
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OSPF のルート再配布数制限の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 30：OSPF のルート再配布数制限の機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFは、別のプロトコルまた
は別の OSPFプロセスから
OSPF内に再配布できるプレ
フィックスの最大数をユーザが

定義する機能をサポートしま

す。こうした制限により、ルー

タが大量のルートの再配布でフ

ラッディングを起こすことを回

避できます。

次に示すコマンドは、この章に

記載されている機能において、

新たに導入または変更されたも

のです。

• redistributemaximum-prefix

• showipospf

• showipospfdatabase

Cisco IOS XE Release 2.1、Cisco
IOS XE Release 2.6

OSPFのルート再配布数の制限
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OSPFv3 高速コンバージェンス：LSA および
SPF スロットリング

Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）のリンクステートアドバタイズメント（LSA）
および最短パス優先（SPF）スロットリング機能では、ネットワークが不安定な間、OSPFv3で
のリンクステートアドバタイズメントアップデートを低速化するためのダイナミックメカニズ

ムを提供します。さらに LSAのレート制限をミリ秒単位で指定することにより、OSPFv3コン
バージェンス時間の短縮が可能になります。

• 機能情報の確認, 305 ページ

• OSPFv3高速コンバージェンスについて：LSAおよび SPFスロットリング, 306 ページ

• OSPFv3高速コンバージェンスの設定方法：LSAおよび SPFスロットリング, 306 ページ

• OSPFv3高速コンバージェンスの設定例：LSAおよび SPFスロットリング, 309 ページ

• その他の参考資料, 310 ページ

• OSPFv3高速コンバージェンス：LSAおよび SPFスロットリングの機能情報, 311 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPFv3 高速コンバージェンスについて：LSA および SPF
スロットリング

高速コンバージェンス：LSA および SPF スロットリング
OSPFv3の LSAおよび SPFスロットリング機能は、ネットワークが不安定な間、OSPFv3でのリ
ンクステートアドバタイズメントアップデートを低速化するためのダイナミックメカニズムを

提供します。さらにLSAのレート制限をミリ秒単位で指定することにより、OSPFv3コンバージェ
ンス時間の短縮が可能になります。

OSPFv3ではレート制限 SPF計算および LSA生成にスタティックタイマーを使用できます。これ
らのタイマーを設定することもできますが、使用する値は秒単位で指定するため、OSPFv3コン
バージェンスに制限が課せられます。LSAおよび SPFスロットリングは、すばやく応答できる高
度な SPFおよび LSAレート制限メカニズムを提供することにより、1秒未満単位でのコンバー
ジェンスを実現し、長引く不安定期間中にも安定性および保護を提供します。

OSPFv3 高速コンバージェンスの設定方法：LSA および
SPF スロットリング

OSPFv3 高速コンバージェンスに対する LSA および SPF タイマーの調整
この作業は、Cisco IOS Release 15.1(3)Sおよび 15.2(1)T以降のリリースで実行できます。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfv3[process-id]
4. timerslsaarrivalmilliseconds
5. timerspacingfloodmilliseconds
6. timerspacinglsa-groupseconds
7. timerspacingretransmissionmilliseconds

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IPv4または IPv6アドレスファミリのOSPFv3ルータ
コンフィギュレーションモードをイネーブルにしま

す。

routerospfv3[process-id]

例：

Device(config)# router ospfv3 1

ステップ 3   

ソフトウェアが OSPFv3ネイバーから同じ LSAを受
け入れる最小間隔を設定します。

timerslsaarrivalmilliseconds

例：

Device(config-rtr)# timers lsa arrival
300

ステップ 4   

LSAフラッドパケットペーシングを設定します。timerspacingfloodmilliseconds

例：

Device(config-rtr)# timers pacing flood
30

ステップ 5   

OSPFv3 LSAを収集してグループ化し、リフレッ
シュ、チェックサム、またはエージングを行う間隔

を変更します。

timerspacinglsa-groupseconds

例：

Device(config-router)# timers pacing
lsa-group 300

ステップ 6   

IPv4 OSPFv3での LSA再送信パケットペーシングを
設定します。

timerspacingretransmissionmilliseconds

例：

Device(config-router)# timers pacing
retransmission 100

ステップ 7   
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OSPFv3 高速コンバージェンスに対する LSA および SPF スロットリング
の設定

この作業は、Cisco IOS Release 15.1(3)Sおよび 15.2(1)Tよりも前のリリースで実行できます。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. ipv6routerospfprocess-id
4. timersthrottlespfspf-startspf-holdspf-max-wait
5. timersthrottlelsastart-intervalhold-intervalmax-interval
6. timerslsaarrivalmilliseconds
7. timerspacingfloodmilliseconds

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFv3ルータコンフィギュレーションモー
ドをイネーブルにします。

ipv6routerospfprocess-id

例：

Device(config)# ipv6 router ospf 1

ステップ 3   

SPFスロットリングをオンにします。timersthrottlespfspf-startspf-holdspf-max-wait

例：

Device(config-rtr)# timers throttle spf 200 200
200

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

OSPFv3LSA生成に対するレート制限値を設定
します。

timersthrottlelsastart-intervalhold-intervalmax-interval

例：

Device(config-rtr)# timers throttle lsa 300 300
300

ステップ 5   

ソフトウェアがOSPFv3ネイバーから同じLSA
を受け入れる最小間隔を設定します。

timerslsaarrivalmilliseconds

例：

Device(config-rtr)# timers lsa arrival 300

ステップ 6   

LSAフラッドパケットペーシングを設定しま
す。

timerspacingfloodmilliseconds

例：

Device(config-rtr)# timers pacing flood 30

ステップ 7   

OSPFv3 高速コンバージェンスの設定例：LSA および SPF
スロットリング

OSPFv3 高速コンバージェンスに対する LSA および SPF スロットリング
の設定例

次に、SPFおよび LSAスロットリングタイマーの設定値を表示する例を示します。

Device# show ipv6 ospf

Routing Process "ospfv3 1" with ID 10.9.4.1
Event-log enabled, Maximum number of events: 1000, Mode: cyclic
It is an autonomous system boundary router
Redistributing External Routes from,

ospf 2
Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Minimum LSA interval 5 secs
Minimum LSA arrival 1000 msecs
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6アドレッシングと接続

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6機能

OSPF Link-State Advertisement
Throttlingモジュール

OSPFv3高速コンバージェンス：LSAおよび SPFスロットリン
グ

標準および RFC

Title標準/RFC

IPv6の RFCIPv6に関する RFC

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs
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シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

OSPFv3 高速コンバージェンス：LSA および SPF スロット
リングの機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 31：OSPFv3 高速コンバージェンス：LSA および SPF スロットリングの機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFv3の LSAおよび SPFス
ロットリング機能は、ネット

ワークが不安定な間、OSPFv3
でのリンクステートアドバタ

イズメントアップデートを低

速化するためのダイナミック

メカニズムを提供します。

Cisco IOS XE Release 2.1OSPFv3高速コンバージェン
ス：LSAおよび SPFスロット
リング
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第 29 章

OSPFv3 Max-Metric ルータ LSA

Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）Max-Metricルータリンクステートアドバタイズ
メント（LSA）機能により、OSPFv3はローカルで生成されたルータLSAを最大メトリックでア
ドバタイズできるようになります。この機能を使用するとOSPFv3プロセスはデバイスを通過す
る中継トラフィックをコンバージできるようになりますが、より適切な代替パスが存在する場合

は、中継トラフィックを引き込むことはできません。

• 機能情報の確認, 313 ページ

• OSPFv3 Max-Metricルータ LSAについて, 314 ページ

• OSPFv3 Max-Metricルータ LSAの設定方法, 314 ページ

• OSPFv3 Max-Metricルータ LSAの設定例, 316 ページ

• OSPFノンストップルーティングに関する追加情報, 316 ページ

• OSPFv3 Max-Metricルータ LSAの機能情報, 317 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPFv3 Max-Metric ルータ LSA について

OSPFv3 Max-Metric ルータ LSA
OSPFv3 Max-Metricルータ LSA機能により、OSPFv3はローカルで生成されたルータ LSAを最大
メトリックでアドバタイズできるようになります。この機能を使用すると OSPFv3プロセスはデ
バイスを通過する中継トラフィックをコンバージできるようになりますが、より適切な代替パス

が存在する場合は、中継トラフィックを引き込むことはできません。指定したタイムアウトまた

は Border Gateway Protocol（BGP）からの通知の後、OSPFv3は通常のメトリックで LSAをアドバ
タイズします。

Max-Metric LSA制御では、LSAアドバタイズメントの使用によりOSPFv3ルータがスタブルータ
ロールになります。スタブルータは、直接接続されたリンクを宛先とするパケットのみを転送し

ます。OSPFv3ネットワークでは、デバイスが接続しているリンクに対して大きなメトリックをア
ドバタイズすると、このデバイスを通るパスのコストは代替パスのコストよりも大きくなり、こ

のデバイスはスタブルータになる場合があります。OSPFv3スタブルータアドバタイズメントを
使用すると、デバイスは、ルータLSA内の接続しているリンクに対して無限メトリック（0xFFFF）
をアドバタイズできます。また、リンクがスタブネットワークの場合は、通常のインターフェイ

スコストをアドバタイズします。

OSPFv3 Max-Metric ルータ LSA の設定方法

OSPFv3 Max-Metric ルータ LSA の設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfv3process-id
4. address-family ipv6 unicast
5. max-metricrouter-lsa [external-lsa[max-metric-value]] [include-stub] [inter-area-lsas[max-metric-value]]

[on-startup{seconds | wait-for-bgp}] [prefix-lsa] [stub-prefix-lsa[max-metric-value]]
[summary-lsa[max-metric-value]]

6. end
7. showospfv3[process-id]max-metric
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFv3ルータコンフィギュレーションモードをイ
ネーブルにします。

routerospfv3process-id

例：

Device(config)# router ospfv3 1

ステップ 3   

IPv6アドレスファミリの OSPFv3プロセスのイン
スタンスを設定します。

address-family ipv6 unicast

例：

Device(config)# address-family ipv6 unicast

ステップ 4   

OSPFv3プロトコルを実行するデバイスが最大メト
リックをアドバタイズするように設定して、他のデ

max-metricrouter-lsa
[external-lsa[max-metric-value]] [include-stub]
[inter-area-lsas[max-metric-value]]

ステップ 5   

バイスがそのデバイスをSPF計算で中継ホップとし
て優先しないようにします。

[on-startup{seconds | wait-for-bgp}] [prefix-lsa]
[stub-prefix-lsa[max-metric-value]]
[summary-lsa[max-metric-value]]

例：

Device(config-router-af)# max-metric
router-lsa on-startup wait-for-bgp

アドレスファミリコンフィギュレーションモード

を終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-router-af)# end

ステップ 6   

OSPFv3最大メトリックの起点情報を表示します。showospfv3[process-id]max-metric

例：

Device# show ospfv3 1 max-metric

ステップ 7   
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OSPFv3 Max-Metric ルータ LSA の設定例

例：OSPFv3 Max-Metric ルータ LSA の確認
Router# show ipv6 ospf max-metric

OSPFv3 Router with ID (192.1.1.1) (Process ID 1)

Start time: 00:00:05.886, Time elapsed: 3d02h
Originating router-LSAs with maximum metric

Condition: always, State: active

OSPF ノンストップルーティングに関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

『Cisco IOSHigh Availability ConfigurationGuide』
の Configuring NSF-OSPFモジュール

IETF NSFまたは Cisco NSFの設定

標準および RFC

Title標準/RFC

『OSPF Version 2』RFC 2328

『Graceful OSPF Restart』RFC 3623
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シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

OSPFv3 Max-Metric ルータ LSA の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 32：OSPFv3 Max-Metric ルータ LSA の機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFv3Max-Metricルータ LSA
機能により、OSPFはローカル
で生成されたルータ LSAを最
大メトリックでアドバタイズで

きるようになります。

次のコマンドが導入または変更

されました。max-metric
router-lsa、show ipv6 ospf
max-metric、show ospfv3
max-metric

Cisco IOS XE Release 3.4SOSPFv3Max-Metricルータ LSA
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第 30 章

OSPF リンクステートアドバタイズメント
スロットリング

OSPFリンクステートアドバタイズメントスロットリング機能では、ネットワークが不安定に
なっているときに、OpenShortestPathFirst（OSPF）のリンクステートアドバタイズメント（LSA）
更新を抑制する、動的なメカニズムが得られます。さらに LSAのレート制限をミリ秒単位で指
定することにより、OSPFコンバージェンス時間の短縮が可能になります。

• 機能情報の確認, 319 ページ

• OSPF LSAスロットリングの前提条件, 320 ページ

• OSPF LSAスロットリングについて, 320 ページ

• OSPF LSAスロットリングのカスタマイズ方法, 321 ページ

• OSPF LSAスロットリングの設定例, 326 ページ

• その他の参考資料, 326 ページ

• OSPFリンクステートアドバタイズメントスロットリングの機能情報, 327 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPF LSA スロットリングの前提条件
ご使用のネットワークで OSPFが設定されていることが前提になります。

OSPF LSA スロットリングについて

OSPF LSA スロットリングの利点
OSPF LSAスロットリング機能が実装される以前は、LSAの生成が 5秒間にレート制限されてい
ました。LSAでの変更をミリ秒単位では伝播できないため、OSPFネットワークでミリ秒単位の
コンバージェンスが不可能でした。

OSPFLSAスロットリング機能はデフォルトでイネーブルになっていて、OSPFコンバージェンス
時間をより短く（ミリ秒単位に）できます。この機能はカスタマイズできます。1つのコマンド
が LSAの生成（送信）を制御し、もう 1つのコマンドが受信間隔を制御します。この機能では、
ネットワークが不安定になっている間、OSPFの LSAの更新頻度をダイナミックに制限すること
ができます。

OSPF LSA スロットリングの動作
timers throttle lsa allコマンドが LSAの生成（送信）を制御します。最初の LSAは、OSPFトポロ
ジが変更されるとすぐに必ず生成され、次の LSAの生成は最小開始間隔で制御されます。同じ
LSAに対してこの後生成される LSAは、最大間隔に達するまでレート制限されます。「同じ
LSA」とは、同じ LSA ID番号、LSAタイプ、およびアドバタイズルータ IDを含む LSAインス
タンスを意味します。

timers lsa arrivalコマンドは、同じ LSAを受信する最小間隔を制御します。同じ LSAのインスタ
ンスが、設定されている間隔が経過する前に到着した場合、そのLSAはドロップされます。到着
間隔は、timers throttle lsa allコマンドのホールド時間間隔以内にすることを推奨します。
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OSPF LSA スロットリングのカスタマイズ方法

OSPF LSA スロットリングのカスタマイズ

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfprocess-id
4. timersthrottlelsaallstart-intervalhold-intervalmax-interval
5. timerslsaarrivalmilliseconds
6. end
7. showipospftimersrate-limit
8. showipospf

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングプロセスを設定します。routerospfprocess-id

例：

Router(config)# router ospf 1

ステップ 3   

（任意）LSAの生成に対するレート制限値（ミ
リ秒）を設定します。

timersthrottlelsaallstart-intervalhold-intervalmax-interval

例：

Router(config-router)# timers throttle lsa all 100
10000 45000

ステップ 4   

•デフォルト値は次のとおりです。

• start-intervalは 0ミリ秒です

• hold-intervalは 5000ミリ秒です
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目的コマンドまたはアクション

• max-intervalは 5000ミリ秒です

（任意）同じLSAを受信するインスタンス間の
最小間隔（ミリ秒）を設定します。

timerslsaarrivalmilliseconds

例：

Router(config-router)# timers lsa arrival 2000

ステップ 5   

•デフォルト値は 1000ミリ秒です。

• LSA到着タイマーの milliseconds値は、
timers throttle lsa allコマンドのネイバーの
hold-interval値以下にすることを推奨しま
す。

ルータコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

end

例：

Router(config-router)# end

ステップ 6   

（任意）レート制限キューにある（生成中の）

LSAのリストを表示します。
showipospftimersrate-limit

例：

Router# show ip ospf timers rate-limit

ステップ 7   

•この例ではキューに2つのLSAが入ってい
ます。各 LSAは LSA ID番号、（LSAの）
タイプ、アドバタイジングルータ ID、お

例： よび LSAが生成されるまでの時間を「時
間：分：秒（ミリ秒）」で示したもので識

別されます。

例：

LSAID: 10.1.1.1 Type: 1 Adv Rtr: 172.16.2.2 Due
in: 00:00:00.028

例：

LSAID: 192.168.4.1 Type: 3 Adv Rtr: 172.17.2.2
Due in: 00:00:00.028

（任意）OSPFに関する情報を表示します。showipospf

例：

Router# show ip ospf

ステップ 8   

•初期スロットル遅延、LSAスロットルの最
小保留時間、およびLSAスロットルの最大
遅延時間を指定する出力行に、LSAスロッ
トリング値が示されます。

例：
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目的コマンドまたはアクション

例：

Routing Process "ospf 4" with ID 10.10.24.4

例：

Supports only single TOS(TOS0) routes

例：

Supports opaque LSA

例：

Supports Link-local Signaling (LLS)

例：

Initial SPF schedule delay 5000 msecs

例：

Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000
msecs

例：

Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000
msecs

例：

Incremental-SPF disabled

例：

Initial LSA throttle delay 100 msecs

例：

Minimum hold time for LSA throttle 10000 msecs

例：

Maximum wait time for LSA throttle 45000 msecs
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目的コマンドまたはアクション

例：

Minimum LSA arrival 1000 msecs

例：

LSA group pacing timer 240 secs

例：

Interface flood pacing timer 33 msecs

例：

Retransmission pacing timer 66 msecs

例：

Number of external LSA 0. Checksum Sum 0x0

例：

Number of opaque AS LSA 0. Checksum Sum 0x0

例：

Number of DCbitless external and opaque AS LSA 0

例：

Number of DoNotAge external and opaque AS LSA 0

例：

Number of areas in this router is 1. 1 normal 0
stub 0 nssa

例：

External flood list length 0

例：

Area 24
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目的コマンドまたはアクション

例：

Number of interfaces in this area is 2

例：

Area has no authentication

例：

SPF algorithm last executed 04:28:18.396 ago

例：

SPF algorithm executed 8 times

例：

Area ranges are

例：

Number of LSA 4. Checksum Sum 0x23EB9

例：

Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum
0x0

例：

Number of DCbitless LSA 0

例：

Number of indication LSA 0

例：

Number of DoNotAge LSA 0

例：

Flood list length 0
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OSPF LSA スロットリングの設定例

例：OSPF LSA スロットリング
この例では、OSPF LSAスロットリングをカスタマイズして、開始間隔が 200ミリ秒、ホールド
間隔が 10,000ミリ秒、最大間隔が 45,000ミリ秒になるようにしています。同じ LSAを受信する
インスタンス間の最小間隔は 2000ミリ秒です。

router ospf 1
log-adjacency-changes
timers throttle lsa all 200 10000 45000
timers lsa arrival 2000
network 10.10.4.0 0.0.0.255 area 24
network 10.10.24.0 0.0.0.255 area 24

その他の参考資料
ここでは、OSPF LSAスロットリングに関する参考資料を紹介します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

『Configuring OSPF』『Configuring OSPF』

OSPFv3 Fast Convergence: LSA and SPF Throttling
モジュール

OSPFv3高速コンバージェンス：LSAおよびSPF
スロットリング

OSPFv3 Max-Metric Router LSAモジュールOSPFv3 Max-Metricルータ LSA

標準

Title規格

--なし
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MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XE
Release、およびフィーチャセットのMIBを検
索してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

TitleRFC

--なし

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

OSPF リンクステートアドバタイズメントスロットリン
グの機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 33：OSPF リンクステートアドバタイズメントスロットリングの機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFリンクステートアドバタ
イズメントスロットリング機

能では、ネットワークが不安定

になっているときに、OSPFの
リンクステートアドバタイズ

メント（LSA）更新を抑制す
る、動的なメカニズムが得られ

ます。さらに LSAのレート制
限をミリ秒単位で指定すること

により、OSPFコンバージェン
ス時間の短縮が可能になりま

す。

次に示すコマンドは、この章に

記載されている機能において、

新たに導入または変更されたも

のです。

• debugipospfdatabase-timerrate-limit

• showipospf

• showipospftimersrate-limit

• timerslsaarrival

• timersthrottlelsaall

Cisco IOS XE Release 2.1、Cisco
IOS XE Release 2.6

OSPFリンクステートアドバタ
イズメントスロットリング
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第 31 章

PE ルータごとに無制限なソフトウェア VRF
の OSPF サポート

マルチプロトコルラベルスイッチング -バーチャルプライベートネットワーク（MPLS-VPN）
の展開で、OSPFを実行するように設定するには、VPNルーティングおよび転送（VRF）インス
タンスごとに個別の Open Shortest Path First（OSPF）プロセスが必要です。プロバイダーエッジ
（PE）ルータごとに無制限のソフトウェア VRFを OSPFがサポートする機能によって、OSPF
VPNの 32プロセス制限が排除され、OSPF VPNのスケーラビリティに関する問題を解決できま
す。

• 機能情報の確認, 329 ページ

• PEルータごとに無制限なソフトウェア VRFの OSPFサポートの前提条件, 330 ページ

• PEルータごとに無制限なソフトウェア VRFの OSPFサポートの制約事項, 330 ページ

• PEルータごとに無制限なソフトウェア VRFの OSPFサポートについて, 330 ページ

• PEルータごとに無制限のソフトウェア VRFを OSPFがサポートする設定方法, 331 ページ

• PEルータごとの無制限のソフトウェア VRFに対する OSPFサポートの設定例, 332 ページ

• その他の参考資料, 333 ページ

• PEルータごとの無制限のソフトウェア VRFに対する OSPFサポートの機能情報, 335 ペー
ジ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

PE ルータごとに無制限なソフトウェア VRF の OSPF サポー
トの前提条件

ご使用のネットワークで OSPFが設定されている必要があります。

PE ルータごとに無制限なソフトウェア VRF の OSPF サポー
トの制約事項

1つの VRFでサポートできるのは 32プロセスだけです。VRFプロセス間での相互の制限はあり
ません。

PE ルータごとに無制限なソフトウェア VRF の OSPF サポー
トについて

Cisco IOSリリース 12.3(4)Tおよび 12.0(27)S以前は、OSPFによって VPNルートを受信する VRF
ごとに、個別のOSPFが必要でした。VPNを導入すると、MPLSプロバイダーエッジ（PE）ルー
タは、VPN配布用にマルチプロトコルボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）、PE-P接続用
に Interior Gateway Protocol（IGP）を実行します。OSPFは、カスタマーエッジ（CE）ルータと
PEルータの間の IGPとして一般的に使用されます。OSPFには 32プロセスの制限があるため、
VPN導入においてスケーラブルではありません。デフォルトでは、接続されたルート用に 1つの
プロセスが使用され、スタティックルート用にまた別のプロセスが使用されます。このため、

VRF用に作成できるのは 28プロセスだけです。

プロバイダーエッジルータごとに無制限のソフトウェア VRFを OSPFがサポートする機能を使
用すると、プラットフォームと、そのプラットフォームで実行中のアプリケーション、プロセス、

およびプロトコルに応じて、約 300～ 10,000の VRFを作成できます。
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PE ルータごとに無制限のソフトウェア VRF を OSPF がサ
ポートする設定方法

PE ルータごとの無制限のソフトウェア VRF の設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. ipvrfvpn-name
4. exit
5. routerospfprocess-id [vrf vpn-name]
6. end
7. showipospf [process-id]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

VPNルーティング/転送（VRF）インスタンスを定義し、
VRFコンフィギュレーションモードを開始します。

ipvrfvpn-name

例：

Router(config)# ip vrf crf-1

ステップ 3   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。exit

例：

Router(config-vrf)# exit

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

OSPFルーティングをイネーブルにします。routerospfprocess-id [vrf vpn-name]

例：

Router(config)# router ospf 1 vrf
crf-1

ステップ 5   

• process-id引数は OSPFプロセスを示します。

•ステップ 3ですでに定義した VPNを識別するには、
vrfキーワードおよび vpn-name引数を使用します。

これで、OSPF VRFプロセスを必要な数だけ設定
できます。必要に応じてステップ 3～ 5を繰り返
します。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Router(config-router)# end

ステップ 6   

OSPFルーティングプロセスに関する一般情報を表示しま
す。

showipospf [process-id]

例：

Router# show ip ospf 1

ステップ 7   

PE ルータごとの無制限のソフトウェア VRF に対する OSPF
サポートの設定例

例：PE ルータごとの無制限のソフトウェア VRF に対する OSPF サポー
トの設定

次の例は、router ospfコマンドを使用して、first、second、および thirdという名前の各 VRFに、
OSPF VRFプロセスを設定する、基本的な OSPF設定を示しています。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# ip vrf first
Router(config-vrf)# exit
Router(config)# ip vrf second
Router(config-vrf)# exit
Router(config)# ip vrf third
Router(config-vrf)# exit
Router(config)# router ospf 12 vrf first
Router(config-router)# exit
Router(config)# router ospf 13 vrf second
Router(config-router)# exit
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Router(config)# router ospf 14 vrf third
Router(config)# end

例：PE ルータごとの無制限のソフトウェア VRF に対する OSPF サポー
トの確認

次の例は、firstという名前のVRFにOSPFVRFプロセス 12が作成されたことを確認するための、
show ip ospfコマンドの出力表示を示しています。VRF firstに関連する出力を太字で示してありま
す。

Router# show ip ospf 12
main ID type 0x0005, value 0.0.0.100
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
Supports Link-local Signaling (LLS)
Supports area transit capability
Connected to MPLS VPN Superbackbone, VRF first
It is an area border router
Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Incremental-SPF disabled
Minimum LSA interval 5 secs
Minimum LSA arrival 1000 msecs
LSA group pacing timer 240 secs
Interface flood pacing timer 33 msecs
Retransmission pacing timer 66 msecs
Number of external LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of opaque AS LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless external and opaque AS LSA 0
Number of DoNotAge external and opaque AS LSA 0
Number of areas in this router is 1. 1 normal 0 stub 0 nssa
Number of areas transit capable is 0
External flood list length 0

Area BACKBONE(0)
Number of interfaces in this area is 1
Area has no authentication
SPF algorithm last executed 00:00:15.204 ago
SPF algorithm executed 2 times
Area ranges are
Number of LSA 1. Checksum Sum 0xD9F3
Number of opaque link LSA 0. Checksum Sum 0x0
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

その他の参考資料
ここでは、プロバイダーエッジルータごとに無制限のソフトウェア VRFを OSPFがサポートす
る機能に関する参考資料を紹介します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Configuring OSPF』『Configuring OSPF』
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標準

Title規格

--なし

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XE
Release、およびフィーチャセットのMIBを検
索してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

TitleRFC

--なし

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

   IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
334

PE ルータごとに無制限なソフトウェア VRF の OSPF サポート
その他の参考資料

http://www.cisco.com/go/mibs
http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html


PE ルータごとの無制限のソフトウェア VRF に対する OSPF
サポートの機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 34：プロバイダーエッジルータごとの無制限のソフトウェア VRF に対する OSPF サポートの機能情報

機能情報リリース機能名

マルチプロトコルラベルス

イッチング -バーチャルプライ
ベートネットワーク

（MPLS-VPN）の展開で、OSPF
を実行するように設定するに

は、VPNルーティングおよび
転送（VRF）インスタンスごと
に個別のOpen Shortest Path First
（OSPF）プロセスが必要で
す。プロバイダーエッジルー

タごとに無制限のソフトウェア

VRFをOSPFがサポートする機
能によって、OSPF VPNの 32
プロセス制限が排除され、

OSPFVPNのスケーラビリティ
に関する問題を解決できます。

Cisco IOS XE Release 2.1プロバイダーエッジルータご

とに無制限なソフトウェアVRF
の OSPFサポート
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第 32 章

OSPF エリア中継機能

OSPFエリア中継機能は、通常では仮想リンクパスを通過する必要のある転送トラフィックが、
中継エリアを介してより短時間で通過できるパスを検出する機能を、OSPFエリア境界ルータ
（ABR）に提供します。この機能により、Cisco IOSXEソフトウェアがRFC 2328、OSPFVersion
2に準拠したものとなります。

• 機能情報の確認, 337 ページ

• OSPFエリアトランジット機能について, 338 ページ

• OSPFエリアトランジット機能をディセーブルにする方法, 338 ページ

• その他の参考資料, 339 ページ

• OSPFエリア中継機能の機能情報, 340 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPF エリアトランジット機能について

OSPF エリアトランジット機能の動作
OSPFエリア中継機能はデフォルトでイネーブルになっています。RFC2328では、OSPFエリア中
継機能が、OSPFエリア自身において発信と着信のいずれでもないデータトラフィックを伝送す
るエリアの機能として定義されています。この機能により、OSPF ABRは中継エリアを介した短
いパスを検出できるようになり、最適ではない仮想リンクまたは仮想パスを使用する代わりに、

検出されたパスでトラフィックを転送できるようになります。

OSPFエリアトランジット機能の詳細については、『RFC 2328, OSPF Version 2』を参照してくだ
さい。

OSPF エリアトランジット機能をディセーブルにする方
法

エリア境界ルータでの OSPF エリア中継機能のディセーブル化

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfprocess-id [vrf vpn-name]
4. nocapabilitytransit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

OSPFルーティングをイネーブルにして、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

routerospfprocess-id [vrf vpn-name]

例：

Router(config)# router ospf 100

ステップ 3   

• process-id引数は OSPFプロセスを示します。

OSPFエリア中継機能を、ルータが処理するすべてのエ
リアでディセーブルにします。

nocapabilitytransit

例：

Router(config-router)# no capability
transit

ステップ 4   

その他の参考資料
ここでは、OSPFエリア中継機能に関する参考資料を紹介します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Configuring OSPF』『Configuring OSPF』

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』『Cisco IOS Master Command List, All Releases』

標準

Title規格

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。
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MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XE
Release、およびフィーチャセットのMIBを検
索してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

TitleRFC

『OSPF Version 2』RFC 2328

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

OSPF エリア中継機能の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 35：OSPF エリア中継機能の機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFエリア中継機能は、通常
では仮想リンクパスを通過す

る必要のある転送トラフィック

が、中継エリアを介してより短

時間で通過できるパスを検出す

る機能を、OSPFエリア境界
ルータ（ABR）に提供します。
この機能により、Cisco IOS XE
ソフトウェアが RFC 2328に準
拠したものとなります。

この機能に関連するコマンドは

次のとおりです。

• capabilitytransit

Cisco IOS XE Release 2.1OSPFエリア中継機能
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第 33 章

OSPF インターフェイス単位リンクローカル
シグナリング

OSPFインターフェイス単位リンクローカルシグナリング機能では、以前設定したグローバル
（ルータレベル）設定に関係なく、特定のインターフェイスに対するリンクローカルシグナリ

ング（LLS）をイネーブルにするか、ディセーブルにするかを選択できます。

• 機能情報の確認, 343 ページ

• OSPFインターフェイス単位リンクローカルシグナリングについて, 344 ページ

• OSPFインターフェイス単位リンクローカルシグナリングの設定方法, 344 ページ

• OSPFインターフェイス単位リンクローカルシグナリングの設定例, 346 ページ

• その他の参考資料, 347 ページ

• OSPFインターフェイス単位リンクローカルシグナリングの機能情報, 349 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPF インターフェイス単位リンクローカルシグナリン
グについて

LLSでは、追加のビットスペースを提供できるよう、既存の OSPFパケットの拡張が可能です。
追加のビットスペースによって、OSPFネイバー間のパケット交換ごとの情報がより多く指定で
きるようになります。たとえば、この機能は、OSPFノンストップフォワーディング（NSF）認
識機能で使用され、NSFを認識する宅内機器（CPE）ルータが、NSF対応ルータによるパケット
のノンストップフォワーディング実行をサポートします。

LLSは、ルータレベルでイネーブルになっていると、すべてのインターフェイスで自動的にイ
ネーブルになります。OSPFのインターフェイス単位のリンクローカルシグナリング機能により、
特定のインターフェイスに対する LLSをイネーブルにするか、ディセーブルにするか選択できま
す。ご使用のネットワーク設計によっては、インターフェイス単位で LLSをディセーブルにでき
ます。たとえば、RFC2328に準拠していない可能性のあるシスコ製以外のデバイスに接続してい
るインターフェイス上で LLSをディセーブルにすると、ネットワーク内の OSPFネイバーの形成
に関する問題を回避できます。

OSPF インターフェイス単位リンクローカルシグナリン
グの設定方法

インターフェイス単位での LLS の停止

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypeslot/port
4. ipaddressip-addressmask [secondary]
5. noipdirected-broadcast [access-list-number | extended access-list-number]
6. ipospfmessage-digest-keykey-idencryption-typemd5key
7. [no | default] ip ospf lls [disable]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェ

イスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

interfacetypeslot/port

例：

Router(config)# interface gigabitethernet 1/1/0

ステップ 3   

インターフェイスに対するプライマリ IPアドレス
またはセカンダリ IPアドレスを設定します。

ipaddressip-addressmask [secondary]

例：

Router(config-if)# ip address 10.2.145.20
255.255.255.0

ステップ 4   

インターフェイスが接続されたサブネットを宛先

とするダイレクトブロードキャストを、ブロード

キャストすることなくドロップします。

noipdirected-broadcast [access-list-number | extended
access-list-number]

例：

Router(config-if)# no ip directed-broadcast

ステップ 5   

•イーサネットインターフェイス 1/0上での IP
ダイレクトブロードキャストのフォワーディ

ングをディセーブルにします。

OSPF Message Digest 5（MD5）アルゴリズム認証
をイネーブルにします。

ipospfmessage-digest-keykey-idencryption-typemd5key

例：

Router(config-if)# ip ospf message-digest-key
100 md5 testing

ステップ 6   

グローバル（ルータレベル）の設定にかかわら

ず、インターフェイス上のLLSをディセーブルに
します。

[no | default] ip ospf lls [disable]

例：

Router(config-if)# ip ospf lls disable

ステップ 7   
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次の作業

特定のインターフェイで LLSがイネーブルになっているか、ディセーブルになっているかを確認
するには、showipospfinterfaceコマンドを使用します。表示される情報の例については、「例：
OSPFインターフェイス単位リンクローカルシグナリング機能の設定」の項を参照してください。

OSPF インターフェイス単位リンクローカルシグナリン
グの設定例

例：OSPF インターフェイス単位リンクローカルシグナリングの設定
と確認

次の例では、LLSは、ギガビットイーサネットインターフェイス 1/1/0ではイネーブルに、ギガ
ビットイーサネットインターフェイス 2/1/0でディセーブルになっています。

interface gigabitethernet1/1/0
ip address 10.2.145.2 255.255.255.0
no ip directed-broadcast
ip ospf message-digest-key 1 md5 testing
ip ospf lls
!
interface gigabitethernet2/1/0
ip address 10.1.145.2 255.255.0.0
no ip directed-broadcast
ip ospf message-digest-key 1 md5 testing
!
ip ospf lls disable
interface Ethernet3/0
ip address 10.3.145.2 255.255.255.0
no ip directed-broadcast
!
router ospf 1
log-adjacency-changes detail
area 0 authentication message-digest
redistribute connected subnets
network 10.0.0.0 0.255.255.255 area 1
network 10.2.3.0 0.0.0.255 area 1

次の例では、show ip ospf interfaceコマンドを入力して、LLSがギガビットイーサネットインター
フェイス 1/1/0でイネーブルになっていることと、ギガビットイーサネットインターフェイス
2/1/0でディセーブルになっていることを確認します。

Router# show ip ospf interface
GigabitEthernet1/1/0 is up, line protocol is up
Internet Address 10.2.145.2/24, Area 1
Process ID 1, Router ID 10.22.222.2, Network Type BROADCAST, Cost: 10
Transmit Delay is 1 sec, State BDR, Priority 1
Designated Router (ID) 10.2.2.3, Interface address 10.2.145.1
Backup Designated router (ID) 10.22.222.2, Interface address 10.2.145.2
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
oob-resync timeout 40
Hello due in 00:00:00

! Supports Link-local Signaling (LLS)
Index 1/1, flood queue length 0
Next 0x0(0)/0x0(0)
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Last flood scan length is 2, maximum is 8
Last flood scan time is 0 msec, maximum is 0 msec
Neighbor Count is 1, Adjacent neighbor count is 1
Adjacent with neighbor 10.2.2.3 (Designated Router)

Suppress hello for 0 neighbor(s)
GigabitEthernet2/1/0 is up, line protocol is up
Internet Address 10.1.145.2/16, Area 1
Process ID 1, Router ID 10.22.222.2, Network Type BROADCAST, Cost: 10
Transmit Delay is 1 sec, State BDR, Priority 1
Designated Router (ID) 10.2.2.3, Interface address 10.1.145.1
Backup Designated router (ID) 10.22.222.2, Interface address 10.1.145.2
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
oob-resync timeout 40
Hello due in 00:00:04

! Does not support Link-local Signaling (LLS)
Index 2/2, flood queue length 0
Next 0x0(0)/0x0(0)
Last flood scan length is 2, maximum is 11
Last flood scan time is 0 msec, maximum is 0 msec
Neighbor Count is 1, Adjacent neighbor count is 1
Adjacent with neighbor 45.2.2.3 (Designated Router)
Suppress hello for 0 neighbor(s)

GigabitEthernet3/1/0 is up, line protocol is up
Internet Address 10.3.145.2/24, Area 1
Process ID 1, Router ID 10.22.222.2, Network Type BROADCAST, Cost: 10
Transmit Delay is 1 sec, State BDR, Priority 1
Designated Router (ID) 10.2.2.3, Interface address 10.3.145.1
Backup Designated router (ID) 10.22.222.2, Interface address 10.3.145.2
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
oob-resync timeout 40
Hello due in 00:00:07

! Supports Link-local Signaling (LLS)
Index 3/3, flood queue length 0
Next 0x0(0)/0x0(0)
Last flood scan length is 2, maximum is 11
Last flood scan time is 0 msec, maximum is 0 msec
Neighbor Count is 1, Adjacent neighbor count is 1
Adjacent with neighbor 10.2.2.3 (Designated Router)

Suppress hello for 0 neighbor(s)

その他の参考資料
ここでは、OSPFインターフェイス単位リンクローカルシグナリング機能に関する参考資料を紹
介します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Configuring OSPF』『Configuring OSPF』

『Cisco Nonstop Forwarding』OSPF NSF Awarenessの設定

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』『Cisco IOS Master Command List, All Releases』
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標準

Title規格

--なし

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XE
Release、およびフィーチャセットのMIBを検
索してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

TitleRFC

『OSPF Version 2』RFC 2328

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。
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OSPF インターフェイス単位リンクローカルシグナリン
グの機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 36：OSPF インターフェイス単位リンクローカルシグナリングの機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFインターフェイス単位リ
ンクローカルシグナリング機

能では、以前設定したグローバ

ル（ルータレベル）設定に関

係なく、特定のインターフェイ

スに対するリンクローカルシ

グナリング（LLS）をイネーブ
ルにするか、ディセーブルにす

るかを選択できます。

次に示すコマンドは、この章に

記載されている機能において、

新たに導入または変更されたも

のです。

• ipospflls

Cisco IOS XE Release 2.1OSPFインターフェイス単位リ
ンクローカルシグナリング
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第 34 章

OSPF リンクステートデータベースオーバー
ロードの防止

OSPFリンクステートデータベースオーバーロード防止機能では、指定されたOpen Shortest Path
First（OSPF）プロセスの非自己生成のリンクステートアドバタイズメント（LSA）の数に制限
を設けることができます。OSPFドメイン内で他のルータによって生成された大量の LSAは、
ルータの CPUおよびメモリリソースを大量に消費する可能性があります。

• 機能情報の確認, 351 ページ

• OSPFリンクステートデータベースオーバーロード防止機能の前提条件, 352 ページ

• OSPFリンクステートデータベースオーバーロード防止機能について, 352 ページ

• OSPFリンクステートデータベースオーバーロード防止の設定方法, 353 ページ

• OSPFリンクステートデータベースオーバーロード防止の設定例, 355 ページ

• その他の参考資料, 356 ページ

• OSPFリンクステートデータベースオーバーロード防止の機能情報, 358 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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機能の前提条件

ご使用のネットワークで OSPFが実行されていることが前提になります。

OSPF リンクステートデータベースオーバーロード防止
機能について

OSPF リンクステートデータベースオーバーロード防止機能を使用す
る利点

OSPFリンクステートデータベースオーバーロード防止機能は、指定された OSPFプロセスの非
自己生成の LSA数を制限するためのメカニズムを OSPFレベルで提供します。ネットワーク内の
他のルータで設定の誤りがあると、多数のプレフィックスの再配布といった大量のLSAが生成さ
れる場合があります。この保護メカニズムを使用すると、ルータが大量の LSAを受信したり、
CPUとメモリが不足することを回避できます。

OSPF リンクステートデータベースオーバーロード防止機能の動作
OSPFリンクステートデータベースオーバーロード防止機能がイネーブルになっていると、ルー
タは受信した（非自己生成）LSAの数を保持します。設定されたLSAのしきい値数に達すると、
エラーメッセージのログが記録されます。設定されたLSAの最大数を超過すると、ルータから通
知が送信されます。受信した LSAの数が 1分経過しても設定されている最大値よりも依然として
大きい場合、OSPFプロセスはすべての隣接関係を解除し、OSPFデータベースを消去します。こ
の ignore状態では、この OSPFプロセスに属するインターフェイスで受信された OSPFパケット
がすべて無視されます。これらのインターフェイスではOSPFパケットは生成されません。OSPF
プロセスは、max-lsaコマンドの ignore-timeキーワードで設定された期間、ignore状態のままと
なります。OSPFプロセスが ignore状態になるたびにカウンタの値が 1つ増えます。このカウンタ
が ignore-countキーワードで設定された数（分）よりも大きくなると、OSPFプロセスは同じ ignore
状態のままになります。このプロセスの ignore状態を解除するには、手動操作が必要です。ignore
状態のカウンタが 0にリセットされ、OSPFプロセスは reset-timeキーワードで指定された期間、
通常の動作状態のままとなります。

max-lsaコマンドの warning-onlyキーワードが設定されると、OSPFプロセスは LSAの最大値を
超過していることを示す警告だけを送信します。
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OSPF リンクステートデータベースオーバーロード防止
の設定方法

OSPF プロセスの自己生成 LSA 数の制限

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfprocess-id
4. router-idip-address
5. log-adjacency-changes [detail]
6. max-lsamaximum-number [threshold-percentage] [warning-only] [ignore-timeminutes]

[ignore-countcount-number] [reset-timeminutes]
7. networkip-addresswildcard-maskareaarea-id
8. end
9. showipospf[process-idarea-id]database[database-summary]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングをイネーブルにします。routerospfprocess-id

例：

Router(config)# router ospf 1

ステップ 3   

• process-id引数は OSPFプロセスを示し
ます。
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目的コマンドまたはアクション

OSPFプロセスの固定ルータ IDを指定しま
す。

router-idip-address

例：

Router(config-router)# router-id 10.0.0.1

ステップ 4   

OSPFネイバーが起動または停止したときに、
ルータが syslogメッセージを送信するように
設定します。

log-adjacency-changes [detail]

例：

Router(config-router)# log-adjacency-changes

ステップ 5   

OSPFルーティングプロセスが OSPFリンク
ステートデータベース（LSDB）で保持でき
る非自己生成 LSA数を制限します。

max-lsamaximum-number [threshold-percentage]
[warning-only] [ignore-timeminutes]
[ignore-countcount-number] [reset-timeminutes]

例：

Router(config-router)# max-lsa 12000

ステップ 6   

OSPFを実行するインターフェイスを定義し、
それらのインターフェイスに対するエリア ID
を定義します。

networkip-addresswildcard-maskareaarea-id

例：

Router(config-router)# network 209.165.201.1
255.255.255.255 area 0

ステップ 7   

現在のコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Router(config-router)# end

ステップ 8   

特定のルータのOSPFデータベースに関連す
る情報のリストを表示します。

showipospf[process-idarea-id]database[database-summary]

例：

Router# show ip ospf 2000 database database-summary

ステップ 9   

•ルータで非自己生成 LSA数を確認する
には、このコマンドを使用します。

例

showipospfコマンドにdatabase-summaryキーワードを指定して入力すると、ルータで実際の非自
己生成LSA数を確認できます。このコマンドはいつでも使用でき、特定のルータに関する、OSPF
データベースに関連する情報のリストが表示されます。

Router# show ip ospf 2000 database database-summary

OSPF Router with ID (192.168.1.3) (Process ID 2000)
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Area 0 database summary
LSA Type Count Delete Maxage
Router 5 0 0
Network 2 0 0
Summary Net 8 2 2
Summary ASBR 0 0 0
Type-7 Ext 0 0 0
Prefixes redistributed in Type-7 0

Opaque Link 0 0 0
Opaque Area 0 0 0
Subtotal 15 2 2

Process 2000 database summary
LSA Type Count Delete Maxage
Router 5 0 0
Network 2 0 0
Summary Net 8 2 2
Summary ASBR 0 0 0
Type-7 Ext 0 0 0
Opaque Link 0 0 0
Opaque Area 0 0 0
Type-5 Ext 4 0 0
Prefixes redistributed in Type-5 0

Opaque AS 0 0 0
Non-self 16
Total 19 2 2

OSPF リンクステートデータベースオーバーロード防止
の設定例

LSA 生成制限の設定：例
ここでは、最大値の14,000を超過した場合、非自己生成LSAをこれ以上受け入れないように設定
されます。

Router(config)# router ospf 1
Router(config-router)# router-id 192.168.0.1
Router(config-router)# log-adjacency-changes
Router(config-router)# max-lsa 14000
Router(config-router)# area 33 nssa
Router(config-router)# network 192.168.0.1 0.0.0.0 area 1
Router(config-router)# network 192.168.5.1 0.0.0.0 area 1
Router(config-router)# network 192.168.2.1 0.0.0.0 area 0

ここでは、設定の確認に show ip ospfコマンドを入力してあります。

Router# show ip ospf 1
Routing Process "ospf 1" with ID 192.168.0.1
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
Supports Link-local Signaling (LLS)
Supports area transit capability
Maximum number of non self-generated LSA allowed 14000

Threshold for warning message 75%
Ignore-time 5 minutes, reset-time 10 minutes
Ignore-count allowed 5, current ignore-count 0

It is an area border and autonomous system boundary router
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ここでは、ルータが ignore状態のときに、show ip ospfコマンドが入力された場合の出力が示され
ています。

Router# show ip ospf 1
Routing Process "ospf 1" with ID 192.168.0.1
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
Supports Link-local Signaling (LLS)
Supports area transit capability
Maximum number of non self-generated LSA allowed 14000

Threshold for warning message 75%
Ignore-time 5 minutes, reset-time 10 minutes
Ignore-count allowed 5, current ignore-count 1
Ignoring all neighbors due to max-lsa limit, time remaining: 00:04:52

It is an area border and autonomous system boundary router

ここでは、ルータが ignore状態を終了後、show ip ospfコマンドが入力された場合の出力が示され
ています。

Router# show ip ospf 1
Routing Process "ospf 1" with ID 192.168.0.1
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
Supports Link-local Signaling (LLS)
Supports area transit capability
Maximum number of non self-generated LSA allowed 14000

Threshold for warning message 75%
Ignore-time 5 minutes, reset-time 10 minutes
Ignore-count allowed 5, current ignore-count 1 - time remaining: 00:09:51

It is an area border and autonomous system boundary router

ここでは、ignore状態のままのルータに対して show ip ospfコマンドが入力された場合の出力が示
されています。

Router# show ip ospf 1
Routing Process "ospf 1" with ID 192.168.0.1
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
Supports Link-local Signaling (LLS)
Supports area transit capability
Maximum number of non self-generated LSA allowed 14000

Threshold for warning message 75%
Ignore-time 5 minutes, reset-time 10 minutes
Ignore-count allowed 5, current ignore-count 6
Permanently ignoring all neighbors due to max-lsa limit

It is an area border and autonomous system boundary router

その他の参考資料
ここでは、OSPFリンクステートデータベースオーバーロード防止機能に関する参考資料を紹介
します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Configuring OSPF』『Configuring OSPF』

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド
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マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』『Cisco IOS Master Command List, All Releases』

標準

Title規格

--なし

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XE
Release、およびフィーチャセットのMIBを検
索してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

TitleRFC

--なし

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。
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OSPF リンクステートデータベースオーバーロード防止
の機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 37：OSPF リンクステートデータベースオーバーロード防止の機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFリンクステートデータ
ベースオーバーロード防止機

能では、指定されたOSPFプロ
セスの非自己生成のリンクス

テートアドバタイズメント

（LSA）の数に制限を設けるこ
とができます。OSPFドメイン
内で他のルータによって生成さ

れた大量の LSAは、ルータの
CPUおよびメモリリソースを
大量に消費する可能性がありま

す。

次に示すコマンドは、この章に

記載されている機能において、

新たに導入または変更されたも

のです。

• max-lsa

Cisco IOS XE Release 2.1OSPFリンクステートデータ
ベースオーバーロードの防止
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第 35 章

RFC 1850 の OSPF MIB サポートおよび最新の
拡張

RFC1850のOSPFMIBサポートおよび最新の拡張機能では、Open Shortest Path First（OSPF）ルー
ティングプロトコルに、簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）によるモニタリング機能が
追加されます。MIBオブジェクトを使用すると、プロトコルパラメータに関連する情報や、移
行ステート変更などの重大なネットワークイベントの発生を示すトラップ通知オブジェクトを

収集できます。これによって、OSPFネットワークのステート変更を、より効果的な方法で常に
モニタリングできるようになります。OSPFのMIBオブジェクトおよびトラップオブジェクト
によって収集したプロトコル情報からは、ネットワーク全体のパフォーマンスのモニタリングと

改善に役立つ統計情報を生成できます。

• 機能情報の確認, 359 ページ

• RFC 1850の OSPF MIBサポートおよび最新の拡張の前提条件, 360 ページ

• RFC 1850の OSPF MIBサポートおよび最新の拡張について, 360 ページ

• RFC 1850の OSPF MIBサポートおよび最新の拡張をイネーブルにする方法, 366 ページ

• RFC 1850の OSPF MIBサポートおよび最新の拡張の設定例, 371 ページ

• 次の作業, 371 ページ

• その他の参考資料, 371 ページ

• RFC 1850の OSPF MIBサポートおよび最新の拡張の機能情報, 373 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

RFC 1850 の OSPF MIB サポートおよび最新の拡張の前提条
件

•ルータで OSPFが設定されている必要があります。

•通知（トラップ）の設定またはSNMPGET操作を行うには、簡易ネットワーク管理プロトコ
ル（SNMP）を事前にイネーブルにする必要があります。

RFC 1850 の OSPF MIB サポートおよび最新の拡張について
ここでは、RFC 1850の中で標準化され、OSPF-MIBおよび OSPF-TRAP-MIBで定義された、MIB
オブジェクトについて説明します。また、シスコの2種類のプライベートMIB（CISCO-OSPF-MIB
およびCISCO-OSPF-TRAP-MIB）で定義される、RFC 1850オブジェクトの拡張についても説明し
ます。

RFC 1850 をサポートするための OSPF MIB の変更

OSPF MIB
ここでは、RFC 1850の定義によって新しく追加されたMIBオブジェクトについて説明します。
これらの OSPF MIB定義は、以前の RFC 1253をサポートする標準 OSPF MIBにはなかった機能
を、新しく提供します。すべての OSPF MIBオブジェクトを確認するには、OSPF-MIBファイル
を参照してください。

次の表に、RFC1850定義によって新しく追加されたOSPF-MIBオブジェクトを示します。OSPF-MIB
ファイルに記述されている順序で、オブジェクトが書き込まれるテーブルごとに示してあります。

表 38：新しい OSPF-MIB オブジェクト

新しい MIB オブジェクトOSPF-MIB のテーブル

• OspfAreaSummary

• OspfAreaStatus

OspfAreaEntryテーブル

• OspfStubMetricType
OspfStubAreaEntry
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新しい MIB オブジェクトOSPF-MIB のテーブル

• OspfAreaRangeEffect
OspfAreaRangeEntry

• OspfHostAreaID
OspfHostEntry

• OspfIfStatus

• OspfIfMulticastForwarding

• OspfIfDemand

• OspfIfAuthType

OspfIfEntry

• OspfVirtIfAuthType
OspfVirtIfEntry

• OspfNbmaNbrPermanence

• OspfNbrHelloSuppressed

OspfNbrEntry

• OspfVirtNbrHelloSuppressed
OspfVirtNbrEntry

• OspfExtLsdbType

• OspfExtLsdbLsid

• OspfExtLsdbRouterId

• OspfExtLsdbSequence

• OspfExtLsdbAge

• OspfExtLsdbChecksum

• OspfExtLsdbAdvertisement

OspfExtLsdbEntry

• OspfAreaAggregateAreaID

• OspfAreaAggregateLsdbType

• OspfAreaAggregateNet

• OspfAreaAggregateMask

• OspfAreaAggregateStatusospfSetTrap

• OspfAreaAggregateEffect

OspfAreaAggregateEntry
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OSPF トラップ MIB
ここでは、RFC 1850をサポートするために追加されたスカラオブジェクトおよびMIBオブジェ
クトについて説明します。

次のスカラオブジェクトが OSPF-TRAP-MIBに追加されています。OSPF-TRAP-MIBファイルに
記述されている順序で示します。

• OspfExtLsdbLimit

• OspfMulticastExtensions

• OspfExitOverflowInterval

• OspfDemandExtensions

ospfSetTrapコントロールMIBオブジェクトには、IOS CLIで OSPFトラップのイネーブル化およ
びディセーブル化を行う OSPFトラップMIBオブジェクトが含まれています。これらの OSPFト
ラップMIBオブジェクトは、RFC 1850の標準 OSPFMIBです。OSPFトラップをイネーブルまた
はディセーブルにする方法については、RFC 1850の OSPF MIBサポートおよび最新の拡張をイ
ネーブルにする方法, （366ページ）を参照してください。

次の表に、OSPFトラップMIBオブジェクトを、OSPF-TRAP-MIBファイルに記述されている順
序で示します。

表 39：新しい OSPF-TRAP-MIB オブジェクト

トラップ MIB オブジェクトOSPF コントロール MIB オブジェクト

• ospfIfStateChange

• ospfVirtIfStateChange

• ospfNbrStateChange

• ospfVirtNbrState

• ospfIfConfigError

• ospfVirtIfConfigError

• ospfIfAuthFailure

• ospfVirtIfAuthFailure

• ospfIfRxBadPacket

• ospfVirtIfRxBadPacket

• ospfTxRetransmit

• ospfVirtIfTxRetransmit

• ospfOriginateLsa

• ospfMaxAgeLsa

ospfSetTrap
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CISCO OSPF MIB
ここでは、スカラオブジェクトと、シスコ固有の OSPF MIBオブジェクトについて説明します。
これらは、RFC 1850 OSPFMIB定義をサポートするための拡張であり、標準MIBにはない機能を
提供します。

次のスカラオブジェクトが OSPF-OSPF-MIBに追加されています。

• cospfRFC1583Compatibility

• cospfOpaqueLsaSupport

• cospfOpaqueASLsaCount

• cospfOpaqueASLsaCksumSum

次に、テーブルエントリごとに、RFC 1850 OSPFMIB定義をサポートするための拡張として追加
された、シスコ固有の新しいMIBオブジェクトを示します。シスコ固有の全OSPFMIBオブジェ
クトについては、CISCO-OSPF-MIBファイルを参照してください。

次の表に、RFC1850定義によって新しく追加されたCISCO-OSPF-MIBオブジェクトを示します。
CISCO-OSPF-MIBファイルに記述されている順序で、オブジェクトが書き込まれるテーブルごと
に示してあります。

表 40：新しい CISCO-OSPF-MIB オブジェクト

新しい MIB オブジェクトCISCO-OSPF-MIB テーブル

• cospfOpaqueAreaLsaCount

• cospfOpaqueAreaLsaCksumSum

• cospfAreaNssaTranslatorRole

• cospfAreaNssaTranslatorState

• cospfAreaNssaTranslatorEvents

cospfAreaEntry

• cospfLsdbType

• cospfLsdbSequence

• cospfLsdbAge

• cospfLsdbChecksum

• cospfLsdbAdvertisement

cospfLsdbEntry

• cospfIfLsaCount

• cospfIfLsaCksumSum

cospfIfEntry
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新しい MIB オブジェクトCISCO-OSPF-MIB テーブル

• cospfVirtIfLsaCount

• cospfVirtIfLsaCksumSum

cospfVirtIfEntry

• cospfLocalLsdbIpAddress

• cospfLocalLsdbAddressLessIf

• cospfLocalLsdbType

• cospfLocalLsdbLsid

• cospfLocalLsdbRouterId

• cospfLocalLsdbSequence

• cospfLocalLsdbAge

• cospfLocalLsdbChecksum

• cospfLocalLsdbAdvertisement

cospfLocalLsdbEntry

• cospfVirtLocalLsdbTransitArea

• cospfVirtLocalLsdbNeighbor

• cospfVirtLocalLsdbType

• cospfVirtLocalLsdbLsid

• cospfVirtLocalLsdbRouterId

• cospfVirtLocalLsdbSequence

• cospfVirtLocalLsdbAge

• cospfVirtLocalLsdbChecksum

• cospfVirtLocalLsdbAdvertisement

cospfVirtLocalLsdbEntry

CISCO OSPF トラップ MIB
cospfSetTrap MIBオブジェクトは、CISCO-OSPF-TRAP-MIB内のトラップイベントを表します。
これはビットマップであり、最初のビットが最初のトラップを表します。次のMIBオブジェクト
は、RFC 1850をサポートするために追加されたトラップイベントです。シスコの全OSPFトラッ
プMIBオブジェクトについては、CISCO-OSPF-TRAP-MIBファイルを参照してください。

次の図に、CISCO-TRAP-MIB内の cospfSetTrapMIBオブジェクトに書き込まれるトラップイベン
トを示します。
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表 41：CISCO-OSPF トラップイベント

トラップイベントの説明CISCO-OSPF-TRAP-MIB トラップイベント

非仮想 OSPFネイバーが隣接関係を確立する際
に、MTUパラメータのミスマッチエラーが発
生した場合に生成されます。

cospfIfConfigError

仮想 OSPFネイバーが隣接関係を確立する際
に、MTUパラメータのミスマッチエラーが発
生した場合に生成されます。

cospfVirtIfConfigError

非仮想インターフェイスから送信されたパケッ

トが、不透明LSAである場合に生成されます。
不透明リンクステートアドバタイズメント

（LSA）は、ネットワークのリンクの容量やト
ポロジなどの属性を配信するときに、MPLSト
ラフィックエンジニアリングで使用されます。

この LSAのスコープは、ローカルネットワー
ク（タイプ 9、リンクローカル）、OSPFエリ
ア（タイプ20、エリアローカル）、または自律
システム（タイプ 11、ASスコープ）に限定で
きます。不透明 LSAの情報は、OSPFネット
ワークで外部アプリケーションにより使用でき

ます。

cospfTxRetransmit

仮想インターフェイスから送信されたパケット

が、不透明 LSAである場合に生成されます。
cospfVirtIfTxRetransmit

トポロジに変化が生じた時に、ルータから不透

明 LSAが送信された場合に生成されます。
cospfOriginateLsa

不透明 LSAの場合に生成されます。cospfMaxAgeLsa

OSPFタイプ 7の LSAを OSPFタイプ 5の LSA
に変換するルータの能力に変化が生じた場合に

生成されます。

cospfNssaTranslatorStatusChange

OSPF MIBトラップをイネーブルにする方法については、「RFC 1850の OSPF MIBサポートおよ
び最新の拡張をイネーブルにする方法, （366ページ）」を参照してください。
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OSPF MIB の利点
以前のRFC1253OSPFMIBではサポートされなかったテーブルオブジェクトやトラップ通知オブ
ジェクトが新しく追加されたため、ネットワーク管理者は、OSPF MIB（OSPF-MIBと
OSPF-TRAP-MIB）およびシスコのプライベート OSPF MIB（CISCO-OSPF-MIBと
CISCO-OSPF-TRAP-MIB）を使用して、OSPFルーティングプロトコルをより効果的にモニタリン
グできるようになりました。

OSPF MIBサポートオブジェクトや、シスコ固有のエラー、再送信、および状態変化のトラップ
に関するSNMP通知をイネーブルにするために、CLIコマンドも新しく追加されています。SNMP
通知は、OSPFネットワークのエラーや重大イベントに関する情報を提供します。

RFC 1850 の OSPF MIB サポートおよび最新の拡張をイネー
ブルにする方法

OSPF MIB サポートのイネーブル化

はじめる前に

RFC 1850の OSPF MIBサポートおよび最新の拡張機能を使用する前に、ルータに対して SNMP
サーバを設定しておく必要があります。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. snmp-servercommunitystring1ro
4. snmp-servercommunitystring2rw
5. snmp-serverhost {hostname | ip-address} [vrf vrf-name] [traps | informs] [version {1 | 2c | 3 [auth |

noauth | priv]}] community-string [udp-port port] [notification-type]
6. snmp-serverenabletrapsospf
7. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

MIB内の全オブジェクトに対する読み取りアクセス権をイネー
ブルにしますが、コミュニティストリングへのアクセスは許

可しません。

snmp-servercommunitystring1ro

例：

Router(config)# snmp-server community
public ro

ステップ 3   

MIB内の全オブジェクトに対する読み取りおよび書き込みア
クセス権をイネーブルにしますが、コミュニティストリング

へのアクセスは許可しません。

snmp-servercommunitystring2rw

例：

Router(config)# snmp-server community
private rw

ステップ 4   

SNMP通知操作の受信者（ターゲットホスト）を指定します。snmp-serverhost {hostname | ip-address}
[vrf vrf-name] [traps | informs] [version

ステップ 5   

• notification-typeが指定されていない場合は、イネーブル
になっている全通知（トラップまたは応答要求）が、指

定されたホストに送信されます。

{1 | 2c | 3 [auth | noauth | priv]}]
community-string [udp-port port]
[notification-type]

例：

Router(config)# snmp-server host
172.20.2.162 version 2c public ospf

•指定されたホストに OSPF通知だけを送信するには、オ
プションの ospfキーワードを notification-typesの 1つとし
て指定します（例を参照）。ospfキーワードを入力する
と、ospfSetTrapトラップコントロールMIBオブジェクト
がイネーブルになります。

OSPFMIB内に定義されている全SNMP通知をイネーブルにし
ます。

snmp-serverenabletrapsospf

例：

Router(config)# snmp-server enable
traps ospf

ステップ 6   

このステップが必要となるのは、全 OSPFトラップ
をイネーブルにする場合だけです。no snmp-server
enable traps ospfコマンドを入力すると、全OSPFト
ラップがディセーブルになります。

（注）

コンフィギュレーションセッションを終了し、グローバルコ

ンフィギュレーションモードを終了します。

end

例：

Router(config)# end

ステップ 7   
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次の作業

一部のOSPFトラップだけをイネーブルにする場合は、次の項のステップに従い、1つまたは複数
の OSPFトラップのタイプを選択してイネーブルにします。

特定の OSPF トラップのイネーブル化

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. snmp-serverenabletrapsospfcisco-specificerrors[config-error] [virt-config-error]
4. snmp-serverenabletrapsospfcisco-specificretransmit[packets] [virt-packets]
5. snmp-serverenabletrapsospfcisco-specificstate-change[nssa-trans-change] [shamlink-state-change]
6. snmp-serverenabletrapsospfcisco-specificlsa[lsa-maxage] [lsa-originate]
7. snmp-serverenabletrapsospferrors[authentication-failure] [bad-packet] [config-error]

[virt-authentication-failure] [virt-config-error]
8. snmp-serverenabletrapsospflsa[lsa-maxage] [lsa-originate]
9. snmp-serverenabletrapsospfrate-limitsecondstrap-number
10. snmp-serverenabletrapsospfretransmit[packets] [virt-packets]
11. snmp-serverenabletrapsospfstate-change[if-state-change] [neighbor-state-change] [virtif-state-change]

[virtneighbor-state-change]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権EXECモードをイネーブルにし
ます。

イネーブル化

例：

Router> enable

ステッ

プ 1   

•パスワードを入力します（要求
された場合）。

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステッ

プ 2   
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目的コマンドまたはアクション

シスコ固有の OSPF設定ミスマッチ
エラーに関するSNMP通知をイネー
ブルにします。

snmp-serverenabletrapsospfcisco-specificerrors[config-error]
[virt-config-error]

例：

Router(config)# snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors
config-error

ステッ

プ 3   

• snmp-server enable traps ospf
cisco-specific errorsコマンド
に、オプションの

virt-config-errorキーワードを
指定して実行すると、仮想イン

ターフェイスに関する設定ミス

マッチエラーの SNMP通知だ
けがイネーブルになります。

パケットの再送信に関するシスコ固

有のOSPFエラーに対するエラート
ラップをイネーブルにします。

snmp-serverenabletrapsospfcisco-specificretransmit[packets] [virt-packets]

例：

Router(config)# snmp-server enable traps ospf cisco-specific
retransmit packets virt-packets

ステッ

プ 4   

• snmp-server enable traps ospf
cisco-specific retransmitコマン
ドに、オプションのvirt-packets
キーワードを指定して実行する

と、仮想インターフェイスに関

する再送信パケットの SNMP
通知だけがイネーブルになりま

す。

シスコ固有の OSPF移行ステート変
更に対する全エラートラップをイ

ネーブルにします。

snmp-serverenabletrapsospfcisco-specificstate-change[nssa-trans-change]
[shamlink-state-change]

例：

Router(config)# snmp-server enable traps ospf cisco-specific
state-change

ステッ

プ 5   

不透明 LSAに対するエラートラッ
プをイネーブルにします。

snmp-serverenabletrapsospfcisco-specificlsa[lsa-maxage] [lsa-originate]

例：

Router(config)# snmp-server enable traps ospf cisco-specific lsa

ステッ

プ 6   

OSPF設定エラーに対するエラート
ラップをイネーブルにします。

snmp-serverenabletrapsospferrors[authentication-failure] [bad-packet]
[config-error] [virt-authentication-failure] [virt-config-error]

例：

Router(config)# snmp-server enable traps ospf errors
virt-config-error

ステッ

プ 7   

• snmp-server enable traps ospf
errorsコマンドに、オプション
の virt-config-errorキーワード
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目的コマンドまたはアクション

を指定して実行すると、仮想イ

ンターフェイスに関する OSPF
設定エラーの SNMP通知だけ
がイネーブルになります。

OSPF LSAエラーに対するエラート
ラップをイネーブルにします。

snmp-serverenabletrapsospflsa[lsa-maxage] [lsa-originate]

例：

Router(config)# snmp-server enable traps ospf lsa

ステッ

プ 8   

各 OSPF SNMP通知のレート制限
ウィンドウで、SNMP OSPF通知の

snmp-serverenabletrapsospfrate-limitsecondstrap-number

例：

Router(config)# snmp-server enable traps ospf rate-limit 20 20

ステッ

プ 9   
数に対するレート制限を設定しま

す。

再送信パケットに関するSNMPOSPF
通知をイネーブルにします。

snmp-serverenabletrapsospfretransmit[packets] [virt-packets]

例：

Router(config)# snmp-server enable traps ospf retransmit

ステッ

プ 10   

OSPFの移行ステート変更に関する
SNMP OSPF通知をイネーブルにし
ます。

snmp-serverenabletrapsospfstate-change[if-state-change]
[neighbor-state-change] [virtif-state-change] [virtneighbor-state-change]

例：

Router(config)# snmp-server enable traps ospf state-change

ステッ

プ 11   

ルータ上の OSPF MIB トラップの確認

手順の概要

1. イネーブル化
2. showrunning-config[options]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

現在の実行コンフィギュレーションファイルの内容を表示し

ます。イネーブルになっているトラップに関する情報が含ま

れています。

showrunning-config[options]

例：

Router# show running-config |
include traps

ステップ 2   

•イネーブルになっているトラップを確認します。

RFC 1850 の OSPF MIB サポートおよび最新の拡張の設定例

例：OSPF MIB サポートトラップのイネーブル化と確認
次の例では、全 OSPFトラップをイネーブルにします。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# snmp-server enable traps ospf
Router(config)# end

showrunning-configコマンドを実行して、トラップがイネーブルになっていることを確認します。

Router# show running-config | include traps
snmp-server enable traps ospf

次の作業
SNMPおよび SNMP操作の詳細については、『Cisco IOS XE Network Management Configuration
Guide, Release 2』の「Configuring SNMP Support」の章を参照してください。

その他の参考資料
ここでは、OSPFv2機能のインターフェイスモードにおけるエリアコマンドに関する参考資料を
紹介します。
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関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

Configuring OSPFモジュールOSPFの設定タスク

標準

Title規格

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

RFC

TitleRFC

『OSPF Version 2』RFC 2328

   IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
372

RFC 1850 の OSPF MIB サポートおよび最新の拡張
その他の参考資料

http://www.cisco.com/go/mibs


シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

RFC 1850 の OSPF MIB サポートおよび最新の拡張の機能情
報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 42：RFC 1850 の OSPF MIB サポートおよび最新の拡張の機能情報

機能情報リリース機能名

RFC 1850の OSPF MIBサポー
トおよび最新の拡張機能では、

Open Shortest Path First（OSPF）
ルーティングプロトコルに、

簡易ネットワーク管理プロトコ

ル（SNMP）によるモニタリン
グ機能が追加されます。MIBオ
ブジェクトを使用すると、プロ

トコルパラメータに関連する

情報や、移行ステート変更など

の重大なネットワークイベン

トの発生を示すトラップ通知オ

ブジェクトを収集できます。こ

れによって、OSPFネットワー
クのステート変更を、より効果

的な方法で常にモニタリングで

きるようになります。OSPFの
MIBオブジェクトおよびトラッ
プオブジェクトによって収集

したプロトコル情報からは、

ネットワーク全体のパフォーマ

ンスのモニタリングと改善に役

立つ統計情報を生成できます。

次に示すコマンドは、この章に

記載されている機能において、

新たに導入または変更されたも

のです。

• snmp-serverenabletrapsospf

• snmp-serverenabletrapsospfcisco-specificerrors

• snmp-serverenabletrapsospfcisco-specificlsa

• snmp-serverenabletrapsospfcisco-specificretransmit

• snmp-serverenabletrapsospfcisco-specificstate-change

• snmp-serverenabletrapsospferrors

• snmp-serverenabletrapsospflsa

• snmp-serverenabletrapsospfrate-limit

• snmp-serverenabletrapsospfretransmit

• snmp-serverenabletrapsospfstate-change

Cisco IOS XE Release 2.1RFC 1850の OSPF MIBサポー
トおよび最新の拡張
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第 36 章

OSPF 拡張トラフィックの統計情報

ここでは、OSPFv2および OSPFv3の拡張 OSPFトラフィック統計情報を提供する、新しいコマ
ンドと変更されたコマンドについて説明します。より詳細なトラフィック統計情報を収集して表

示する機能によって、トラブルシューティングのプロセスが効率化され、OSPFネットワークの
アベイラビリティが向上します。

新しい OSPFトラフィック統計情報では、次の情報が収集され表示されるようになりました。

• OSPF Hello入力キューおよび OSPFプロセスキューのステータス情報と統計情報

•グローバル OSPFトラフィック統計情報

• OSPFインターフェイス単位のトラフィック統計情報

• OSPFプロセス単位のトラフィック統計情報

• 機能情報の確認, 377 ページ

• OSPF拡張トラフィック統計情報の前提条件, 378 ページ

• OSPF拡張トラフィック統計情報について, 378 ページ

• OSPF拡張トラフィック統計情報を表示およびクリアする方法, 378 ページ

• OSPF拡張トラフィック統計情報の設定例, 380 ページ

• その他の参考資料, 384 ページ

• OSPF拡張トラフィック統計情報の機能情報, 385 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

OSPF 拡張トラフィック統計情報の前提条件
ルータで OSPFv2または OSPFv3が設定されている必要があります。

OSPF 拡張トラフィック統計情報について
OSPF拡張トラフィック統計情報はデフォルトでイネーブルになっています。ディセーブルにはで
きません。

詳細なOSPFトラフィック統計情報は、次のタイプのOSPFの不安定状態についてトラブルシュー
ティングする際に特に役に立ちます。

• OSPFプロセスが、OSPFに対して送信されたトラフィック量を処理できるかどうかネット
ワーク管理者が判断する際に、OSPFプロセスキューのステータス情報および統計情報が役
に立ちます。

• OSPFパケットヘッダーエラーおよび LSAエラーに関する統計情報には、受信したOSPFパ
ケットのなかに検出されたさまざまなエラーが記録されます。

また、OSPF拡張トラフィック制御統計情報は、OSPFプロセス間で交換されるトラフィック制御
の量をモニタします。低速リンクを使用し、かつ、トポロジ変化が頻繁に発生するネットワーク

環境では、トラフィック制御の量は重要な考慮事項です。

OSPF 拡張トラフィック統計情報を表示およびクリアする
方法

OSPFv2 の OSPF トラフィック統計情報の表示とクリア

手順の概要

1. イネーブル化
2. showipospf [process-id] traffic[interface-type interface-number]
3. clearipospftraffic
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

OSPFv2トラフィック統計情報を表示します。showipospf [process-id] traffic[interface-type
interface-number]

ステップ 2   

例：

Router# show ip ospf 10 traffic
gigabitethernet 0/0/0

OSPFv2トラフィック統計情報をクリアします。clearipospftraffic

例：

Router# clear ip ospf traffic

ステップ 3   

OSPFv3 の OSPF トラフィック統計情報の表示とクリア

手順の概要

1. イネーブル化
2. showipv6ospf[process-id] traffic[interface-type interface-number]
3. clearipv6ospftraffic

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

OSPFv3トラフィック統計情報を表示します。showipv6ospf[process-id] traffic[interface-type
interface-number]

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router# show ipv6 ospf traffic

OSPFv3トラフィック統計情報をクリアします。clearipv6ospftraffic

例：

Router# clear ipv6 ospf traffic

ステップ 3   

OSPF 拡張トラフィック統計情報の設定例

例：OSPFv2 の拡張トラフィック統計情報の表示とクリア
次の例は、OSPFv2の show ip ospf trafficコマンドの出力を示しています。

Router# show ip ospf traffic
OSPF statistics:
Rcvd: 55 total, 0 checksum errors

22 hello, 7 database desc, 2 link state req
6 link state updates, 6 link state acks

Sent: 68 total
45 hello, 7 database desc, 2 link state req
10 link state updates, 4 link state acks

OSPF Router with ID (10.1.1.1) (Process ID 8)
OSPF queues statistic for process ID 8:
OSPF Hello queue size 0, no limit, drops 0, max size 0
OSPF Router queue size 0, limit 200, drops 0, max size 0

Interface statistics:
Interface GigabitEthernet0/0/1

OSPF packets received/sent
Type Packets Bytes
RX Invalid 0 0
RX Hello 0 0
RX DB des 0 0
RX LS req 0 0
RX LS upd 0 0
RX LS ack 0 0
RX Total 0 0
TX Failed 0 0
TX Hello 16 1216
TX DB des 0 0
TX LS req 0 0
TX LS upd 0 0
TX LS ack 0 0
TX Total 16 1216

OSPF header errors
Length 0, Checksum 0, Version 0, Bad Source 0,
No Virtual Link 0, Area Mismatch 0, No Sham Link 0,
Self Originated 0, Duplicate ID 0, Hello 0,
MTU Mismatch 0, Nbr Ignored 0, LLS 0,
Authentication 0,
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OSPF LSA errors
Type 0, Length 0, Data 0, Checksum 0,

Summary traffic statistics for process ID 8:
OSPF packets received/sent
Type Packets Bytes
RX Invalid 0 0
RX Hello 0 0
RX DB des 0 0
RX LS req 0 0
RX LS upd 0 0
RX LS ack 0 0
RX Total 0 0
TX Failed 0 0
TX Hello 16 1216
TX DB des 0 0
TX LS req 0 0
TX LS upd 0 0
TX LS ack 0 0
TX Total 16 1216

OSPF header errors
Length 0, Checksum 0, Version 0, Bad Source 0,
No Virtual Link 0, Area Mismatch 0, No Sham Link 0,
Self Originated 0, Duplicate ID 0, Hello 0,
MTU Mismatch 0, Nbr Ignored 0, LLS 0,
Authentication 0,

OSPF LSA errors
Type 0, Length 0, Data 0, Checksum 0,

OSPF Router with ID (10.1.1.4) (Process ID 1)
OSPF queues statistic for process ID 1:
OSPF Hello queue size 0, no limit, drops 0, max size 2
OSPF Router queue size 0, limit 200, drops 0, max size 2

Interface statistics:
Interface Serial2/0/0

OSPF packets received/sent
Type Packets Bytes
RX Invalid 0 0
RX Hello 11 528
RX DB des 4 148
RX LS req 1 60
RX LS upd 3 216
RX LS ack 2 128
RX Total 21 1080
TX Failed 0 0
TX Hello 14 1104
TX DB des 3 252
TX LS req 1 56
TX LS upd 3 392
TX LS ack 2 128
TX Total 23 1932

OSPF header errors
Length 0, Checksum 0, Version 0, Bad Source 0,
No Virtual Link 0, Area Mismatch 0, No Sham Link 0,
Self Originated 0, Duplicate ID 0, Hello 0,
MTU Mismatch 0, Nbr Ignored 0, LLS 0,
Authentication 0,

OSPF LSA errors
Type 0, Length 0, Data 0, Checksum 0,
Interface GigabitEthernet0/0/0

OSPF packets received/sent
Type Packets Bytes
RX Invalid 0 0
RX Hello 13 620
RX DB des 3 116
RX LS req 1 36
RX LS upd 3 228
RX LS ack 4 216
RX Total 24 1216
TX Failed 0 0
TX Hello 17 1344
TX DB des 4 276
TX LS req 1 56
TX LS upd 7 656
TX LS ack 2 128

IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
381

OSPF 拡張トラフィックの統計情報
例：OSPFv2 の拡張トラフィック統計情報の表示とクリア



TX Total 31 2460
OSPF header errors
Length 0, Checksum 0, Version 0, Bad Source 13,
No Virtual Link 0, Area Mismatch 0, No Sham Link 0,
Self Originated 0, Duplicate ID 0, Hello 0,
MTU Mismatch 0, Nbr Ignored 0, LLS 0,
Authentication 0,

OSPF LSA errors
Type 0, Length 0, Data 0, Checksum 0,

Summary traffic statistics for process ID 1:
OSPF packets received/sent
Type Packets Bytes
RX Invalid 0 0
RX Hello 24 1148
RX DB des 7 264
RX LS req 2 96
RX LS upd 6 444
RX LS ack 6 344
RX Total 45 2296
TX Failed 0 0
TX Hello 31 2448
TX DB des 7 528
TX LS req 2 112
TX LS upd 10 1048
TX LS ack 4 256
TX Total 54 4392

OSPF header errors
Length 0, Checksum 0, Version 0, Bad Source 13,
No Virtual Link 0, Area Mismatch 0, No Sham Link 0,
Self Originated 0, Duplicate ID 0, Hello 0,
MTU Mismatch 0, Nbr Ignored 0, LLS 0,
Authentication 0,

OSPF LSA errors
Type 0, Length 0, Data 0, Checksum 0,

ネットワーク管理者は clear ip ospf trafficコマンドを実行して、すべてのカウンタをリセットし、
すべての統計情報の収集を再起動できます。

Router# clear ip ospf traffic

例：OSPFv3 の拡張トラフィック統計情報の表示とクリア
次の例は、OSPFv3の show ipv6 ospf trafficコマンドの出力を示しています。

Router# show ipv6 ospf traffic

OSPFv3 statistics:
Rcvd: 32 total, 0 checksum errors

10 hello, 7 database desc, 2 link state req
9 link state updates, 4 link state acks
0 LSA ignored

Sent: 45 total, 0 failed
17 hello, 12 database desc, 2 link state req
8 link state updates, 6 link state acks

OSPFv3 Router with ID (10.1.1.4) (Process ID 6)
OSPFv3 queues statistic for process ID 6
Hello queue size 0, no limit, max size 2
Router queue size 0, limit 200, drops 0, max size 2

Interface statistics:
Interface Serial2/0/0

OSPFv3 packets received/sent
Type Packets Bytes
RX Invalid 0 0
RX Hello 5 196
RX DB des 4 172
RX LS req 1 52
RX LS upd 4 320

   IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
382

OSPF 拡張トラフィックの統計情報
例：OSPFv3 の拡張トラフィック統計情報の表示とクリア



RX LS ack 2 112
RX Total 16 852
TX Failed 0 0
TX Hello 8 304
TX DB des 3 144
TX LS req 1 52
TX LS upd 3 252
TX LS ack 3 148
TX Total 18 900

OSPFv3 header errors
Length 0, Checksum 0, Version 0, No Virtual Link 0,
Area Mismatch 0, Self Originated 0, Duplicate ID 0,
Instance ID 0, Hello 0, MTU Mismatch 0,
Nbr Ignored 0, Authentication 0,

OSPFv3 LSA errors
Type 0, Length 0, Data 0, Checksum 0,

Interface GigabitEthernet0/0/0
OSPFv3 packets received/sent
Type Packets Bytes
RX Invalid 0 0
RX Hello 6 240
RX DB des 3 144
RX LS req 1 52
RX LS upd 5 372
RX LS ack 2 152
RX Total 17 960
TX Failed 0 0
TX Hello 11 420
TX DB des 9 312
TX LS req 1 52
TX LS upd 5 376
TX LS ack 3 148
TX Total 29 1308

OSPFv3 header errors
Length 0, Checksum 0, Version 0, No Virtual Link 0,
Area Mismatch 0, Self Originated 0, Duplicate ID 0,
Instance ID 0, Hello 0, MTU Mismatch 0,
Nbr Ignored 0, Authentication 0,

OSPFv3 LSA errors
Type 0, Length 0, Data 0, Checksum 0,

Summary traffic statistics for process ID 6:
OSPFv3 packets received/sent
Type Packets Bytes
RX Invalid 0 0
RX Hello 11 436
RX DB des 7 316
RX LS req 2 104
RX LS upd 9 692
RX LS ack 4 264
RX Total 33 1812
TX Failed 0 0
TX Hello 19 724
TX DB des 12 456
TX LS req 2 104
TX LS upd 8 628
TX LS ack 6 296
TX Total 47 2208

OSPFv3 header errors
Length 0, Checksum 0, Version 0, No Virtual Link 0,
Area Mismatch 0, Self Originated 0, Duplicate ID 0,
Instance ID 0, Hello 0, MTU Mismatch 0,
Nbr Ignored 0, Authentication 0,

OSPFv3 LSA errors
Type 0, Length 0, Data 0, Checksum 0,

ネットワーク管理者は clear ipv6 ospf trafficコマンドを実行して、すべてのカウンタをリセット
し、すべての統計情報の収集を再起動できます。

Router# clear ipv6 ospf traffic
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その他の参考資料
ここでは、OSPF模造リンクMIBサポート機能に関する参考資料を紹介します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

MPLS VPNのための OSPF模造リンクのサポー
ト

OSPF模造リンクの設定

『Cisco IOS Network Management Configuration
Guide』

SNMPコンフィギュレーション

『Cisco IOS Network Management Command
Reference』

SNMPコマンド

標準

Title規格

--なし

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

• CISCO-OSPF-MIB

• CISCO-OSPF-TRAP-MIB

RFC

TitleRFC

--なし
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シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/en/US/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。シスコのサポート

Webサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要
です。サービス契約が有効で、ログイン IDま
たはパスワードを取得していない場合は、

Cisco.comでまず登録手続きを行ってください。

OSPF 拡張トラフィック統計情報の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 43：OSPFv2 および OSPFv3 の OSPF 拡張トラフィック統計情報の機能情報

機能情報リリース機能名

このマニュアルでは、新しいコ

マンドまたは変更されたコマン

ドである、OSPFv2および
OSPFv3の showコマンドを実
行して得られる、詳細な OSPF
トラフィック統計情報について

説明します。

次に示すコマンドは、この章に

記載されている機能において、

新たに導入または変更されたも

のです。

• clearipv6ospftraffic

• showipospftraffic

• showipv6ospftraffic

Cisco IOS XE Release 2.1OSPFv2およびOSPFv3のOSPF
拡張トラフィック統計情報
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第 37 章

IPv6 での OSPFv3 の TTL セキュリティサポー
ト

IPv6機能での Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）の存続可能時間（TTL）セキュリ
ティサポートにより、OSPFv3サービス妨害攻撃に対する保護が強化されます。

• 機能情報の確認, 387 ページ

• IPv6での OSPFv3の TTLセキュリティサポートの制約事項, 388 ページ

• IPv6での OSPFv3の TTLセキュリティサポートの前提条件, 388 ページ

• IPv6での OSPFv3の TTLセキュリティサポートについて, 388 ページ

• IPv6での OSPFv3の TTLセキュリティサポートの設定方法, 389 ページ

• IPv6での OSPFv3の TTLセキュリティサポートの設定例, 392 ページ

• その他の参考資料, 393 ページ

• IPv6での OSPFv3の TTLセキュリティサポートの機能情報, 394 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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IPv6 での OSPFv3 の TTL セキュリティサポートの制約事
項

• OSPFv3 TTLセキュリティは、仮想リンクおよび模造リンクに対してのみ設定できます。

• OSPFv3 TTLセキュリティは、IPv6アドレスファミリコンフィギュレーションモード
（config-router）で設定する必要があります。IPv6アドレスファミリコンフィギュレーショ
ンモードを開始するには、address-family ipv6コマンドを使用します。

•模造リンクは、デフォルトの Virtual Routing and Forwarding（VRF）では設定できません。

IPv6 での OSPFv3 の TTL セキュリティサポートの前提条
件

IPv6での OSPFv3の TTLセキュリティサポート機能は、OSPFv3ルーティング機能のあるプラッ
トフォームでのみ使用できます。

IPv6 での OSPFv3 の TTL セキュリティサポートについて

仮想および模造リンクの OSPFv3 TTL セキュリティサポート
OSPFv3では、すべてのエリアはバックボーンエリアに接続している必要があります。バックボー
ンが不連続である場合、またはバックボーンが意図的に分割されている場合は、仮想リンクを確

立できます。仮想リンクは、分割されたバックボーンを接続するために使用する 2つのデバイス
で設定する必要があります。各デバイスの設定情報には、他の仮想エンドポイント（他のエリア

境界ルータ（ABR））、および 2台のデバイスに共通する非バックボーンエリア（中継エリア）
があります。仮想リンクはスタブエリアからは設定できません。模造リンクは多くの点で仮想リ

ンクに似ていますが、模造リンクはMPLSバックボーン経由でプロバイダーエッジ（PE）ルータ
を接続するためにレイヤ 3マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）VPNネットワークで
使用されます。

仮想リンクや模造リンクなどのマルチホップ隣接関係ではグローバル IPv6アドレスを使用す
るため、パケットが通過できるホップ数を制御するように TTLセキュリティを設定する必要
があります。

（注）

TTLセキュリティを有効にする場合、OSPFv3は IPヘッダーの TTL値が 255の発信パケットを送
信し、TTL値が設定可能なしきい値未満の着信パケットを廃棄します。IPパケットを転送する各
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デバイスが TTL値を減らすため、直接（1ホップ）接続で受信したパケットの値は 255になりま
す。2つのホップを通過するパケットの値は254というようになります。受信しきい値は、パケッ
トが移動する可能性がある最大ホップ数で設定されます。この hop-count引数の値は 1～ 254の数
であり、デフォルトは 1です。

仮想リンクまたは模造リンクを確立するには、それぞれ areavirtual-linkまたは areasham-linkcost
コマンドを使用します。仮想リンクまたは模造リンクで TTLセキュリティを設定するには、いず
れかのコマンドで ttl-securityキーワードおよび hop-count引数を設定します。この場合、hop-count
引数値は必須です。

OSPFv3TTLセキュリティは仮想リンクおよび模造リンクのみで設定でき、IPv6アドレスファ
ミリのアドレスファミリコンフィギュレーション（config-router-af）モードで設定する必要が
あります。

（注）

IPv6 での OSPFv3 の TTL セキュリティサポートの設定方
法

IPv6 での OSPFv3 の仮想リンクに対する TTL セキュリティサポートの
設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfv3[process-id]
4. address-familyipv6unicastvrf vrf-name
5. areaarea-IDvirtual-linkrouter-idttl-securityhopshop-count
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IPv4または IPv6アドレスファミリのルータコ
ンフィギュレーションモードをイネーブルに

します。

routerospfv3[process-id]

例：

Device(config)# router ospfv3 1

ステップ 3   

OSPFv3のアドレスファミリコンフィギュレー
ションモードを開始し、IPv6ユニキャストア

address-familyipv6unicastvrf vrf-name

例：

Device(config-router)# address-family ipv6 unicast
vrf vrf1

ステップ 4   

ドレスプレフィックスを指定し、後でアドレ

スファミリコンフィギュレーションモードコ

マンドに関連付けるために VRFインスタンス
の名前を指定してます。

OSPFv3仮想リンクを定義し、仮想リンクの
TTLセキュリティを設定します。

areaarea-IDvirtual-linkrouter-idttl-securityhopshop-count

例：

Device(config-router-af)# area 1 virtual-link
10.1.1.1 ttl-security hops 10

ステップ 5   

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-router-af)# end

ステップ 6   
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IPv6 での OSPFv3 の模造リンクに対する TTL セキュリティサポートの
設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfv3[process-id]
4. address-familyipv6unicastvrf vrf-name
5. areaarea-idsham-link source-address destination-addressttl-securityhopshop-count
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IPv4または IPv6アドレスファミリのOSPFv3ルータコ
ンフィギュレーションモードをイネーブルにします。

routerospfv3[process-id]

例：

Device(config)# router ospfv3 1

ステップ 3   

OSPFv3のアドレスファミリコンフィギュレーション
モードを開始し、IPv6ユニキャストアドレスプレフィッ

address-familyipv6unicastvrf vrf-name

例：

Device(config-router)# address-family
ipv6 unicast vrf vrf1

ステップ 4   

クスを指定し、後でアドレスファミリコンフィギュ

レーションモードコマンドに関連付けるために VRF
インスタンスの名前を指定してます。

OSPFv3模造リンクを定義し、模造リンクのTTLセキュ
リティを設定します。

areaarea-idsham-link source-address
destination-addressttl-securityhopshop-count

例：

Device(config-router-af)# area 1

ステップ 5   

sham-link 2001:DB8:1::1
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目的コマンドまたはアクション

2001:DB8:0:A222::2 ttl-security hops 10

（任意）特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-router-af)# end

ステップ 6   

IPv6 での OSPFv3 の TTL セキュリティサポートの設定例

例：IPv6 での OSPFv3 の仮想リンクに対する TTL セキュリティサポー
ト

次に、仮想リンク TTLセキュリティを設定する例を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router ospfv3 1
Device(config-router)# address-family ipv6 unicast vrf vrf1
Device(config-router-af)# area 1 virtual-link 10.1.1.1 ttl-security hops 10
Device(config-router-af)# end
Device# show ospfv3 virtual-links
OSPFv3 1 address-family ipv6 (router-id 10.1.1.7)
Virtual Link OSPFv3_VL0 to router 10.1.1.2 is down
Interface ID 23, IPv6 address ::
Run as demand circuit
DoNotAge LSA allowed.
Transit area 1, Cost of using 65535
Transmit Delay is 1 sec, State DOWN,
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
Strict TTL checking enabled, up to 10 hops allowed

例：IPv6 での OSPFv3 の模造リンクに対する TTL セキュリティサポー
ト

次に、模造リンク TTLセキュリティを設定する例を示します。
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router ospfv3 1
Device(config-router)# address-family ipv6 unicast vrf vrf1
Device(config-router-af)# area 1 sham-link 2001:DB8:1::1 2001:DB8:0:A222::2 ttl-security
hops 10
Device(config-router-af)# end
Device#
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: OSPF
Command Reference』

OSPFコマンド

IPv6 Routing: OSPFv3モジュー
ル

IPv6ルーティング：OSPFv3

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

新しいMIBまたは変更されたMIBはサポート
されていません。また、既存のMIBに対する
サポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。
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IPv6 での OSPFv3 の TTL セキュリティサポートの機能情
報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 44：IPv6 での OSPFv3 の TTL セキュリティサポート

機能情報ソフトウェアリリース機能名

IPv6での OSPFv3の TTLセ
キュリティサポート機能によ

り、OSPFv3サービス妨害攻撃
に対する保護を強化が強化され

ます。

この機能により次のコマンドが

導入または変更されました。

area sham-link、area
virtual-link

Cisco IOS XE Release 3.7SIPv6での OSPFv3の TTLセ
キュリティサポート
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第 38 章

OSPF TTL セキュリティチェックと OSPF グ
レースフルシャットダウンの設定

ここでは、OpenShortest Path First（OSPF）などのさまざまなオプションを設定する設定タスクに
ついて説明します。このモジュールには、コマンドを使用して、OSPFセッションをCPU使用率
ベースの攻撃から保護する軽量のセキュリティメカニズムを設定するタスクと、プロトコル設

定を失うことなくプロトコルを一時的にシャットダウンするようにルータを設定するタスクが含

まれます。

• 機能情報の確認, 395 ページ

• OSPF TTLセキュリティチェックと OSPFグレースフルシャットダウンについて, 396 ペー
ジ

• OSPFTTLセキュリティチェックとOSPFグレースフルシャットダウンの設定方法, 398ペー
ジ

• OSPF TTLセキュリティチェックおよび OSPFグレースフルシャットダウンの設定例, 403
ページ

• その他の参考資料, 403 ページ

• OSPFTTLセキュリティチェックおよびOSPFグレースフルシャットダウンの機能情報, 405
ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

OSPF TTL セキュリティチェックと OSPF グレースフル
シャットダウンについて

OSPF の TTL セキュリティチェック
TTLセキュリティチェック機能がイネーブルになっている場合、OSPFは、IPヘッダー存続可能
時間（TTL）の値が 255の発信パケットを送信し、設定可能なしきい値よりも低い TTL値の入力
パケットを廃棄します。IPパケットを転送する各デバイスは TTLが低下するため、直接（1ホッ
プ）接続により受信されたパケットの TTL値は 255になります。2つのホップを通過するパケッ
トの値は254というようになります。受信しきい値は、パケットが移動する可能性がある最大ホッ
プ数で設定されます。この hop-count引数の値は 1～ 254の数であり、デフォルトは 1です。

TTLセキュリティチェック機能は、OSPFルータサブモードで設定する（この場合は OSPFが実
行されるすべてのインターフェイスに適用される）か、またはインターフェイスごとに設定する

ことができます。

TTL セキュリティチェックを使用するための既存ネットワークの移行
ネットワークで現在 OSPFが実行されている場合に、ネットワークを停止せずにインターフェイ
スごとに TTLセキュリティを実装するには、ipospfttl-securityコマンドを使用して引数 hop-count
を 254に設定します。この設定により、発信パケットは TTL値 255で送信されますが、着信パ
ケットについてはいずれの値も許可されません。リンクの反対側のデバイスで TTLセキュリティ
が有効になると、その後は、ホップカウントを指定せずに ipospfttl-securityを使用することによ
り、着信パケットにホップリミットを適用できるようになります。このプロセスにより、TTLセ
キュリティの一時的な不一致が原因で OSPFパケットがドロップされることがなくなります。

OSPF 仮想リンクおよび模造リンクの TTL セキュリティチェック
OSPFでは、すべてのエリアがバックボーンエリアに接続されている必要があります。バックボー
ンが不連続である場合、またはバックボーンが意図的に分割されている場合は、仮想リンクを確

立できます。仮想リンクは両方のデバイスで設定される必要があります。各デバイスの設定情報

には、他の仮想エンドポイント（他のエリア境界ルータ（ABR））、および 2台のデバイスに共
通する非バックボーンエリア（中継エリア）があります。仮想リンクはスタブエリアからは設定

できません。模造リンクは多くの点で仮想リンクに似ていますが、模造リンクは、レイヤ 3マル
チプロトコルラベルスイッチング（MPLS）のバーチャルプライベートネットワーク（VPN）で
使用されて、MPLSバックボーンを通じてプロバイダーエッジ（PE）ルータを接続します。
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仮想リンクまたは模造リンクを確立するには、ルータコンフィギュレーションモードで、

areavirtual-linkまたは areasham-linkcostコマンドをそれぞれ使用します。仮想リンクまたは模造
リンクで TTLセキュリティチェック機能を設定するには、それぞれのコマンドで、ttl-security
キーワードおよび hop-count引数を設定します。この場合、hop-count引数値は必須です。

TTL セキュリティチェックに対する OSPF サポートの利点
TTLセキュリティチェックに対するOSPFサポート機能は、OSPFネイバーセッションを CPU利
用率に基づく攻撃から防御する、効果的で容易に導入できるソリューションを提供します。この

機能がイネーブルの場合、ホストがローカルOSPFネットワークまたはリモートOSPFネットワー
クのメンバでない場合、あるいはホストがローカル OSPFネットワークとリモート OSPFネット
ワークの間のネットワークセグメントに直接接続されていない場合、ホストは OSPFセッション
を攻撃できません。このソリューションは、OSPF自律システムへのサービス妨害（DoS）攻撃の
効果を大幅に軽減します。

OSPF グレースフルシャットダウン
OSPFグレースフルシャットダウン機能では、可能な限り安全な方法で OSPFプロトコルを一時
的にシャットダウンして、これをネイバーに通知する機能を提供します。ネットワークに別のパ

スがあるすべてのトラフィックは、その代替パスに送信されます。OSPFプロトコルのグレースフ
ルシャットダウンは、ルータコンフィギュレーションモードで shutdownコマンドを使用して実
行できます。

この機能は、特定のインターフェイスで OSPFをシャットダウンする機能も提供します。この場
合、OSPFはインターフェイスをアドバタイズせず、インターフェイスを介して隣接関係を形成し
ません。ただし、すべての OSPFインターフェイス設定が保持されます。インターフェイスのグ
レースフルシャットダウンを実行するには、インターフェイスコンフィギュレーションモード

で ip ospf shutdownコマンドを使用します。
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OSPF TTL セキュリティチェックと OSPF グレースフル
シャットダウンの設定方法

すべての OSPF インターフェイスでの TTL セキュリティチェックの設
定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfprocess-id
4. ttl-securityall-interfaces [hopshop-count ]
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングをイネーブルにします。これにより、デ
バイスはルータコンフィギュレーションモードに設定され

ます。

routerospfprocess-id

例：

Device(config)# router ospf 109

ステップ 3   

すべての OSPFインターフェイスでの TTLセキュリティ
チェックを設定します。

ttl-securityall-interfaces [hopshop-count
]

例：

Device(config-router)# ttl-security
all-interfaces

ステップ 4   

この設定手順は、通常の OSPFインターフェイス
だけに適用されます。TTLセキュリティ保護を必
要とする仮想リンクまたは模造リンクには適用さ

れません。仮想リンクと模造リンクは個別に設定

する必要があります。

（注）
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 5   

インターフェイス単位での TTL セキュリティチェックの設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. ipospfttl-security[hopshop-count | disable]
5. end
6. showipospf [process-id] interface[interfacetypeinterface-number] [brief] [multicast] [topology

topology-name |base}]
7. showipospfneighborinterface-typeinterface-number [neighbor-id][detail]
8. showipospf [process-id] traffic [interface-typeinterface-number]
9. debugipospfadj

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
399

OSPF TTL セキュリティチェックと OSPF グレースフルシャットダウンの設定
インターフェイス単位での TTL セキュリティチェックの設定



目的コマンドまたはアクション

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイス

コンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Device(config)# interface GigabitEthernet
0/0/0

ステップ 3   

特定のインターフェイスに対しTTLセキュリティチェッ
ク機能を設定します。

ipospfttl-security[hopshop-count | disable]

例：

Device(config-if)# ip ospf ttl-security

ステップ 4   

•引数 hop-countの範囲は 1～ 254です。

• disableキーワードを使用して、インターフェイス
のTTLセキュリティをディセーブルにすることが
できます。これは、ttl-securityall-interfacesコマン
ドによってすべてのOSPFインターフェイスのTTL
セキュリティが最初にイネーブルになっている場

合のみ有効です。この場合、disableは、オーバー
ライドとして、または特定のインターフェイスの

TTLセキュリティをオフにするために使用できま
す。

•例では、TTLセキュリティはギガビットイーサ
ネットインターフェイス 0/0/0上でディセーブル
になっています。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

（任意）OSPF関連のインターフェイス情報を表示しま
す。

showipospf [process-id]
interface[interfacetypeinterface-number] [brief]
[multicast] [topology topology-name |base}]

ステップ 6   

例：

Device# show ip ospf interface
gigabitethernet 0/0/0

（任意）OSPFネイバー情報をインターフェイスごとに
表示します。

showipospfneighborinterface-typeinterface-number
[neighbor-id][detail]

例：

Device# show ip ospf neighbor 10.199.199.137

ステップ 7   

•接続の一方の側にイネーブルのTTLセキュリティ
がある場合、もう一方の側には INIT状態のネイ
バーが表示されます。
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目的コマンドまたはアクション

（任意）OSPFトラフィック統計情報を表示します。showipospf [process-id] traffic
[interface-typeinterface-number]

ステップ 8   

• TTLセキュリティチェックが失敗した回数が出力
に表示されます。例：

Device# show ip ospf traffic

（任意）OSPF隣接イベントのデバッグを開始します。debugipospfadj

例：

Device# debug ip ospf adj

ステップ 9   

•ドロップされたパケットに関する情報（インター
フェイスのタイプと番号、ネイバー IPアドレス、
TTL値など）が、コマンドの出力に表示されます。

インターフェイス単位での OSPF グレースフルシャットダウンの設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. ipospfshutdown
5. end
6. showipospf[process-id]interface[interfacetypeinterface-number][brief] [multicast]

[topologytopology-name|base}]
7. showipospf[process-id]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。

イネーブル化

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスのタイプと番号を設

定し、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Device(config)# interface GigabitEthernet 0/1/0

ステップ 3   

インターフェイスレベルで OSPFプロ
トコルグレースフルシャットダウンを

開始します。

ipospfshutdown

例：

Device(config-if)# ip ospf shutdown

ステップ 4   

• ipospfshutdownインターフェイス
コマンドを入力すると、これを設

定したインターフェイスは、停止

しようとしているネイバーをアド

バイスするリンクステートアップ

デートを送信します。これによ

り、ネイバーは、このルータを含

む OSPFトラフィックをルーティ
ングできるようになります。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

（任意）OSPF関連のインターフェイス
情報を表示します。

showipospf[process-id]interface[interfacetypeinterface-number][brief]
[multicast] [topologytopology-name|base}]

例：

Device# show ip ospf interface GigabitEthernet 0/1/0

ステップ 6   

（任意）OSPFルーティングプロセス
に関する一般情報を表示します。

showipospf[process-id]

例：

Device# show ip ospf

ステップ 7   
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OSPF TTL セキュリティチェックおよび OSPF グレースフ
ルシャットダウンの設定例

例：TTL セキュリティチェックを使用するための既存ネットワークの
移行

次に、既存の OSPFネットワークで TTLセキュリティをインターフェイス単位でイネーブルする
例を示します。

既存のネットワークでの TTLセキュリティの設定手順は、次の 3ステップからなります。

1 送信側デバイスの OSPFインターフェイスで、ホップカウントを 254に指定して TTLセキュ
リティを設定します。

2 送信側デバイスの OSPFインターフェイスで、ホップカウントなしで TTLセキュリティを設
定します。

3 送信側の OSPFインターフェイスをホップカウントなしで再設定します。

configure terminal
! Configure the following command on the sending side router.
interface gigabitethernet 0/1/0
ip ospf ttl-security hops 254
! Configure the next command on the receiving side router.
interface gigabitethernet 0/1/0
ip ospf ttl-security
! Reconfigure the sending side with no hop count.
ip ospf ttl-security
end

その他の参考資料
ここでは、OSPF TTLセキュリティチェックおよび OSPFグレースフルシャットダウン機能に関
する参考資料を紹介します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Configuring OSPF』『Configuring OSPF』

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』『Cisco IOS Master Command List, All Releases』
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標準

Title規格

--新しい規格または変更された規格はサポートさ

れていません。また、既存の規格に対するサ

ポートに変更はありません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、ソフトウェアリ

リース、およびフィーチャセットのMIBを検
索してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

新しいMIBまたは変更されたMIBはサポート
されていません。また、既存のMIBに対する
サポートに変更はありません。

RFC

TitleRFC

--新しい RFCまたは変更された RFCはサポート
されていません。また、既存の RFCに対する
サポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。
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OSPF TTL セキュリティチェックおよび OSPF グレースフ
ルシャットダウンの機能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 45：OSPF TTL セキュリティチェックおよび OSPF グレースフルシャットダウンの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能により、可能な限り安

全な方法でプロトコルを一時的

にシャットダウンして、これを

ネイバーに通知することができ

ます。

プロトコルのグレースフル

シャットダウンは、すべての

OSPFインターフェイス、また
は特定のインターフェイスで開

始できます。

次のコマンドが導入または変更

されました。

• ipospfshutdown

• showipospf

• showipospfinterface

• shutdown(routerOSPF)

Cisco IOS XE Release 2.1OSPFグレースフルシャットダ
ウン
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機能情報リリース機能名

この機能により、OSPFサービ
ス妨害攻撃に対する保護を強化

し、ネイバーからの OSPFパ
ケット上の TTL値をチェック
して、ネイバーに送信される

TTL値をユーザが設定できるよ
うになります。

次のコマンドが導入または変更

されました。

• areasham-linkcost

• areavirtual-link

• debugipospfadj

• ipospfttl-security

• showipospfinterface

• showipospfneighbor

• showipospftraffic

• ttl-securityall-interfaces

Cisco IOS XE Release 2.1OSPFTTLセキュリティチェッ
ク
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第 39 章

OSPF 模造リンク MIB サポート

この機能では、新しいテーブルおよびトラップMIBオブジェクトを Cisco OSPF MIB
（CISCO-OSPF-MIB）およびCiscoOSPFTrapMIB（CISCO-OSPF-TRAP-MIB）に追加することに
より、OSPF模造リンク機能のMIBサポートが導入されます。また、Open Shortest Path First
（OSPF）模造リンクトラップオブジェクトの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知
をイネーブルにするための、新しいコマンドが追加されています。模造リンクインターフェイ

ス全体におけるエラー、ステート変更、および再送信についての通知が提供されます。

• 機能情報の確認, 407 ページ

• OSPF模造リンクMIBサポートの前提条件, 408 ページ

• OSPF模造リンクMIBサポートの制約事項, 408 ページ

• OSPF模造リンクMIBサポートに関する情報, 408 ページ

• OSPF模造リンクMIBサポートの設定方法, 411 ページ

• OSPF模造リンクMIBサポートの設定例, 417 ページ

• 次の作業, 419 ページ

• その他の参考資料, 419 ページ

• OSPF模造リンクMIBサポートの機能情報, 421 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

OSPF 模造リンク MIB サポートの前提条件
• OSPF模造リンクをすでに設定済みであることが前提になります。

•通知（トラップ）の設定、またはSNMPGET動作を実行するルータで、SNMPがイネーブル
になっている必要があります。

OSPF 模造リンク MIB サポートの制約事項
この機能によって導入されるすべての拡張機能は、CiscoプライベートMIB（CISCO-OSPF-MIB
および CISCO-OSPF-TRAP-MIB）によってのみ提供されます。

OSPF 模造リンク MIB サポートに関する情報

PE-PE 間ルータ接続における OSPF 模造リンク
マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）バーチャルプライベートネットワーク（VPN）
設定では、模造リンクと呼ばれる仮想接続を設定することにより、同じ OSPFエリア内にある必
要がある2つのVPNサイトを相互接続できます。模造リンクは、2つのプロバイダーエッジ（PE）
ルータを接続するMPLS VPNトンネルに加えて設定します。OSPFパケットは、模造リンク上で
伝搬されます。模造リンクの設定の詳細については、「MPLS VPNのための OSPF模造リンクの
サポート」を参照してください。

Cisco OSPF MIB および Cisco OSPF トラップ MIB の拡張機能
OSPF模造リンクMIBサポート機能では、新しいテーブルおよびトラップMIBオブジェクトを
CiscoOSPFMIB（CISCO-OSPF-MIB）およびCiscoOSPFトラップMIB（CISCO-OSPF-TRAP-MIB）
に追加することにより、OSPF模造リンク機能のMIBサポートが導入されます。また、OSPF模造
リンクトラップオブジェクトの SNMP通知をイネーブルにするための、新しいコマンドライン
インターフェイス（CLI）コマンドが追加されています。模造リンクインターフェイス全体にお
けるエラー、ステート変更、および再送信についての通知が提供されます。
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OSPF 模造リンク設定のサポート
cospfShamLinksTableテーブルオブジェクトには、OSPFエリアに対して設定されている模造リン
クに関する情報が保存されます。cospfShamLinksTableテーブルを使用すると、次のMIBオブジェ
クトにアクセスできます。

• cospfShamLinksAreaId

• cospfShamLinksLocalIpAddrType

• cospfShamLinksLocalIpAddr

• cospfShamLinksRemoteIpAddrType

• cospfShamLinksRemoteIpAddr

• cospfShamLinksRetransInterval

• cospfShamLinksHelloInterval

• cospfShamLinksRtrDeadInterval

• cospfShamLinksState

• cospfShamLinksEvents

• cospfShamLinksMetric

OSPF 模造リンクネイバーのサポート
cospfShamLinkNbrTableテーブルオブジェクトには、すべての OSPF模造リンクネイバーのエン
トリが記述されます。cospfShamLinkNbrTableを使用すると、次のMIBオブジェクトにアクセス
できます。

• cospfShamLinkNbrArea

• cospfShamLinkNbrIpAddrType

• cospfShamLinkNbrIpAddr

• cospfShamLinkNbrRtrId

• cospfShamLinkNbrOptions

• cospfShamLinkNbrState

• cospfShamLinkNbrEvents

• cospfShamLinkNbrLsRetransQLen

• cospfShamLinkNbrHelloSuppressed
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OSPF 模造リンクインターフェイスの移行ステート変更のサポート
OSPF模造リンクインターフェイスにおける移行ステート変更についてネットワークマネージャ
に通知するには、cospfShamLinksStateChangeトラップオブジェクトを使用します。
cospfShamLinksStateChangeトラップオブジェクトには、次のMIBオブジェクトが含まれます。

• ospfRouterId

• cospfShamLinksAreaId

• cospfShamLinksLocalIpAddrType

• cospfShamLinksLocalIpAddr

• cospfShamLinksRemoteIpAddrType

• cospfShamLinksRemoteIpAddr

• cospfShamLinksState

OSPF 模造リンクネイバーの移行ステート変更のサポート
OSPF模造リンクネイバーにおける移行ステート変更についてネットワークマネージャに通知す
るには、cospfShamLinkNbrStateChangeトラップオブジェクトを使用します。
cospfShamLinkNbrStateChangeトラップオブジェクトには、次のMIBオブジェクトが含まれます。

• ospfRouterId

• cospfShamLinkNbrArea

• cospfShamLinksLocalIpAddrType

• cospfShamLinksLocalIpAddr

• cospfShamLinkNbrIpAddrType

• cospfShamLinkNbrIpAddr

• cospfShamLinkNbrRtrId

• cospfShamLinkNbrState

模造リンクのエラー

OSPF模造リンクの設定、認証、および不良パケットのエラーに関するトラップ通知が行われま
す。これらのエラーには、次のトラップオブジェクトが含まれます。

• cospfShamLinkConfigError

• cospfShamLinkAuthFailure

• cospfShamLinkRxBadPacket
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OSPF 模造リンク MIB サポートの設定方法

ルータによる SNMP 通知送信のイネーブル化の設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. showrunning-config
3. configureterminal
4. snmp-serverhost {hostname | ip-address} [vrf vrf-name] [traps | informs] [version {1 | 2c | 3 [auth |

noauth | priv]}] community-string [udp-port port] [notification-type]
5. snmp-serverenabletrapsospf
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

SNMPエージェントがすでに実行中かどうかが判別される実行
コンフィギュレーションが表示されます。

showrunning-config

例：

Router# show running-config

ステップ 2   

• SNMPの情報が表示されない場合は、次のステップに進み
ます。SNMP情報が表示される場合、必要に応じて、情報
を変更できます。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 3   

SNMP通知操作の受信者（ターゲットホスト）を指定します。snmp-serverhost {hostname | ip-address}
[vrf vrf-name] [traps | informs] [version

ステップ 4   

• notification-typeが指定されていない場合は、イネーブルに
なっている全通知（トラップまたは応答要求）が、指定さ

れたホストに送信されます。

{1 | 2c | 3 [auth | noauth | priv]}]
community-string [udp-port port]
[notification-type]
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目的コマンドまたはアクション

例：

Router(config)# snmp-server host
172.20.2.162 version 2c public ospf

•指定されたホストに OSPF通知だけを送信するには、オプ
ションの ospfキーワードを notification-typesの 1つとして
指定します（例を参照）。

OSPF MIB内に定義されている全 SNMP通知をイネーブルにし
ます。

snmp-serverenabletrapsospf

例：

Router(config)# snmp-server enable
traps ospf

ステップ 5   

この手順が必要なのは、すべての OSPFトラップ
（OSPF模造リンクのトラップを含む）をイネーブル
にする場合だけです。no snmp-server enable traps ospf
コマンドを入力すると、すべての OSPFトラップ
（OSPF模造リンクのトラップを含む）がディセーブ
ルになります。

（注）

コンフィギュレーションセッションを終了し、グローバルコン

フィギュレーションモードを終了します。

end

例：

Router(config)# end

ステップ 6   

OSPF 模造リンクエラートラップ送信のイネーブル化

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. snmp-serverenabletrapsospfcisco-specificerrorsconfig-error
4. snmp-serverenabletrapsospfcisco-specificerrorsshamlink [authentication [bad-packet [config] |

config [bad-packet]]
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステッ

プ 1   
例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

   IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
412

OSPF 模造リンク MIB サポート
OSPF 模造リンクエラートラップ送信のイネーブル化



目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステッ

プ 2   

OSPF非仮想インターフェイスの不一致エラーに
対するエラートラップをイネーブルにします。

snmp-serverenabletrapsospfcisco-specificerrorsconfig-error

例：

Router(config)# snmp-server enable traps ospf
cisco-specific errors config-error

ステッ

プ 3   

両方のトラップが同じ場所で生成され、

仮想リンクで同様の設定エラーがあった

場合に一貫性を維持するようにするに

は、snmp-server enable traps ospf
cisco-specific errors shamlinkコマンドを
入力する前に、snmp-server enable traps
ospf cisco-specific errors config-errorコマ
ンドを入力する必要があります。

cospfospfConfigErrorトラップを設定する
前に cospfShamLinkConfigErrorトラップ
をイネーブルにしようとすると、

cospfConfigErrorトラップを最初に設定
しなければならないことを通知するエ

ラーメッセージが表示されます。

（注）

OSPF模造リンクのエラーに対するエラートラッ
プをイネーブルにします。

snmp-serverenabletrapsospfcisco-specificerrorsshamlink
[authentication [bad-packet [config] | config [bad-packet]]

例：

Router(config)# snmp-server enable traps ospf
cisco-specific errors shamlink

ステッ

プ 4   

• authenticationキーワードを使用すると、
OSPF模造リンクインターフェイス上での認
証障害のみに対する SNMP通知がイネーブ
ルになります。

• bad-packetキーワードを使用すると、OSPF
模造リンクインターフェイス上でのパケッ

ト解析エラーのみに対する SNMP通知がイ
ネーブルになります。

• configキーワードを使用すると、OSPF模造
リンクインターフェイス上での設定不一致

エラーのみに対する SNMP通知がイネーブ
ルになります。
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目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションセッションを終了し、グ

ローバルコンフィギュレーションモードを終了

します。

end

例：

Router(config)# end

ステッ

プ 5   

OSPF 模造リンクの再送信トラップのイネーブル化

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. snmp-serverenabletrapsospfcisco-specificretransmit [packets [shamlink | virt-packets] | shamlink

[packets | virt-packets] | virt-packets [shamlink]]
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

OSPF模造リンクの再送信エラーに対するエラー
トラップをイネーブルにします。

snmp-serverenabletrapsospfcisco-specificretransmit
[packets [shamlink | virt-packets] | shamlink [packets
| virt-packets] | virt-packets [shamlink]]

ステップ 3   

例：

Router(config)# snmp-server enable traps ospf
cisco-specific retransmit shamlink
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目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションセッションを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードを終

了します。

end

例：

Router(config)# end

ステップ 4   

OSPF 模造リンクのステート変更トラップのイネーブル化

置き換えられた cospfShamLinkChangeトラップは現在もイネーブルにできますが、新しい
cospfShamLinksStateChangeトラップをイネーブルにする場合にはイネーブルにできません。

（注）

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. snmp-serverenabletrapsospfcisco-specificstate-change[nssa-trans-change | shamlink [interface |

interface-old | neighbor]]
4. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。

イネーブル化

例：

Router> enable

ステッ

プ 1   

•パスワードを入力します（要求さ
れた場合）。

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステッ

プ 2   
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目的コマンドまたはアクション

cospfShamLinksStateChangeおよび
cospfShamLinkNbrStateChangeトラップ

snmp-serverenabletrapsospfcisco-specificstate-change[nssa-trans-change
| shamlink [interface | interface-old | neighbor]]

例：

Router(config)# snmp-server enable traps ospf cisco-specific
state-change

ステッ

プ 3   
など、すべての Cisco固有の OSPFス
テート変更トラップをイネーブルにし

ます。

• neighborキーワードを使用する
と、OSPF模造リンクネイバーの
ステート変更トラップがイネーブ

ルになります。

• interfaceキーワードを使用する
と、OSPF模造リンクインターフェ
イスのステート変更トラップがイ

ネーブルになります。

• interface-oldを使用すると、
cospfShamLinksStateChangeおよび
cospfShamLinkNbrStateChangeト
ラップにより置換された元のOSPF
模造リンクインターフェイスのス

テート変更トラップがイネーブル

になります。

新しいおよび置換された模造

リンクインターフェイスの移

行ステート変更トラップの両

方をイネーブルにできないた

め、interfaceおよび
interface-oldの両方のキーワー
ドを入力できません。これら

のトラップは、いずれか一方

だけを設定するか、両方とも

設定しないでください。

（注）

コンフィギュレーションセッションを

終了し、グローバルコンフィギュレー

ションモードを終了します。

end

例：

Router(config)# end

ステッ

プ 4   
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ルータ上の OSPF 模造リンク MIB トラップの確認

手順の概要

1. イネーブル化
2. showrunning-config | include traps

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

現在の実行コンフィギュレーションファイルの内容を表示し

ます。イネーブルになっているトラップに関する情報が含ま

れています。

showrunning-config | include traps

例：

Router# show running-config | include
traps

ステップ 2   

•トラップがイネーブルになっているかどうかを確認しま
す。

OSPF 模造リンク MIB サポートの設定例

例：OSPF 模造リンクエラートラップのイネーブル化と確認
次に、シスコ固有のOSPF模造リンクのエラートラップをすべてイネーブルにする例を示します。
snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors shamlinkコマンドの入力を最初に試みると、
snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors config-errorコマンドの入力を最初に入力する必
要があることを示すエラーメッセージが表示されます。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors shamlink

% Sham-link config error trap not enabled.
% Configure "cisco-specific errors config-error" first.
% This requirement allows both traps to be sent.
Router(config)# snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors config-error
Router(config)# snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors shamlink
Router(config)# end
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showrunning-configコマンドを実行して、トラップがイネーブルになっていることを確認します。

Router# show running-config | include traps
snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors config-error
snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors shamlink

トラップをディセーブル化する際に、snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors shamlink
コマンドよりも前に no snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors config-errorコマンドを
入力すると、模造リンク設定エラートラップもディセーブル化されたことを示すメッセージが表

示されます。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# no snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors config-error
! This command also disables the previously-enabled shamlink configuration error traps.
Router(config)# end

例：OSPF ステート変更トラップのイネーブル化と確認
次の例では、cospfShamLinksStateChangeおよび cospfShamLinkNbrStateChangeトラップなど、すべ
ての Cisco固有の OSPFステート変更トラップをイネーブルにします。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Router(config)# snmp-server enable traps ospf cisco-specific state-change shamlink

showrunning-configコマンドを実行して、トラップがイネーブルになっていることを確認します。

Router# show running-config | include traps
snmp-server enable traps ospf cisco-specific state-change shamlink interface
snmp-server enable traps ospf cisco-specific state-change shamlink neighbor

snmp-server enable traps ospf cisco-specific state-change shamlinkコマンドにより、
cospfShamLinksStateChangeトラップの模造リンクインターフェイスステート変更がイネーブル化
されることに注意してください。

従来の cospfShamLinkStateChangeトラップをイネーブルにするには、最初に
cospfShamLinksStateChangeトラップをディセーブルにする必要があります。snmp-server enable
traps ospf cisco-specific state-change shamlink interface-oldコマンドの入力を試みると、次のエラー
メッセージが表示されます。

Router(config)# snmp-server enable traps ospf cisco-specific state-change shamlink
interface-old
% Cannot enable both sham-link state-change interface traps.
% Deprecated sham link interface trap not enabled.
Router(config)# no snmp-server enable traps ospf cisco-specific state-change shamlink
interface
Router(config)# snmp-server enable traps ospf cisco-specific state-change shamlink
interface-old

例：OSPF 模造リンク再送信トラップのイネーブル化と確認
次に、OSPF模造リンクの再送信トラップをすべてイネーブルにする例を示します。

Router# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
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Router(config)# snmp-server enable traps ospf cisco-specific retransmit shamlink
Router(config)# end

showrunning-configコマンドを実行して、トラップがイネーブルになっていることを確認します。

Router# show running-config | include traps
snmp-server enable traps ospf cisco-specific retransmit shamlink

次の作業
SNMPおよび SNMP操作の詳細については、『Cisco IOS XE Network Management Configuration
Guide, Release 2』の「Configuring SNMP Support」の章を参照してください。

その他の参考資料
ここでは、OSPF模造リンクMIBサポート機能に関する参考資料を紹介します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

MPLS VPNのための OSPF模造リンクのサポー
ト

OSPF模造リンクの設定

「Configuring SNMP Support」SNMPコンフィギュレーション

『Cisco IOS Network Management Command
Reference』

SNMPコマンド

『Configuring OSPF』『Configuring OSPF』

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』『Cisco IOS Master Command List, All Releases』
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標準

Title規格

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XEソフ
トウェアリリース、およびフィーチャセット

のMIBの場所を検索しダウンロードするには、
次の URLにある Cisco MIB Locatorを使用しま
す。

http://www.cisco.com/go/mibs

• CISCO-OSPF-MIB

• CISCO-OSPF-TRAP-MIB

RFC

TitleRFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。
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OSPF 模造リンク MIB サポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 46：OSPF 模造リンク MIB サポートの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能では、新しいテーブル

およびトラップMIBオブジェ
クトを Cisco OSPF MIB
（CISCO-OSPF-MIB）および
Cisco OSPF Trap MIB
（CISCO-OSPF-TRAP-MIB）に
追加することにより、OSPF模
造リンク機能のMIBサポート
が導入されます。また、Open
Shortest Path First（OSPF）模造
リンクトラップオブジェクト

の簡易ネットワーク管理プロト

コル（SNMP）通知をイネーブ
ルにするための、新しいコマン

ドが追加されています。模造リ

ンクインターフェイス全体に

おけるエラー、ステート変更、

および再送信についての通知が

提供されます。

次に示すコマンドは、この章に

記載されている機能において、

新たに導入または変更されたも

のです。

• snmp-serverenabletrapsospfcisco-specificerrorsconfig-error

• snmp-serverenabletrapsospfcisco-specificerrorsshamlink

• snmp-serverenabletrapsospfcisco-specificretransmit

• snmp-serverenabletrapsospfcisco-specificstate-change.

Cisco IOS XE Release 2.1、Cisco
IOS XE Release 2.6

OSPF模造リンクMIBサポート
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第 40 章

データフィールドのインターフェイス ID の
OSPF SNMP ifIndex 値

この機能では、Open Shortest Path Firstバージョン 2（OSPFv2）および設定し、Open Shortest Path
Firstバージョン 3（OSPFv3）データフィールドのインターフェイス ID値を設定できます。現在
のインターフェイス番号か、インターフェイス IDのSimpleNetworkManagementProtocol（SNMP）
MIB-IIインターフェイスインデックス（ifIndex）値のどちらかを使用することを選択できます。
SNMP MIB-II ifIndex値を使用する利点は、SNMPのレポートでユーザが見る番号と、この番号
が対応していることです。

• 機能情報の確認, 423 ページ

• データフィールドのインターフェイス IDの SNMP ifIndex値の前提条件, 424 ページ

• データフィールドのインターフェイス IDの SNMP ifIndex値について, 424 ページ

• データフィールドにインターフェイス IDとして SNMP ifIndex値を設定する方法, 425 ペー
ジ

• データフィールドのインターフェイス IDとしての SNMP ifIndex値の設定例, 427 ページ

• その他の参考資料, 431 ページ

• インターフェイス IDとしての OSPF SNMP ifIndex値の機能情報, 432 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

データフィールドのインターフェイス ID の SNMP ifIndex
値の前提条件

インターフェイス IDの SNMP ifIndex値を使用するには、OSPFをルータで設定する必要がありま
す。

データフィールドのインターフェイス ID の SNMP ifIndex
値について

SNMP MIB-II ifIndex 値でインターフェイスを識別する利点
OSPFネットワークで SNMPを使用している場合に、OSPF：SNMP ifIndex Value for Interface ID in
OSPFv2 and OSPFv3 Data Fields機能を設定すると、次のような利点があります。

• SNMPMIB-II ifIndex識別番号は、SNMPのレポートでネットワーク管理者が見る番号に対応
しているため、この番号を OSPF識別に使用すると、管理者はインターフェイスを容易に特
定できるようになります。

•リンクステートアドバタイズメント（LSA）では、インターフェイス IDのフィールドに使
用されている値が、SNMPで報告されるものと同じ値になります。

• show ipv6 ospf interfaceコマンドの出力で、インターフェイス ID番号は SNMPで報告される
ものと同じ値になります。

• SNMP MIB-II ifIndexの使用は、OSPFv2に対しては OSPF RFC 2328で、OSPFv3に対しては
RFC 2740で推奨されています（必須ではありません）。

OSPFv2 および OSPFv3 での SNMP MIB-II ifIndex 値の使用方法
OSPFインターフェイスで SNMP MIB-II ifIndex番号を使用するには、特定の OSPFプロセスで
interface-id snmp-if-indexコマンドを実行します。その特定の OSPFプロセスのインターフェイス
に SNMP ifIndex番号がない場合、そのインターフェイスで OSPFはイネーブルになりません。

OSPFv2の場合、アンナンバードポイントツーポイントインターフェイスおよび模造リンクのルー
タ LSAのリンクデータフィールドに、ifIndex番号が使用されます。interface-id snmp-if-indexコ
マンドを実行すると、反映された LSAがすぐに再送信されます。
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OSPFv3の場合、ネットワーク LSAおよびリンク LSAの LSIDとして、また、helloパケットのイ
ンターフェイス IDとして、ルータ LSAのインターフェイス IDに ifIndex番号が使用されます。
ネットワークLSAを参照する Intra-Area-Prefix LSAの [ReferencedLSID]フィールドにはネットワー
ク LSAの LSIDがあるため、これらも interface-id snmp-if-indexコマンドが実行されると更新さ
れます。ネットワークLSAに関連する古いネットワークLSA、リンクLSA、および Intra-Area-Prefix
LSAはフラッシュされます。

OSPFv2およびOSPFv3のいずれの場合でも、隣接関係のフラップは発生しません。ただし、隣接
関係をフルに確立した OSPFv3デマンド回線（仮想リンクを含む）の場合は別です。

OSPFv2および OSPFv3のいずれの場合でも、インターフェイスに SNMP ifIndex番号がないのに
インターフェイス IDが要求されると（OSPFv2の場合、この状況はアンナンバードのインターフェ
イスおよび模造リンクにだけ該当します）、エラーメッセージが生成され、そのインターフェイ

スはディセーブルになります。インターフェイスを再びイネーブルにするには、no interface-id
snmp-if-indexコマンドを実行します。

データフィールドにインターフェイス ID として SNMP
ifIndex 値を設定する方法

OSPF インターフェイスによる SNMP MIB-II ifIndex 番号の使用の設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. 次のいずれかを実行します。

• routerospfprocess-id[vrfvpn-name]

•
• ipv6routerospfprocess-id

4. interface-idsnmp-if-index
5. end
6. showsnmpmibifmibifindex [typenumber] [detail][free-list]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   
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目的コマンドまたはアクション

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFv2ルーティングプロセスを設定し、ルータコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

次のいずれかを実行します。ステップ 3   

• routerospfprocess-id[vrfvpn-name]
OSPFv3ルーティングプロセスを設定し、ルータコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

•
• ipv6routerospfprocess-id

IPv6を使用する OSPFv3ルーティングプロセス
を設定する場合は、IPv6を事前にイネーブルにし
ている必要があります。

（注）

例：

Device(config)# router ospf 4

例：

例：

Device(config)# ipv6 router ospf 4

OSPFインターフェイスにSNMPインターフェイスインデッ
クス識別番号（ifIndex値）を設定します。

interface-idsnmp-if-index

例：

Device(config-router)# interface-id
snmp-if-index

ステップ 4   

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 5   

SNMP MIB-II ifIndex番号を使用するインターフェイスの全
OSPFプロセスについて、このタスクを繰り返してくださ
い。

すべてのシステムインターフェイスまたは指定したシステ

ムインターフェイスに対し、SNMPインターフェイスイン
デックス ID番号（ifIndex値）を表示します。

showsnmpmibifmibifindex [typenumber]
[detail][free-list]

例：

Device# show snmp mib ifmib ifindex
GigabitEtherent 0/0

ステップ 6   
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データフィールドのインターフェイス ID としての SNMP
ifIndex 値の設定例

例：OSPFv2 のインターフェイス ID としての SNMP ifIndex 値の設定
次の例では、インターフェイス IDとして SNMP ifIndex値を使用するように OSPFインターフェ
イスを設定します。showsnmpmibifmibifindexコマンドによって、OSPFv2のデータフィールドに
インターフェイス ID値として SNMP MIB-II ifIndex値が使用されていることを確認します。

Device# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Device(config)# router ospf 1
Device(config-router)# interface-id snmp-if-index
Device(config-router)# ^Z
Device# show ip ospf 1 1 data router self
OSPF Router with ID (172.16.0.1) (Process ID 1)
Router Link States (Area 1)
LS age: 6
Options: (No TOS-capability, DC)
LS Type: Router Links
Link State ID: 172.16.0.1
Advertising Router: 172.16.0.1
LS Seq Number: 80000007
Checksum: 0x63AF
Length: 48
Area Border Router
Number of Links: 2
Link connected to: another Router (point-to-point)
(Link ID) Neighboring Router ID: 172.17.0.1
(Link Data) Router Interface address: 0.0.0.53
Number of TOS metrics: 0
TOS 0 Metrics: 64
Link connected to: a Stub Network
(Link ID) Network/subnet number: 192.168.0.11
(Link Data) Network Mask: 255.255.255.255
Number of TOS metrics: 0
TOS 0 Metrics: 1
Device# show snmp mib ifmib ifindex serial 13/0

Serial13/0: Ifindex = 53

例：OSPFv3 のインターフェイス ID としての SNMP ifIndex 値の設定
次の例では、インターフェイス IDとしてSNMP ifIndex値を使用するようにOSPFv3インターフェ
イスを設定します。

Device# configure terminal
Enter configuration commands, one per line. End with CNTL/Z.
Device(config)# ipv6 router ospf 1
Device(config-router)# interface-id snmp-if-index
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showsnmpmibifmibifindexコマンドの出力から、OSPFv2のデータフィールドにインターフェイス
ID値として SNMP MIB-II ifIndex値が使用されていることを確認します。

Device# show snmp mib ifmib ifindex GigabitEthernet 0/0/0
0/0/0: Ifindex = 5
Device# show ipv6 ospf interface
OSPF_VL0 is up, line protocol is up
Interface ID 71
Area 0, Process ID 1, Instance ID 0, Router ID 172.16.0.1
Network Type VIRTUAL_LINK, Cost: 10
Configured as demand circuit.
Run as demand circuit.
DoNotAge LSA allowed.
Transmit Delay is 1 sec, State POINT_TO_POINT,
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
Hello due in 00:00:02

Index 1/2/3, flood queue length 0
Next 0x0(0)/0x0(0)/0x0(0)
Last flood scan length is 1, maximum is 1
Last flood scan time is 0 msec, maximum is 0 msec
Neighbor Count is 1, Adjacent neighbor count is 1
Adjacent with neighbor 10.0.0.1 (Hello suppressed)

Suppress hello for 1 neighbor(s)
GigabitEthernet is up, line protocol is up
Link Local Address FE80::A8BB:CCFF:FE00:6F02, Interface ID 10
Area 0, Process ID 1, Instance ID 0, Router ID 172.16.0.1
Network Type BROADCAST, Cost: 10
Transmit Delay is 1 sec, State DR, Priority 1
Designated Router (ID) 172.16.0.1, local address FE80::A8BB:CCFF:FE00:6F02
No backup designated router on this network
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
Hello due in 00:00:06

Index 1/1/2, flood queue length 0
Next 0x0(0)/0x0(0)/0x0(0)
Last flood scan length is 0, maximum is 0
Last flood scan time is 0 msec, maximum is 0 msec
Neighbor Count is 0, Adjacent neighbor count is 0
Suppress hello for 0 neighbor(s)

GigabitEthernet is up, line protocol is up
Link Local Address FE80::A8BB:CCFF:FE00:6F01, Interface ID 6
Area 1, Process ID 1, Instance ID 2, Router ID 172.16.0.1
Network Type BROADCAST, Cost: 10
Transmit Delay is 1 sec, State DR, Priority 1
Designated Router (ID) 172.16.0.1, local address FE80::A8BB:CCFF:FE00:6F01
Backup Designated router (ID) 10.0.0.1, local address FE80::A8BB:CCFF:FE00:6E01
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
Hello due in 00:00:06

Index 1/1/1, flood queue length 0
Next 0x0(0)/0x0(0)/0x0(0)
Last flood scan length is 1, maximum is 2
Last flood scan time is 0 msec, maximum is 0 msec
Neighbor Count is 1, Adjacent neighbor count is 1
Adjacent with neighbor 10.0.0.1 (Backup Designated Router)

Suppress hello for 0 neighbor(s)
Device# show ipv6 ospf database network adv-router 172.16.0.1
OSPFv3 Router with ID (172.16.0.1) (Process ID 1)
Net Link States (Area 1)
LS age: 144
Options: (V6-Bit E-Bit R-bit DC-Bit)
LS Type: Network Links
Link State ID: 6 (Interface ID of Designated Router)
Advertising Router: 172.16.0.1
LS Seq Number: 80000001
Checksum: 0x1FC0
Length: 32

Attached Router: 172.16.0.1
Attached Router: 10.0.0.1

Device# show ipv6 ospf database prefix adv-router 172.16.0.1
OSPFv3 Router with ID (172.16.0.1) (Process ID 1)
Intra Area Prefix Link States (Area 0)
Routing Bit Set on this LSA
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LS age: 196
LS Type: Intra-Area-Prefix-LSA
Link State ID: 0
Advertising Router: 172.16.0.1
LS Seq Number: 80000001
Checksum: 0x6F11
Length: 44
Referenced LSA Type: 2001
Referenced Link State ID: 0
Referenced Advertising Router: 172.16.0.1
Number of Prefixes: 1
Prefix Address: 2002:0:2::
Prefix Length: 64, Options: None, Metric: 10

Intra Area Prefix Link States (Area 1)
Routing Bit Set on this LSA
LS age: 161
LS Type: Intra-Area-Prefix-LSA
Link State ID: 0
Advertising Router: 172.16.0.1
LS Seq Number: 80000001
Checksum: 0xB6E7
Length: 52
Referenced LSA Type: 2001
Referenced Link State ID: 0
Referenced Advertising Router: 172.16.0.1
Number of Prefixes: 1
Prefix Address: 2002:0:2:0:A8BB:CCFF:FE00:6F02
Prefix Length: 128, Options: LA , Metric: 0
Routing Bit Set on this LSA
LS age: 151
LS Type: Intra-Area-Prefix-LSA
Link State ID: 1006
Advertising Router: 172.16.0.1
LS Seq Number: 80000001
Checksum: 0x6E24
Length: 44
Referenced LSA Type: 2002
Referenced Link State ID: 6
Referenced Advertising Router: 172.16.0.1
Number of Prefixes: 1
Prefix Address: 2002:0:1::
Prefix Length: 64, Options: None, Metric: 0

Device# show ipv6 ospf database router
OSPFv3 Router with ID (10.0.0.1) (Process ID 1)
Router Link States (Area 0)
Routing Bit Set on this LSA
LS age: 5 (DoNotAge)
Options: (V6-Bit E-Bit R-bit DC-Bit)
LS Type: Router Links
Link State ID: 0
Advertising Router: 10.0.0.1
LS Seq Number: 80000004
Checksum: 0xEE5C
Length: 40
Area Border Router
Number of Links: 1
Link connected to: a Virtual Link
Link Metric: 10
Local Interface ID: 70
Neighbor Interface ID: 71
Neighbor Router ID: 172.16.0.1

LS age: 162
Options: (V6-Bit E-Bit R-bit DC-Bit)
LS Type: Router Links
Link State ID: 0
Advertising Router: 172.16.0.1
LS Seq Number: 80000004
Checksum: 0xCE7C
Length: 40
Area Border Router
Number of Links: 1

Link connected to: a Virtual Link
Link Metric: 10
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Local Interface ID: 71
Neighbor Interface ID: 70
Neighbor Router ID: 10.0.0.1

Router Link States (Area 1)
Routing Bit Set on this LSA
LS age: 176
Options: (V6-Bit E-Bit R-bit DC-Bit)
LS Type: Router Links
Link State ID: 0
Advertising Router: 10.0.0.1
LS Seq Number: 80000003
Checksum: 0xC807
Length: 40
Area Border Router
Number of Links: 1

Link connected to: a Transit Network
Link Metric: 10
Local Interface ID: 6
Neighbor (DR) Interface ID: 6
Neighbor (DR) Router ID: 172.16.0.1
LS age: 175
Options: (V6-Bit E-Bit R-bit DC-Bit)
LS Type: Router Links
Link State ID: 0
Advertising Router: 172.16.0.1
LS Seq Number: 80000004
Checksum: 0xBD10
Length: 40
Area Border Router
Number of Links: 1

Link connected to: a Transit Network
Link Metric: 10
Local Interface ID: 6
Neighbor (DR) Interface ID: 6
Neighbor (DR) Router ID: 172.16.0.1
Device# show ipv6 ospf database link adv-router 172.16.0.1
OSPFv3 Router with ID (172.16.0.1) (Process ID 1)
Link (Type-8) Link States (Area 0)
LS age: 245
Options: (V6-Bit E-Bit R-bit DC-Bit)
LS Type: Link-LSA (Interface: GigabitEthernet2/0)
Link State ID: 10 (Interface ID)
Advertising Router: 172.16.0.1
LS Seq Number: 80000002
Checksum: 0xA0CB
Length: 56
Router Priority: 1
Link Local Address: FE80::A8BB:CCFF:FE00:6F02
Number of Prefixes: 1
Prefix Address: 2002:0:2::
Prefix Length: 64, Options: None

Link (Type-8) Link States (Area 1)
LS age: 250
Options: (V6-Bit E-Bit R-bit DC-Bit)
LS Type: Link-LSA (Interface: GigabitEthernet1/0)
Link State ID: 6 (Interface ID)
Advertising Router: 172.16.0.1
LS Seq Number: 80000001
Checksum: 0x4F94
Length: 44
Router Priority: 1
Link Local Address: FE80::A8BB:CCFF:FE00:6F01
Number of Prefixes: 0
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

『Cisco IOS Multiprotocol Label Switching
Configuration Guide』の「MPLS Traffic
Engineering--Fast Reroute Link and Node
Protection」の項。

TEトンネルインターフェイスの保護

標準

Title規格

--新しい規格または変更された規格はサポートさ

れていません。また、既存の規格に対するサ

ポートに変更はありません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

•なし

RFC

TitleRFC

『Basic Specification for IP Fast Reroute: Loop-Free
Alternates』

RFC 5286
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/go/mibs
http://tools.ietf.org/html/rfc5286
http://tools.ietf.org/html/rfc5286


シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

インターフェイス ID としての OSPF SNMP ifIndex 値の機
能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 47：OSPF：OSPFv2 および OSPFv3 データフィールドのインターフェイス ID としての SNMP ifIndex 値の機
能情報

機能情報リリース機能名

これにより、OSPFv2および
OSPFv3データフィールドにイ
ンターフェイス IDとして、現
在のインターフェイス番号また

は SNMP ifIndex値を選択でき
ます。SNMP MIB-II ifIndex値
を使用する利点は、SNMPのレ
ポートでユーザが見る番号と、

この番号が対応していることで

す。

次のコマンドは、このモジュー

ルに記述された機能で導入また

は変更されています。
interface-idsnmp-if-index

Cisco IOS XE Release 2.6OSPF：OSPFv2および OSPFv3
データフィールドのインター

フェイス IDとして使用する
SNMP ifIndex値
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第 41 章

OSPFv2 ローカル RIB

OSPFv2ローカル RIB機能を使用すると、各 OSPFプロトコルインスタンスに固有のローカル
ルーティング情報ベース（RIB）が設定されます。OSPFローカル RIBは、OSPFの SPFルート
計算のプライマリ状態として機能します。SPFの計算中、中間結果でグローバルRIBが更新され
ることはありません。ルータが追加、削除、または変更されたときだけ更新されるため、グロー

バル RIB計算の機会が減少します。この更新アクティビティの減少により、ドロップされるパ
ケットが減少する場合があります。

この機能はデフォルトでイネーブルになっているため、設定は不要です。この文書では、グロー

バル RIB機能とローカル RIB機能を変更するための、いくつかの任意指定の設定タスクについ
て説明します。ただし、これらはデフォルト設定のままにすることを推奨します。

• 機能情報の確認, 435 ページ

• OSPFv2ローカル RIBの前提条件, 436 ページ

• OSPFv2ローカル RIBの制約事項, 436 ページ

• OSPFv2ローカル RIBについて, 436 ページ

• OSPFv2ローカル RIBの設定方法, 437 ページ

• OSPFv2ローカル RIBの設定例, 440 ページ

• その他の参考資料, 441 ページ

• OSPFv2ローカル RIBの機能情報, 442 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

OSPFv2 ローカル RIB の前提条件
この機能を設定する前に、OSPFルーティングプロトコルを設定しておく必要があります。

OSPFv2 ローカル RIB の制約事項
この機能を使用できるのは、IPバージョン 4ネットワークだけです。

OSPFv2 ローカル RIB について
OSPFv2を実行しているルータは、すべてのルートをネイバーで学習した宛先に格納するローカル
RIBを維持します。個々の SPFの最後に、OSPFはローカル RIBにある宛先に対して最適な（最
もコストのかからない）ルートをグローバル IPv4ルーティングテーブルにインストールしようと
します。グローバルRIBは、ルータが追加、削除、または変更されたときだけ更新されます。ロー
カルRIBおよび転送情報ベース（FIB）におけるルートは、SPF中に中間結果が計算されるときに
は計算を行いません。この結果、一部の環境ではドロップされるパケットが少なくなります。

デフォルトでは、グローバル RIBの内容は、タイプ 5 LSAおよびタイプ 7 LSAのエリア間集約、
NSSA変換、およびフォワーディングアドレスを計算するために使用されます。これらの機能は
それぞれグローバル RIBではなく OSPFローカル RIBの内容を使用して計算を行うように設定さ
れます。計算にローカル RIBを使用すると、一部の環境では若干計算速度が上がる場合がありま
すが、ローカル RIBには OSPFの特定のインスタンスだけに対応する情報が含まれているため、
これを計算に使用すると正しくない結果が出る可能性があります。発生する可能性のある問題に

は、ルーティングループやブラックホールルートなどがあります。デフォルト値は安定性があ

り、現在の RIB動作を保持しているため、変更しないことを推奨します。

デフォルトでは、OSPFは、廃棄ルートを他のルータにアドバタイズする任意のエリア範囲（内
部）プレフィックスまたは集約アドレス（外部）プレフィックスのnull0にインストールします。
要約部分に、RIB内の限定されたルートがない場合、廃棄ルートのインストールによってルーティ
ングループを回避できます。通常、内部廃棄ルートはアドミニストレーティブディスタンス 110
にインストールされます。一方外部廃棄ルートにはアドミニストレーティブディスタンス 254が
あります。

ただし、他の値が必要になる場合もあります。たとえば、1つのOSPFプロセスが別のOSPFで設
定されているエリア範囲と完全に一致するルートをインストールすると、2つ目のOSPFプロセス
の内部廃棄ルートにはより大きい（望ましくない）アドミニストレーティブディスタンスが割り

当てられることがあります。
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OSPFv2 ローカル RIB の設定方法
ここで説明するコマンドは、デフォルト設定のままにすることを推奨しますが、任意でデフォル

ト設定から変更することもできます。

デフォルトのローカル RIB 基準の変更

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfprocess-id[vrfvpn-name]
4. local-rib-criteria[forwarding-address] [inter-area-summary] [nssa-translation]
5. end
6. showipospfprocess-idrib[redistribution] [network-prefix] [network-mask] [detail]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFv2ルーティングプロセスを設定し、ルータ
コンフィギュレーションモードを開始します。

routerospfprocess-id[vrfvpn-name]

例：

Device(config)# router ospf 23

ステップ 3   

OSPFローカル RIBがルート検証に使用されるこ
とを指定します。

local-rib-criteria[forwarding-address]
[inter-area-summary] [nssa-translation]

例：

Device(config-router)# local-rib-criteria
forwarding-address

ステップ 4   
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 5   

OSPFローカル RIBまたはローカルに再配布され
るルートの情報を表示します。

showipospfprocess-idrib[redistribution]
[network-prefix] [network-mask] [detail]

例：

Device# show ip ospf 23 rib

ステップ 6   

廃棄ルートのアドミニストレーティブディスタンスの変更

デフォルト設定のままにしておくことをお勧めします。ただし、この項の手順に従って、廃棄

ルートのアドミニストレーティブディスタンスを変更することができます。

（注）

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfprocess-id[vrfvpn-name]
4. discard-route [external [distance]] [internal [distance]]
5. end
6. showiproute [ip-address [mask] [longer-prefixes] | protocol [process-id] | list [access-list-number |

access-list-name] | staticdownload]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFv2ルーティングプロセスを設定し、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

routerospfprocess-id[vrfvpn-name]

例：

Device(config)# router ospf 23

ステップ 3   

以前に削除した外部廃棄ルートまたは内部廃棄ルートを、

もう一度インストールします。

discard-route [external [distance]] [internal
[distance]]

例：

Device(config-router)# discard-route
external 150

ステップ 4   

これで外部廃棄ルートまたは内部廃棄ルートの

アドミニストレーティブディスタンスを指定

できるようになりました。

（注）

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 5   

ルーティングテーブルの現在の状態を表示します。showiproute [ip-address [mask]
[longer-prefixes] | protocol [process-id] | list

ステップ 6   

showiprouteコマンドを入力すると、外部廃棄
ルートまたは内部廃棄ルートのアドミニスト

レーティブディスタンスの変更後の値を確認

できます。

（注）[access-list-number | access-list-name] |
staticdownload]

例：

Device# show ip route ospf 23

例

showiprouteコマンドで表示される出力例では、IPルート 192.168.0.0/24のアドミニストレーティ
ブディスタンスは 110であることが確認されます。

Device# show ip route 192.168.0.0 255.255.255.0

Routing entry for 192.168.0.0/24

Known via "ospf 1", distance 110, metric 0, type intra area
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Routing Descriptor Blocks:

* directly connected, via Null0

Route metric is 0, traffic share count is 1

トラブルシューティングのヒント

debug ip ospf ribコマンドの出力を調べると、ローカルRIBの機能、およびルート再配布プロセス
とグローバル RIBとの間の関係を知ることができます。たとえば、OSPFがグローバル RIBに格
納したルートが、予想と異なる理由がわかります。

OSPFv2 ローカル RIB の設定例

例：デフォルトのローカル RIB 基準の変更
次の例は、local-rib-criteriaコマンドをキーワードを指定しないで入力すると、フォワーディング
アドレス、エリア間集約、および NSSA変換オプションすべての基準として、ローカル RIBが使
用されることを示しています。

router ospf 1
router-id 10.0.0.6
local-rib-criteria

例：廃棄ルートのアドミニストレーティブディスタンスの変更

次の例では、外部廃棄ルートのアドミニストレーティブディスタンスが25、内部廃棄ルートのア
ドミニストレーティブディスタンスが 30に設定されています。

router ospf 1
router-id 10.0.0.6
log-adjacency-changes
discard-route external 25 internal 30
area 4 range 10.2.0.0 255.255.0.0
summary-address 192.168.130.2 255.255.255.0
redistribute static subnets
network 192.168.129.2 0.255.255.255 area 0
network 192.168.130.12 0.255.255.255 area 0

showiprouteコマンドの出力で、内部ルート 10.2.0.0/16のアドミニストレーティブディスタンス
が 30に設定されていることが確認されます。

Device# show ip route 10.2.0.0 255.255.0.0
Routing entry for 10.2.0.0/16
Known via "ospf 1", distance 30, metric 1, type intra area
Routing Descriptor Blocks:
* directly connected, via Null0

Route metric is 1, traffic share count is 1
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showiprouteコマンドの出力で、外部ルート 192.168.130.2/24のアドミニストレーティブディスタ
ンスが 25に設定されていることが確認されます。

Device# show ip route 192.168.130.2 255.255.255.0
Routing entry for 192.168.130.2/24
Known via "ospf 1", distance 25, metric 20, type intra area
Routing Descriptor Blocks:
* directly connected, via Null0

Route metric is 20, traffic share count is 1

その他の参考資料
ここでは、OSPFv2ローカル RIBに関する参考資料を紹介します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Configuring OSPF』『Configuring OSPF』

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』『Cisco IOS Master Command List, All Releases』

標準

Title規格

--なし

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XE
Release、およびフィーチャセットのMIBを検
索してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。
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http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/go/mibs


RFC

TitleRFC

--なし

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

OSPFv2 ローカル RIB の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 48：OSPFv2 ローカル RIB の機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFv2ローカル RIB機能を使
用すると、各OSPFプロトコル
インスタンスに固有のローカル

ルーティング情報ベース

（RIB）が設定されます。OSPF
ローカル RIBは、OSPFの SPF
ルート計算のプライマリ状態と

して機能します。SPFの計算
中、中間結果でグローバルRIB
が更新されることはありませ

ん。ルータが追加、削除、また

は変更されたときだけ更新され

るため、グローバルRIB計算の
機会が減少します。この更新ア

クティビティの減少により、ド

ロップされるパケットが減少す

る場合があります。

この機能はデフォルトでイネー

ブルになっているため、設定は

不要です。この文書では、グ

ローバル RIB機能とローカル
RIB機能を変更するための、い
くつかの任意指定の設定タスク

について説明します。ただし、

これらはデフォルト設定のまま

にすることを推奨します。

次のコマンドが導入または変更

されました。debugipospfrib、
discard-route、
local-rib-criteria、showipospfrib

Cisco IOS XE Release 2.1OSPFv2ローカル RIB
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第 42 章

MPLS TE トンネルを介した Forwarding
Adjacency（FA）の OSPF サポート

MPLSトラフィックエンジニアリングされたトンネルを介した Forwarding Adjacency（FA）の
OSPFサポート機能により、マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）トラフィックエン
ジニアリング（TE）Forwarding Adjacency（FA）機能にOpen Shortest Path First（OSPF）サポート
が追加され、ネットワーク管理者は最短パス優先（SPF）アルゴリズムに基づいて内部ゲートウェ
イプロトコル（IGP）ネットワークのリンクとしてトラフィックエンジニアリング、ラベルス
イッチドパス（LSP）トンネルを処理できるようになります。OSPFForwardingAdjacency（FA）
は、同じエリアのルータ間で作成できます。

MPLS トラフィックエンジニアリングされたトンネルを介した Forwarding Adjacency（FA）の OSPF
サポート機能の履歴

変更内容リリース

この機能が導入されました。12.0(24)S

この機能は、Cisco IOSRelease 12.2(25)Sに統合
されました。

12.2(25)S

この機能は、Cisco IOS Release 12.2(18)SXEに
統合されました。

12.2(18)SXE

この機能は、Cisco IOS Release 12.2(27)SBCに
統合されました。

12.2(27)SBC

この機能は、Cisco ASR 1000シリーズルータ
で実装されました。

Cisco IOS XE Release 2.1

• 機能情報の確認, 446 ページ

• OSPF Forwarding Adjacency（FA）の前提条件, 446 ページ
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• OSPF Forwarding Adjacency（FA）について, 446 ページ

• OSPF Forwarding Adjacency（FA）の設定方法, 447 ページ

• OSPF Forwarding Adjacencyの設定例, 450 ページ

• その他の参考資料, 451 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

OSPF Forwarding Adjacency（FA）の前提条件
• OSPFがネットワークで設定されている。

•シスコエクスプレスフォワーディング（CEF）がイネーブルになっている。

•「MPLS Traffic Engineering Forwarding Adjacency」で説明されている Forwarding Adjacency
（FA）のMPLS TEトンネルを理解している。

OSPF Forwarding Adjacency（FA）について
OSPFは、トラフィックのルーティングおよび転送のために他のリンクが表示されるのと同様に、
MPLS TEトンネルを OSPFリンクステートデータベースに含めます。MPLS TEトンネルがネッ
トワークデバイス間で設定されると、そのリンクはForwardingAdjacency（FA）と見なされます。
ユーザは、トンネルにコストを割り当ててリンクの優先度を示すことができます。他のネットワー

クデバイスには、物理リンクに加えてトンネルがリンクとして表示されます。
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OSPF Forwarding Adjacency（FA）の設定方法

OSPF Forwarding Adjacency の設定

2つの LSPトンネルで双方向の（Aから Bおよび Bから A）Forwarding Adjacencyを設定しま
す。そうしない場合、Forwarding Adjacencyはアドバタイズされますが、IGPネットワークで
使用されません。

（注）

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. ipcefdistributed
4. mplstraffic-engtunnels
5. interfaceloopbacknumber
6. ipaddressip-addressmask
7. noshutdown
8. exit
9. interfacetunnelnumber
10. tunnelmodemplstraffic-eng
11. tunnelmplstraffic-engforwarding-adjacency{holdtime value}
12. ipospfcostcost
13. exit
14. routerospfprocess-id
15. mplstraffic-engrouter-idinterface
16. mplstraffic-engareanumber
17. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

シスコエクスプレスフォワーディング（CEF）
をイネーブルにします。

ipcefdistributed

例：

Router(config)# ip cef distributed

ステップ 3   

デバイスでMPLSトラフィックエンジニアリン
グトンネルシグナリングをイネーブルにします。

mplstraffic-engtunnels

例：

Router(config)# mpls traffic-eng tunnels

ステップ 4   

ループバックインターフェイスを設定し、イン

ターフェイスコンフィギュレーションモードを

開始します。

interfaceloopbacknumber

例：

Router(config)# interface loopback0

ステップ 5   

• 32ビットマスクでループバックインター
フェイスを設定し、CEFをイネーブルにし、
MPLSトラフィックエンジニアリングをイ
ネーブルにして、MPLSネットワークのルー
ティングプロトコル（OSPF）を設定しま
す。

ループバックインターフェイスの IPアドレスと
サブネットマスクを設定します。

ipaddressip-addressmask

例：

Router(config-if)# ip address 10.1.1.1
255.255.255.255

ステップ 6   

インターフェイスをイネーブルにします。noshutdown

例：

Router(config-if)# no shutdown

ステップ 7   

インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを終了します。

exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクション

Forwarding Adjacency用のトンネルインターフェ
イスを指定し、インターフェイスコンフィギュ

レーションモードを開始します。

interfacetunnelnumber

例：

Router(config)# interface tunnel 1

ステップ 9   

トンネルのモードを、トラフィックエンジニアリ

ングのMPLSに設定します。
tunnelmodemplstraffic-eng

例：

Router(config-if)# tunnel mode mpls traffic-eng

ステップ 10   

TEトンネルを IGPネットワーク内にリンクとし
てアドバタイズします。

tunnelmplstraffic-engforwarding-adjacency{holdtime
value}

例：

Router(config-if)# tunnel mpls traffic-eng
forwarding-adjacency holdtime 10000

ステップ 11   

• holdtime valueキーワード引数の組み合わせ
は、TEトンネルが停止してからネットワー
クに通知するまでの待機時間（ミリ秒）を表

します。指定できる範囲は 0～ 4,294,967,295
msです。デフォルト値は 0です

（任意）Forwarding Adjacencyとして使用するト
ンネルインターフェイスのコストメトリックを

設定します。

ipospfcostcost

例：

Router(config-if)# ip ospf cost 4

ステップ 12   

インターフェイスコンフィギュレーションモー

ドを終了します。

exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 13   

OSPFルーティングプロセスを設定し、ルータコ
ンフィギュレーションモードを開始します。

routerospfprocess-id

例：

Router(config)# router ospf 1

ステップ 14   

ノードのトラフィックエンジニアリングルータ

識別子が、指定されたインターフェイスに関連付

mplstraffic-engrouter-idinterface

例：

Router(config-router)# mpls traffic-eng router-id
ethernet 1/0

ステップ 15   

けられている IPアドレスになるように指定しま
す。
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目的コマンドまたはアクション

指定したOSPFエリアに対してトラフィックエン
ジニアリングをフラッディングするように、OSPF
MPLSを実行しているルータを設定します。

mplstraffic-engareanumber

例：

Router(config-router)# mpls traffic-eng area 1

ステップ 16   

ルータコンフィギュレーションモードを終了し

ます。

end

例：

Router(config-router)# end

ステップ 17   

OSPF Forwarding Adjacency の設定例

例：OSPF Forwarding Adjacency
次の例で、トンネルの宛先は、他のルータ上のループバックインターフェイスです。ルータは

OSPF TE拡張機能により設定され、OSPFエリア 0のトラフィックエンジニアリングリンクス
テートアドバタイズメント（LSA）をフラッディングします。ノードのトラフィックエンジニア
リングルータ識別子は、Loopback 0に関連付けられている IPアドレスになります。この例の最後
の行が、この場合の OSPFであるMPLSネットワークのルーティングプロトコルを設定します。

トンネル内に Forwarding Adjacencyを設定する場合は、mpls traffic-eng autoroute announceコ
マンドを使用しないでください。

（注）

ip routing
ip cef distributed
mpls traffic-eng tunnels
!
interface Loopback0
ip address 127.0.0.1 255.255.255.255
no shutdown
!
interface Tunnel1
ip unnumbered Loopback0
no ip directed-broadcast
tunnel destination 10.1.1.1
tunnel mode mpls traffic-eng
tunnel mpls traffic-eng forwarding-adjacency holdtime 10000
ip ospf cost 4
tunnel mpls traffic-eng priority 2 2
tunnel mpls traffic-eng bandwidth 10
tunnel mpls traffic-eng path-option 2 dynamic
router ospf 5
log-adjacency-changes
network 10.1.1.1 0.0.0.0 area 0
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mpls traffic-eng router-id loopback0
mpls traffic-eng area 0

自己生成ルータLSAを確認すると、これは、ルータLSAのリンクの 1つとして表示されます（次
の出力に太字で表示）。

Router# show ip ospf database route self-originate
OSPF Router with ID (10.5.5.5) (Process ID 5)

Router Link States (Area 0)
LS age:332
Options:(No TOS-capability, DC)
LS Type:Router Links
Link State ID:10.5.5.5
Advertising Router:10.5.5.5
LS Seq Number:80000004
Checksum:0x1D24
Length:72
Number of Links:4
Link connected to another Router (point-to-point)
(Link ID) Neighboring Router ID:10.3.3.3
(Link Data) Router Interface address:0.0.0.23
Number of TOS metrics:0
TOS 0 Metrics:1562

Link connected to:a Transit Network
(Link ID) Designated Router address:172.16.0.1
(Link Data) Router Interface address:172.16.0.2
Number of TOS metrics:0
TOS 0 Metrics:10

Link connected to:a Transit Network
(Link ID) Designated Router address:172.16.0.3
(Link Data) Router Interface address:172.16.0.4
Number of TOS metrics:0
TOS 0 Metrics:10

Link connected to:a Stub Network
(Link ID) Network/subnet number:10.5.5.5
(Link Data) Network Mask:255.255.255.255
Number of TOS metrics:0
TOS 0 Metrics:1

その他の参考資料
ここでは、OSPF LSA Forwarding Adjacencyに関する参考資料を紹介します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

MPLSトラフィックエンジニアリング転送隣接MPLSトラフィックエンジニアリング
Forwarding Adjacency

MPLSトラフィックエンジニアリングおよび拡
張機能

MPLSトラフィックエンジニアリング用のOSPF
の設定

MPLSトラフィックエンジニアリング：LSP属
性

MPLSトラフィックエンジニアリング：LSP属
性
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標準

Title標準

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

なし

RFC

TitleRFC

--この機能によりサポートされた新規 RFCまた
は改訂 RFCはありません。またこの機能によ
る既存 RFCのサポートに変更はありません。

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。
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インターフェイスごとの OSPFv2 のイネーブ
ル化

このマニュアルでは、インターフェイス単位で Open Shortest Path Firstバージョン 2（OSPFv2）
をイネーブルにすることにより、番号が付いていないインターフェイスの設定を簡素化する方法

について説明します。ipospfareaコマンドを使用すると、インターフェイス上での OSPFv2を明
示的にイネーブルにできます。ipospfareaコマンドは、networkareaコマンドによって指定した
アドレス範囲に一致するインターフェイスのアドレスを使用してOSPFv2をイネーブルにするの
に代わる方法になります。

• 機能情報の確認, 453 ページ

• インターフェイスごとに OSPFv2をイネーブルにする前提条件, 454 ページ

• インターフェイスごとの OSPFv2のイネーブル化の制約事項, 454 ページ

• インターフェイスごとの OSPFv2のイネーブル化について, 454 ページ

• インターフェイスごとに OSPFv2をイネーブルにする方法, 456 ページ

• インターフェイス上での OSPFv2のイネーブル化の設定例, 457 ページ

• その他の参考資料, 458 ページ

• インターフェイス単位での OSPFv2のイネーブル化の機能情報, 459 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

インターフェイスごとに OSPFv2 をイネーブルにする前提
条件

OSPFv2がネットワークで実行されている必要があります。

インターフェイスごとの OSPFv2 のイネーブル化の制約事
項

ip ospf areaコマンドは、OSPFv2においてのみサポートされます。

インターフェイスごとの OSPFv2 のイネーブル化について

インターフェイスごとに OSPFv2 をイネーブルにする利点
インターフェイスのネットワークアドレスが、ルータコンフィギュレーションモードで実行し

たnetworkareaコマンドで指定したアドレス範囲と一致する場合、そのインターフェイスでOSPF
がイネーブルになります。また、インターフェイスコンフィギュレーションモードで実行される

ip ospf areaコマンドを使用することで OSPFv2をインターフェイスで明示的にイネーブルにする
こともできます。この機能により、番号が付いていないインターフェイスをさまざまなエリアで

簡単に設定できるようになります。

ip ospf areaコマンドはインターフェイスに対して明示的に設定されるため、network areaコマン
ドの効果よりも優先されます。これはネットワークレベルで実行され、network areaコマンドで
指定されたアドレス範囲内にあるアドレスのインターフェイスに影響します。

後で ip ospf areaコマンドをディセーブルにしても、インターフェイスのネットワークアドレス
が、network areaコマンドで指定したアドレス範囲に一致する限り、そのインターフェイスは
OSPFv2を実行し続けます。

ルータごとまたはインターフェイスごとの OSPFv2 の設定の影響
ip ospf areaコマンドを使用してインターフェイスで OSPFv2をイネーブルにする前に、次のシナ
リオおよびコマンド動作を理解しておくことをお勧めします。network areaコマンド（ルータコ
ンフィギュレーションモードで OSPFv2を設定）を使用する場合と、ip ospf areaコマンド（イン
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ターフェイスコンフィギュレーションモードでOSPFv2を設定）を使用する場合の影響がありま
す。

同じエリアおよびプロセスを使用する network area コマンドにより、インターフェイスの OSPFv2
はすでにイネーブルになっている

network areaコマンドによりOSPFv2がイネーブルになっているインターフェイス上で ip ospf area
コマンドを入力した場合、インターフェイスのプロセス IDおよびエリア IDは変更されず、イン
ターフェイスのステータスは変更されません。ただし、インターフェイスはインターフェイスコ

ンフィギュレーションモードから設定されたとしてフラグ付けされ、設定データはインターフェ

イス記述ブロック（IDB）に保存されます。

異なるエリアおよびプロセスを使用する network area コマンドにより、インターフェイスはすで
に設定されている

network areaコマンドによりOSPFv2がイネーブルになっているインターフェイス上で ip ospf area
コマンドを入力した場合に、新しい設定情報が IDBに保存された後に、インターフェイスのプロ
セス IDおよびエリア IDを変更して設定を変更した場合、インターフェイスは削除されてから再
接続されます。したがって、インターフェイスは元のエリアおよびプロセスから削除され、新し

いエリアおよびプロセスに追加されます。また、インターフェイスのステートもリセットされま

す。

インターフェイスが network area コマンドによって設定されていない

network areaコマンドによりインターフェイスの OSPFv2がイネーブルになっていない場合は、
エリアおよびOSPFルータインスタンスが必要に応じて作成されます。ルータをリロードすると、
システムの初期化が完了するまで OSPFプロセスの実行は開始されません。OSPFルータインス
タンスを削除するには、no router ospfコマンドを入力します。インターフェイスモードで ip ospf
areaコマンドを削除すると、OSPFルータインスタンスが削除されます。

ip ospf area コマンドを削除する

ip ospf areaコマンドを削除すると、インターフェイスがエリアから切断されます。接続されてい
る他のインターフェイスがない場合、そのエリアは削除されます。インターフェイスのアドレス

が network areaコマンドの範囲に含まれている場合は、そのインターフェイスが存在するネット
ワークのエリアにおいて、インターフェイスが再びイネーブルになります。

新しいプロセス

router ospfコマンドまたは interfaceコマンドが設定されている場合に、OSPFプロセスがまだ存
在しておらず、ルータ IDを選択できない場合は、プロキシミティデータベース（PDB）とプロ
セスが作成されますが、プロセスは非アクティブになります。router-idコマンドを使用してプロ
セスを明示的に設定するか、または IPアドレスが使用可能になったときに、ルータ IDが選択さ
れると、プロセスはアクティブになります。ただし、ルータ IDを選択できなくても、router ospf
コマンドは受け入れられる状態になり、コマンドラインインターフェイス（CLI）は OSPF設定
コンテキストになることに注意してください。したがって、IPアドレスが使用可能になる前に
router-idコマンドが入力されます。プロセスがアクティブではなく、show ipospfコマンドが入力
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されていない場合は、「%OSPF: Router process X is not running, please provide a router-id」という
メッセージが表示されます。

リンクステートアドバタイズメントと Shortest Path First

ステートの変更が ip ospf areaコマンドの結果として発生した場合は、新しいルータのリンクス
テートアドバタイズメント（LSA）が（インターフェイスによってエリアが変更される場合は、
古いエリアに対しても）生成され、古いエリアと新しいエリアの両方における最短パス優先（SPF）
の実行がスケジュールされます。

インターフェイスごとに OSPFv2 をイネーブルにする方法

インターフェイス上での OSPFv2 のイネーブル化

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. ipospfprocess-idareaarea-id[secondariesnone]
5. end
6. showipospfinterface [type-number]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコ

ンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Device(config)# interface GigabitEthernet
0/2/1

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスに対して OSPFv2をイネーブルにしま
す。

ipospfprocess-idareaarea-id[secondariesnone]

例：

Device(config-if)# ip ospf 1 area 0
secondaries none

ステップ 4   

•インターフェイス上のセカンダリ IPアドレスがア
ドバタイズされるのを防ぐため、任意の secondaries
キーワードを入力し、その後ろに noneキーワード
を入力する必要があります。

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終了

し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

OSPFに関連するインターフェイス情報を表示します。showipospfinterface [type-number]

例：

Device# show ip ospf interface
GigabitEthernet 0/2/1

ステップ 6   

•インターフェイス上での OSPFv2をイネーブルにす
ると、showipospfinterfaceコマンドを入力して設定
を確認できます。

インターフェイス上での OSPFv2 のイネーブル化の設定例

例：インターフェイス上での OSPFv2 のイネーブル化
次に、ギガビットイーサネットインターフェイス 0/0/0上で OSPFv2を明示的に設定する例を示
します。

Device(config)# interface GigabitEthernet 0/2/1
Device(config-if)# bandwidth 10000
Device(config-if)# ip address 172.16.1.1 255.255.255.0
Device(config-if)# ip ospf hello-interval 1
Device(config-if)# ip ospf 1 area 0

showipospfinterfaceコマンドを入力すると、次のような出力により、OSPFv2を実行するためにイ
ンターフェイスコンフィギュレーションモードでギガビットイーサネットインターフェイス

0/0/0が設定されたことが示されます。また、インターフェイス上のセカンダリ IPアドレスもアド
バタイズされます。

Device# show ip ospf interface GigabitEthernet 0/2/1
GigabitEthernet0/0/0 is up, line protocol is up
Internet Address 172.16.1.1/24, Area 0
Process ID 1, Router ID 172.16.11.11, Network Type BROADCAST, Cost: 10
Enabled by interface config, including secondary ip addresses
Transmit Delay is 1 sec, State DR, Priority 1
Designated Router (ID) 172.16.11.11, Interface address 172.16.1.1
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Backup Designated router (ID) 172.16.22.11, Interface address 172.16.1.2
Timer intervals configured, Hello 1, Dead 4, Wait 4, Retransmit 5
oob-resync timeout 40
Hello due in 00:00:00

Supports Link-local Signaling (LLS)
Index 2/2, flood queue length 0
Next 0x0(0)/0x0(0)
Last flood scan length is 1, maximum is 1
Last flood scan time is 0 msec, maximum is 0 msec
Neighbor Count is 1, Adjacent neighbor count is 1
Adjacent with neighbor 172.26.22.11 (Backup Designated Router)

Suppress hello for 0 neighbor(s)

その他の参考資料
ここでは、インターフェイス上での OSPFv2のイネーブル化に関する参考資料を紹介します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Configuring OSPF』『Configuring OSPF』

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』『Cisco IOS Master Command List, All Releases』

標準

Title規格

--この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOS XE
Release、およびフィーチャセットのMIBを検
索してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。
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RFC

TitleRFC

『OSPF Version 2』RFC 2328

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

インターフェイス単位での OSPFv2 のイネーブル化の機能
情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 49：インターフェイス単位での OSPFv2 のイネーブル化の機能情報

機能情報リリース機能名

このマニュアルでは、インター

フェイス単位で OSPFv2をイ
ネーブルにすることにより、番

号が付いていないインターフェ

イスの設定を簡素化する方法に

ついて説明します。ipospfarea
コマンドを使用すると、イン

ターフェイス上でのOSPFv2を
明示的にイネーブルにできま

す。ipospfareaコマンドは、
networkareaコマンドによって
指定したアドレス範囲に一致す

るインターフェイスのアドレス

を使用してOSPFv2をイネーブ
ルにするのに代わる方法になり

ます。

次に示すコマンドは、この章に

記載されている機能において、

新たに導入または変更されたも

のです。

• ipospfarea

Cisco IOS XE Release 2.1インターフェイスごとの

OSPFv2のイネーブル化

この機能は、最初は

「OSPFv2機能のイン
ターフェイスモード

におけるエリアコマ

ンド」と呼ばれてい

ました。

（注）
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第 44 章

OSPF ノンストップルーティング

OSPFノンストップルーティング機能を使用すると、冗長ルートプロセッサ（RP）を持つデバ
イスが計画内外のRPスイッチオーバーでOpen Shortest Path First（OSPF）ステートと隣接関係を
維持することができます。OSPFステートは、アクティブ RPからスタンバイ RPでOSPFからス
テート情報のチェックポイントを実行することによって維持されます。スタンバイ RPへのス
イッチオーバー後、OSPFはチェックポイントされた情報を使用して中断することなく動作を継
続します。

• 機能情報の確認, 461 ページ

• OSPF NSRの前提条件, 462 ページ

• OSPF NSRの制約事項, 462 ページ

• OSPFv3認証トレーラに関する情報, 462 ページ

• OSPFノンストップルーティングの設定方法, 463 ページ

• OSPFノンストップルーティングの設定例, 464 ページ

• その他の参考資料, 465 ページ

• OSPF NSRの機能情報, 466 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPF NSR の前提条件
• OSPF NSRは、Cisco IOSリリース XE 3.3S以降のリリースを実行する冗長 RPまたは Cisco
IOSソフトウェア冗長性を備えたプラットフォームで使用できます。

OSPF NSR の制約事項
• OSPFノンストップルーティング（NSR）では、動作の特定の段階で OSPFに使用されるメ
モリを大幅に増やすことができます。CPU使用率も増やすことができます。ルータのメモリ
容量を認識し、OSPF NSRの考えられるメモリ要件を見積もっておく必要があります。詳細
については、「OSPFNSRの設定」を参照してください。メモリとCPUが制約を受けるルー
タでは、代わりにOSPFNSFの使用を検討する場合があります。詳細については、OSPFRFC
3623グレースフルリスタートヘルパーモードを参照してください。

•アクティブからスタンバイ RPへのスイッチオーバーは、ハードウェアプラットフォームに
よって数秒かかることがあります。この間、OSPFは helloパケットを送信できません。その
ため、短い OSPF dead間隔を使用する設定ではスイッチオーバーで隣接関係を維持できない
可能性があります。

OSPFv3 認証トレーラに関する情報

OSPF NSR 機能
OSPFノンストップルーティング（NSR）は OSPFノンストップフォワーディング（NSF）と同
様の機能を提供しますが、しくみは異なります。NSFでは、新しいアクティブスタンバイ RPの
OSPFにステート情報はありません。OSPFはOSPFプロトコルの拡張を使用して、隣接するOSPF
デバイスからステートを回復します。リカバリが機能するためには、ネイバーがNSFプロトコル
拡張をサポートし、再起動するデバイスの「ヘルパー」として積極的に動作する必要があります。

ネイバーはまた、プロトコルステートのリカバリが行われる間、再起動するデバイスにデータト

ラフィックを転送し続ける必要もあります。

一方、NSRでは、スイッチオーバーを実行するデバイスはデバイスステートを内部的に保持し、
ほとんどの場合、ネイバーはスイッチオーバーを認識しません。隣接デバイスからのサポートが

必要ないため、NSRは NSFを使用できない状況で使用できます。たとえば、一部のネイバーが
NSFプロトコル拡張を実装していないネットワーク、またはNSFを当てにできなくなるリカバリ
中にネットワークトポロジを変更するネットワークでは、NSFの代わりに NSRを使用します。
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OSPF ノンストップルーティングの設定方法

OSPF NSR の設定
OSPF NSRを設定するには、次の作業を実行します。

NSRにより、OSPFルータモードコンフィギュレーションに新しい 1行「nsr」が追加されます。
どんな理由であれ、NSRをサポートしないルータではこのコマンドを使用できません。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfprocess-id
4. nsr
5. end
6. showipospf[process-id]nsr[[ objects ]|[ statistics ]]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

ルータでルータコンフィギュレーションモードを開

始し、OSPFルーティングプロセスを設定します。
routerospfprocess-id

例：

Router(config)# router ospf 109

ステップ 3   

NSRを設定します。nsr

例：

Router(config-router)# nsr

ステップ 4   

IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
463

OSPF ノンストップルーティング
OSPF ノンストップルーティングの設定方法



目的コマンドまたはアクション

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Router(config-router)# end

ステップ 5   

OSPF NSRのステータス情報を表示します。showipospf[process-id]nsr[[ objects ]|[
statistics ]]

ステップ 6   

例：

Router# show ip ospf 109 nsr

トラブルシューティングのヒント

OSPF NSRにより、OSPFデバイスプロセスで使用されるメモリの量を増加できます。NSRなし
でOSPFが現在使用しているメモリの量を確認するには、showprocessesおよびshowprocessesmemory
コマンドを使用します。

Device# show processes|include OSPF

276 Mwe 133BE14 1900 1792 1060 8904/12000 0 OSPF-1 Router
296 Mwe 133A824 10 971 10 8640/12000 0 OSPF-1 Hello

プロセス 276は、確認する必要がある OSPFデバイスプロセスです。このプロセスの現在のメモ
リ使用量を表示するには、showprocessesmemoryコマンドを使用します。

Device# show processes memory 276

Process ID: 276
Process Name: OSPF-1 Router
Total Memory Held: 4454800 bytes

上の例では、OSPFは4,454,800バイト、つまり約4.5メガバイト（MB）を使用しています。OSPF
NSRは短期間にこの倍のメモリを消費する場合があるため、OSPFNSRをイネーブルにする前に、
デバイスに少なくとも 5 MBの空きメモリがあることを確認してください。

OSPF ノンストップルーティングの設定例

例：OSPF NSR の設定
次に、OSPF NSRを設定する例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
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Device(config)# router ospf 1
Device(config-router)# nsr
Device(config-router)# end
Device# show ip ospf 1 nsr
Standby RP
Operating in duplex mode
Redundancy state: STANDBY HOT
Peer redundancy state: ACTIVE
ISSU negotation complete
ISSU versions compatible
Routing Process "ospf 1" with ID 10.1.1.100
NSR configured
Checkpoint message sequence number: 3290
Standby synchronization state: synchronized
Bulk sync operations: 1
Last sync start time: 15:22:48.971 UTC Fri Jan 14 2011
Last sync finish time: 15:22:48.971 UTC Fri Jan 14 2011
Last sync lost time: -
Last sync reset time: -
LSA Count: 2, Checksum Sum 0x00008AB4

出力には、OSPF NSRが設定されていること、スタンバイ RP上で OSPFが完全に同期されてい
て、アクティブな RPに障害が発生したり手動スイッチオーバーが実行されても操作を続行する
準備ができていることが示されています。

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: OSPF
Command Reference』

OSPFコマンド：コマンド構文の詳細、コマンドモード、デフォ
ルト設定、コマンド履歴、使用に関する注意事項および例

『IP Routing:OSPFConfiguration
Guide』の「ConfiguringOSPF」

『Configuring OSPF』

『IP Routing:OSPFConfiguration
Guide』の「OSPFv2 Loop-Free
Alternate Fast Reroute」

OSPFv2 Loop-Free Alternate Fast Reroute

標準および RFC

Title標準/RFC

『Basic Specification for IP Fast Reroute: Loop-Free
Alternates』

RFC 5286
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シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

OSPF NSR の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 50：OSPF NSR の機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFNSR機能により、冗長な
ルートプロセッサを装備した

ルータが、計画されたおよび計

画されていない RPスイッチ
オーバーで、OSPFの状態と隣
接関係を維持できるようになり

ます。

この機能は、Cisco IOS Release
XE 3.3Sで導入されました。

次のコマンドが導入または変更

されました。nsr、
showipospfnsr

XE 3.3S

Cisco IOS Release 15.1(1)SY

OSPF NSR
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第 45 章

OSPFv3 NSR

OSPFv3NSR機能を使用すると、冗長ルートプロセッサ（RP）を持つルータが計画内外のRPス
イッチオーバーで Open Shortest Path First（OSPF）ステートと隣接関係を維持することができま
す。これは、アクティブ RPからスタンバイ RPで OSPFv3からステート情報のチェックポイン
トを実行することによって行われます。スタンバイ RPへのスイッチオーバー後、OSPFv3は
チェックポイントされたこの情報を使用して中断することなく動作を継続することができます。

• 機能情報の確認, 467 ページ

• OSPFv3 NSRについて, 468 ページ

• OSPFv3 NSRの設定方法, 468 ページ

• OSPFv3 NSRの設定例, 472 ページ

• その他の参考資料, 474 ページ

• OSPFv3 NSRの機能情報, 475 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPFv3 NSR について

OSPFv3 NSR 機能
OSPFv3 NSRは OSPFv3グレースフルリスタート機能と同様の機能を提供しますが、異なる方法
で動作します。グレースフルリスタートでは、新しいアクティブスタンバイ RPの OSPFv3に最
初はステート情報がないため、OSPFv3プロトコルの拡張を使用して隣接するOSPFv3デバイスか
らステートを回復します。これを機能させるには、ネイバーがグレースフルリスタートプロトコ

ル拡張をサポートし、再起動するデバイスのヘルパーとして機能できる必要があります。また、

このリカバリの実行中、再起動するデバイスへのデータトラフィックの転送を継続する必要があ

ります。

一方、NSRでは、スイッチオーバーを実行するデバイスはデバイスステートを内部的に保持し、
ほとんどの場合、ネイバーは何かが起こっていることを認識しません。隣接デバイスからのサポー

トが必要ないため、NSRはグレースフルリスタートを使用できない状況で使用できます。たとえ
ば、一部のネイバーがグレースフルリスタートプロトコル拡張を実装していないネットワーク、

またはリカバリ中にネットワークトポロジを変更するネットワークでは、グレースフルリスター

トを当てにすることができません。

NSRを有効にすると、OSPFの応答性と拡張性が低下します。パフォーマンスの低下は、スタ
ンバイルートプロセッサ（RP）にデータをチェックポイントするのにOSPFがCPUとメモリ
を使用するために発生します。

（注）

OSPFv3 NSR の設定方法

OSPFv3 NSR の設定
OSPFv3 NSRを設定するには、次の作業を実行します。

NSRをサポートしていないデバイスでは nsr (OSPFv3)コマンドを使用できません。（注）
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手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. routerospfv3 process-id
4. nsr
5. end
6. show ospfv3 [process-id] [address-family] nsr

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

デバイスでルータコンフィギュレーションモードを

開始し、OSPFv3ルーティングプロセスを設定しま
す。

routerospfv3 process-id

例：

Device(config)# router ospfv3 109

ステップ 3   

NSRを設定します。nsr

例：

Device(config-router)# nsr

ステップ 4   

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、

特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 5   

OSPFv3 NSRのステータス情報を表示します。show ospfv3 [process-id] [address-family] nsr

例：

Device# show ospfv3 109 nsr

ステップ 6   
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アドレスファミリに対する OSPFv3 NSR の設定
アドレスファミリコンフィギュレーションモードでは、特定のアドレスファミリのNSRを設定
できます。アドレスファミリのOSPFv3 NSRをイネーブルにするには、次の作業を実行します。

NSRをサポートしていないデバイスでは nsr (OSPFv3)コマンドを使用できません。（注）

手順の概要

1. routerospfv3 process-id
2. address-family {ipv4 | ipv6} unicast [vrfvrf-name]
3. nsr [disable]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

デバイスでルータコンフィギュレーションモードを開

始し、OSPFv3ルーティングプロセスを設定します。
routerospfv3 process-id

例：

Device(config)# router ospfv3 109

ステップ 1   

OSPFv3ルータコンフィギュレーションモードで、IPv4
または IPv6アドレスファミリコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

address-family {ipv4 | ipv6} unicast
[vrfvrf-name]

例：

Device(config-router)# address-family
ipv4 unicast

ステップ 2   

設定済みのアドレスファミリのNSRをイネーブルにし
ます。

nsr [disable]

例：

Device(config-router-af)# nsr

ステップ 3   

アドレスファミリの OSPFv3 NSR の表示
アドレスファミリコンフィギュレーションモードでは、nsrコマンドでオプションのdisableキー
ワードを使用できます。アドレスファミリのOSPFv3 NSRをディセーブルにするには、次の作業
を実行します。
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手順の概要

1. routerospfv3 process-id
2. address-family {ipv4 | ipv6} unicast [vrfvrf-name]
3. nsr [disable]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

デバイスでルータコンフィギュレーションモードを開

始し、OSPFv3ルーティングプロセスを設定します。
routerospfv3 process-id

例：

Device(config)# router ospfv3 109

ステップ 1   

OSPFv3ルータコンフィギュレーションモードで、IPv4
または IPv6アドレスファミリコンフィギュレーショ
ンモードを開始します。

address-family {ipv4 | ipv6} unicast
[vrfvrf-name]

例：

Device(config-router)# address-family
ipv6 unicast

ステップ 2   

設定済みのアドレスファミリのNSRをディセーブルに
します。

nsr [disable]

例：

Device(config-router-af)# nsr disable

ステップ 3   

トラブルシューティングのヒント

OSPFv3 NSRにより、OSPFv3デバイスプロセスで使用されるメモリの量を増加できます。NSR
なしで OSPFv3が現在使用しているメモリの量を確認するには、showprocessesおよび
showprocessesmemoryコマンドを使用します。

Device# show processes
| include OSPFv3
276 Mwe 133BE14 1900 1792 1060 8904/12000 0 OSPFv3-1 Router
296 Mwe 133A824 10 971 10 8640/12000 0 OSPFv3-1 Hello

プロセス 276は、確認する必要がある OSPFv3デバイスプロセスです。このプロセスの現在のメ
モリ使用量を表示するには、showprocessesmemoryコマンドを使用します。

Device# show processes memory 276
Process ID: 276
Process Name: OSPFv3-1 Router
Total Memory Held: 4454800 bytes
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この例では、OSPFv3は 4,454,800バイト、つまり約 4.5メガバイト（MB）を使用しています。
OSPFv3NSRは短期間にこの倍のメモリを消費する場合があるため、OSPFv3NSRをイネーブルに
する前に、デバイスに少なくとも 5 MBの空きメモリがあることを確認してください。

OSPFv3 NSR の設定例

例：OSPFv3 NSR の設定
次に、OSPFv3 NSRを設定し、イネーブルになっているかを確認する例を示します。

Device(config)# router ospfv3 1
Device(config-router)# nsr
Device(config-router)# end
Device# show ospfv3 1
OSPFv3 1 address-family ipv4
Router ID 10.0.0.1
Supports NSSA (compatible with RFC 3101)
Event-log enabled, Maximum number of events: 1000, Mode: cyclic
It is an area border and autonomous system boundary router
Redistributing External Routes from,
Router is not originating router-LSAs with maximum metric
Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Minimum LSA interval 5 secs
Minimum LSA arrival 1000 msecs
LSA group pacing timer 240 secs
Interface flood pacing timer 33 msecs
Retransmission pacing timer 66 msecs
Retransmission limit dc 24 non-dc 24
Number of external LSA 0. Checksum Sum 0x000000
Number of areas in this router is 3. 2 normal 0 stub 1 nssa
Non-Stop Routing enabled
Graceful restart helper support enabled
Reference bandwidth unit is 100 mbps
RFC1583 compatibility enabled

Area BACKBONE(0) (Inactive)
Number of interfaces in this area is 1
SPF algorithm executed 3 times
Number of LSA 6. Checksum Sum 0x03C938
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

Area 1
Number of interfaces in this area is 3
SPF algorithm executed 3 times
Number of LSA 6. Checksum Sum 0x024041
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

Area 3
Number of interfaces in this area is 1
It is a NSSA area
Perform type-7/type-5 LSA translation
SPF algorithm executed 4 times
Number of LSA 5. Checksum Sum 0x024910
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0
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OSPFv3 1 address-family ipv6
Router ID 10.0.0.1
Supports NSSA (compatible with RFC 3101)
Event-log enabled, Maximum number of events: 1000, Mode: cyclic
It is an area border and autonomous system boundary router
Redistributing External Routes from,

ospf 2
Router is not originating router-LSAs with maximum metric
Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Minimum LSA interval 5 secs
Minimum LSA arrival 1000 msecs
LSA group pacing timer 240 secs
Interface flood pacing timer 33 msecs
Retransmission pacing timer 66 msecs
Retransmission limit dc 24 non-dc 24
Number of external LSA 0. Checksum Sum 0x000000
Number of areas in this router is 3. 2 normal 0 stub 1 nssa
Non-Stop Routing enabled
Graceful restart helper support enabled
Reference bandwidth unit is 100 mbps
RFC1583 compatibility enabled

Area BACKBONE(0) (Inactive)
Number of interfaces in this area is 2
SPF algorithm executed 2 times
Number of LSA 6. Checksum Sum 0x02BAB7
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

Area 1
Number of interfaces in this area is 4
SPF algorithm executed 2 times
Number of LSA 7. Checksum Sum 0x04FF3A
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

Area 3
Number of interfaces in this area is 1
It is a NSSA area
Perform type-7/type-5 LSA translation
SPF algorithm executed 3 times
Number of LSA 5. Checksum Sum 0x011014
Number of DCbitless LSA 0
Number of indication LSA 0
Number of DoNotAge LSA 0
Flood list length 0

出力には、OSPFv3 NSRが設定されていることが示されています。

例：OSPFv3 NSR の確認
次に、OSPFv3 NSRステータスを表示する例を示します。
Device# show ospfv3 1 nsr
Active RP
Operating in duplex mode
Redundancy state: ACTIVE
Peer redundancy state: STANDBY HOT
Checkpoint peer ready
Checkpoint messages enabled
ISSU negotiation complete
ISSU versions compatible

OSPFv3 1 address-family ipv4 (router-id 10.0.0.1)
NSR configured
Checkpoint message sequence number: 29
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Standby synchronization state: synchronized
Bulk sync operations: 1
Next sync check time: 12:00:14.956 PDT Wed Jun 6 2012
LSA Count: 17, Checksum Sum 0x00085289

OSPFv3 1 address-family ipv6 (router-id 10.0.0.1)
NSR configured
Checkpoint message sequence number: 32
Standby synchronization state: synchronized
Bulk sync operations: 1
Next sync check time: 12:00:48.537 PDT Wed Jun 6 2012
LSA Count: 18, Checksum Sum 0x0008CA05

出力には、OSPFv3 NSRが設定されていること、スタンバイ RP上でOSPFv3が完全に同期されて
いて、アクティブな RPに障害が発生したり手動スイッチオーバーが実行されても操作を続行す
る準備ができていることが示されています。

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOSMaster Commands List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

OSPFv3 Address FamiliesモジュールOSPFv3アドレスファミリ

標準

Title標準

—この機能でサポートされる新規の標準または変

更された標準はありません。また、既存の標準

のサポートは変更されていません。

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Ciscoソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIB
を検索してダウンロードする場合は、次のURL
にある Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。
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RFC

TitleRFC

『OSPFv3 Graceful Restart』RFC 5187

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

OSPFv3 NSR の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 51：OSPFv3 NSR の機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFv3NSR機能により、冗長
な RPを装備したルータが、計
画されたおよび計画されていな

い RPスイッチオーバーで、
OSPFv3の状態と隣接関係を維
持できるようになります。

次のコマンドが導入または変更

されました。clear ospfv3 nsr、
nsr (OSPFv3)、show ospfv3 nsr

15.1(2)SY

15.2(4)S

OSPFv3 NSR
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第 46 章

OSPFv2 Loop-Free Alternate Fast Reroute

OSPFv2 Loop-Free Alternate Fast Reroute機能では、プライマリのネクストホップで障害が発生し
たときに、事前に計算された代替のネクストホップを使用して障害を軽減します。プレフィッ

クスごとの Loop-Free Alternate（LFA）パスを設定し、プライマリネイバー以外のネクストホッ
プにトラフィックをリダイレクトすることができます。他のルータが障害を知ることなく転送の

決定が行われ、サービスが復元されます。

• 機能情報の確認, 477 ページ

• OSPFv2 Loop-Free Alternate Fast Rerouteの前提条件, 478 ページ

• OSPFv2 Loop-Free Alternate Fast Rerouteの制約事項, 478 ページ

• OSPFv2 Loop-Free Alternate Fast Rerouteに関する情報, 478 ページ

• OSPFv2 Loop-Free Alternate Fast Rerouteの設定方法, 481 ページ

• OSPFv2 Loop-Free Alternate Fast Rerouteの設定例, 487 ページ

• その他の参考資料, 488 ページ

• OSPFv2 Loop-Free Alternate Fast Rerouteの機能情報, 490 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPFv2 Loop-Free Alternate Fast Reroute の前提条件
Open Shortest Path First（OSPF）は、フォワーディングプレーンでこの機能をサポートするプラッ
トフォームでのみ IPFRRをサポートします。プラットフォームサポートについては、CiscoFeature
Navigator（http://www.cisco.com/go/cfn）を参照してください。Cisco.comのアカウントは必要あり
ません。

OSPFv2 Loop-Free Alternate Fast Reroute の制約事項
OSPFv2 Loop-Free Alternate Fast Reroute機能は、仮想リンクのヘッドエンドであるルータではサ
ポートされません。

OSPFv2Loop-FreeAlternate Fast Reroute機能は、グローバルVPNルーティングおよび転送（VRF）
OSPFインスタンスでのみサポートされます。

トラフィックエンジニアリング（TE）トンネルインターフェイスは保護されたインターフェイ
ストラフィックとして設定できません。これらのトンネルを保護するには、MPLSトラフィック
エンジニアリング - Fast Rerouteリンクおよびノード保護機能を使用します。詳細については、
『Cisco IOS XEMultiprotocol Label Switching Configuration Guide』の「MPLS Traffic Engineering--Fast
Reroute Link and Node Protection」セクションを参照してください。

修復パスでTEトンネルインターフェイスを設定できますが、OSPFはトンネルの配置を確認しま
せん。保護する物理インターフェイスを通らないことを確認する必要があります。

すべてのルートが修復パスを持つわけではありません。マルチパスプライマリルートは、ネット

ワークトポロジ、コンピューティングルータの接続、および修復パスに必要な属性に応じて、す

べて、一部、またはゼロのプライマリパスに対して修復パスを持つことがあります。

OSPFv2 Loop-Free Alternate Fast Reroute に関する情報

LFA 修復パス
リンクに障害が発生した場合に OSPFv2 Loop-Free Alternate Fast Reroute機能がトラフィックを再
ルーティングする方法を次の図に示します。保護ルータはプレフィックス単位の修復パスを事前

に計算し、グローバルルーティング情報ベース（RIB）にこれらをインストールします。保護さ
れたプライマリパスで障害が発生すると、保護ルータはライブトラフィックをプライマリパス

から格納された修復パスに転送します。このとき、他のルータはネットワークトポロジを再計算

する必要がなく、ネットワークトポロジが変更されたことを認識する必要もありません。
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LFA 修復パス属性
プライマリパスで障害が発生すると、多数のパスが修復の候補になります。OSPFv2 Loop-Free
Alternate Fast Reroute機能のデフォルト選択ポリシーでは次の順序で属性の優先順位が付けられて
います。

1 srlg

2 primary-path

3 interface-disjoint

4 lowest-metric

5 linecard-disjoint

6 node-protecting

7 broadcast-interface-disjoint

評価によって候補が選択されない場合、修復パスは暗黙的なロードバランシングによって選択さ

れます。これは、修復パスの選択がプレフィックスによって変わることを意味します。

show ip ospf fast-rerouteコマンドを使用すると、現在の設定を表示できます。

fast-reroute tie-breakコマンドを使用すると、候補から選択するために、次のセクションで説明す
る 1つ以上の修復パス属性を設定できます。

共有リスクリンクグループ

共有リスクリンクグループ（SRLG）は、同時に障害が発生する可能性が高い修復パスおよび保
護されたプライマリパスのネクストホップインターフェイスのグループです。OSPFv2ループフ
リー Fast Reroute機能では、コンピューティングルータでローカルに設定された SRLGのみがサ
ポートされます。単一の物理インターフェイス上の VLANは SRLGの例です。物理インターフェ
イスで障害が発生すると、すべてのVLANインターフェイスが同時にエラーになります。デフォ
ルトの修復パス属性では、ある VLANのプライマリパスが別の VLAN上の修復パスによって保
護される可能性があります。srlg属性を設定すると、LFA修復パスがプライマリパスと同じSRLG
IDを共有しないように指定することができます。インターフェイスを SRLGに割り当てるには、
srlgコマンドを使用します。
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インターフェイスの保護

ポイントツーポイントインターフェイスには、プライマリゲートウェイで障害が発生した場合、

再ルーティングのための代替のネクストホップはありません。interface-disjoint属性を設定する
と、このような修復パスの選択を防ぐことができるため、インターフェイスが保護されます。

ブロードキャストインターフェイス保護

LFA修復パスは、修復パスと保護されたプライマリパスが異なるネクストホップインターフェイ
スを使用するときにリンクを保護します。ただし、ブロードキャストインターフェイスでは、LFA
修復パスがプライマリパスと同じインターフェイスを介して計算されても、ネクストホップゲー

トウェイが異なる場合、ノードは保護されますがリンクは保護されないことがあります。

broadcast-interface-disjoint属性を設定すると、プライマリパスがポイントするブロードキャスト
ネットワークを修復パスが経由しない（つまり、インターフェイスと、これに接続されるブロー

ドキャストネットワークを使用できない）ように指定することができます。

このタイブレーカーを必要とするネットワークトポロジについては、RFC 5286の『Broadcast and
Non-Broadcast Multi-Access (NBMA) Links』、「Basic Specification for IP Fast Reroute: Loop-Free
Alternates」を参照してください。

ノード保護

デフォルトの修復パス属性では、プライマリパスのネクストホップであるルータは保護されない

ことがあります。ノード保護属性を設定すると、修復パスがプライマリパスゲートウェイルータ

をバイパスするように指定することができます。

ダウンストリームパス

高レベルのネットワーク障害や複数の同時ネットワーク障害が発生すると、代替パスを介して送

信されるトラフィックはOSPFがプライマリパスを再計算するまでループする可能性があります。
downstream属性を設定して、保護された宛先への修復パスのメトリックが保護ノードの宛先への
メトリックより小さくなる必要があるように指定することができます。これによりトラフィック

が失われる可能性がありますが、ループは防止されます。

ラインカード Disjoint インターフェイス
ラインカードにラインカードの活性挿抜（OIR）などの問題がある場合、同じラインカード上の
すべてのインターフェイスで同時に障害が発生するため、ラインカードインターフェイスはSRLG
と似ています。linecard-disjoint属性を設定すると、LFA修復パスがプライマリパスのラインカー
ドのものとは異なるインターフェイスを使用するように指定することができます。
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メトリック

LFA修復パスは最も効率的な候補である必要はありません。高レベルのネットワーク障害に対す
る保護機能を提供する場合、高コストな修理パスがより魅力的と考えられることがあります。メ

トリック属性を設定すると、最小のメトリックを持つ修復パスポリシーを指定することができま

す。

等コストマルチパスプライマリパス

プライマリ最短パス優先（SPF）修復時に検出される等コストマルチパスパス（ECMP）は、ト
ラフィックが任意の単一リンクの容量を超過することがわかっているネットワーク設計では望ま

しくないことがあります。primary-path属性を設定して ECMPセットから LFA修復パスを指定し
たり、secondary-path属性を設定して ECMPセットからでない LFA修復パスを指定したりするこ
とができます。

修復パスの候補リスト

OSPFは修復パスを計算するとき、メモリを節約するため、すべての候補パスのうちベストパス
のみをローカル RIBに保持します。fast-reroute keep-all-pathsコマンドを使用すると、考えられ
たすべての修復パス候補のリストを作成できます。この情報はトラブルシューティングに役立つ

可能性がありますが、メモリ消費が大幅に増加することがあるため、テストとデバッグを目的と

して使用する必要があります。

OSPFv2 Loop-Free Alternate Fast Reroute の設定方法

プレフィックスごとの OSPFv2 Loop-Free Alternate Fast Reroute のイネー
ブル化

プレフィックスごとの OSPFv2 Loop-Free Alternate Fast Rerouteをイネーブル化して、OSPFエリア
でのプレフィックス優先度を選択するには、次の作業を実行します。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfprocess-id
4. fast-rerouteper-prefixenableprefix-prioritypriority-level
5. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングをイネーブルにして、ルータ
コンフィギュレーションモードを開始します。

routerospfprocess-id

例：

Router(config)# router ospf 10

ステップ 3   

修復パス計算をイネーブルにし、修理パスのプラ

イオリティレベルを選択します。

fast-rerouteper-prefixenableprefix-prioritypriority-level

例：

Router (config-router)# fast-reroute per-prefix
enable prefix-priority low

ステップ 4   

•プライオリティを低くすると、すべてのプ
レフィックスの保護の基準が同じになりま

す。プライオリティを高くすると、プライ

オリティの高いプレフィックスのみが保護

されます。

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、

グローバルコンフィギュレーションモードに戻

ります。

exit

例：

Router (config-router)# exit

ステップ 5   

LFA FRR によるプレフィックス保護の指定
どのプレフィックスを LFA FRRで保護するかを指定するには、次の作業を実行します。ルート
マップで指定されたプレフィックスだけが保護されます。
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ルートマップでは、次の 3つの matchキーワードだけが認識されます：match tag、match
route-type、および match ip address prefix-list。

>

（注）

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. route-mapmap-tag [permit | deny] [sequence-number]
4. matchtagtag-name
5. exit
6. routerospfprocess-id
7. prefix-prioritypriority-levelroute-mapmap-tag
8. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

ルートマップコンフィギュレーションモードを開始

し、マップ名を指定します。

route-mapmap-tag [permit | deny]
[sequence-number]

例：

Router(config)# route-map
OSPF-PREFIX-PRIORITY

ステップ 3   

照合されるプレフィックスを指定します。matchtagtag-name

例：

Router(config-route-map)# match tag 886

ステップ 4   

•タグと一致するプレフィックスだけが保護されま
す。
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目的コマンドまたはアクション

ルートマップインターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを終了して、グローバルコンフィギュレー

ションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-route-map)# exit

ステップ 5   

OSPFルーティングをイネーブルにして、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

routerospfprocess-id

例：

Router(config)# router ospf 10

ステップ 6   

修復パスの優先度レベルを設定し、プレフィックスを

定義するルートマップを指定します。

prefix-prioritypriority-levelroute-mapmap-tag

例：

Router(config-router)# prefix-priority
high route-map OSPF-PREFIX-PRIORITY

ステップ 7   

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、グ

ローバルコンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-router)# exit

ステップ 8   

修復パスの選択ポリシーの設定

タイブレーキング状態を指定して修復パス選択ポリシーを設定するには、次の作業を実行します。

タイブレーキング属性の詳細については、LFA修復パス属性, （479ページ）を参照してくださ
い）。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfprocess-id
4. fast-rerouteper-prefixtie-breakattribute[required]indexindex-level
5. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにしま
す。

イネーブル化

例：

Router> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

グローバルコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングをイネーブルにして、
ルータコンフィギュレーションモード

を開始します。

routerospfprocess-id

例：

Router(config)# router ospf 10

ステップ 3   

タイブレーキング状態を指定して優先度

レベルを設定することにより、修復パス

選択ポリシーを設定します。

fast-rerouteper-prefixtie-breakattribute[required]indexindex-level

例：

Router(config-router)# fast-reroute per-prefix tie-break
srlg required index 10

ステップ 4   

ルータコンフィギュレーションモード

を終了し、グローバルコンフィギュレー

ションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-router)# exit

ステップ 5   

考慮する修復パスリストの作成

LFA FRRに対して検討されるパスリストを作成するには、次の作業を実行します。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfprocess-id
4. fast-reroutekeep-all-paths
5. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングをイネーブルにして、ルータコン
フィギュレーションモードを開始します。

routerospfprocess-id

例：

Router(config)# router ospf 10

ステップ 3   

LFA FRRに対して検討されるパスリストを作成するよ
う指定します。

fast-reroutekeep-all-paths

例：

Router(config-router)# fast-reroute
keep-all-paths

ステップ 4   

ルータコンフィギュレーションモードを終了し、グロー

バルコンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

Router(config-router)# exit

ステップ 5   

インターフェイスのネクストホップとしての使用の禁止

インターフェイスが修復パスでネクストホップとして使用されるのを禁止するには、次の作業を

実行します。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. ipospffast-rerouteper-prefixcandidatedisable
5. exit
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Router> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Router# configure terminal

ステップ 2   

指定したインターフェイスのインターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Router(config)# interface GigabitEthernet
0/0/0

ステップ 3   

インターフェイスが修復パスでネクストホップとして

使用されるのを禁止します。

ipospffast-rerouteper-prefixcandidatedisable

例：

Router(config-if)# ip ospf fast-reroute
per-prefix candidate disable

ステップ 4   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモードに戻

ります。

exit

例：

Router(config-if)# exit

ステップ 5   

OSPFv2 Loop-Free Alternate Fast Reroute の設定例

例：プレフィックスごとの LFA IP FRR のイネーブル化
次に、プレフィックスごとの OSPFv2 Loop-Free Alternate Fast Rerouteをイネーブル化して、OSPF
エリアでのプレフィックス優先度を選択する例を示します。

Router(config)# router ospf 10
fast-reroute per-prefix enable prefix-priority low
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例：プレフィックス保護優先度の指定

次に、どのプレフィックスを LFA FRRで保護するかを指定する例を示します。

Router(config)# router ospf 10
prefix-priority high route-map OSPF-PREFIX-PRIORITY
fast-reroute per-prefix enable prefix-priority high
network 192.0.2.1 255.255.255.0 area 0
route-map OSPF-PREFIX-PRIORITY permit 10
match tag 866

例：修復パスの選択ポリシーの設定

次に、タイブレーキング属性として、SRLG、ラインカード障害、およびダウンストリームを設定
し、それらの優先度インデックスを設定する修復パス選択ポリシーを設定する例を示します。

router ospf 10
fast-reroute per-prefix enable prefix-priority low
fast-reroute per-prefix tie-break srlg required index 10
fast-reroute per-prefix tie-break linecard-disjoint index 15
fast-reroute per-prefix tie-break downstream index 20
network 192.0.2.1 255.255.255.0 area 0

例：修復パスの選択の監視

次に、修復パスの選択を記録する例を示します。

router ospf 10
fast-reroute per-prefix enable prefix-priority low
fast-reroute keep-all-paths
network 192.0.2.1 255.255.255.0 area 0

例：インターフェイスの保護インターフェイス化の禁止

次に、インターフェイスの保護インターフェイス化を禁止する例を示します。

Router(config)# interface GigabitEthernet 0/0/0
ip addres

s 192.0.2.1 255.255.255.0
ip ospf fast-reroute per-prefix candidate disable

その他の参考資料
ここでは、OSPF RFC 3623のグレースフルリスタート機能に関する参考資料を紹介します。
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関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

『Configuring OSPF』OSPF設定

『Cisco Nonstop Forwarding』Ciscoノンストップフォワーディング

OSPFv3 Graceful Restartモジュール『OSPFv3 Graceful Restart』

標準

Title規格

--なし

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

なし

RFC

TitleRFC

『OSPF Version 2』RFC 2328

『Graceful OSPF Restart』RFC 3623
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シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/en/US/support/index.htmlシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。シスコのサポート

Webサイトのツールにアクセスする際は、
Cisco.comのユーザ IDおよびパスワードが必要
です。サービス契約が有効で、ログイン IDま
たはパスワードを取得していない場合は、

Cisco.comでまず登録手続きを行ってください。

OSPFv2 Loop-Free Alternate Fast Reroute の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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http://www.cisco.com/go/cfn


表 52：OSPFv2 Loop-Free Alternate Fast Reroute の機能情報

機能情報リリース機能名

この機能では、プライマリのネ

クストホップが失敗した場合

に、事前に計算された代替のネ

クストホップを使用して、障

害対応時間を短縮します。

次のコマンドが導入または変更

されました。

debugipospffast-reroute、
fast-reroutekeep-all-paths、
fast-rerouteper-prefix(OSPF)、
fast-reroutetie-break(OSPF)、
ipospffast-rerouteper-prefix、
prefix-priority、
showipospffast-reroute、
showipospfinterface、
showipospfneighbor、
showipospfrib

Cisco IOS XE Release 3.4SOSPFv2 Loop-Free Alternate Fast
Reroute
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第 47 章

OSPFv3 MIB

OSPFv3MIB機能は、標準のSimpleNetworkManagement Protocol（SNMP）管理ワークステーショ
ンを使用する、Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）プロセスのリモートモニタリン
グおよびトラブルシューティングを可能にします。OSPFv3のMIBオブジェクトおよびトラップ
オブジェクトによって収集したプロトコル情報からは、ネットワーク全体のパフォーマンスのモ

ニタリングと改善に役立つ統計情報を生成できます。

• 機能情報の確認, 493 ページ

• OSPFv3 MIBの前提条件 , 494 ページ

• OSPFv3 MIBサポートの制約事項, 494 ページ

• OSPFv3 MIBについて, 494 ページ

• OSPFv3 MIBの設定方法, 495 ページ

• OSPFv3 MIBの設定例, 497 ページ

• OSPFv3 MIBに関する追加情報, 498 ページ

• OSPFv3 MIBの機能情報 , 499 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPFv3 MIB の前提条件
• Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）がデバイスで設定されていることを確認しま
す。

•通知（トラップ）の設定または SNMP GET操作を行う前に、Simple Network Management
Protocol（SNMP）がデバイスでイネーブルになっていることを確認します。

OSPFv3 MIB サポートの制約事項
•複数のOpen Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）プロセスをモニタするには、各プロセ
スを Simple Network Management Protocol（SNMP）コンテキストに関連付ける必要がありま
す。

•複数の VRFをモニタするには、各 VRFを SNMPコンテキストと関連付ける必要がありま
す。

OSPFv3 MIB について

OSPFv3 MIB
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）は、OSPFの IPv6実装です。OSPFv3 MIBは RFC
5643に記述されており、Simple NetworkManagement Protocol（SNMP）を介してOSPFv3プロセス
を管理するためのMIBを定義しています。

ユーザは、MIBオブジェクトを使用することで OSPFネットワークの変化するステートを継続的
にモニタすることができます。MIBオブジェクトは、プロトコルパラメータ、および移行ステー
ト変更などの重要なネットワークイベントの発生を通知できるトラップ通知オブジェクトに関す

る情報を収集します。

OSPFv3 トラップ MIB
ospfv3Notifications MIBオブジェクトには、Cisco IOS CLIでOSPFトラップのイネーブル化および
ディセーブル化を行う OSPFv3トラップMIBオブジェクトが含まれています。これらの OSPFv3
トラップMIBオブジェクトは、RFC 5643の標準 OSPFv3 MIBで提供されています。
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OSPFv3 MIB の設定方法

特定の OSPFv3 トラップのイネーブル化

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. snmp-serverhost {hostname | ip-address} [vrfvrf-name] [traps | informs] [version {1 | 2c | 3 [auth |

noauth | priv]}] community-string [udp-portport] [notification-type]
4. snmp-serverenabletrapsospfv3errors[bad-packet] [config-error] [virt-bad-packet] [virt-config-error]
5. snmp-serverenabletrapsospfv3rate-limit seconds trap-number
6. snmp-serverenabletrapsospfv3state-change[if-state-change] [neighbor-restart-helper-status-change]

[neighbor-state-change] [nssa-translator-status-change] [restart-status-change] [virtif-state-change]
[virtneighbor-restart-helper-status-change] [virtneighbor-state-change]

7. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通
知操作の受信者（ターゲットホスト）を指定

します。

snmp-serverhost {hostname | ip-address} [vrfvrf-name] [traps
| informs] [version {1 | 2c | 3 [auth | noauth | priv]}]
community-string [udp-portport] [notification-type]

例：

Device(config)# snmp-server host 172.20.2.162 version
2c public ospfv3

ステップ 3   

• notification-typeが指定されていない場合
は、イネーブルになっている全通知（ト

ラップまたは応答要求）が、指定された

ホストに送信されます。

•指定されたホストにOpenShortest Path First
バージョン 3（OSPFv3）通知だけを送信
するには、オプションの ospfv3キーワー
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目的コマンドまたはアクション

ドを notification-typesとして指定します。
ospfv3キーワードを入力すると、
ospfv3Notifications MIBオブジェクトがイ
ネーブルになります。

OSPFv3エラーに関する SNMP通知をイネーブ
ルにします。

snmp-serverenabletrapsospfv3errors[bad-packet]
[config-error] [virt-bad-packet] [virt-config-error]

例：

Device(config)# snmp-server enable traps ospfv3 errors

ステップ 4   

各OSPFv3 SNMP通知のレート制限ウィンドウ
で、送信される SNMPOSPFv3通知の数に対す
るレート制限を設定します。

snmp-serverenabletrapsospfv3rate-limit seconds trap-number

例：

Device(config)# snmp-server enable traps ospfv3
rate-limit 20 20

ステップ 5   

OSPFv3の移行状態の変更に関する SNMP
OSPFv3通知をイネーブルにします。

snmp-serverenabletrapsospfv3state-change[if-state-change]
[neighbor-restart-helper-status-change]
[neighbor-state-change] [nssa-translator-status-change]

ステップ 6   

[restart-status-change] [virtif-state-change]
[virtneighbor-restart-helper-status-change]
[virtneighbor-state-change]

例：

Device(config)# snmp-server enable traps ospfv3
state-change

グローバルコンフィギュレーションモードを

終了し、特権 EXECモードを開始します。
end

例：

Device(config)# end

ステップ 7   

デバイスでの OSPFv3 MIB トラップの確認

手順の概要

1. イネーブル化
2. showrunning-config[options]
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手順の詳細

ステップ 1 イネーブル化

例：

Device> enable

特権 EXECモードをイネーブルにします。

•パスワードを入力します（要求された場合）。

ステップ 2 showrunning-config[options]

例：

Device# show running-config | include traps

現在の実行コンフィギュレーションファイルの内容を表示します。イネーブルになっているトラップに関

する情報が含まれています。

•イネーブルになっているトラップを確認します。

OSPFv3 MIB の設定例

例：OSPFv3 MIB トラップのイネーブル化と確認
次に、すべての OSPFv3エラートラップをイネーブルにする例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# snmp-server enable traps ospfv3 errors
Device(config)# end

次に、トラップがイネーブルされていることを確認する例を示します。

Device> enable
Device# show running-config | include traps

snmp-server enable traps ospfv3 errors
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OSPFv3 MIB に関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

『IP Routing: OSPF Configuration Guide』の
Configuring OSPFモジュール

OSPFの設定タスク

標準および RFC

Title規格

『Management Information Base for OSPFv3』RFC 5643

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

OSPFv3 MIB
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シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

OSPFv3 MIB の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 53：OSPFv3 MIB の機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFv3MIB機能により、標準
のSNMP管理ワークステーショ
ンを使用したOSPFv3プロセス
のリモートモニタリングおよ

びトラブルシューティングが可

能になります。

次のコマンドが導入または変更

されました。snmp-server
host、snmp-server enable traps
ospfv3 errors、snmp-server
enable traps ospfv3 rate-limit、
snmp-server enable traps ospfv3
state-change

Cisco IOS XE Release 3.7SOSPFv3 MIB
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第 48 章

OSPFv3 のプレフィックス抑制のサポート

この機能を使用すると、Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）でリンクステートアド
バタイズメント（LSA）から接続済みネットワークの IPv4および IPv6プレフィックスを隠すこ
とができます。OSPFv3が大規模ネットワークに配置されている場合、OSPFv3 LSAに伝送され
る IPv4および IPv6プレフィックスの数を制限すると OSPFv3のコンバージェンス速度を上げる
ことができます。

この機能では、ネットワーク管理者が内部ノードへの IPルーティングを回避できるようにする
ことにより、OSPFv3ネットワークのセキュリティも強化されます。

• 機能情報の確認, 501 ページ

• OSPFv3のプレフィックス抑制サポートの前提条件, 502 ページ

• OSPFv3プレフィックス抑制サポートについて, 502 ページ

• OSPFv3プレフィックス抑制サポートの設定方法, 503 ページ

• OSPFv3プレフィックス抑制サポートの設定例, 508 ページ

• OSPFv3プレフィックス抑制サポートに関する追加情報, 509 ページ

• OSPFv3プレフィックス抑制サポートの機能情報, 509 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPFv3 のプレフィックス抑制サポートの前提条件
このメカニズムを使用して IPv4および IPv6プレフィックスを LSAから除外するには、その前に
OSPFv3ルーティングプロトコルを設定しておく必要があります。

OSPFv3 プレフィックス抑制サポートについて

OSPFv3 プレフィックス抑制サポート
OSPFv3プレフィックス抑制サポート機能を使用すると、OSPFv3を実行しているインターフェイ
スで設定された IPv4および IPv6プレフィックスを隠すことができます。

OSPFv3では、アドレッシングセマンティクスが OSPFプロトコルパケットと主な LSAタイプか
ら削除され、ネットワークプロトコルを選ばないコアが残っています。これは、ルータ LSAと
ネットワークLSAがネットワークアドレスを含まなくなり、単にトポロジ情報を表すことを意味
します。プレフィックスを隠すプロセスは OSPFv3でより単純であり、非表示のプレフィックス
はエリア内プレフィックス LSAから単に削除されます。プレフィックスはまた、リンク LSAを
介して OSPFv3で伝播されます。

OSPFv3プレフィックス抑制機能では多くの利点があります。特定のプレフィックスのアドバタイ
ズメントの除外は、LSAストレージ、LSAフラッディングの帯域幅とバッファ、LSAの発信とフ
ラッディングのCPUサイクル、およびSPF計算により多くのメモリを使用できることを意味しま
す。プレフィックスはまた、リンクLSAからもフィルタリングされます。デバイスは、ローカル
に設定されたプレフィックスのみをフィルタリングし、リンクLSAを介して学習したプレフィッ
クスはフィルタリングしません。また、中継のみのネットワークを隠してリモート攻撃の可能性

を減らすことでセキュリティが改善されています。

OSPFv3 プロセスの設定による IPv4 および IPv6 プレフィックスアドバ
タイズメントのグローバルな抑制

prefix-suppressionコマンドをルータコンフィギュレーションモードまたはアドレスファミリコ
ンフィギュレーションモードで使用し、デバイス上で OSPFv3プロセスを設定すると、すべての
IPv4および IPv6プレフィックスのアドバタイズメントを防ぎ、OSPFv3のコンバージェンス時間
を短縮できます。

ループバック、セカンダリ IPアドレス、およびパッシブインターフェイスと関連付けられた
プレフィックスは、通常のネットワーク設計では到達可能であり続けるためにプレフィックス

が必要になるため、routermodeまたは address-family設定コマンドによって抑制されません。

（注）
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インターフェイスごとの IPv4 および IPv6 プレフィックスアドバタイ
ズメントの抑制

インターフェイスコンフィギュレーションモードで ipv6ospfprefix-suppressionコマンドまたは
ospfv3prefix-suppressionコマンドを使用すると、OSPFv3インターフェイスが IPネットワークを
ネイバーにアドバタイズしないように明示的に設定することができます。

prefix-suppressionルータコンフィギュレーションコマンドを設定して、接続している IPネッ
トワークから IPv4および IPv6プレフィックスをグローバルに抑制した場合、インターフェイ
スコンフィギュレーションコマンドは、ルータコンフィギュレーションコマンドよりも優先

されます。

（注）

OSPFv3 プレフィックス抑制サポートの設定方法

OSPFv3 プロセスのプレフィックス抑制サポートの設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfv3process-id[vrfvpn-name]
4. prefix-suppression
5. end
6. showospfv3

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

OSPFv3ルーティングプロセスを設定し、ルータコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

routerospfv3process-id[vrfvpn-name]

例：

Device(config)# router ospfv3 23

ステップ 3   

ループバック、セカンダリ IPアドレスおよびパッシブイン
ターフェイスに関連付けられているプレフィックスを除き、

prefix-suppression

例：

Device(config-router)#
prefix-suppression

ステップ 4   

すべての IPv4および IPv6プレフィックスを OSPFv3がアド
バタイズするのを防ぎます。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 5   

OSPFv3ルーティングプロセスに関する一般的な情報を表示
します。

showospfv3

例：

Device# show ospfv3

ステップ 6   

このコマンドを使用して、IPv4および IPv6プレ
フィックスの抑制がイネーブルになっていること

を確認します。

（注）

アドレスファミリコンフィギュレーションモードでの OSPFv3 プレ
フィックス抑制サポートの設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfv3process-id[vrfvpn-name]
4. address-familyipv6unicast
5. prefix-suppression
6. end
7. showospfv3
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFv3ルーティングプロセスを設定し、ルータコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

routerospfv3process-id[vrfvpn-name]

例：

Device(config)# router ospfv3 23

ステップ 3   

OSPFv3の IPv6アドレスファミリコンフィギュレーション
モードを開始します。

address-familyipv6unicast

例：
Device(config-router)#
address-family ipv6 unicast

ステップ 4   

ループバック、セカンダリ IPアドレスおよびパッシブイ
ンターフェイスに関連付けられているプレフィックスを除

prefix-suppression

例：

Device(config-router-af)#
prefix-suppression

ステップ 5   

き、すべての IPv4および IPv6プレフィックスを OSPFv3
がアドバタイズするのを防ぎます。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-router-af)# end

ステップ 6   

OSPFv3ルーティングプロセスに関する一般的な情報を表
示します。

showospfv3

例：

Device# show ospfv3

ステップ 7   

このコマンドを使用して、IPv4および IPv6プレ
フィックスの抑制がイネーブルになっていること

を確認します。

（注）
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インターフェイス単位でのプレフィックス抑制サポートの設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. 次のいずれかを実行します。

• ipv6ospfprefix-suppression[disable]

• ospfv3prefix-suppressiondisable

5. end
6. showospfv3interface

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスタイプを設定し、インターフェイスコン

フィギュレーションモードを開始します。

interfacetypenumber

例：

Device(config)# interface serial 0/0

ステップ 3   

セカンダリ IPアドレスに関連付けられているプレフィックス
を除き、特定のインターフェイスに属する IPv4および IPv6

次のいずれかを実行します。ステップ 4   

• ipv6ospfprefix-suppression[disable]
プレフィックスを OSPFv3がアドバタイズするのを防止しま
す。• ospfv3prefix-suppressiondisable

•インターフェイスコンフィギュレーションモードで入
力された ipv6ospfprefix-suppressionコマンドまたは

例：

Device(config-if)# ipv6 ospf
prefix-suppression

ospfv3prefix-suppressionコマンドは、ルータコンフィ

   IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
506

OSPFv3 のプレフィックス抑制のサポート
インターフェイス単位でのプレフィックス抑制サポートの設定



目的コマンドまたはアクション

ギュレーションモードで入力された prefix-suppression
コマンドより優先されます。例：

Device(config-if)# ospfv3 1
prefix-suppression disable

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

OSPFv3関連のインターフェイス情報を表示します。showospfv3interface

例：

Device# show ospfv3 interface

ステップ 6   

このコマンドで、IPv4および IPv6プレフィックス
抑制が特定のインターフェイスでイネーブルになっ

ていることを確認します。

（注）

IPv4 および IPv6 プレフィックス抑制のトラブルシューティング

手順の概要

1. イネーブル化
2. debugospfv3lsa-generation
3. debugconditioninterfaceinterface-typeinterface-number [dlcidlci] [vc {vci | vpi | vci}]
4. showdebugging
5. showlogging[slotslot-number | summary]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

生成された OSPFv3 LSAのそれぞれに関する情
報を表示します。

debugospfv3lsa-generation

例：

Device# debug ospfv3 lsa-generation

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

インターフェイスまたは仮想回線に基づいて、

一部の debugコマンドの出力を制限します。
debugconditioninterfaceinterface-typeinterface-number
[dlcidlci] [vc {vci | vpi | vci}]

例：

Device# debug condition interface serial 0/0

ステップ 3   

デバイスでイネーブルに設定されているデバッ

グのタイプに関する情報を表示します。

showdebugging

例：

Device# show debugging

ステップ 4   

syslogの状態と標準システムロギングバッファ
の内容を表示します。

showlogging[slotslot-number | summary]

例：

Device# show logging

ステップ 5   

OSPFv3 プレフィックス抑制サポートの設定例

例：OSPFv3 プレフィックス抑制サポートの設定
次に、ルータコンフィギュレーションモードでOSPFv3のプレフィックス抑制サポートを設定す
る例を示します。

router ospfv3 1
prefix-suppression
!
address-family ipv6 unicast
router-id 0.0.0.6
exit-address-family

次に、アドレスファミリコンフィギュレーションモードでOSPFv3のプレフィックス抑制サポー
トを設定する例を示します。

router ospfv3 1
!
address-family ipv6 unicast
router-id 10.0.0.6
prefix-suppression
exit-address-family

次に、インターフェイスコンフィギュレーションモードでOSPFv3のプレフィックス抑制サポー
トを設定する例を示します。

interface Ethernet0/0
ip address 10.0.0.1 255.255.255.0
ipv6 address 2001:201::201/64
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ipv6 enable
ospfv3 prefix-suppression
ospfv3 1 ipv4 area 0
ospfv3 1 ipv6 area 0
end

OSPFv3 プレフィックス抑制サポートに関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Configuring OSPF』『Configuring OSPF』

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

OSPFv3 プレフィックス抑制サポートの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 54：OSPFv3 プレフィックス抑制サポートの機能情報

機能情報リリース機能名

この機能を使用すると、Open
Shortest Path Firstバージョン 3
（OSPFv3）でリンクステート
アドバタイズメント（LSA）か
ら接続済みネットワークのIPv4
および IPv6プレフィックスを
隠すことができます。

この機能を使用して、ネット

ワーク管理者が内部ノードへの

IPルーティングを回避できるよ
うにすることにより、OSPFv3
ネットワークのセキュリティも

強化することもできます。

次のコマンドが導入または変更

されました。

• ipv6ospfprefix-suppression

• ospfv3prefix-suppression

• prefix-suppression
(OSPFv3)

Cisco IOS XE Release 3.8SOSPFv3のプレフィックス抑制
のサポート
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OSPFv3 VRF-Lite/PE-CE

OSPFv3 VRF-Lite/PE-CE機能では、デフォルト以外の VPNルーティングおよび転送（VRF）イ
ンスタンスに対してOpenShortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）のサポートが追加されます。
OSPFv3は、RFC 6565、「OSPFv3 as a Provider Edge to Customer Edge (PE-CE) Routing Protocol」
で指定されているように、プロバイダーエッジ -カスタマーエッジ（PE-CE）ルーティングプロ
トコルとして使用できます。デフォルト以外の VRFインスタンスの OSPFv3では、IPv4および
IPv6アドレスファミリのルーティングがサポートされます。

• 機能情報の確認, 511 ページ

• OSPFv3 VRF-Lite/PE-CEの制約事項, 512 ページ

• OSPFv3 VRF-Lite/PE-CEについて, 512 ページ

• VRF-Lite/PE-CEの設定方法, 513 ページ

• OSPFv3 VRF-Lite/PE-CEの設定例, 522 ページ

• OSPFv3 VRF-Lite/PE-CEに関する追加情報, 524 ページ

• OSPFv3 VRF-Lite/PE-CEの機能情報, 525 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPFv3 VRF-Lite/PE-CE の制約事項
Cisco IOS Release 15.2(2)S以降のリリースでは、VRFインターフェイスコンフィギュレーション
モードで ipv6ospf形式のOSPFv3インターフェイスコマンドはサポートされません。新しいフォー
マット ospfv3でコマンドを設定する必要があります。

ospfv3コマンドは次のいずれかの形式にできます。

• ospfv3：指定されたインターフェイス上のすべての OSPFv3プロセスおよびアドレスファミ
リに適用されます。

• ospfv3process-id：プロセス IDが設定済みの OSPFv3プロセス、および IPv4アドレスファミ
リと IPv6アドレスファミリの両方に適用されます。

• ospfv3process-idaddress-family-ID：プロセス IDとアドレスファミリが設定済みの OSPFv3プ
ロセスに適用されます。

次に降順で示すように、より特定性の高いコマンドが特定性の低いコマンドより優先されます。

1 プロセス IDとアドレスファミリを指定するコマンド。

2 プロセス IDだけを指定するコマンド。

3 プロセス IDもアドレスファミリも指定しないコマンド。

Cisco IOS Release 15.2(2)S以降のリリースでは、ipv6 ospf routerprocess-idコマンドを使用して
OSPFv3 VRFインスタンスを設定することはできません。グローバルコンフィギュレーション
モードで router ospfv3process-idコマンドを設定し、ルータコンフィギュレーションモードで設
定済みの VRFのアドレスファミリを指定することができます。

OSPFv3 VRF-Lite/PE-CE について

OSPFv3 VRF-Lite および PE-CE のサポート
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）は IPv4と IPv6の両方のアドレスファミリの非デ
フォルトのVPNルーティングおよび転送（VRF）インスタンスで動作し、BorderGatewayProtocol
（BGP）またはマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）のバックボーンを介してルート
を転送します。プロバイダーエッジ（PE）デバイスでは、顧客のルートは共通の VRFまたはア
ドレスファミリのOSPFv3およびBGPによって一緒にインストールされ、各プロトコルは別のプ
ロトコルのルートを再配布するように設定されます。BGPは再配布されたプレフィックスをVRF
に定義されている route-distinguisher値と組み合わせ、必要に応じて VPNv4または VPNv6アドレ
スファミリを使用する同じ自律システム内の他のMPLS-BGPスピーカーにアドバタイズします。

OSPFv3ルート選択アルゴリズムでは、MPLSバックボーンを介したエリア間ルートよりも、バッ
クドアリンクを経由するエリア内ルートを優先します。模造リンクは、異なる PEの OSPFv3イ
ンスタンスを接続するMPLSバックボーンを介した仮想リンクの 1つです。OSPFv3インスタン
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スは、バックボーンを使用してプロトコルパケットをトンネリングし、隣接関係を確立します。

OSPFv3は模造リンクをエリア内接続と見なすため、模造リンクはエリア内バックドアリンクの
有効な代わりとして機能します。

ドメイン IDはルートが内部と外部のどちらであるかを判断するために使用されます。これらは、
ルートが始まる OSPFv3インスタンスの管理ドメインを説明しています。すべての PEに 48ビッ
トのプライマリドメイン ID（NULLの可能性もあり）と、ゼロ個以上のセカンダリドメイン ID
があります。

VRF-Lite/PE-CE の設定方法

IPv6 アドレスファミリでの VRF への OSPFv3 の設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. vrf definition vrf-name
4. rd route-distinguisher
5. exit
6. routerospfv3[process-id]
7. address-family ipv6 [unicast] [vrfvrf-name]
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

VRFルーティングテーブルを設定し、VRFコンフィギュ
レーションモードを開始します。

vrf definition vrf-name

例：

Device(config)# vrf definition
vrfsample

ステップ 3   

VRFのルーティングテーブルと転送テーブルを作成しま
す。

rd route-distinguisher

例：

Device(config-vrf)# rd 10:1

ステップ 4   

VRFコンフィギュレーションモードを終了し、グローバ
ルコンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

Device(config-vrf)# exit

ステップ 5   

OSPFルーティングプロセスを設定し、ルータコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

routerospfv3[process-id]

例：

Device(config)# router ospfv3 2

ステップ 6   

IPv6アドレスファミリの VRFルーティングテーブルで
OSPFv3プロセスのインスタンスを設定し、ルータアド

address-family ipv6 [unicast] [vrfvrf-name]

例：

Device(config-router)# address-family
ipv6 unicast vrf vrfsample

ステップ 7   

レスファミリコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

ルータアドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-router-af)# end

ステップ 8   
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VRF インターフェイスでの OSPFv3 IPv6 アドレスファミリのイネーブ
ル化

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. interface type number
4. vrf forwarding vrf-name [downstream vrf-name2]
5. ipv6 enable
6. ospfv3process-id {ipv4 | ipv6} areaarea-id [instanceinstance-id]
7. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device# enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始し

ます。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスのタイプと番号を指定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

interface type number

例：

Device(config)# interface Serial6/0

ステップ 3   

インターフェイスを VRFに関連付けます。vrf forwarding vrf-name [downstream
vrf-name2]

ステップ 4   

例：

Device(config-if)# vrf forwarding v1

VRFに関連付けられたインターフェイスで IPv6処理
をイネーブルにします。

ipv6 enable

例：

Device(config-if)# ipv6 enable

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

VRFインターフェイスで OSPFv3 IPv6アドレスファ
ミリをイネーブルにします。

ospfv3process-id {ipv4 | ipv6} areaarea-id
[instanceinstance-id]

例：

Device(config-if)# ospfv3 1 ipv6 area 0

ステップ 6   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを

終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 7   

OSPFv3 PE-CE への模造リンクの設定

はじめる前に

OSPFv3 PE-CE機能は、ボーダーゲートウェイプロトコル（BGP）ルート上の直接転送をサポー
トします。

模造リンクを設定する前に、マルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）のバックボーンを
作成し、MPLSVPNのPEデバイスとしてデバイスを設定し、VirtualRouting andForwarding（VRF）
インスタンスのプロバイダーエッジカスタマーエッジ（PE-CE）プロトコルとしてOSPFv3を設
定する必要があります。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. interfaceloopbackinterface-number
4. descriptionstring
5. vrfforwardingvrf-name
6. ipv6address ipv6-address/prefix-length
7. ipv6enable
8. end
9. router ospfv3process-id
10. address-family {ipv4 | ipv6} [unicast |multicast] [vrfvrf-name]
11. redistributeprocess-id [options]
12. areaarea-idsham-linksource-address destination-address [costnumber] [ttl-security hopshop-count]
13. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

プロバイダーエッジデバイスで模造リンクのエンドポ

イントとして使用するループバックインターフェイス

interfaceloopbackinterface-number

例：

Device(config)# interface loopback 0

ステップ 3   

を作成し、インターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

インターフェイスのステータスを追跡し易くするため

に、インターフェイスの説明を追加します。

descriptionstring

例：

Device(config-if)# description Sham-link
endpoint

ステップ 4   

ループバックインターフェイスに VRFを関連付けま
す。

vrfforwardingvrf-name

例：

Device(config-if)# vrf forwarding vrf1

ステップ 5   

プロバイダーエッジデバイス上のループバックイン

ターフェイスの IPv6アドレスを設定します。
ipv6address ipv6-address/prefix-length

例：

Device(config-if)# ipv6 address
2001:DB8:0:ABCD::1/48

ステップ 6   

ループバックインターフェイスで IPv6処理をイネー
ブルにします。

ipv6enable

例：

Device(config-if)# ipv6 enable

ステップ 7   

インターフェイスコンフィギュレーションモードを終

了し、グローバルコンフィギュレーションモードに戻

ります。

end

例：

Device# end

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクション

ルータコンフィギュレーションモードを開始します。router ospfv3process-id

例：

Device(config)# router ospfv3 1

ステップ 9   

OSPFv3の IPv6アドレスファミリコンフィギュレー
ションモードを開始します。

address-family {ipv4 | ipv6} [unicast |
multicast] [vrfvrf-name]

例：

Device(config-router)# address-family
ipv6 unicast vrf vrf1

ステップ 10   

指定した送信元 BGPルーティングドメインから指定
した宛先のルーティングドメインに IPv6ルートを再
配布します。

PE-CEは常に BGPから再配布しま
す。

（注）

redistributeprocess-id [options]

例：

Device(config-router-af)# redistribute
bgp 2

ステップ 11   

模造リンクをイネーブルにして、送信元と宛先のアド

レスを指定します。

areaarea-idsham-linksource-address
destination-address [costnumber] [ttl-security
hopshop-count]

ステップ 12   

例：

Device(config-router-af)# area 0
sham-link 2001:DB8:0:ABCD::1
2001:DB8:0:ABCD::2 cost 100

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを

終了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-router-af)# end

ステップ 13   
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OSPFv3 PE-CE へのドメイン ID の設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. vrf definition vrf-name
4. rd route-distinguisher
5. exit
6. routerospfv3[process-id]
7. address-family ipv6 [unicast] [vrfvrf-name]
8. domain-idtypetypevalue hex-value
9. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

VRFルーティングテーブルを設定し、VRFコンフィギュ
レーションモードを開始します。

vrf definition vrf-name

例：

Device(config)# vrf definition
vrfsample

ステップ 3   

VRFのルーティングテーブルと転送テーブルを作成しま
す。

rd route-distinguisher

例：

Device(config-vrf)# rd 10:1

ステップ 4   

VRFコンフィギュレーションモードを終了し、グローバ
ルコンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

Device(config-vrf)# exit

ステップ 5   
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目的コマンドまたはアクション

ルータコンフィギュレーションモードを開始します。routerospfv3[process-id]

例：

Device(config)# router ospfv3 2

ステップ 6   

IPv6アドレスファミリの VRFルーティングテーブルで
OSPFv3プロセスのインスタンスを設定し、アドレスファ
ミリコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv6 [unicast] [vrfvrf-name]

例：

Device(config-router)# address-family
ipv6 unicast vrf vrfsample

ステップ 7   

BGPドメイン IDを設定します。domain-idtypetypevalue hex-value

例：

Device(config-router-af)# domain-id
type 0205 value 800EFFFF12AB

ステップ 8   

• typeの値は、0005、0105、0205、または 8005のい
ずれかです。

• valueの値は、12の 16進数の数字として符号化され
た任意の 48ビット値です。

ルータアドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-router-af)# end

ステップ 9   

OSPFv3 への VRF-Lite 機能の設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. vrf definition vrf-name
4. rd route-distinguisher
5. exit
6. routerospfv3[process-id]
7. address-family ipv6 [unicast] [vrfvrf-name]
8. capabilityvrf-lite
9. end
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手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

VRFルーティングテーブルを設定し、VRFコンフィギュ
レーションモードを開始します。

vrf definition vrf-name

例：

Device(config)# vrf definition
vrfsample

ステップ 3   

VRFのルーティングテーブルと転送テーブルを作成しま
す。

rd route-distinguisher

例：

Device(config-vrf)# rd 10:1

ステップ 4   

VRFコンフィギュレーションモードを終了し、グローバ
ルコンフィギュレーションモードに戻ります。

exit

例：

Device(config-vrf)# exit

ステップ 5   

IPv4または IPv6アドレスファミリのルータコンフィ
ギュレーションモードをイネーブルにします。

routerospfv3[process-id]

例：

Device(config)# router ospfv3 2

ステップ 6   

IPv6アドレスファミリの VRFルーティングテーブルで
OSPFv3プロセスのインスタンスを設定し、アドレスファ
ミリコンフィギュレーションモードを開始します。

address-family ipv6 [unicast] [vrfvrf-name]

例：

Device(config-router)# address-family
ipv6 unicast vrf vrfsample

ステップ 7   

OSPFプロセスにマルチ VRF機能を適用します。capabilityvrf-lite

例：

Device(config-router-af)# capability
vrf-lite

ステップ 8   
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目的コマンドまたはアクション

ルータアドレスファミリコンフィギュレーションモー

ドを終了し、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：

Device(config-router-af)# end

ステップ 9   

OSPFv3 VRF-Lite/PE-CE の設定例

例： IPv4 および IPv6 ルーティングを提供するためのプロバイダーエッ
ジデバイスの設定

次に、VRF「v1」上のユーザに IPv6および IPv4ルーティングを、VRF「v2」上のユーザに IPv6
ルーティングを提供するために、プロバイダーエッジ（PE）デバイスを設定する例を示します。

vrf definition v1
rd 1:1
route-target export 100:1
route-target import 100:1
!
address-family ipv4
exit-address-family
!
address-family ipv6
exit-address-family
!
vrf definition v2
rd 2:2
route-target export 200:2
route-target import 200:2
!
address-family ipv6
exit-address-family
!
interface Loopback1
vrf forwarding v1
ipv6 address 2001:DB8:0:ABCD::1/48
!
interface Serial5/0
vrf forwarding v2
no ip address
ipv6 address 2001:DB8:0:ABCD::3/48
ospfv3 1 ipv6 area 1
!
interface Serial6/0
vrf forwarding v1
ip address 10.0.0.1 255.255.255.0
ipv6 enable
ospfv3 1 ipv6 area 0
ospfv3 1 ipv4 area 10.1.1.1
!
router ospfv3
!
log-adjacency-changes detail
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!
address-family ipv4 unicast vrf v1
router-id 10.2.2.2
redistribute bgp 1
exit-address-family
!
address-family ipv6 unicast vrf v1
router-id 2001:DB8:1::1
domain-id type 0205 value 111111222222
area 0 sham-link 2001:DB8:0:ABCD::5 2001:DB8:0:ABCD::7
redistribute bgp 1
exit-address-family
address-family ipv6 unicast vrf v2
router-id 2001:DB8:1::3
redistribute bgp 1
exit
!
router bgp 1
bgp router-id 10.3.3.3
no bgp default ipv4-unicast
neighbor 10.0.0.4 remote-as 1
neighbor 10.0.0.4 update-source-Loopback0
!
address-family ipv4
exit-address-family
!
address-family vpnv4
neighbor 10.0.0.4
neighbor 10.0.0.4 send-community extended
exit-address-family
!
address-family vpnv6
neighbor 10.0.0.4 activate
neighbor 10.0.0.4 send-community extended
exit-address-family
!
address-family ipv4 vrf v1
redistribute ospfv3 1
exit-address-family
!
address-family ipv6 vrf v1
redistribute ospf 1
exit-address-family
!
address-family ipv6 vrf v2
redistribute ospf 1
exit-address-family
!

例：VRF-Lite に対するプロバイダーエッジデバイスの設定

vrf definition v1
rd 1:1
!
address-family ipv4
exit-address-family
!
address-family ipv6
exit-address-family
!
vrf definition v2
rd 2:2
!
address-family ipv6
exit-address-family
!
interface FastEthernet0/0
no ip address
!
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interface FastEthernet0/0.100
encapsulation dot1Q 100
vrf forwarding v1
ip address 192.168.1.1 255.255.255.0
ipv6 enable
ospfv3 1 ipv6 area 0
ospfv3 1 ipv4 area 0
!
interface FastEthernet0/0.200
encapsulation dot1Q 200
vrf forwarding v2
ipv6 enable
ospfv3 1 ipv6 area 0
!
interface FastEthernet0/1
rf forwarding v1
ip address 10.1.1.1 255.255.255.0
ipv6 enable
ospfv3 1 ipv6 area 1
ospfv3 1 ipv4 area 0
no keepalive
!
interface FastEthernet0/2
vrf forwarding v2
no ip address
ipv6 address 2001:DB8:1::1
ipv6 enable
ospfv3 1 ipv6 area 1
!
router ospfv3 1
!
address-family ipv6 unicast vrf v2
router-id 192.168.2.1
capability vrf-lite
exit-address-family
!
address-family ipv4 unicast vrf v1
router-id 192.168.1.4
capability vrf-lite

exit-address-family
!
address-family ipv6 unicast vrf v1
router-id 192.168.1.1
capability vrf-lite
exit-address-family
!

OSPFv3 VRF-Lite/PE-CE に関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド
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RFC

TitleRFC

『Support of Address Families in OSPFv3』RFC 5838

『OSPFv3 as a Provider Edge to Customer Edge
(PE-CE) Routing Protocol』

RFC 6565

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

OSPFv3 VRF-Lite/PE-CE の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 55：OSPFv3 VRF-Lite/PE-CE の機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFv3VRF-Lite/PE-CE機能で
は、非デフォルトの VRFイン
スタンスにOSPFv3サポートが
追加されます。

次のコマンドが導入または変更

されました。area sham-link
（OSPFv3）、capability vrf-lite
（OSPFv3）

Cisco IOS XE Release 3.6SOSPFv3 VRF-Lite/PE-CE
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OSPFv3 ABR タイプ 3 LSA フィルタリング

この機能によって Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）プロトコルを実行しているエ
リア境界ルータ（ABR）の機能が拡張され、異なるOSPFv3エリア間で送信されるフィルタタイ
プ3リンクステートアドバタイズメント（LSA）をフィルタリングできます。この機能を使用す
ると、1つのエリアから他のエリアに指定したプレフィックスの付いたパケットだけが送信さ
れ、他のプレフィックスのついたパケットはすべて制限されます。このタイプのエリアフィル

タリングは、特定の OSPFv3エリアから、特定の OSPFv3エリアへ、または同じ OSPFv3エリア
へ（から）同時に適用できます。

• 機能情報の確認, 527 ページ

• OSPFv3 ABRタイプ 3 LSAフィルタリング , 528 ページ

• OSPFv3 ABRタイプ 3 LSAフィルタリングについて, 528 ページ

• OSPFv3 ABRタイプ 3 LSAフィルタリングの設定方法, 528 ページ

• OSPFv3 ABRタイプ 3 LSAフィルタリングの設定例, 529 ページ

• OSPFv3 ABRタイプ 3 LSAフィルタリングに関する追加情報 , 530 ページ

• OSPFv3 ABRタイプ 3 LSAフィルタリングの機能情報, 531 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPFv3 ABR タイプ 3 LSA フィルタリング
フィルタリングされるのは、ABRから送信されるタイプ 3 LSAだけです。

OSPFv3 ABR タイプ 3 LSA フィルタリングについて

エリアフィルタのサポート

OSPFv3エリアフィルタを使用すると、ABRでエリア間プレフィックスLSAのフィルタリングを
行うことができます。フィルタは、IPv6プレフィックスのリストに基づき、両方向に適用できま
す。「イン」方向では、エリア間プレフィックスLSAを指定したエリアに送信するときに他のす
べてのエリアからのLSAを除外します。「アウト」方向では、指定したエリアに対して生成され
たエリア間プレフィックス LSAを除外します。

エリアフィルタのサポート機能により、管理者による OSPFv3エリア間のルート配布の制御が改
善されます。

OSPFv3 ABR タイプ 3 LSA フィルタリングの設定方法

OSPFv3 のエリアフィルタサポートの設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. routerospfv3process-id
4. areaarea-idfilter-listprefixprefix-list-name {in | out}
5. end
6. ipv6prefix-listlist-name [seqseq-number] {denyipv6-prefix/prefix-length | permitipv6-prefix/prefix-length

| description text} [gege-value] [lele-value]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFv3プロセスを実行するよう、ルータを設定
します。

routerospfv3process-id

例：

Device(config)# router ospfv3 1

ステップ 3   

指定したエリアから送信されるエリア間ルートを

フィルタリングするよう、ルータを設定します。

areaarea-idfilter-listprefixprefix-list-name {in | out}

例：

Device(config-router)# area 1 filter-list
prefix test_ipv6 out

ステップ 4   

グローバルコンフィギュレーションモードに戻

ります。

end

例：

Device(config-router)# end

ステップ 5   

list-name引数に指定した名前で、プレフィックス
リストを作成します。

ipv6prefix-listlist-name [seqseq-number]
{denyipv6-prefix/prefix-length |
permitipv6-prefix/prefix-length | description text}
[gege-value] [lele-value]

ステップ 6   

例：

Device(config)# ipv6 prefix-list test_ipv6
seq 5 permit 2011::1/128

OSPFv3 ABR タイプ 3 LSA フィルタリングの設定例

例：OSPFv3 のエリアフィルタサポート
次に、OSPFv3のエリアフィルタサポートを設定する例を示します。
router ospfv3 1
!
address-family ipv4 unicast
area 2 filter-list prefix test_ipv4 in
exit-address-family
!
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address-family ipv6 unicast
area 2 filter-list prefix test_ipv6 in
exit-address-family
!
ip prefix-list test_ipv4 seq 5 permit 2.2.2.2/32
!
!
ipv6 prefix-list test_ipv6 seq 5 deny 2011::1/128

OSPFv3 ABR タイプ 3 LSA フィルタリングに関する追加情
報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Configuring OSPF』『Configuring OSPF』

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』『Cisco IOS Master Command List, All Releases』

標準

Title規格

—新しい規格または変更された規格はサポートさ

れていません。また、既存の規格に対するサ

ポートに変更はありません。

RFC

TitleRFC

—新しい RFCまたは変更された RFCはサポート
されていません。また、既存の RFCに対する
サポートに変更はありません。
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シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

OSPFv3 ABR タイプ 3 LSA フィルタリングの機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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表 56：OSPFv3 ABR タイプ 3 LSA フィルタリングの機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFv3ABRタイプ 3 LSAフィ
ルタリング機能では、OSPFv3
プロトコルを実行しているABR
の機能を拡張して、異なる

OSPFv3エリア間で送信される
タイプ3LSAをフィルタリング
できます。この機能を使用する

と、1つのエリアから他のエリ
アに指定したプレフィックスの

付いたパケットだけが送信さ

れ、他のプレフィックスのつい

たパケットはすべて制限されま

す。このタイプのエリアフィ

ルタリングは、特定の OSPFv3
エリアから、特定のOSPFv3エ
リアへ、または同じOSPFv3エ
リアへ（から）同時に適用でき

ます。

Cisco IOS XE Release 3.8

15.3(1)S

15.2(1)E

OSPFv3ABRタイプ 3 LSAフィ
ルタリング
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OSPFv3 デマンド回路の無視

この機能を有効にすると、ipv6ospfdemand-circuitコマンドで ignoreキーワードを指定すること
により、インターフェイスがその他のデバイスからのデマンド回路の要求を受け入れないように

することができます。

• 機能情報の確認, 533 ページ

• OSPFv3デマンド回線無視について, 534 ページ

• OSPFv3デマンド回線無視の設定方法, 534 ページ

• OSPFv3デマンド回線無視の設定例, 536 ページ

• OSPFv3デマンド回線無視に関する追加情報, 536 ページ

• OSPFv3デマンド回線無視の機能情報, 537 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPFv3 デマンド回線無視について

デマンド回線の無視のサポート

デマンド回線の無視のサポートを有効にすると、ipv6ospfdemand-circuitコマンドで ignoreキー
ワードを指定することにより、インターフェイスがその他のデバイスからのデマンド回路の要求

を受け入れないようにすることができます。デマンド回路の無視はルータがデマンド回路（DC）
ネゴシエーションを受け入れないように指示するため、ハブルータのポイントツーマルチポイン

トインターフェイスに便利な設定オプションです。

OSPFv3 デマンド回線無視の設定方法

OSPFv3 デマンド回線無視の設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. interfacetypenumber
4. 次のいずれかのコマンドを入力します。

• ipv6ospfdemand-circuitignore

• ospfv3demand-circuitignore

5. end
6. showospfv3process-id[ area-id ][ address-family ][vrf {vrf-name|*}] interface [typenumber] [brief]

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：

Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場
合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスのタイプと番号を設定し、イ

ンターフェイスコンフィギュレーションモード

を開始します。

interfacetypenumber

例：

Device(config)# interface GigabitEthernet 0/1/0

ステップ 3   

インターフェイスが他のデバイスからのデマン

ド回線要求を受け入れるのを防止します。

次のいずれかのコマンドを入力します。ステップ 4   

• ipv6ospfdemand-circuitignore

• ospfv3demand-circuitignore

例：

Device(config-if)# ipv6 ospf demand-circuit
ignore

例：

Device(config-if)# ospfv3 demand-circuit ignore

特権 EXECモードに戻ります。end

例：

Device(config-if)# end

ステップ 5   

（任意）OSPFv3関連のインターフェイス情報を
表示します。

showospfv3process-id[ area-id ][ address-family ][vrf
{vrf-name|*}] interface [typenumber] [brief]

例：

Device# show ospfv3 interface GigabitEthernet
0/1/0

ステップ 6   
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OSPFv3 デマンド回線無視の設定例

例：OSPFv3 デマンド回線無視のサポート
次に、OSPFv3デマンド回線無視のサポートを設定する例を示します。
interface Serial0/0
ip address 6.1.1.1 255.255.255.0
ipv6 enable
ospfv3 network point-to-multipoint
ospfv3 demand-circuit ignore
ospfv3 1 ipv6 area 0

OSPFv3 デマンド回線無視に関する追加情報
ここでは、OSPFv3デマンド回線無視機能に関する参考資料を紹介します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Configuring OSPF』OSPFの設定タスク

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。
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OSPFv3 デマンド回線無視の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 57：OSPFv3 デマンド回線無視の機能情報

機能情報リリース機能名

OSPFv3デマンド回線無視機能
では、ipv6ospfdemand-circuit
コマンドで ignoreキーワードを
指定することにより、インター

フェイスが他のデバイスからデ

マンド回線要求を受け入れるの

を防ぐことができます。

次のコマンドが導入または変更

されました。

• ipv6ospfdemand-circuit

• ospfv3demand-circuit

Cisco IOS XE Release 3.8OSPFv3デマンド回路の無視
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OSPF IPv4 リモート Loop-Free Alternate IP Fast
Reroute

OSPF IPv4リモート Loop-Free Alternate（LFA）IP Fast Reroute（IPFRR）では、ネットワークに障
害が発生した場合、ダイナミックルーティングプロトコルを使用して事前に計算されたバック

アップルートを使用します。バックアップルート（修復パス）は事前に計算され、プライマリ

パスのバックアップとしてルータにインストールされます。ルータは、リンクまたは隣接ノード

の障がいを検出すると、バックアップパスに切り替えてトラフィック損失を回避します。

OSPF IPv4リモートLFAIPFRRでは、バックアップパスを複数のホップにすることができます。
この機能は、LFAを保護ルータに直接接続する必要がない一部のトポロジ（一般的なリングト
ポロジなど）で特に役立ちます。

• 機能情報の確認, 539 ページ

• OSPF IPv4リモート Loop-Free Alternate IP Fast Rerouteの前提条件, 540 ページ

• OSPF IPv4リモート Loop-Free Alternate IP Fast Rerouteの制約事項, 540 ページ

• OSPF IPv4リモート Loop-Free Alternate IP Fast Rerouteについて, 541 ページ

• OSPF IPv4リモート Loop-Free Alternate IP Fast Rerouteの設定方法, 542 ページ

• OSPF IPv4リモート Loop-Free Alternate IP Fast Rerouteの設定例, 545 ページ

• その他の参考資料, 546 ページ

• OSPF IPv4リモート Loop-Free Alternate IP Fast Rerouteの機能情報, 547 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

OSPF IPv4 リモート Loop-Free Alternate IP Fast Reroute の前
提条件

•このモジュールの作業を実行する前に、「OSPFv2 Loop-Free Alternate Fast Reroute」モジュー
ルで説明している概念をよく理解しておく必要があります。

• LFAが有効である必要があります。

•ネットワークでマルチプロトコルラベルスイッチング（MPLS）を設定している必要があり
ます。

OSPF IPv4 リモート Loop-Free Alternate IP Fast Reroute の制
約事項

• OSPF IPv4リモート Loop-Free Alternate IP Fast Reroute機能は、仮想リンクヘッドエンドデバ
イスではサポートされません。

•この機能は、グローバルVPNルーティングおよび転送（VRF）OSPFインスタンスでのみサ
ポートされます。

•サポートされるトンネリングメソッドはMPLSのみです。

•トラフィックエンジニアリング（TE）トンネルインターフェイスは保護されたインターフェ
イストラフィックとして設定できません。これらのトンネルを保護するには、MPLSトラ
フィックエンジニアリング：高速再ルーティングおよびノード保護機能を使用します。詳細

については、『Multiprotocol Label Switching Configuration Guide』の「MPLS Traffic
Engineering—Fast Reroute Link and Node Protection」の項を参照してください。

• TEトンネルインターフェイスを修復パス内に設定することは可能ですが、OSPFによりトン
ネルの配置が確認されることはないため、保護する必要がある物理インターフェイスに交差

しないようにする必要があります。

•すべてのルートが修復パスを持つわけではありません。マルチパスのプライマリルートで
は、修復パスをすべてまたは一部のプライマリパスに指定するか、またはいずれのプライマ

リパスにも指定しない場合があります。これは、ネットワークトポロジ、コンピューティ

ングルータの接続性、および修復パスの必須属性によって決定されます。

•トンネルの終端ポイントとして選択できるデバイスには、リモートLFAがイネーブルになっ
ているエリアでアドバタイズされる /32アドレスが必要です。このアドレスはトンネル終端
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の IPとして使用されます。デバイスが /32アドレスをアドバタイズしない場合、リモート
LFAトンネルの終端として使用されない場合があります。

•トンネルの終端点として選択できるようにするネットワーク内のデバイスはすべて、mpls
ldp discovery targeted-hello acceptコマンドにより、ターゲットを絞った LDPセッションを
受け入れるよう設定される必要があります。

OSPF IPv4 リモート Loop-Free Alternate IP Fast Reroute につ
いて

IP 高速再ルーティング
IP高速再ルーティング（IPFRR）の LFA計算は、リンク障害に対する保護を提供します。ローカ
ルで計算された修復パスを使用して、障害後ネットワークの再収束で生じるループによるパケッ

ト損失を防止します。IPFRRについての詳細は、RFC 5286「Basic Specification for IP Fast Reroute:
Loop-Free Alternates」を参照してください。

リングトポロジを含む OSPF IPv4 リモート IPFRR LFA
一部のトポロジ（一般に使用されるリングベースのトポロジなど）は、LFA FRRで提供できな
い保護を必要とします。下の図のトポロジについて考えます。

図 12：リングトポロジを含むリモート IPFRR LFA

赤色のループしている矢印は、ノード Aと Cの間に障害が起きた直後（ネットワークの再コン
バージェンス前）にループしたトラフィックを表しています。デバイス Aは、Fを宛先として B
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にネクストホップするトラフィックを送信しようと試みます。ノード Cおよび Fによってアドバ
タイズされているプレフィックスのLFAとして、デバイスBを使用することはできません。ただ
し、ノード Dは、保護ノード Aに直接接続されていません。Cによりアドバタイズされるプレ
フィックスを保護するには、障害中のリンクをトンネルが通過しない条件で、ノード Aは、障害
中の A - Cリンクを含むパケットをノード Dまでトンネリングする必要があります。

OSPF IPv4リモートLoop-FreeAlternate IP Fast Reroute機能により、障害のあるリンクを含むパケッ
トを、リモート Loop-Free Alternate（複数の離れたホップ）までトンネリングすることができま
す。上の図で、Aと Dの間の緑色の矢印は、OSPFの IPv4リモート Loop-Free Alternate IP Fast
Reroute機能により、ルーピングをバイパスするために自動的に生成されたトンネルを表していま
す。

上の図では、リモート LFAをイネーブルにするためにデバイス Aを fast-reroute per-prefix
remote-lfa tunnel mpls-ldpで設定し、ターゲットを絞った LDPセッションを受け入れるため
に、デバイス Dを mpls ldp discovery targeted-hello acceptで設定する必要があります。

（注）

OSPF IPv4 リモート Loop-Free Alternate IP Fast Reroute の設
定方法

リモート LFA トンネルの設定
リモート LFAトンネルにトラフィックをリダイレクトするプレフィックスごとの LFA FRRパス
を設定するには、次の作業を実行します。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. router ospfprocess-id
4. fast-reroute per-prefix remote-lfa [areaarea-id] tunnel mpls-ldp

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングをイネーブルにして、ルータコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

router ospfprocess-id

例：

Device(config)# router ospf 10

ステップ 3   

MPLS-LDPによってリモート LFAトンネルにトラフィッ
クをリダイレクトするプレフィックスごとの LFA FRRパ
スを設定します。

fast-reroute per-prefix remote-lfa
[areaarea-id] tunnel mpls-ldp

例：

Device(config-router)# fast-reroute

ステップ 4   

• LFA FRRを有効にするエリアを指定するには、
areaarea-idキーワードおよび引数を使用します。per-prefix remote-lfa area 2 tunnel

mpls-ldp

トンネルエンドポイントまでの最大距離の設定

リモート LFAトンネルにトラフィックをリダイレクトするプレフィックスごとの LFA FRRパス
内のトンネルエンドポイントへの最大距離を設定するには、次の作業を実行します。

手順の概要

1. イネーブル化
2. configureterminal
3. router ospfprocess-id
4. fast-reroute per-prefix remote-lfa [areaarea-id] maximum-costdistance

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configureterminal

例：

Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングをイネーブルにして、ルータコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

router ospfprocess-id

例：

Device(config)# router ospf 10

ステップ 3   

リモート LFAトンネルにトラフィックをリダイレクトす
るプレフィックスごとの LFA FRRパス内のトンネルエン
ドポイントへの最大距離を設定します。

fast-reroute per-prefix remote-lfa
[areaarea-id] maximum-costdistance

例：

Device(config-router)# fast-reroute

ステップ 4   

• LFA FRRを有効にするエリアを指定するには、
areaarea-idキーワードおよび変数を使用します。per-prefix remote-lfa area 2

maximum-cost 30

OSPF IPv4 リモート LFA IPFRR により作成されるトンネルインターフェ
イスの確認

手順の概要

1. イネーブル化
2. show ip ospffast-rerouteremote-lfa tunnels

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化

例：

Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。
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目的コマンドまたはアクション

OSPFのプレフィックスごとの LFA FRR設定に関す
る情報を表示します。

show ip ospffast-rerouteremote-lfa tunnels

例：
Device# show ip ospf fast-reroute
remote-lfa tunnels

ステップ 2   

OSPF IPv4 リモート Loop-Free Alternate IP Fast Reroute の設
定例

例：リモート LFA トンネルの設定
次に、エリア 2でプレフィックスごとのリモート LFA FRRを設定する例を示します。リモート
トンネルのタイプにはMPLS-LDPが指定されています。

Router(config-router)# fast-reroute per-prefix remote-lfa area 2 tunnel mpls-ldp

例：トンネルエンドポイントまでの最大距離の設定

次に、エリア 2の最大コストを 30を設定する例を示します。

Router(config-router)# fast-reroute per-prefix remote-lfa area 2 maximum-cost 30

例：OSPF IPv4 リモート LFA IPFRR により作成されるトンネルインター
フェイスの確認

次の例に、OSPF IPv4 LFA IPFRRによって作成されたトンネルインターフェイスに関する情報を
示します。
Router# show ip ospf fast-reroute remote-lfa tunnels

OSPF Router with ID (192.168.1.1) (Process ID 1)
Area with ID (0)
Base Topology (MTID 0)

Interface MPLS-Remote-Lfa3
Tunnel type: MPLS-LDP
Tailend router ID: 192.168.3.3
Termination IP address: 192.168.3.3
Outgoing interface: Ethernet0/0
First hop gateway: 192.168.14.4
Tunnel metric: 20
Protects:
192.168.12.2 Ethernet0/1, total metric 30
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その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: OSPF
Command Reference』

OSPFコマンド：コマンド構文の詳細、コマンドモード、デフォ
ルト設定、コマンド履歴、使用に関する注意事項および例

『IP Routing:OSPFConfiguration
Guide』の「ConfiguringOSPF」

『Configuring OSPF』

『IP Routing:OSPFConfiguration
Guide』の「OSPFv2 Loop-Free
Alternate Fast Reroute」

OSPFv2 Loop-Free Alternate Fast Reroute

標準および RFC

Title標準/RFC

『Basic Specification for IP Fast Reroute: Loop-Free
Alternates』

RFC 5286

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。
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OSPF IPv4 リモート Loop-Free Alternate IP Fast Reroute の機
能情報

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 58：OSPF IPv4 リモート Loop-Free Alternate IP Fast Reroute の機能情報

機能情報リリース機能名

OSPF IPv4リモート Loop-Free
Alternate IP Fast Reroute機能に
より、パスが複数の離れたホッ

プである場合でも、ノード障害

時のバックアップ修復パスが有

効になります。

次のコマンドが導入または変更

されました。

fast-reroute per-prefix remote-lfa
maximum-cost、fast-reroute
per-prefix remote-lfa tunnelお
よび show ip ospf fast-reroute

15.2(2)S

Cisco IOS XE Release 3.11S
OSPF IPv4リモート Loop-Free
Alternate IP Fast Reroute
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第 53 章

OSPFv3 マルチエリア隣接関係

OSPFv3マルチエリア隣接関係を使用すると、最適化されたルーティングを可能にするために
OpenShortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）エリアが共有できるリンクを設定することができ
ます。既存の OSPFv3プライマリインターフェイスには複数のエリアを追加できます。

• 機能情報の確認, 549 ページ

• OSPFv3マルチエリア隣接関係の前提条件, 550 ページ

• OSPFv3マルチエリア隣接関係の制約事項, 550 ページ

• OSPFv3マルチエリア隣接関係について, 550 ページ

• OSPFv3マルチエリア隣接関係の設定方法, 551 ページ

• OSPFv3マルチエリア隣接関係の確認, 553 ページ

• OSPFv3マルチエリア隣接関係の設定例, 553 ページ

• OSPFv3マルチエリア隣接関係に関する追加情報, 555 ページ

• OSPFv3マルチエリア隣接関係の機能情報, 555 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPFv3 マルチエリア隣接関係の前提条件
• Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）がプライマリインターフェイスで設定されて
いることを確認します。

•プライマリインターフェイスタイプがポイントツーポイントであることを確認します。

OSPFv3 マルチエリア隣接関係の制約事項
•マルチエリアインターフェイスは、プライマリインターフェイスでOSPFv3が設定されてお
り、プライマリインターフェイスのOSPFv3ネットワークタイプがポイントツーポイントで
ある場合のみ動作します。

•マルチエリアインターフェイスは、OSPFv3のプライマリインターフェイス上の論理構成体
として存在しますが、プライマリインターフェイス上のネイバーステートは、マルチエリ

アインターフェイスと無関係です。

•マルチエリアインターフェイスは、隣接するデバイス上の対応するマルチエリアインター
フェイスとの隣接関係を確立します。マルチエリアとプライマリインターフェイスの混在は

サポートされていません。

•ネイバーステートがフルの場合、マルチエリアインターフェイスは、デバイスのリンクス
テートアドバタイズメント（LSA）内の他のデバイスへのポイントツーポイント接続を、対
応するエリアにアドバタイズします。

•マルチエリアインターフェイスはプライマリインターフェイスからすべての OSPFv3パラ
メータ（認証など）を継承します。マルチエリアインターフェイスでパラメータを設定する

ことはできませんが、プライマリインターフェイスではパラメータを設定できます。

OSPFv3 マルチエリア隣接関係について

OSPFv3 マルチエリア隣接関係の概要
Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）では、単一の物理リンクを複数のエリアで共有す
ることができます。このため、同じリンクを共有する該当のエリアそれぞれにエリア内パスを作

成します。すべてのエリアには、OSPFv3を設定できるインターフェイスがあります。これらのイ
ンターフェイスの 1つがプライマリインターフェイスとして、その他がセカンダリインターフェ
イスとして指定されます。

OSPFv3マルチエリア隣接関係機能を使用すると、プライマリインターフェイスにリンクを設定
し、複数のエリアで最適化されたルーティングを有効にすることができます。各マルチエリアイ

ンターフェイスは、ポイントツーポイントアンナンバードリンクとして表明されます。マルチエ
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リアインターフェイスは、既存のプライマリインターフェイス上の論理構成体として存在しま

す。プライマリインターフェイス上のネイバーステートはマルチエリアインターフェイスのネ

イバーステートには依存しません。マルチエリアインターフェイスは隣接デバイス上の対応する

マルチエリアインターフェイスとのネイバー関係を確立します。2つの OSPFv3スピーカーのあ
るインターフェイスでのみマルチエリア隣接関係を設定できます。

プライマリOSPFv3インターフェイスでマルチエリア隣接関係を設定するには、ospfv3multi-area
コマンドを使用します。

OSPFv3 マルチエリア隣接関係の設定方法

OSPFv3 マルチエリア隣接関係の設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. interface type number
4. ipv6 enable
5. ospfv3 multi-area multi-area-id
6. ospfv3 multi-area multi-area-id cost interface-cost
7. ospfv3 process-id ipv6 area area-id
8. serial restart-delay count
9. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスタイプおよび番号を指定します。interface type number

例：
Device(config)# interface serial
2/0

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

明示的な IPv6アドレスが設定されていないインターフェイス
における IPv6処理をイネーブルにします。

ipv6 enable

例：
Device(config-if)# ipv6 enable

ステップ 4   

インターフェイスでマルチエリア隣接関係を設定します。ospfv3 multi-area multi-area-id

例：
Device(config-if)# ospfv3
multi-area 100

ステップ 5   

• multi-area-id引数は、OSPFv3マルチエリアを示します。
範囲は 0～ 4294967295にするか、または IPアドレスを
使用できます。

（任意）OSPFv3マルチエリアインターフェイスでパケット
を送信するコストを指定します。マルチエリアインターフェ

ospfv3 multi-area multi-area-id cost
interface-cost

例：
Device(config-if)# ospfv3
multi-area 100 cost 512

ステップ 6   

イスのコストをプライマリインターフェイスのコストとは異

なるようにする必要がある場合のみ、このコマンドを使用し

てコストを指定します。

OSPFv3インターフェイスを設定します。ospfv3 process-id ipv6 area area-id

例：
Device(config-if)# ospfv3 1 ipv6
area 0

ステップ 7   

• process-id引数はOSPFプロセスを示します。有効な範囲
は 1～ 65535です。

• area-id引数は OSPFエリアを示します。範囲は 0～
4294967295にするか、または IPアドレスを使用できま
す。

ルータがダウンした場合に、ルータがシリアルインターフェ

イスを起動するまで待機する時間を設定します。count引数
serial restart-delay count

例：
Device(config-if)# serial
restart-delay 0

ステップ 8   

は、ハードウェアがリセットされる頻度を秒単位で指定しま

す。範囲は 0～ 900です。

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config-if)# end

ステップ 9   
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OSPFv3 マルチエリア隣接関係の確認

手順の概要

1. イネーブル化
2. show ospfv3 interface brief
3. show ospfv3 multi-area
4. show ospfv3 interface

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）イン
ターフェイスに関する簡単な情報を表示します。

show ospfv3 interface brief

例：
Device# show ospfv3 interface brief

ステップ 2   

OSPFv3マルチエリアインターフェイスに関する情報
を表示します。

show ospfv3 multi-area

例：
Device# show ospfv3 multi-area

ステップ 3   

OSPFv3インターフェイスに関する情報を表示します。show ospfv3 interface

例：
Device# show ospfv3 interface

ステップ 4   

OSPFv3 マルチエリア隣接関係の設定例

例：OSPFv3 マルチエリア隣接関係の設定

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface serial 2/0
Device(config-if)# ipv6 enable
Device(config-if)# ospfv3 multi-area 100
Device(config-if)# ospfv3 multi-area 100 cost 512
Device(config-if)# ospfv3 1 ipv6 area 0
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Device(config-if)# serial restart-delay 0
Device(config-if)# end

例：OSPFv3 マルチエリア隣接関係の確認

show ospfv3 interface briefコマンドの出力例

Open Shortest Path Firstバージョン 3（OSPFv3）インターフェイスに関する簡単な情報を表示する
には、特権 EXECモードで show ospfv3 interface briefコマンドを使用します。

Device# show ospfv3 interface brief

Interface PID Area AF Cost State Nbrs F/C
Se2/0 1 0 ipv6 64 P2P 1/1
MA2 1 1 100 ipv6 512 P2P 1/1

show ospfv3 multi-areaコマンドの出力例

OSPFv3マルチエリアインターフェイスの情報を表示するには、特権 EXECモードで show ospfv3
multi-areaコマンドを使用します。

Device# show ospfv3 multi-area

OSPFV3_MA2 is up, line protocol is up
Primary Interface Serial2/0, Area 100
Interface ID 10
MTU is 1500 bytes
Neighbor Count is 1

show ospfv3 interfaceコマンドの出力例

OSPFv3インターフェイスの情報を表示するには、特権 EXECモードで show ospfv3 interfaceコマ
ンドを使用します。

Device# show ospfv3 interface

Serial2/0 is up, line protocol is up
Link Local Address 2001:DB8:0:ABCD::1, Interface ID 10
Area 0, Process ID 1, Instance ID 0, Router ID 10.0.0.12
Network Type POINT_TO_POINT, Cost: 64
Transmit Delay is 1 sec, State POINT_TO_POINT
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
Hello due in 00:00:07
Graceful restart helper support enabled
Index 1/1/1, flood queue length 0
Next 0x0(0)/0x0(0)/0x0(0)
Last flood scan length is 1, maximum is 1
Last flood scan time is 0 msec, maximum is 0 msec
Neighbor Count is 1, Adjacent neighbor count is 1
Adjacent with neighbor 10.0.0.22
Suppress hello for 0 neighbor(s)
Multi-area interface Count is 1
OSPFV3_MA2 interface exists in area 100 Neighbor Count is 1
OSPFV3_MA2 is up, line protocol is up
Link Local Address 2001:DB8:0:ABCD::1, Interface ID 10
Area 100, Process ID 1, Instance ID 0, Router ID 10.0.0.12
Network Type POINT_TO_POINT, Cost: 512
Transmit Delay is 1 sec, State POINT_TO_POINT
Timer intervals configured, Hello 10, Dead 40, Wait 40, Retransmit 5
Hello due in 00:00:08
Graceful restart helper support enabled
Index 1/1/2, flood queue length 0
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Next 0x0(0)/0x0(0)/0x0(0)
Last flood scan length is 1, maximum is 1
Last flood scan time is 0 msec, maximum is 0 msec
Neighbor Count is 1, Adjacent neighbor count is 1
Adjacent with neighbor 10.0.0.22

OSPFv3 マルチエリア隣接関係に関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command Reference』IPv6コマンド

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/supportシスコのサポートWebサイトでは、シスコの
製品やテクノロジーに関するトラブルシュー

ティングにお役立ていただけるように、マニュ

アルやツールをはじめとする豊富なオンライン

リソースを提供しています。

お使いの製品のセキュリティ情報や技術情報を

入手するために、CiscoNotificationService（Field
Noticeからアクセス）、Cisco Technical Services
Newsletter、Really Simple Syndication（RSS）
フィードなどの各種サービスに加入できます。

シスコのサポートWebサイトのツールにアク
セスする際は、Cisco.comのユーザ IDおよびパ
スワードが必要です。

OSPFv3 マルチエリア隣接関係の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。
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プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

機能情報リリース機能名

OSPFv3マルチエリア隣接関係
を使用すると、最適化された

ルーティングを可能にするため

に Open Shortest Path Firstバー
ジョン3（OSPFv3）エリアが共
有できるリンクを設定すること

ができます。既存のOSPFv3プ
ライマリインターフェイスに

は複数のエリアを追加できま

す。

OSPFv3マルチエリア隣接関係
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第 54 章

OSPF 隣接関係確立制限

OSPF隣接関係同時確立制限機能により、OSPFエリア内の隣接関係の数を制限することができ
ます。

• 機能情報の確認, 557 ページ

• OSPF隣接関係確立制限について, 558 ページ

• OSPF隣接関係確立制限の設定方法, 559 ページ

• OSPF隣接関係確立制限の設定例, 564 ページ

• OSPF隣接関係確立制限に関する追加情報, 565 ページ

• OSPF隣接関係確立制限の機能情報, 566 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の機能情報および警告については、Bug Search Toolおよびご使用の
プラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してください。このモ

ジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリースの一覧につい

ては、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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OSPF 隣接関係確立制限について

隣接関係の制限の概要

OSPF：同時隣接関係確立の制限機能を使用すると、同時に「交換」または「ロード中」ステート
にある隣接関係の数を制限することができます。プロセスの制限（PL）は、「確立中」の隣接関
係の数を決定し、プロセス全体のすべての隣接関係に適用されます。「確立中」とは、「交換」

または「ロード中」ステートにある隣接関係のことです。隣接関係は、エリアの作成後の初期に

OSPFエリアで確立されます。初期制限は、OSPFエリアで「フル」ステートに達した隣接関係が
ないときに適用されます。エリアに「フル」の隣接関係がある場合、新しい隣接関係はプロセス

制限によって管理されます。ある時点では、プロセス制限と初期制限が OSPFエリアで有効にな
ります。エリアに「確立中」の隣接関係がないときは、指定された最大の制限とは無関係に少な

くとも 1つの隣接関係の確立が許可されます。つまり、隣接関係の最大数は、1つまたは複数の
エリアで隣接関係が確立されるまでは超えることができます。（エリア数）- 1の数が上限を超え
ることができます。

制限に達すると、EXCHANGE未満のステートの隣接関係が終了します。隣接関係を終了するに
は、ネイバーのデバイス IDを持たないネイバーに helloパケットを送信します。これにより、ネ
イバーの隣接関係は INITステートになります。このため、ネイバーが別のインターフェイスで隣
接関係の確立をブロックしている場合に発生する可能性がある、ネイバーとのデッドロックが防

止されます。ネイバーの隣接関係を INITにすることにより、ネイバーは別のインターフェイスで
隣接関係を確立できるようになります。制限に達したり超過した場合、不明なネイバーからのパ

ケットは無視されます。

グレースフルリスタートまたはCiscoNonstop Forwardingを設定する場合、隣接するすべてのデバ
イスから helloパケットを受け入れる必要があります。再起動するデバイスは helloパケットにネ
イバーのデバイス IDを含め、ネイバーによって隣接関係がドロップされないようにする必要があ
ります。グレースフルリスタートが設定されている場合、猶予のリンクステートアドバタイズメ

ント（LSA）はスロットリングモードではなく通常モードで送信する必要があります。デバイス
がグレースフルリスタートを実行しているときに制限に達した場合、新しい隣接関係は 2-WAY
または EXSTARTのままにすることができます。ただし、確立中の隣接関係の数が制限未満にな
るまでは EXCHANGEに進むことができません。

隣接関係の確立の設定

ルータまたはアドレスファミリコンフィギュレーションモードでエリアの上限および初期制限を

設定するには、adjacency staggerコマンドを使用します。初期制限はプロセスの制限以下にする
必要があります。デフォルト値は 300で、最小値は 1です。noneキーワードを使用する場合、上
限のみが有効になります。noneキーワードはエリアの初期制限も無効にします。エリアで制限に
達して隣接関係が確立されていない場合、隣接関係確立のグローバル数がPL未満になるまで、エ
リアでの隣接関係の確立が許可されなくなります。

インターフェイスでずらすことを無効にするには、ip ospf adjacency stagger disableまたは ospfv3
adjacency staggerdisableコマンドを使用します。無効なインターフェイスでの隣接関係の確立は、
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スロットリングの制限にカウントされます。インターフェイスのスロットリングを無効にすると、

上限に達したときに上限を超えることができ、スロットリングが無効になっているインターフェ

イスで新しい隣接関係が確立されます。

noadjacency staggerコマンドを使用してこの機能を無効にすると、実行コンフィギュレーショ
ンにコマンドが表示されます。デフォルト値に戻すには、default adjacency staggerコマンドを
使用します。このコマンドを使用すると、adjacency staggerコマンドは実行コンフィギュレー
ションに表示されません。

（注）

OSPF 隣接関係確立制限の設定方法

グローバルな隣接関係確立の設定

ルータコンフィギュレーションモードでの隣接関係制限の設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. router ospfprocess-id
4. adjacency stagger {initial-limit | none} maximum-limit
5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：
Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

OSPFルーティングをイネーブルにして、ルータコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

router ospfprocess-id

例：
Device(config)# router ospf 109

ステップ 3   
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目的コマンドまたはアクション

エリア内の隣接関係の数を制御します。adjacency stagger {initial-limit | none}
maximum-limit

ステップ 4   

• initial-limit：エリア内で許可する隣接関係の最小数。

例：
Device(config-router)# adjacency
stagger 10 50

• maximum-limit：エリア内で許可する隣接関係の最大
数。

• none：エリア内に隣接関係を 1つも許可しない。

ルータコンフィギュレーションモードを終了して、特権

EXECモードに戻ります。
end

例：
Device(config-router)# end

ステップ 5   

アドレスファミリコンフィギュレーションモードでの隣接関係制限の設定

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. router ospfv3 [process-id]
4. 次のいずれかを実行します。

• address-family ipv4 unicast

• address-family ipv6 unicast

5. adjacency stagger {initial-limit | none} {maximum-limit| disable}
6. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化ステップ 1   

例：
Device> enable

•パスワードを入力します（要求された場合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

IPv4または IPv6アドレスファミリの OSPFv3ルータコ
ンフィギュレーションモードをイネーブルにします。

router ospfv3 [process-id]

例：
Device(config)# router ospfv3 1

ステップ 3   

OSPFv3の IPv4または IPv6アドレスファミリコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

次のいずれかを実行します。ステップ 4   

• address-family ipv4 unicast

• address-family ipv6 unicast

例：
Device(config-router)# address-family
ipv4 unicast

例：
Device(config-router)# address-family
ipv6 unicast

エリア内の隣接関係の数を制御します。adjacency stagger {initial-limit | none}
{maximum-limit| disable}

ステップ 5   

• initial-limit：エリア内で許可する隣接関係の最小
数。例：

Device(config-router-af)# adjacency
stagger 10 50 • none：エリア内に隣接関係を 1つも許可しない。

• maximum-limit：エリア内で許可する隣接関係の最
大数。

• disable：隣接関係の確立をディセーブルにします。

アドレスファミリコンフィギュレーションモードを終

了して、特権 EXECモードに戻ります。
end

例：
Device(config-router-af)# end

ステップ 6   
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インターフェイスコンフィギュレーションモードでの隣接関係スタ

ガリングのディセーブル化

手順の概要

1. イネーブル化
2. configure terminal
3. interfacetype number
4. 次のいずれかを実行します。

• ip ospf adjacency stagger disable

• ospfv3 adjacency stagger disable

5. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。イネーブル化

例：
Device> enable

ステップ 1   

•パスワードを入力します（要求された場
合）。

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

configure terminal

例：
Device# configure terminal

ステップ 2   

インターフェイスを指定し、インターフェイス

コンフィギュレーションモードを開始します。

interfacetype number

例：
Device(config)# interface serial 2/0

ステップ 3   

インターフェイスで隣接関係スタガリングをディ

セーブルにします。

次のいずれかを実行します。ステップ 4   

• ip ospf adjacency stagger disable

• ospfv3 adjacency stagger disable

例：
Device(config-if)# ip ospf adjacency stagger
disable

例：
Device(config-if)# ospfv3 adjacency stagger
disable
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目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードに戻ります。end

例：
Device(config-if)# end

ステップ 5   

隣接関係スタガリングの確認

手順の概要

1. イネーブル化
2. show ip ospf
3. show ospfv3

手順の詳細

ステップ 1 イネーブル化

例：
Device> enable

特権 EXECモードをイネーブルにします。

•パスワードを入力します（要求された場合）。

ステップ 2 show ip ospf

例：
Device# show ip ospf

Routing Process "ospf 10" with ID 10.8.3.3
Start time: 2w0d, Time elapsed: 00:16:43.033
Supports only single TOS(TOS0) routes
Supports opaque LSA
Supports Link-local Signaling (LLS)
Supports area transit capability
Supports NSSA (compatible with RFC 3101)
Supports Database Exchange Summary List Optimization (RFC 5243)
Event-log enabled, Maximum number of events: 1000, Mode: cyclic
Router is not originating router-LSAs with maximum metric
Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Incremental-SPF disabled
Minimum LSA interval 5 secs
Minimum LSA arrival 1000 msecs
LSA group pacing timer 240 secs
Interface flood pacing timer 33 msecs
Retransmission pacing timer 66 msecs
EXCHANGE/LOADING adjacency limit: initial 300, process maximum 300
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Number of external LSA 0. Checksum Sum 0x000000
Number of opaque AS LSA 0. Checksum Sum 0x000000
Number of DCbitless external and opaque AS LSA 0
Number of DoNotAge external and opaque AS LSA 0
Number of areas in this router is 0. 0 normal 0 stub 0 nssa
Number of areas transit capable is 0
External flood list length 0
IETF NSF helper support enabled
Cisco NSF helper support enabled
Reference bandwidth unit is 100 mbps

OSPFルーティングプロセスに関する情報を表示します。

ステップ 3 show ospfv3

例：
Device# show ospfv3

OSPFv3 12 address-family ipv6
Router ID 10.8.3.3
Supports NSSA (compatible with RFC 3101)
Supports Database Exchange Summary List Optimization (RFC 5243)
Event-log enabled, Maximum number of events: 1000, Mode: cyclic
Router is not originating router-LSAs with maximum metric
Initial SPF schedule delay 5000 msecs
Minimum hold time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Maximum wait time between two consecutive SPFs 10000 msecs
Minimum LSA interval 5 secs
Minimum LSA arrival 1000 msecs
LSA group pacing timer 240 secs
Interface flood pacing timer 33 msecs
Retransmission pacing timer 66 msecs
Retransmission limit dc 24 non-dc 24
EXCHANGE/LOADING adjacency limit: initial 10, process maximum 50
Number of external LSA 0. Checksum Sum 0x000000
Number of areas in this router is 0. 0 normal 0 stub 0 nssa
Graceful restart helper support enabled
Reference bandwidth unit is 100 mbps
RFC1583 compatibility enabled

OSPFv3ルーティングプロセスに関する情報を表示します。

OSPF 隣接関係確立制限の設定例

例：ルータコンフィギュレーションモードでの隣接関係制限の設定
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router ospf 109
Device(config-router)# adjacency stagger 10 50
Device(config-router)# end

   IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
564

OSPF 隣接関係確立制限
OSPF 隣接関係確立制限の設定例



例：アドレスファミリコンフィギュレーションモードでの隣接関係

制限の設定
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# router ospfv3 1
Device(config-router)# address-family ipv6 unicast
Device(config-router-af)# adjacency stagger 10 50
Device(config-router-af)# end

例：インターフェイスコンフィギュレーションモードでの隣接関係

のディセーブル化
Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface serial 2/0
Device(config-if)# ospfv3 adjacency stagger disable
Device(config-if)# end

OSPF 隣接関係確立制限に関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Master Command List, All Releases』Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IP Routing: OSPF Command
Reference』

OSPFコマンド

『Configuring OSPF』『Configuring OSPF』

• OSPFv2マルチエリア隣接関係

• OSPFv3マルチエリア隣接関係

マルチエリア隣接関係

IP ルーティング：OSPF コンフィギュレーションガイド
565

OSPF 隣接関係確立制限
例：アドレスファミリコンフィギュレーションモードでの隣接関係制限の設定

https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/mcl/allreleasemcl/all-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_ospf/command/iro-cr-book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios-xml/ios/iproute_ospf/command/iro-cr-book.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/iproute_ospf/configuration/xe-3s/iro-xe-3s-book/iro-cfg.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/iproute_ospf/configuration/xe-3s/iro-xe-3s-book/iro-multi-area-adj-xe.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/iproute_ospf/configuration/xe-3s/iro-xe-3s-book/iro-v3-multi-area-adj-xe.html


シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれた Technical Assistanceの場合★右

の URLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これら

のリソースは、ソフトウェアをインストールし

て設定したり、シスコの製品やテクノロジーに

関する技術的問題を解決したりするために使用

してください。このWebサイト上のツールに
アクセスする際は、Cisco.comのログイン IDお
よびパスワードが必要です。

OSPF 隣接関係確立制限の機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 59：OSPF 隣接関係確立制限の機能情報

機能情報リリース機能名

OSPF隣接関係同時確立制限機能によ
り、OSPFエリア内の隣接関係の数を
制限することができます。

次のコマンドが導入または変更されま

した。adjacency stagger、ip ospf
adjacency stagger disable、ip ospfv3
adjacency stagger disable、show ip
ospf、show ip ospfv3

Cisco IOS XE Release
3.15S

OSPF：隣接関係同時確立制限
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